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ご注意

保証
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Oracle® は、 Oracle Corporation と その子会社の登録商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

こ のマニュ アルの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ン番号は、 ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ンを示し ます。

• ド キ ュ メ ン ト  リ リ ース日は、 ド キ ュ メ ン ト が更新されるたびに変更されます。

• ソ フ ト ウ ェア リ リ ース日は、 このバージ ョ ンのソ フ ト ウ ェ アの リ リ ース期日を表し ます。

最新の更新のチェ ッ ク、 またはご使用の ド キ ュ メ ン ト が最新版かど う かのご確認には、 次のサイ ト をご利用 く ださい。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

こ のサイ ト を利用するには、 HP パスポー ト への登録 と サイ ン イ ンが必要です。 HP パスポー ト ID の取得登録は、 次の Web
サイ ト から行な う こ と ができ ます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP パスポー ト のロ グ イ ン ページの [New users - please register] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

適切な製品サポー ト  サービ ス をお申し込みいただいたお客様は、 最新版をご入手いただけます。 詳細については、 HP の営業

担当にお問い合わせ く ださい。
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サポート

次の HP ソ フ ト ウ ェアサポー ト  オン ラ イ ン Web サイ ト  を参照し て く ださい。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソ フ ト ウ ェアが提供する製品、 サービ ス、 サポー ト に関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソ フ ト ウ ェア サポー ト  オン ラ イ ンではセルフ ソルブ機能を提供し ています。 お客様の業務の管理に必要な対話型の技術支

援ツールに素早 く 効率的にア ク セスいただけます。 HP ソ フ ト ウ ェアサポー ト  Web サイ ト のサポー ト 範囲は次の とお り です。

• 関心のあ る技術情報の検索

• サポー ト  ケース と エンハン ス メ ン ト 要求の登録と ト ラ ッ キング

• ソ フ ト ウ ェア パッチのダウ ン ロード

• サポー ト 契約の管理

• HP サポー ト 窓口の検索

• 利用可能なサービ スに関する情報の閲覧

• 他のソ フ ト ウ ェア カス タマ と の意見交換

• ソ フ ト ウ ェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポー ト のご利用には、 HP パスポー ト  ユーザーと し てご登録の上、 ロ グ イ ン し ていただ く 必要があ り ます。 ま

た、 多 く のサポー ト のご利用には、 サポー ト 契約が必要です。

ア ク セス  レベルに関する詳細は、 以下のWeb サイ ト を参照し て く ださい。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP パスポー ト ID を登録するには、 以下の Web サイ ト にア ク セス し て く ださ い。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
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第1章 Smart Plug-in for SAP の紹介
こ の章では、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ』 で説明し ている項目 と その参照

場所について記述し ます。

概要

『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ』 では、 HP Operations Manager for Windows
(HPOM for Windows) と  SAP NetWeaver の管理者が HPOM for Windows を使って SAP NetWeaver ラ ン

ド ス ケープを管理し てい く と きのニーズや要件を満たすよ う に SPI for SAP を設定する方法を説明し ていま

す。 また、 こ のオン ラ イ ン ヘルプ システムでは、 SPI for SAP に含まれる様々なサブエージェ ン ト のイ ン ス

ト ール方法および設定方法について も説明し ます。 最後に、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ

イ ン ヘルプ』 では、 HP Software の一部 と し て利用可能なパフ ォーマン ス関連製品 と  SPI for SAP と を統

合する方法について説明し ます。 
17
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第2章 SPI for SAP モニタのカスタマイズ
こ の章では、 SPI for SAP  モニ タのセ ッ ト ア ッ プ方法、 およびご使用の SAP ラ ン ド ス ケープの SAP サー

バーにそれら を配布する方法について説明し ます。

SPI for SAP モニタの紹介

SPI for SAP には、 SAP 環境の稼働状況を設定に応じ て定期的に収集するモニタ群が含まれています。

HPOM for Windows コ ン ソールで作業する  HPOM for Windows 管理者は、 適切な SPI for SAP ポ リ シー

を、 HPOM for Windows で管理、 監視する  SAP サーバーに配布し ます。 モニ タ の配布は、 通常、 SPI for
SAP のイ ン ス ト ールおよび設定プロセスの一部と し て実行されます。

SPI for SAP モニタ を設定し た経験がない場合は、 各ア ラー ト  モニタの説明と その設定フ ァ イル中の説明を

お読み く ださ い。 ア ラー ト  モニ タ設定フ ァ イルには、 デフ ォル ト 設定に関する情報の他、 各 SAP 環境でモ

ニタ を正し く 動作させるために必要な変更の一覧が含まれています。 

SPI for SAP モニタをご使用になる前に

モニタ を使 う 前に、 次の作業を完了させて く ださ い。

• 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 の説明に沿って必要な SAP
ユーザーと そのロ グオン情報をセ ッ ト ア ッ プする。

• 監視対象とする全 SAP システムの詳細を r3itosap.cfg フ ァ イルで設定する。 r3itosap.cfg 内の項

目は、 以下の方法で定義する こ と ができ ます。 

― イ ンス ト ール手順の一部と して行 う  ( 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ンス ト ールおよび設

定ガイ ド』 を参照)。 または、

― 任意の時点で、 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用する。 詳細については、 SAP NetWeaver の
監視 : r3itosap(20ページ ) を参照し て く ださい。

高可用性環境で SPI for SAP を SAP 監視用に設定する場合は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ
ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し て く ださ い。

監視対象の SAP イ ン ス タ ン スが MC/ServiceGuard など高可用性ク ラ ス タの一部であ る場合、 ク ラ ス タ内

に設定 さ れた ノ ー ド について SPI for SAP に知 ら せ る ために、 r3itosap.cfg フ ァ イ ルの 「cluster host
mapping」 セ ク シ ョ ンに新し く 項目を追加する必要があ り ます。 r3itosap.cfg フ ァ イル内にホス ト のマ ッ

ピング用の項目が存在し なければ、 SPI for SAP がク ラ ス タ内の ノ ード を監視する際に問題が発生する可能

性があ り ます。 た と えば、 ク ラ ス タ  ノ ー ド のホス ト 名を解決でき ない、 正しい時間に監視を開始でき ない、

メ ッ セージを適切な管理 ノード に関連付けできないなどの可能性があ り ます。
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SAP NetWeaver の監視 : r3itosap

こ の項では、 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し て r3itosap.cfg 設定フ ァ イルを変更する方法につ

いて説明し ます。  r3itosap.cfg 設定フ ァ イルは、 SPI for SAP で監視する  SAP NetWeaver システムを定

義し ます。 このタ ス ク を正常に完了するには、 ConfigFile Editor と適切な SPI for SAP ポ リ シーを事前にイ

ン ス ト ール し てお く 必要があ り ます。 パ ッ ケージ と ポ リ シーの イ ン ス ト ールの詳細は、 『HP Operations
Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し て く ださい。 

各 SAP NetWeaver ク ラ イ アン ト の SAP NetWeaver ユーザーをセ ッ ト ア ッ プする必要があ り ます。 『HP
Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 の 「イ ン ス ト ールの前に」 で作成し た

SAP NetWeaver ク ラ イ ア ン ト の リ ス ト には、 設定フ ァ イ ルの各行で必要 と な る情報が含まれてい ます。

HPOM for Windows に対し て SAP NetWeaver ユーザーを設定する方法の詳細は、 『HP Operations Smart
Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ イ ド』 の 「HPOM の SAP ユーザーのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し

て く ださい。

r3itosap.cfg 設定フ ァ イル内のフ ォーマ ッ ト 例を使用し て、 SPI for SAP で監視する各 SAP NetWeaver
イ ン ス タ ン スのエン ト リ を追加し ます。 SPI for SAP では、 モニ タ設定フ ァ イル r3itosap.cfg で、 文字列

「=default」 がデフ ォル ト の ITOUSER パス ワー ド 「HPSAP_30」 に関連付け ら れてい ます。 独自の SAP
ユーザー ロ グ イ ンを使用する場合は、「=default」 を適切なユーザー パス ワード で置換する必要があ り ます。

HPOM for Windows 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し て r3itosap.cfg フ ァ イルを編集する場合、

ポ リ シー エデ ィ タはフ ァ イル保存時にパス ワード を自動的に暗号化し ます。

監視対象の SAP イ ン ス タ ン スが MC/ServiceGuard など高可用性ク ラ ス タの一部であ る場合、ク ラ ス タ内に

設定 さ れた ノ ー ド につい て SPI for SAP に知 ら せ る た め に、 r3itosap.cfg フ ァ イ ルの 「cluster host
mapping」 セ ク シ ョ ンに項目を追加する必要があ り ます。 ホス ト  マ ッ ピ ング エン ト リ が r3itosap.cfg に
存在し ない場合、 SPI for SAP で ク ラ ス タ内の ノ ード を監視する際に、 た と えば、 ク ラ ス タ  ノード のホス ト

名の解決やク ラ ス タ内の適切な管理 ノードへの メ ッ セージの関連付けなどで問題が発生する可能性があ り ま

す。

高可用性 ク ラ ス タ 内の SPI for SAP お よ び r3itosap.cfg フ ァ イ ルの設定の詳細は、 『HP Operations
Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し て く ださい。

SPI for SAP が SAP システムのステータ スの監視に使用する ツール r3statusは、r3itosap.cfg内で指定

し た SAP システムが存在する こ と を確認し ません。 r3status は、 た と えばタ イプ ミ スなどのために、 指定

された SAP イ ン ス タ ン ス を見つける こ と ができ ない場合、 イ ン ス タ ン スが利用不可であ る と報告し ます。
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SPI for SAP モニタ

表1 に、 SPI for SAP ア ラー ト  モニ タの概要を示し ます。   

表2 に、 SPI for SAP ア ラー ト 収集モニタ  r3moncol で使用される ア ラー ト 収集の概要を示し ます。   

表 1　 　アラート  モニタ

アラート  モニタ 監視機能

r3monal a

a. SAP syslog モニタ  r3monxmi は廃止されま し た。

SAP NetWeaver システムのロ グ イベン ト と内部 SAP 
CCMS 4.x ア ラー ト  モニタからの警告を監視し ます。

r3mondev SAP の ト レース  フ ァ イル と ロ グ フ ァ イル内のエラーを監

視し ます。

r3mondisp SPI for SAP の集中監視設定フ ァ イル r3itosap.cfg 内
に設定されたすべての SAP イ ン ス タ ン スについて、

ABAP デ ィ スパッチャのステータ ス を監視し ます。

r3monpro SAP のワーク  プロセスおよびデータベース プロセス を監

視し ます。

r3monsec r3itosap.cfg フ ァ イル内に設定された SAP イ ン ス タ ン

スのセキ ュ リ テ ィ 設定を監視し ます。

r3status r3itosap.cfg フ ァ イル内に設定された SAP イ ン ス タ ン

スのステータ ス を監視し ます。

表 2　 　 r3moncol アラート収集モニタ  

アラート収集モニタ 監視機能

r3monaco これは、 ア ラー ト 収集モニタではあ り ませんが、 SAP の 
TemSe (Temporary Sequential) フ ァ イルを監視するには 
r3monaco を管理 ノード に割 り 当てる必要があ り ます。 詳
細については、 TemSe フ ァ イルの監視方法 (176ページ )
を参照し て く ださい。

r3monale SAP NetWeaver システム内の iDOC のステータ ス を監

視し ます。

r3monchg SAP NetWeaver システム チェ ンジ オプシ ョ ンを監視し

ます。

r3moncts 修正 ・ 移送システムを監視し ます。

r3mondmp ABAP/4 ダンプを監視し ます。

r3monjob SAP NetWeaver のバッチ ジ ョ ブを監視し ます。

r3monlck エンキ ュー プロセス を監視し ます。 このプロセスは SAP 
NetWeaver の ト ラ ンザク シ ョ ンに関する論理ロ ッ ク を管

理し、 無効な ロ ッ ク を報告し ます。
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モニタ設定の重要なコンセプ ト

こ の項では、 CCMS ア ラー ト  モニタのベース と なる コ ンセプ ト およびその設定方法について説明し ます。 

モニタ設定ファイル

各ア ラー ト  モニ タ またはア ラー ト 収集モニ タには設定フ ァ イルが関連付け られてお り 、それを編集する こ と

によ って、 すべてのモニ タのア ラー ト を監視するルールを設定する こ と ができ ます。 ただし、 モニ タには変

更し な く て も使用でき るデフ ォル ト の設定があ り ます。 SPI for SAP のモニタ設定フ ァ イルの内容の詳細は、

以下を参照し て く ださ い。

• SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ )

すべての SPI for SAP モニ タの設定に関する一般情報

• ア ラー ト  モニ タの設定フ ァ イル (48ページ )

ア ラー ト  モニ タ  r3monal、 r3mondev、 r3monpro、 および r3monsec の設定に使用する キーワードおよ

びパラ メ ータに関する情報です。

• r3mondisp 設定フ ァ イル (80ページ )

ABAP デ ィ スパ ッ チ キ ュー モニ タ  r3mondisp の設定に使用する キーワー ド およびパラ メ ータ に関す

る情報です。

r3monoms 操作モード の切 り 替えを監視し て、 ス ケジュールされて

いる操作モード が、 指定された時間の後に開始し ている

かど う かを判定し ます。 WebAS 7 では、 SAP 内での変化

は、 操作モード の切 り 替えエラーでないこ と を示し ます

ので注意し て く ださい。

r3monrfc SAP 環境における  RFC 宛先のステータ ス を確認し ます。

r3monspl スプール エン ト リ 、 スプール エラー、 および印刷エラー

を監視し ます。

r3montra 移送システムを監視し ます。

r3monupd ア ク テ ィ ブなステータ ス と エラーに関する更新プロセス

を監視し ます。

r3monusr SAP NetWeaver にロ グ イ ン し ているユーザーの数を監視

し ます。

r3monwpa ワーク プロセスのステータ ス を監視し ます。 デバッ グ、 プ

ラ イベー ト 、 または再起動な しのいずれかのモード で実

行中のプロセスの報告、 設定されたワーク  プロセス数 と

稼動中のプロセス数の比較、 待機中の予定ワーク プロセ

ス数と稼働中のワーク プロセス数のチェ ッ ク を行います。

表 2　 　 r3moncol アラート収集モニタ   (続き )

アラート収集モニタ 監視機能
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• r3status の設定フ ァ イル (70ページ )

• ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル (106ページ )

ア ラ ー ト 収集モニ タ  r3moncol お よ び こ のモニ タ が使用す る ア ラ ー ト 収集 (r3monale、 r3mondmp、

r3monjob など ) の設定に関する情報です。

モニタ設定ファイル : グローバルとローカル

上記の配布方法を使 う 適正な時期および設定フ ァ イルの編集方法の詳細は、 SPI for SAP モニ タ設定フ ァ イ

ル (25ページ ) を参照し て く ださい。

モニタ設定モード

SPI for SAP は以下の設定モード に対応し ています。

• グローバル

1 つの設定フ ァ イル中に、 すべての管理 ノ ー ド の監視条件を定義し ます。 グ ローバル設定を指定する場

合は、すべての管理 ノード の監視に必要なあ らゆる要求を満たす監視条件を定義し なければな り ません。 

• ローカル

特定の管理 ノ ー ド専用の設定フ ァ イルに監視条件を定義し ます。 ローカル設定を使 う 場合は、 各 ノ ー ド

に専用の設定フ ァ イルを作成する こ と ができ ます。 こ のフ ァ イルでは、 その特定の ノ ー ド に適用する監

視条件のみを定義し ます。 

グ ローバル設定 と ローカル設定の混成配布も可能です。 ローカル設定 と グ ローバル設定の関係についての説

明、および各設定モード の使用方法の詳細は、 ア ラー ト  モニタ設定フ ァ イルの配布 (42ページ ) を参照し て く

ださい。

アラート  モニタの優先順位

ア ラー ト  モニ タ を実行する都度、 その動作はア ラー ト  モニ タ固有の設定フ ァ イルに定義された情報によ り

決定されます。 ア ラー ト  モニタは、 一定の 「優先順位」 に従って、 使用する設定フ ァ イルを次のよ う に選択

し ます。

1 モニタは最初に、 変数 SAPOPC_<R3monitor_name>_CONFIGFILE が存在するかど う かをチェ ッ ク

し、 その変数から設定フ ァ イルの位置を決定し ます。 
変数 SAPOPC_<R3monitor_name>_CONFIGFILE の詳細は、 た と えば環境変数 : r3monpro(65 ペー

ジ ) などの設定対象のモニタそれぞれに関する項を参照し て く ださ い。

2 UNIX 管理対象 ノード の場合 :

a ローカル設定フ ァ イル

モニタは HPOM for UNIX のローカル設定フ ァ イルを以下の場所で検索し、検出された場合はこれ

を使用し ます。

<OvDataDir>/conf/sapspi/local
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b グ ローバル設定フ ァ イル

HPOM for UNIX ローカル設定フ ァ イルを検出でき ない場合、モニ タは HPOM for UNIX グ ローバ

ル設定フ ァ イルを以下の場所で検索し、 検出された場合はこれを使用し ます。

<OvDataDir>/conf/sapspi/global

3 Windows 管理 ノード の場合 :

a ローカル設定フ ァ イル

モニ タは HPOM for Windows ローカル設定フ ァ イルを以下の場所で検索し、 検出された場合はこ

れを使用し ます。

%OvAgentDir%\conf\sapspi\local

b グ ローバル設定フ ァ イル

HPOM for Windows ローカル設定フ ァ イルを検出でき ない場合、モニタは HPOM for Windows  グ
ローバル 設定フ ァ イルを以下の場所で検索し、 検出された場合はこれを使用し ます。

%OvAgentDir%\conf\sapspi\global

アラート  モニタによるリモート監視

SPI for SAP には、 すべて の ア ラ ー ト  モ ニ タ、 ア ラ ー ト 収集モ ニ タ、 お よ びパ フ ォ ーマ ン ス  モ ニ タ

(r3mondev、 r3monpro、 r3mondisp を除 く ) の範囲を拡張でき る機能が含まれてお り 、 それを使用すれば、

HPOM for Windows 管理 ノ ー ド ではな く 、 SPI for SAP が イ ン ス ト ール さ れていない リ モー ト  SAP サー

バー上の SAP ステータ ス を監視する こ と ができ ます。 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アが実行されている  HPOM
for Windows 管理 ノード から セ ッ ト ア ッ プし、 リ モー ト 監視を実行し ます。

さ らに、 RemoteHost で定義された SAP サーバーは、 SPI for SAP が RemoteHost で監視し ている  SAP イ
ン ス タ ン スにロ グ イ ンでき る よ う 、また SAP イ ン ス タ ン スから情報を抽出でき る よ う にr3itosap.cfg フ ァ

イ ルに存在す る 必要があ り ます。 r3itosap.cfg フ ァ イ ルの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for
SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ イ ド』 を参照し て く ださ い。

SPI for SAP ツールは SAP System 上で SAP GUI を起動でき ない こ と に注意し て く だ さ い。 SPI for SAP
は、 SAP GUI を HPOM for Windows 管理 ノー ド から リ モー ト 監視し ています。

SPI for SAP で提供されている リ モー ト 監視機能を利用し て、 た と えば、 SPI for SAP でサポー ト されてい

ない環境で稼働する  SAP システムの監視をするには、以下のア ク シ ョ ンを実行する必要があ り ます。 個々の

監視対象 リ モー ト  サーバーの指定(25ページ )では、 リ モー ト 監視の対象 とする追加の SAP サーバーご と に

新しい行が必要であ る こ と を示し ています。 

• 各モニタの設定フ ァ イル内で、 先頭のハッ シ ュ記号 「#」 を削除する こ と によ り 、 RemoteMonitoring
キーワード を有効にし ます。 

• 監視を実行する ローカル ホス ト の名前を定義し ます。 リ モー ト  ホス ト と関連付ける ローカル ホス ト ご

と に新しい行が 1 行ずつ必要になる こ と に注意し て く ださい。

• 監視対象とする リ モー ト  SAP サーバー (RemoteHost または Remotely monitored Node) の名前を定義

し ます。 

RemoteHost パ ラ メ ータ内で定義さ れる  SAP サーバーは HPOM for Windows 管理 ノ ー ド ではな く て も、

HPOM for Windows ノ ー ド  リ ス ト には登録 さ れてい る 必要があ り ます。 RemoteHost で定義 し た SAP
サーバーが HPOM for Windows ノード  リ ス ト に追加されていない場合、 HPOM for Windows は リ モー ト

ホ ス ト と 関連付け られたホ ス ト 名を解決する こ と ができ ないため、 その リ モー ト  ホ ス ト か ら の メ ッ セージ

を、 HPOM for Windows コ ン ソールに表示する こ と ができ ません。
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• リ モー ト  ホス ト が HPOM for Windows ノ ード  リ ス ト に追加されている こ と を確認し ます。

RemoteMonitoring キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

• LocalHost

これは、 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アが実行されている ローカルの HPOM for Windows 管理 ノ ー ド の名

前です。 SPI for SAP は、 こ の ノ ー ド 上の HPOM for Windows エー ジ ェ ン ト を、 パ ラ メ ー タ

「RemoteHost」 で定義された SAP サーバーを リ モー ト 監視するために使用し ます。

• RemoteHost

これは、パラ メ ータ 「LocalHost」 で定義されたホス ト から監視する リ モー ト  SAP サーバーの名前です。

こ の リ モー ト  ホ ス ト には SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アはイ ン ス ト ールされておらず、 通常は HPOM for
Windows 管理 ノ ー ド ではあ り ませんが、 メ ッ セージを正し く 処理する ためには HPOM for Windows
ノ ード  リ ス ト に登録されている必要があ り ます。

• SAP System および SAP Number (r3monal のみ )

CCMS ア ラー ト および syslog モニ タ  r3monal は、 パラ メ ータ 「RemoteHost」 で定義されている  SAP
サーバー上で稼働する  SAP システムについて ID と番号の両方を認識する必要があ り ます。

ア ラー ト  モニ タおよび、特に r3monal (CCMS ア ラー ト  モニ タ ) を使用し た リ モー ト 監視を定義する際の追

加要件の詳細は、SPI for SAP モニ タ設定フ ァ イル(25ページ)およびア ラー ト  モニタの設定フ ァ イル(48ペー

ジ ) を参照し て く ださい。 

個々の監視対象リモート  サーバーの指定

#------------------------------------------------------------

# Remote LocalHost RemoteHost

# Monitoring

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap1

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap2

RemoteMonitoring =sap2 =sdsap3

#------------------------------------------------------------

モニ タ設定フ ァ イルの最後のア ラー ト  ク ラ スのセ ク シ ョ ンを使用し、 通常 ( ローカル ) の管理対象 ノ ー ド の

場合 と 同様に、 リ モー ト  サーバーの場合も モニ タのイ ン ス タ ン ス を特定のホ ス ト 、 SAP イ ン ス タ ン ス、 ま

たはプロ セスに関連付け る こ と ができ ます。 設定フ ァ イルのキーワー ド の詳細は、 SPI for SAP モニ タ設定

フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

SPI for SAP モニタ設定ファイル

SPI for SAP を イ ン ス ト ールおよび設定する際に、 SAP 担当者は、 SPI for SAP モニタ用の初期設定値を設

定し、 その修正し た設定フ ァ イルを各管理 ノード に配布する必要があ り ます。 

SPI for SAP で提供されている各設定フ ァ イルでは、 キーワー ド を使用する こ と によ ってデフ ォル ト 設定を

定義し ます。 一部のキーワー ド は、 特定のモニ タでのみ使用可能です。 つま り 、 それら のキーワー ド は、 モ

ニ タ設定フ ァ イルの特定のサブセ ク シ ョ ンでのみ使用可能です。 以下の項では、 設定フ ァ イルの各種のサブ

セ ク シ ョ ンに現われる キーワー ド を リ ス ト し、 設定フ ァ イルの末尾にあ る ア ラー ト  ク ラ ス  セ ク シ ョ ンの内

容について説明し ます。 そ こ では、 条件を定義し ます。 その条件に一致する と監視中の SAP ア ラー ト に関す

る メ ッ セージが生成されます。 また、 各モニ タについて使用でき る キーワードおよびキーワード  パラ メ ータ

で使用でき る値も示し ます。
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• AlertMonFun(26ページ )

SAP システムのア ラー ト 収集 r3moncol を設定し ます。

• AlertDevMon(27ページ )

SAP システムの ト レース  フ ァ イル と ロ グ フ ァ イルの監視を設定し ます。

• AlertMonPro(27ページ )

SAP システムご と にプロセス監視を設定し ます。

• AlertInstMonPro(27ページ )

SAP イ ン ス タ ン ス ご と にプロセス監視を設定し ます。

• AlerMonSyslog(27ページ )

CCMS ア ラー ト またはシステム ロ グのフ ィ ルタ リ ングを設定し ます。

• ア ラー ト  ク ラ ス (28ページ )

設定フ ァ イルの末尾にあ る ア ラー ト  ク ラ ス  セ ク シ ョ ン内の有効なキーワード はモニ タに固有です。

• CCMSAcknowledgeMessage(31ページ )

• CCMSMonitorSet(32ページ )

• DisableMonitoringWithSeverity(32ページ )

• DPQueueCheck(33ページ )

ABAP デ ィ スパッチャのキ ューのサイ ズを監視し ます。

• EnableDPQueueCheck(35ページ )

ABAP デ ィ スパッチャのステータ ス をチェ ッ ク し ます。

• HistoryPath(36ページ )

• InstanceProfilePath(36ページ )

• RemoteMonitoring(37ページ )

• RFCTimeOut(38ページ )

• Severity Values(38ページ )

Severity Values セ ク シ ョ ンには Severity<Level> キーワード が含まれます。

• TraceFile(39ページ )

• TraceLevel(40ページ )

• XMISyslogMode(40ページ )

AlertMonFun

r3moncol のみ

r3moncol 設定フ ァ イル内の AlertMonFun キーワー ド を使用し て、 内部 SAP ア ラー ト を監視する  SPI for
SAP ア ラー ト 収集を設定し ます。 これらの内部 SAP ア ラー ト は、 iDOC モニタ、 ABAP ダンプ モニタ、 ス

プール モニ タ などで生成されます。 AlertMonFun キーワー ド では、 次のパラ メ ータに値を設定する必要が

あ り ます。
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AlertMonFun =<SAP Hostname> =<SAP System> =<SAP Number> \
=<SAP Client> =<AlertMonitor> =<Enable/Disable> \
=<OpC Severity> =<OpC Object> =<OpC MsgGroup> \
=<Alerttype> =<RFC Parameter>

AlertMonFun キーワー ド 用に定義が必要なパラ メ ータの詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タのキーワー ド および

パラ メ ータ (106ページ ) を参照し て く ださい。

AlertDevMon

r3mondev のみ

r3mondev.cfg フ ァ イル内の AlertDevMon キーワード を使用し て、 SPI for SAP によ る  SAP システム内の

ト レース  フ ァ イル と ロ グフ ァ イルの監視を設定し ます。 AlertDevMon キーワー ド では、 次のパラ メ ータに

値を設定する必要があ り ます。

AlertDevMon =<SAP System> =<SAP Number> =<Enable/Disable> \
=<Filemask> =<Opc Severity> =<Opc Object> =<OpC MsgGroup>

AlertDevMon キーワード用に定義が必要なパラ メ ータの詳細は、 ア ラー ト  ク ラ ス (28ページ ) を参照し て く

ださい。

AlertMonPro

r3monpro のみ

r3monpro.cfg フ ァ イル内の AlertMonPro キーワード を使用し て、 SPI for SAP によ る  SAP システムご と

の SAP 関連プ ロ セ ス の監視 を 設定 し ま す。 UNIX オペ レ ーテ ィ ン グ シ ス テ ム の SAP サーバーでは、

r3monpro は AlertInstMonPro を使って イ ン ス タ ン ス  レベルのプロセス数を識別し ます。 r3monpro の詳細

は、 SAP プロセス  モニ タ : r3monpro(64ページ ) を参照し て く ださい。

AlertMonPro キーワード では、 次のパラ メ ータに値を設定する必要があ り ます。

AlertMonPro =<Hostname> =<Process name> =<Enable/Disable> \
=<Mode> =<Process number> =<Opc Severity> =<Opc Object> \ =<OpC MsgGroup>

AlertMonPro キーワード用に定義が必要なパラ メ ータの詳細は、 ア ラー ト  ク ラ ス (28ページ ) を参照し て く

ださい。

AlertInstMonPro

UNIX の r3monpro のみ

r3monpro.cfg フ ァ イル内の AlertInstMonPro キーワード を使用し て、 SPI for SAP によ る  SAP イ ン ス タ

ン ス ご と の SAP 関連プロ セスの監視を設定し ます。 AlertInstMonPro キーワー ド では、 次のパラ メ ータに

値を設定する必要があ り ます。

AlertInstMonPro =<Hostname> =<Process name> \
=<Enable/
Disable> =<Mode> =<Process number> =<Opc Severity>\=<Opc Object> =<OpC MsgGroup>

AlertInstMonPro キーワー ド用に定義が必要なパラ メ ータの詳細は、 ア ラー ト  ク ラ ス (28 ページ ) を参照し

て く ださい。

AlerMonSyslog

r3monal のみ
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r3monal.cfg フ ァ イル内の AlerMonSyslog キーワード を使用し て、Syslog フ ィ ルタ リ ングを監視する よ う

に SPI for SAP を設定 し ま す。 Syslog フ ィ ル タ リ ン グは、 XMI/XAL イ ン タ フ ェ ー ス と 併用 し た場合の

r3monal ア ラー ト  モニ タの CCMS ア ラー ト またはシステム ロ グのみを対象と し ます。 syslog ア ラー ト の形

式を廃止された r3monxmi モニ タで使用し ていた形式 と 類似させたい場合は、 XMISyslogMode(40 ページ )
も参照し て く ださ い。 AlerMonSyslog キーワー ド では、 次のパラ メ ータに値を設定する必要があ り ます。

AlerMonSyslog =<SAP System> =<SAP Number> =<SyslogId>

=<Enabled/Disabled> 

AlerMonSyslog キーワード用に定義が必要なパラ メ ータの詳細は、 ア ラー ト  ク ラ ス (28 ページ ) を参照し て

く ださい。

アラート  クラス

モニタ設定フ ァ イルの末尾にあ る ア ラー ト  ク ラ ス  セ ク シ ョ ンでは、条件が満た された と き、監視対象の SAP
ア ラー ト に関する メ ッ セージを生成する ための条件を定義する キーワード と パラ メ ータが使用でき ます。 ア
ラー ト  ク ラ ス  セ ク シ ョ ンの内容は、設定するモニ タによ って異な り ます。 一部のモニタには特定のキーワー

ド が必要です。 また、 特定の SPI for SAP モニタ を設定するには、 特定のパラ メ ータ を組み合わせて各キー

ワード を指定する必要があ り ます。 

た と えば、 キーワー ド  AlertMonPro お よ び AlertInstMonPro を使用で き る のは、 SAP プ ロ セ ス  モニ タ

r3monpro だ け です。 一方、 キ ー ワ ー ド  AlertMonFun は、 ア ラ ー ト 監視 を 設定す る た めにすべ て の

r3moncol モニ タで使用する こ と ができ ます。 また、 パラ メ ータ  SAP Hostname、 SAP System、 および SAP
Number はすべてのモニタ設定フ ァ イルで使用でき ますが、 ア ラー ト  タ イプ パラ メ ータ  =CHANGE_OPT が使

用でき るのは SAP システム変更モニ タ  r3monchg だけです。 

モニタ固有の各ア ラー ト に、 どのア ラー ト  タ イプおよびパラ メ ータ を使用でき るのかについては、 この項の

情報および、 個々に設定するモニタ、 た と えば、 r3monale や r3mondmp の項を参照し て く ださい。

以下の一覧に、 すべての SPI for SAP モニ タ設定フ ァ イルのア ラー ト  ク ラ ス  セ ク シ ョ ンに含まれるすべて

のパラ メ ータ を示し ます。 制限があ る場合には、 た と えば、 (r3mondev のみ ) のよ う に括弧内に記述し てい

ます。

• AlertMonitor (r3moncol および r3monsec のみ ):

• Alerttype (r3moncol および r3monsec のみ ):

SPI for SAP モニタは、 デフ ォル ト で、 SPI for SAP の集中監視設定フ ァ イル r3itosap.cfg 内に定義し た

すべての SAP シ ス テム を管理する よ う に設定 さ れています。 SPI for SAP で管理し よ う と し てい る  SAP
NetWeaver および ローカル SAP NetWeaver ラ ン ド ス ケープの詳しい知識がないユーザーは、 モニタ設定

フ ァ イルを編集すべきではあ り ません。

=<Monitor_Name> 設定す る ア ラ ー ト  モニ タ の短い形式です。 た と えば、 r3monale の場合は

=ALE、r3moncts の場合は =CTS のよ う にな り ます。 注 :  r3monsec の場合は

=SECURITY です。

=<Alerttype> アラ ート  タ イ プはモニタ 固有です。 たと えば、 r3monale はアラ ート  タ イ プ

IDOC_CURRENT_STATUS を 使用し て  iDOC のス テ ータ ス に関連し た ア

ラ ート を監視し ま す。 r3mondmp は、アラ ート  タ イ プ ABAP4_ERROR_EXIST
を使用し て監視対象の SAP シス テムに発生し た各 ABAP ダンプに関連し たア

ラ ート を監視し ま す。 どのアラ ート  タ イ プがどのアラ ート 収集モニタ に属し て

いる かについては、 各モニタ の「 アラ ート  タ イ プ」 の項を参照し てく ださ い。

たと えば、 iDOC ステータ ス  モニ タ  (ALE モニ タ ) : r3monale(113ページ )の

アラ ート  タ イ プは、 IDOC_CURRENT_STATUS(115ページ )にあり ま す。
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• Enable/Disable:

• Filemask (r3mondev のみ ):

• Mode (r3monpro のみ ):

• OPCMsgGroup:

• OPC Object:

=0 モニ タ を無効化し ます。

=1 モニ タ を有効化し ます。 これがデフ ォル ト 設定です。

=<File_Name> r3mondev の監視対象とする ト レース  フ ァ イルの名前です。 ワ イル ド カード

「*」 ( アス タ リ ス ク ) を使用する と、 た と えば =dev_* のよ う に、 複数のフ ァ

イル名を監視対象 とする こ と ができ ます。

=<mode_value> ProcessNumber を評価するモード または方法です ( た と えば、 Max、 Min、

Exact、 Delta)。 使用可能な値の詳細は、 SAP プロセス  モニ タ : r3monpro(64
ページ ) を参照し て く ださい。

=<HPOM_Msg_Group> 生成される メ ッ セージが属する  HPOM for Windows メ ッ セージ グループの

名前です。 た と えば、 R3_CTS、 R3_DMP です。 デフ ォル ト の名前はすべて先

頭が「R3_」であ り 、対応する ア ラー ト  モニ タ  (た と えば、r3moncts、r3mondmp)
の名前を反映し ています。 モニタ設定フ ァ イル内で HPOM for Windows メ ッ

セージ グループの名前を変更する場合、 メ ッ セージ条件に一致し な く な る こ

と を避け る ために、 これら の変更が メ ッ セージの条件に反映されている こ と

を確認する必要があ る こ と に注意し て く ださい。

=<HPOM_Object> 生成 さ れ る メ ッ セージに関連付け る  HPOM for Windows オブジ ェ ク ト で

す。 オブジェ ク ト 名は通常、 ア ラー ト 収集モニ タに関連付け られる ア ラー ト

タ イ プの名前を反映 し た も の と な り ま す。 た と えば、 r3moncts の場合、

REQUEST または TASK です。 

モニ タ設定フ ァ イル内で HPOM for Windows オブジ ェ ク ト の名前を変更 (
または新しい名前を追加 ) する場合、 メ ッ セージ条件に一致し な く な る こ と

を避け るために、 こ の変更が メ ッ セージの条件に反映されている こ と を確認

する必要があ り ます。

OPC Object フ ィ ール ド の文字列 「=SyslogId」 は後述する  SyslogId ア ラー

ト  パラ メ ータ と は関係あ り ません。 こ れが使用されるのは、 r3monal.cfg

フ ァ イルの syslog フ ィ ルタ リ ング セ ク シ ョ ンだけです。 
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•  OPC Severity:

• Process Name (r3monpro のみ ):

• Process Number (r3monpro のみ ):

• RFC Parameter (r3moncol のみ ):

• SAP Client:

=<HPOM_Msg_Severity> CCMS ア ラー ト をマ ッ ピングする  HPOM for Windows メ ッ セージの重

要度レベルです。 た と えば、 Normal、 Warning、 Major、 Critical を指

定し ます。

=<NameSID> r3monpro の監視対象とする  SAP プロセスの名前です。

=<nn> nn は、 ProcessName で定義された SAP プロ セスのイ ン ス タ ン ス数です。

Max、Min、Exact、および Delta を使用し て数を限定する こ と ができ ます。

詳細については、SAP プロセス  モニタ : r3monpro(64ページ ) を参照し て く

ださ い。

=<RFC_Param> パラ メ ータ の名前であり 、その後ろに必要な照会条件が指定さ れます。 各パラ

メ ータ には接頭辞「 =」 が付き ます。 たと えば、 =CP ( 「Contains Pattern」 )、
EQ ( 「Equals」 ) です。 照会条件の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タの照会条件

(101 ページ ) を参照 し て く だ さ い。 モニ タ に固有のア ラ ー ト  タ イ プ パ ラ

メ ータの詳細は、 該当するモニ タの説明 ( た と えば、 r3monale モニ タにつ

いては 115 ページのタ ス ク 24) を参照し て く ださい。

=ALL すべての SAP イ ン ス タ ン ス番号を SPI for SAP で監視対象 と し ます。 こ れがデ

フ ォル ト 設定です。

=<ClientID> 監視対象とする特定の SAP ク ラ イ アン ト の番号 (例 : 099)。 各ホス ト ご と に新しい

行を使用し ます。
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• SAP Hostname:

• SAP Number:

• SAP System:

• SyslogId (r3monal のみ ):

CCMSAcknowledgeMessage

r3monal モ ニ タ は、 CCMSAcknowledgeMessage キ ー ワ ー ド を 使用 し て、 SAP 内で CCMS 自動受諾

(auto-acknowledge) 機能のオン と オフ を切 り 替え ます。 完了し た CCMS ア ラー ト は HPOM for Windows
の メ ッ セージを生成し ません。 このキーワード では、 次のパラ メ ータに値を設定する必要があ り ます。

CCMSAcknowledgeMessage =<SAP System> =<Ack. Filtered

Messages> =<Enabled/Disabled> 

• SAP System:

CCMS ア ラー ト を受諾 ( または完了 ) する、 SAP 内の SAP システムの ID。

• Ack. filtered Messages:

こ の機能によ り 、 CCMS 内で定義し た条件と一致する  CCMS ア ラー ト を SAP が CCMS 内で受諾 ( ま

たは完了 ) するかど う かが決定されます。 受諾された CCMS ア ラー ト は HPOM の メ ッ セージを生成し

ません。

=ALL すべての SAP ホス ト を SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト 設定です。

=<SAP_host> 監視対象 と する  SAP サーバーのホ ス ト 名です。 各ホ ス ト ご と に新しい行を使用し

ます。

=ALL すべての SAP イ ン ス タ ン ス番号を SPI for SAP で監視対象 と し ます。 こ れがデ

フ ォル ト 設定です。

=<Instance> 監視対象とする特定の SAP イ ン ス タ ン スの番号 (例 : 00、99)。 各ホス ト ご と に新し

い行を使用し ます。

=ALL すべての SAP システムを SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト 設定です。

=<SAP_SID> パフ ォーマン ス の監視を有効にする特定の SAP シ ス テ ムの ID です。 た と えば、

DEV です。 各ホス ト ご と に新しい行を使用し ます。

=A00 CCMS ア ラー ト または syslog を監視対象する、SAP Syslog ID の範囲の下限です。

=ZZZ CCMS ア ラー ト または syslog を監視対象する、SAP Syslog ID の範囲の上限です。
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• Enable/Disable:

CCMSMonitorSet

拡張さ れた新しい XMI/XAL イ ン タ フ ェース  (BAPI) を使用する よ う に CCMS モニ タ のセ ッ ト を定義し ま

す。 CCMSMonitorSet キーワー ド では、 次のパラ メ ータに値を設定する必要があ り ます。

CCMSMonitorSet =<SAP System> =<SAP Number> =<Monitor Set>

=<Monitor> 

• SAP System:

CCMS ア ラー ト を Monitor Set パラ メ ータで定義する、 SAP システムの ID です。

• SAP Number: 

CCMS ア ラー ト を Monitor Set パラ メ ータで定義する、 SAP システムの SAP イ ン ス タ ン ス番号です。

• Monitor Set:

=SAP CCMS Technical Expert Monitors

CCMS ア ラー ト  モニタ  ツ リ ーに表示される監視セ ッ ト の名前。

• Monitor:

=System / All Monitoring Segments / All Monitoring Context

パラ メ ータ 「Monitor Set」 で定義する監視セ ッ ト に属するモニ タの名前。 各モニタはス ラ ッ シ ュ  (/) で
区切 り ます。

DisableMonitoringWithSeverity

ABAP デ ィ スパッチャ  モニタ  r3mondisp のみ

r3mondisp メ ッ セージのどの重要度で、統合された SPI for SAP モニタ を無効にするかを指定し て、SPI for
SAP で ABAP デ ィ スパ ッ チャ を監視し ている  SAP シス テムか ら モニ タがワーク プロ セス を要求する こ と

によ り 不必要に負荷が高 く な ら ないよ う にし ます。 DisableMonitoringWithSeverity キーワー ド では、 以下

のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

DisableMonitoringWithSeverity   =<hostname>    =<SID>

=<InstanceNr> =<Severity> 

• hostname:

ABAP デ ィ スパッチャ を監視し たいイ ン ス タ ン スが実行されている  SAP サーバーの名前です。

=0 SAP 内の CCMS ア ラー ト を受諾 (完了 ) し ません。 これがデフ ォル ト 設定で、 条件に一致し た

ア ラー ト は HPOM for Windows メ ッ セージを生成し ます。

=1 SAP 内の CCMS ア ラー ト を受諾し ます。 これは、 SAP CCMS において [アラート対処] ボタ

ンを ク リ ッ クするの と同じです。 HPOM for Windows に メ ッ セージは送信されません。

=0 CCMS ア ラー ト の自動完了を無効化し ます。 Ack. filtered Messages の設定も無効になる こ

と に注意し て く ださい。 これがデフ ォル ト 設定です。

=1 CCMS ア ラー ト の自動完了を有効化し ます。
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• SID:

ABAP デ ィ スパッチャ を監視し ている イ ン ス タ ン スの SAP システム IDです。

• InstanceNr:

ABAP デ ィ スパッチャ を監視し ている  SAP イ ン ス タ ン スの番号です。

• Severity:

SAP にロ グオンする ためのワーク  プロ セス を必要 と する  SPI for SAP モニ タの無効化を ト リ ガする、

r3mondisp が送信する メ ッ セージの重要度レベル ( 「warning」 など ) です。

DisableMonitoringWithSeverity キーワ ード は、 r3mondisp.cfg ファ イ ル内で設定する  DPQueueCheck キー

ワ ード およ び r3mondisp と 統合する  SPI for SAP モニタ の設定ファ イ ル内で定義する  EnableDPQueueCheck
キーワ ード と 組み合わせて使用し ます。

DPQueueCheck

ABAP デ ィ スパッチャ  モニタ  r3mondisp のみ

ABAP デ ィ スパ ッ チ ャおよびそのキ ューのプ ロ ア ク テ ィ ブな監視を管理し ます。 1 つの管理 ノ ー ド の同一

ワーク プ ロ セスについて、 2 つ以上の し き い値条件が一致し た場合、 r3mondisp は重要度が一番高い メ ッ

セージのみを送信し ます。 DPQueueCheck キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

DPQueueCheck =<hostname> =<SID> =<InstanceNr> =<disable/enable> 
=<OVO Msg Group> =<OVO Msg Object>  =<OVO Severity>
=<WP-Type>  =<Idle/Queue> =<percentage idle/full>

• hostname:

ABAP デ ィ スパッチャ を監視し たいイ ン ス タ ン スが実行されている  SAP サーバーの名前です。

=ALL すべてのホ ス ト が SPI for SAP に よ って監視 さ れます。 こ れがデフ ォル ト 設定で

す。

=<SAP_host> デ ィ スパ ッ チ ャ  キ ューの監視を無効にする、 SAP サーバーの名前です。 各 SAP
サーバーご と に新しい行 (およびキーワード ) を使用し ます。

=ALL すべてのシステム ID が SPI for SAP で監視対象 と な り ます。 これがデフ ォル ト 設

定です。

=<SAP_SID> ABAP デ ィ スパッチャ を監視する イ ン ス タ ン スの SAP システム ID ( 「SP1」 など )
です。

=ALL すべてのシステム ID がSPI for SAP で監視対象と な り ます。 これがデフ ォル ト 設

定です。

=<SAP_InstNr> ABAP デ ィ スパッチャ を監視する イ ン ス タ ン スの番号 ( 「45」 など ) です。

=ALL すべてのホス ト が SPI for SAP で監視対象 と な り ます。これがデフ ォル ト 設定です。

=<SAP_host> デ ィ スパ ッ チャ  キ ューの監視を有効にする、 SAP サーバーの名前です。 各ホ ス ト

ご と に新しい行を使用し ます。
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• SID:

ABAP デ ィ スパッチャ を監視する  SAP イ ン ス タ ン スのシステム IDです。

• InstanceNr:

ABAP デ ィ スパッチャ を監視する  SAP イ ン ス タ ン スの番号です。

• Enable/Disable:

定義された SAP イ ン ス タ ン スの DPQueueCheck を有効化 (1) または無効化 (0) し ます。 (例 : 「1」 )

• HPOM Msg Group:

r3mondisp が生成する メ ッ セージに割 り 当てる  HPOM for Windows メ ッ セージ グループの名前です。

• HPOM Msg Object:

r3mondisp が生成する メ ッ セージに割 り 当て る  HPOM for Windows メ ッ セージ オブジェ ク ト の名前

( 「Dialog」 など ) です。

• HPOM Severity:

r3mondisp が生成する  HPOM for Windows メ ッ セージに割 り 当てる重要度 ( 「危険域」 など ) です。

• WP-Type:

キ ューのチェ ッ ク の対象とする ワーク プロセスです。 例 : 「DIA」 ( ダ イ ア ロ グ )、 「BTC」 (バッチ )

• Idle/Queue:

監視し ている キ ュー内のワーク プロセスのステータ スです。 あ る時点で監視対象のキ ュー内の割付け ら

れたワーク プロセスの何パーセン ト が待機中 (利用可能 ) かを監視する場合は 「IDLE」 を使用し、 監視

対象の キ ュ ーに許 さ れた最大 ワ ー ク プ ロ セ ス 数の何パーセ ン ト が割付け済みか を監視す る 場合は

「QUEUE」 を使用し ます。

• percentage:

監視対象のキ ュ ーが ど の程度 ( 最大に対す る パーセ ン ト ) ま でい っぱい ( ま たは空 ) にな っ てか ら、

r3mondisp がア ラー ト を生成するかを定義し ます。 「=IDLE =10」 は待機中のワーク プロセスが割付け

済みワーク プロセスの 10% 未満の場合にア ラー ト を生成し、「=QUEUE =70」 は使用中のワーク プロセ

スがキ ューに許された最大ワーク プロセス数の 70% を超過する と ア ラー ト を生成する こ と に注意し て

く ださい。

=ALL すべてのシステム ID が SPI for SAP で監視対象 と な り ます。 これがデフ ォル ト 設

定です。

=<SAP_SID> ABAP デ ィ スパッチャ を監視する イ ン ス タ ン スの SAP システム ID ( 「SP1」 など )
です。

=ALL すべてのイ ン ス タ ン スが SPI for SAP で監視対象 と な り ます。 これがデフ ォル ト

設定です。

=<SAP_InstNr> ABAP デ ィ スパッチャ を監視する イ ン ス タ ン スの番号 ( 「45」 など ) です。
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EnableDPQueueCheck

SAP に ロ グオンする ためにダ イ ア ロ グ ワー ク プ ロ セ ス を必要 と する  SPI for SAP モニ タ でのみ使用し ま

す。

SAP にロ グオンする  SPI for SAP モニタ を、 起動前に ABAP デ ィ スパッチャのステータ スおよびキ ューの

サ イ ズをチェ ッ クする よ う に設定し ます。 利用可能なダ イ ア ロ グ ワーク  プロ セスがないまたは少なすぎ る

場合、モニタは起動せずにコ ン ソールに起動し ない理由を示す メ ッ セージを表示し ます。 このキーワード は、

SPI for SAP モニ タにモニ タが SAP にロ グオンするために必要なワーク プロセス を割付ける と  ABAP デ ィ

スパッチャのパフ ォーマン スの問題を悪化させる可能性があ る場合に使用し ます。 ABAP デ ィ スパッチャお

よびそのキ ューの監視の詳細は、ABAP デ ィ スパッチャ  モニ タ : r3mondisp(78ページ ) を参照し て く ださい。

EnableDPQueueCheck キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用でき ます。

EnableDPQueueCheck =<Hostname> =<SAP SID> =<SAP Number>

=<Enable/Disable> 

• hostname:

SPI for SAP モニ タの起動前に ABAP デ ィ スパ ッ チャ をチェ ッ ク し たい イ ン ス タ ン スが実行さ れてい

る  SAP サーバーの名前です。

• SAP SID:

SPI for SAP モニ タの起動前に ABAP デ ィ スパ ッ チャ を監視する イ ン ス タ ン スの SAP システム ID で

す。

• SAP Number:

SPI for SAP モニ タの起動前に ABAP デ ィ スパッチャ を監視する イ ン ス タ ン スの SAP イ ン ス タ ン スの

番号です。

• Enable/Disable:

定義された SAP イ ン ス タ ン スの ABAP デ ィ スパッチャの監視を有効化 (1) または無効化 (0) し ます

(例 : 「1」 )。 デフ ォル ト 値は無効化 (0)。 SPI for SAP モニ タは個々に有効化する必要があ り ます。

=ALL すべてのホス ト が SPI for SAP で監視対象と な り ます。 これがデフ ォル ト 設定

です。

=<SAP_host> デ ィ スパッ チャ  キ ューのチェ ッ ク を有効にする、 SAP サーバーの名前です。 各

ホス ト ご と に新しい行を使用し ます。

=ALL すべてのシステム ID がSPI for SAP で監視対象 と な り ます。 これがデフ ォル ト

設定です。

=<SAP_SID> ABAP デ ィ スパッチャ をチェ ッ クする イ ン ス タ ン スの SAP システム ID ( 「SP1」

など ) です。

=ALL すべてのイ ン ス タ ン スが SPI for SAP で監視対象と な り ます。 これがデフ ォル

ト 設定です。

=<SAP_InstNr> SPI for SAP モニタが ABAP デ ィ スパッチャ をチェ ッ クする  SAP イ ン ス タ ン ス

の番号 ( 「45」 など ) です。
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こ の機能を有効にする場合、 ABAP デ ィ スパッチャ  モニ タ  r3mondisp を ス ケジ ュールする必要はあ り

ませんが、r3mondisp の有効な設定フ ァ イルが利用でき る こ と の確認が必要であ る こ と に注意し て く だ

さ い。 r3mondisp.cfg 設定フ ァ イルでは、 SPI for SAP が監視し ている  SAP イ ン ス タ ン スのプロ フ ァ

イルのパス を定義し、 さ らに ABAP デ ィ スパッチャのし きい値違反時に HPOM for Windows に送信さ

れる メ ッ セージの重要度レベルを定義し ます。

HistoryPath

モニタ設定フ ァ イルに含まれる キーワード  HistoryPath[Unix | AIX | WinNT]については、以下のパラ メ ー

タ を使用する こ と ができ ます。

HistoryPath<Unix|Aix|WinNT> <HostName> =<Path>

• hostname:

• Path:

こ こ で 「=default」 値は、 SPI for SAP モニ タでの履歴フ ァ イルへのデフ ォル ト  パスにな り ます。 AIX で
は、 [DCE | HTTPS] ノ ード に対し て、 それぞれ /var/[lpp | opt]/OV/conf/sapspi/ を使用し ます。 ほ
かのすべての UNIX 管理対象 ノ ー ド では /var/opt/OV/conf/sapspi/ を使用し ます。 MS Windows 管理

ノ ード では %OvAgentDir%\conf\sapspi\ を使用し ます。

InstanceProfilePath

ABAP デ ィ スパッチャ  モニタ  r3mondisp のみ

ABAP デ ィ ス パ ッ チ ャ を 監視 し た い SAP イ ン ス タ ン ス のプ ロ フ ァ イ ル設定 フ ァ イ ルへのパ ス です。

InstanceProfilePath キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

InstanceProfilePath =<hostname> =<SID> =<InstanceNr>  =<path>

• hostname:

SAP サーバーの名前。 こ のサーバーについて SAP プロ フ ァ イル設定フ ァ イルへのパス を指定し ます。

=ALL すべてのホス ト を SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト 設定です。

=<SAP_host> SAP サーバーの名前。 こ のサーバーについてモニ タの履歴フ ァ イルへのパス を

指定し ます。 各ホス ト ご と に新しい行を使用し ます。

UNIX: =default

AIX: =default

Windows: =default

=ALL すべてのホス ト が SPI for SAP によ って監視されます。 これがデフ ォル ト 設定

です。

=<SAP_host> SAP サーバーの名前。 このサーバーについて SAP プロ フ ァ イル設定フ ァ イルへ

のパス を指定し ます。 各 SAP サーバーご と に新しい行を使用し ます。
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• SID:

プロ フ ァ イルのパス を指定する  SAP システムの ID です。

• InstanceNr:

プロ フ ァ イルのパス を指定する  SAP イ ン ス タ ン スの番号です。

• Path:

指定し た SAP イ ン ス タ ン スのプロ フ ァ イルのフ ァ イルの場所を示すパス。 SAP プロ フ ァ イルのフ ァ イ

ルのデフ ォル ト の場所は、 /usr/sap/<SID>/SYS/profile です。 SAP プ ロ フ ァ イ ルのフ ァ イ ルがデ

フ ォル ト の場所にあ る場合は 「=default」 を使用し、 プロ フ ァ イルがデフ ォル ト の場所にない場合はプ

ロ フ ァ イルのフ ァ イルの完全なパス を指定し ます。 例 : /usr/sap/<path>/profile

RemoteMonitoring

RemoteMonitoring キーワード を使用し て、 ローカル ホス ト 上の SPI for SAP が リ モー ト  ホス ト 上の SAP
イ ン ス タ ン ス を監視する よ う に設定す る こ と がで き ます。 RemoteMonitoring キーワー ド は、 r3mondev、

r3monpro お よ び r3mondisp を 除 く すべ て の SPI for SAP モ ニ タ につい て使用す る こ と が で き ま す。

RemoteMonitoring では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

RemoteMonitoring =<LocalHost> =<RemoteHost> =<SAPSystem>  =<SAPNumber>

• LocalHost:

SPI for SAP が実行されている  HPOM for Windows 管理 ノード の名前です。 SPI for SAP は、 このホス

ト の HPOM for Windows エージェ ン ト を使用し て、 「RemoteHost」 で定義されている ホス ト で監視を

実行し ます。

• RemoteHost:

「LocalHost」 で定義 さ れ て い る ホ ス ト に よ っ て監視 さ れ る リ モー ト  SAP シ ス テ ム の名前です。

RemoteHost には SPI for SAP はイ ン ス ト ールされておらず、 通常は HPOM for Windows 管理 ノード

ではあ り ません ( ただし理論的にはあ り えます )。

• SAP System (r3monal のみ ):

パラ メ ータ 「RemoteHost」 で定義された SAP サーバー上で稼働する  SAP システムの ID です。 このシ

ステムが、 「LocalHost」 上で実行されている  SPI for SAP によ る リ モー ト  モニ タの対象 と な り ます。

• SAP Number (r3monal のみ ):

パラ メ ータ 「RemoteHost」 で定義された SAP サーバー上で稼働する  SAP システムの特定のイ ン ス タ

ン スの番号です。 このシステムが、 「LocalHost」 上で実行されている  SPI for SAP によ る リ モー ト  モニ

タの対象と な り ます。

=ALL すべてのシステム ID がSPI for SAP で監視対象 と な り ます。 これがデフ ォル ト

設定です。

=<SAP_SID> 設定フ ァ イルのパス を指定する  SAP イ ン ス タ ン スのシステム ID ( 「SP1」 など )
です。

=ALL すべてのイ ン ス タ ン ス番号が SPI for SAP で監視対象と な り ます。 これがデ

フ ォル ト 設定です。

=<SAP_InstNr> 設定フ ァ イルのパス を指定する  SAP イ ン ス タ ン スの番号 ( 「45」 など ) です。
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リ モー ト  モニ タ機能はすべてのア ラー ト  モニタで使用でき るわけではあ り ません。 た と えば、リ モー ト  サー

バー上で稼働する  SAP イ ン ス タ ン ス を監視する よ う に、r3mondev、r3monpro および r3mondisp を設定す

る こ と はでき ません。 詳細については、 各ア ラー ト  モニタに関する項を参照し て く ださい。 

r3monal のリモート監視の設定

#------------------------------------------------------------

# Remote LocalHost RemoteHost SAP SAP

# Monitoring System Number

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap1 =SP6 =00

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap2 =SP6 =00

RemoteMonitoring =sap2 =sdsap3 =WA1 =33

#------------------------------------------------------------

RemoteMonitoring キーワード の使用方法の詳細は、 各ア ラー ト  モニタについてのページ、 および以下を参

照し て く ださい。

•  ア ラー ト  モニタによ る リ モー ト 監視 (24ページ )

•  SAP の リ モー ト 監視 : r3status(71ページ )

•  ア ラー ト 収集モニ タによ る リ モー ト 監視 (104ページ )

•  リ モー ト  パフ ォーマン ス監視(210ページ )

RFCTimeOut

r3mondev、 r3monpro、 r3mondisp、 および r3status を除 く すべてのモニタ

RFCTimeOut では、 RFC XMI/XAL 関数コールが取 り 消される までの時間の最大値を秒単位で定義し ます。

た と えば、 =120 です。 RFC コールが完了する まで、 つま り 初期要求に対する応答を受信する までに、 予想

よ り も長い時間がかかる場合には、 システムがダウ ン し ているか、 重大なパフ ォーマン ス障害が発生し てい

る可能性があ り ます。 

Severity Values

CCMS ア ラー ト  モニタ  r3monal のみ

r3monal.cfg 設定 フ ァ イ ルの Severity Values セ ク シ ョ ン では、 Severity<Level> キ ー ワ ー ド に よ り 、

r3monal モニ タ に よ る  SAP サブシ ス テ ム の CCMS ア ラ ー ト の重要度 ( た と えば、 SeverityCritical) を
HPOM for Windows の メ ッ セージ重要度 ( た と えば、 CRITICAL (危険域 )) にマ ッ ピングする よ う に設定し

ます。 Severity<Level> キーワード では、 以下の値を使用でき ます。

Severity<Level> =<SAPSystem> =<SAPNumber> =<Enabled>

/<Disabled> =<OpcSeverity>

Enabled/Disabled パラ メ ータは、 r3monal が、 指定された SAP の重要度レベルの CCMS ア ラー ト を定義

された HPOM for Windows の メ ッ セージの重要度に対応付けるか、 無視するかを決定し ます。

リ モー ト  SAP イ ン ス タ ン ス が動作 し て い る ホ ス ト の名前は、 SPI for SAP の集中監視設定 フ ァ イ ル

(r3itosap.cfg) に、 適切な ロ グ イ ン情報と と もに指定されている必要があ り ます。

コールが完了し、 SAP が独立し た Dialog プロセス を割 り 当て る と、 時間制限は適用されな く

な り ます。
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ア ラー ト 収集モニタ  (r3moncol) は、 さ らに 2 つの追加の HPOM for Windows 重要度レベル MINOR (警戒

域 ) と  MAJOR ( 重要警戒域 ) にも割 り 当てができ ます。 重要度レベルの階層は、 正常域、 注意域、 警戒域、

重要警戒域、 危険域の順にな り ます。

TraceFile

モニタ設定フ ァ イルに含まれる  TraceFile キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

Tracefile =<HostName> =<FileName> =<TraceMode> =<TracePeriod> 

• hostname:

• FileName:

=r3mon<alert_monitor_name>.log ( た と えば、r3mondev.log、r3mondmp.log など )。 これがデフ ォ

ル ト 設定です。 これ以外のフ ァ イルを ト レース  ロ グの書き込み先 とする場合は、 そのフ ァ イルの名前を

指定し ます。 デフ ォル ト では、 モニ タの ト レース  フ ァ イルは、 以下のデ ィ レ ク ト リ の中にあ り ます。

― UNIX: /var/opt/OV/log

― AIX [DCE | HTTPS]:/var/[lpp | opt]/OV/conf/sapspi/

― Windows: %OvAgentDir%\log

パスの変更方法の詳細は、 ア ラー ト 収集モニタの環境変数 (103ページ )の環境変数

 SAPOPC_TRACEPATH を参照し て く ださい。

• TraceMode:

=1 (Enabled) 重要度が Severity<Level> ( た と えば、 SeverityCritical) の CCMS ア ラー ト で

あれば、 HPOM for Windows に重要度 <OpcSeverity> の メ ッ セージを送信し

ます。

=0 (Disabled) 重要度が Severity<Level> ( た と えば、 SeverityWarning) の CCMS ア ラー ト は

無視され、 HPOM for Windows に メ ッ セージは送信されません。

表 3　 　重要度レベルのマッピング

CCMS アラートの重要度
HPOM for Windows 
メ ッセージの重要度

SeverityCritical ( 赤 ) = CRITICAL ( 危険域 )

SeverityWarning ( 黄 ) = WARNING ( 注意域 )

SeverityNormal ( 緑 ) = NORMAL ( 正常域 )

SeverityNull = UNKNOWN ( 不明 )

=ALL すべての SAP サーバーが、 SPI for SAP の監視対象 と な り ます。 これがデフ ォル ト

設定です。

=<SAP_host> ト レース を有効化し、 ト レース  レベルを指定する、 特定のホ ス ト の名前。 各ホ ス ト

ご と に新しい行を使用し ます。

=w デフ ォル ト 値

=a 追加
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• TracePeriod

既存のフ ァ イルが、 設定フ ァ イルに記述された期間を超えているかど う を確認し ます。 期間を超えてい

る場合は、 新しいフ ァ イルが作成されます。 そ う でない場合、 既存のフ ァ イルに新しい ト レース  ロ グ エ
ン ト リ が追加されます。

TraceLevel

モニタ設定フ ァ イルに含まれる  TraceLevel キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

Tracelevel =<HostName> =<Trace Level> 

• hostname:

• TraceLevel:

XMISyslogMode

ア ラー ト  モニ タ  r3monal のみ

XmiSyslogMode キーワー ド を使用し て r3monal モニ タが SAP シ ス テム ロ グ メ ッ セージを r3monxmi モ
ニタ  (現在は廃止 ) が以前使用し ていたス タ イル と フ ォーマ ッ ト で送信する よ う に指定する こ と ができ ます。

XmiSyslogMode キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

XmiSyslogMode      =<Enable | Disable>

• Enable/Disable:

XMISyslogMode キーワー ド の詳細および こ のキーワー ド を使用する状況については、 XMI 互換モー ド :
r3monal(58ページ ) を参照し て く ださい。

SPI for SAP アラート  モニタの設定

1 HPOM for Windows コ ン ソールで、 次のポ リ シー グループを展開し ます。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP]

=ALL すべての SAP ホス ト を SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト 設定です。

=<SAP_host> ト レース  レベルを指定する、 SAP サーバーの名前。 各ホス ト ご と に新しい行を使用

し ます。

=0 ロ グ記録を無効にする。 これがすべての設定フ ァ イルでのデフ ォル ト 設定です。

=1 r3monal、 r3mondev、 r3monpro: ロ グ記録を有効にする

r3moncol、r3mondisp、r3status、r3perfagent: エラー メ ッ セージのみ記録する

=2 r3moncol、 r3mondisp、 r3status、 r3perfagent のみ : すべての メ ッ セージを記録

する

=3 r3moncol、 r3mondisp、 r3status、 r3perfagent のみ : デバ ッ グ メ ッ セージを含

めてすべて記録する

=0 XMI 互換モード を無効化し ます。 これがデフ ォル ト 設定です。

=1 XMI 互換モード を有効化し ます。
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2 詳細ペイ ンで、 適切な設定フ ァ イル ポ リ シー ( た と えば、 global_r3moncts.cfg) をダブルク リ ッ ク し

ます。 選択し たア ラー ト  モニタの設定フ ァ イルが、設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タに開き ます。 SPI for
SAP の設定フ ァ イル ポ リ シーのタ イプは以下の 2 種類です。

• global

グ ローバル設定の場合。 た と えば、 global_r3moncts.cfg。

• local

ローカル設定の場合。 た と えば、 local_r3moncts.cfg。

3 ト レース  レベル を定義するため、 行を編集または入力し ます。 た と えば、 全ホス ト  (hostname = ALL)
に対し てデフ ォル ト 値を設定し、 例外ホス ト を指定する行を追加し て設定でき ます。 例 :

TraceLevel =ALL =0

TraceLevel =hpbbx10 =1

こ の例では、 hpbbx10 と い う ホス ト を除き、 全ホス ト に対する ト レースが無効にな り ます。 ト レース  レ
ベルの詳細は、 TraceLevel(40ページ ) を参照し て く ださい。

4 ト レース情報を書き出す ト レース  フ ァ イルの名前を指定し ます。 例 :

TraceFile =ALL =r3monpro.log

各モニタのデフ ォル ト の ト レース  フ ァ イル名を表4 に示し ます。

表 4　 　デフォルトのト レース ファイル名

ト レース ファイル名 モニタするアラート  タイプ

r3monaco.log ア ラー ト コール

r3monal.log ア ラー ト

r3monale.log iDOC ア ラー ト

r3monchg.log システム変更

r3moncts.log 修正 ・ 移送システム

r3mondev.log ト レース  フ ァ イル と ロ グ フ ァ イル

r3mondisp.log ABAP デ ィ スパッチャ

r3mondmp.log ABAP/4 ダンプ

r3monjob.log ジ ョ ブ

r3monlck.log Lock_Check

r3monoms.log OM ス イ ッチ

r3monpro.log ワーク  プロセス とデータベース  プロセス

r3monsec.log セキ ュ リ テ ィ

r3monspl.log スプー リ ング

r3montra.log 移送
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5 履歴パス  ( ア ラー ト  モニ タの履歴フ ァ イル格納先デ ィ レ ク ト リ ) を指定し ます。 ア ラー ト  モニタは、 次

のパス を、 UNIX / AIX / Window のサーバー用デフ ォル ト  パス と し て使います。 

HistoryPathUnix =ALL =default
HistoryPathAIX =ALL =default
HistoryPathWinNT =ALL =default

各ア ラー ト  モニ タは、 専用の履歴フ ァ イルに出力し ます。 ア ラー ト  モニタが起動か完了する都度、 各ア

ラー ト  モニ タはその履歴フ ァ イルに新しいセ ク シ ョ ンを追加し ます。 この機能によ り 、ア ラー ト  モニタ

は前回実行されて以来変更された内容を確認でき ます。

6 監視条件の定義。 監視条件と は、 ア ラー ト  モニタが実行するたびにチェ ッ ク されるルールを指し ます。

入力する監視条件はア ラー ト  モニ タによ り 異な り ます。 各モニタについて使用でき る キーワードおよび

パラ メ ータの一般情報については、 ア ラー ト  ク ラ ス (28ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  モニタ設定ファイルの配布

設定フ ァ イルは、標準配布 メ カニズムを使用し た HPOM for Windows ポ リ シーの配布 と同様に、HPOM for
Windows 管理 ノード に配布でき ます。

ローカル設定ファイルとグローバル設定ファイル

ローカル設定フ ァ イル と グ ローバル設定フ ァ イルは、 管理 ノード の以下のデ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールされ

ます。

• UNIX: /var/opt/OV/conf/sapspi/[global | local]

r3monupd.log Update ( 更新 )

r3monusr.log ユーザー

r3monwpa.log ワーク プロセスの可用性

表 4　 　デフォルトのト レース ファイル名 (続き )

ト レース ファイル名 モニタするアラート  タイプ

ア ラー ト  モニ タには、 デフ ォル ト 値であ る 「=default」 以外に MS Windows 管理ノ ード の特

定の履歴パス  (%OvAgentDir%\Tmp など ) を使用する よ う 指定でき ます。 詳細については、 環境

変数 SAPOPC_HISTORYPATH と、 HistoryPath(36 ページ ) のア ラー ト  モニ タ設定フ ァ イル

のキーワード を参照し て く ださ い。

モニ タ履歴 (*.his) フ ァ イルは編集し ないで く だ さ い。 モニ タ履歴フ ァ イルを編集する と、 記

録の正確性および整合性が失われる恐れがあ り ます。 モニ タは履歴フ ァ イルを使用する こ と に

よ って、 前回の実行時以降にイベン ト が発生し ているかど う か、 および メ ッ セージを送信すべ

きかど う かを判断し ます。

各種ア ラー ト  モニ タの監視条件の詳細は、 各々の説明を参照し て く ださい。
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• AIX [DCE | HTTPS]:
/var/[lpp | opt]/OV/conf/sapspi/[global | local]

• Windows: %OvAgentDir%\conf\sapspi\[global|local]

ローカル設定とグローバル設定

こ の項では、 ローカルまたはグ ローバルのア ラー ト  モニタ設定を適用する方法、 さ らに、 すでに配布されて

いる設定を削除する方法について簡単に説明し ます。 こ の項では、 以下の作業について説明し ています。

• グ ローバル設定の適用方法 (43ページ )

• ローカル設定の適用方法 (44ページ )

• ノ ード上の選択し た ローカル設定の削除方法(44ページ )

同一マシン上にグ ローバル デ ィ レ ク ト リ と ローカル デ ィ レ ク ト リ の両方を設定する こ と ができ ます。 モニ

タ実行可能フ ァ イルは、実行時に優先順位を使用し て、 どち らの設定フ ァ イルを使用すべきかを判断し ます。

詳細については、 ア ラー ト  モニ タの優先順位 (23ページ ) を参照し て く ださい。

こ の項で説明する手順は、 SPI for SAP ポ リ シーを管理対象の ノ ード にすでに配布済みであ る こ と を前提と

し ています。

グローバル設定の適用方法

1 HPOM for Windows コ ン ソールで、 次のデ ィ レ ク ト リ を表示し ます。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP]

2 詳細ペイ ンで、設定する ア ラー ト  モニタに関連付け られた設定フ ァ イルを探し てダブルク リ ッ ク し ます

( た と えば、 ABAP ダンプ モニ タの場合は、 global_r3mondmp_jp フ ァ イル )。 設定フ ァ イル ポ リ シー

エデ ィ タに選択し たフ ァ イルが表示されます。

3 必要に応じ て変更し ます。 

4 [名前を付けて保存 ...] オプシ ョ ンを使用し て変更内容を保存し て設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を終了

し ます。 変更し たポ リ シーを保存する際は、設定フ ァ イル ポ リ シー タ イプの命名規則を使用する こ と を

お勧めし ます ( た と えば、 global_r3mondmp_jp)。 SPI for SAP r3mondmp モニタに対し て変更された

設定フ ァ イル ポ リ シーは、 詳細ペイ ンのポ リ シー リ ス ト に表示されます。

5 詳細ペイ ンで、 配布するポ リ シーを選択し て右ク リ ッ ク し、 次の メ ニュー オプシ ョ ンを使用し ます。

[すべてのタスク ] → [配布先ノード ...]

設定フ ァ イルは必ずし も変更する必要はあ り ません。 デフ ォル ト の設定フ ァ イル ポ リ シーは、

変更せずに使用でき ます。

設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、

SPI for SAPが新しい設定の有効性をチェ ッ ク し て、設定エラーが含まれる設定はフ ァ イルに保

存されません。 有効性評価ツール と ツールが生成する メ ッ セージに関する詳細は、 ア ラー ト 収

集モニタ設定フ ァ イルの検証(110ページ) および 設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する

(110ページ ) を参照し て く ださい
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6 [ ポ リ シーの配布先 ] ウ ィ ン ド ウで、 選択し たポ リ シーを配布する管理 ノード を選択し ます。 [OK] を ク

リ ッ ク し て配布を開始し ます。

7 コ ン ソールで管理 ノード を右ク リ ッ ク し てポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し、配布が

正常に完了し た こ と を確認し ます。

[表示 ] → [ポリシー インベン ト リ ]

選択し た各管理 ノード の、 ローカル設定ファイルとグローバル設定ファイル (42ページ )に示し たいずれ

かのデ ィ レ ク ト リ に、 設定フ ァ イルがコ ピーされます。

ローカル設定の適用方法

1 HPOM for Windows コ ン ソールで、 次のデ ィ レ ク ト リ を表示し ます。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP]

2 詳細ペイ ンで、設定する ア ラー ト  モニタに関連付け られた設定フ ァ イルを探し てダブルク リ ッ ク し ます

( た と えば、 ABAP ダンプ モニ タの場合は、 local_r3mondmp フ ァ イル )。 選択し たフ ァ イルが設定フ ァ

イル ポ リ シー エデ ィ タに表示されます。 必要に応じ て変更し ます。

3 [名前を付けて保存...]オプシ ョ ンを使用し て変更内容を保存し て設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を

終了し ます。 変更し たポ リ シーを保存する際は、 ローカル設定であ る こ と を示すフ ァ イル名の 「local」
を SAP NetWeaver サーバー名で置き換えます ( た と えば、 <SAP_Server_Name>_r3mondmp)。 SPI for
SAP r3mondmp モニ タに対し て変更された設定フ ァ イル ポ リ シーは、 詳細ペイ ンのポ リ シー リ ス ト に

表示されます。

4 ローカル設定を作成し たい各ア ラー ト  モニ タに対し、 手順 1 ~ 3 を繰 り 返し ます。

5 詳細ペイ ンで、 配布するポ リ シーを選択し て右ク リ ッ ク し、 次の メ ニュー オプシ ョ ンを使用し ます。

[すべてのタスク ] → [配布先ノード ...]

6 [ ポ リ シーの配布先 ] ウ ィ ン ド ウで、 選択し たポ リ シーを配布する管理ノ ード を選択し ます。 [OK] を ク

リ ッ ク し て配布を開始し ます。

7 コ ン ソールで管理 ノード を右ク リ ッ ク し てポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し、配布が

正常に完了し た こ と を確認し ます。

[表示 ] → [ポリシー インベン ト リ ]

選択し た各管理 ノード の、 ローカル設定ファイルとグローバル設定ファイル (42ページ )に示し たいずれ

かのデ ィ レ ク ト リ に、 設定フ ァ イルがコ ピーされます。

ノード上の選択したローカル設定の削除方法

1 HPOM for Windows コ ン ソールで、 ア ラー ト  モニタのローカル設定を削除する管理 ノード を右ク リ ッ

ク し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し ます。

[表示 ] → [ポリシー インベン ト リ ]

設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、

SPI for SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エ ラーが含まれる設定はフ ァ イルに

保存されません。 有効性評価ツール と ツールが生成する メ ッ セージに類手の詳細は、 ア ラー ト

収集モニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ ) および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解す

る (110ページ ) を参照し て く ださい。
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2 Ctrl キーを押し たま ま、 削除する ローカル設定フ ァ イル ポ リ シーを選択し ます。 ポ リ シーを右ク リ ッ ク

し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク ] → [ ノードから削除 ]
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第3章 SPI for SAP  のアラート  モニタ
こ の章では、 ア ラー ト  モニ タ  r3monal、 r3monpro、 r3mondev、 r3status および r3monsec の各モニタに

関する説明と モニタ を制御する設定フ ァ イルの使用法について述べます。

SPI for SAP モニタの紹介

SPI for SAP には、 SAP 環境のさ まざまなステータ ス を設定に応じ て定期的に収集するモニタ群が含まれて

います。

SPI for SAP モニタは、 HPOM for Windows で管理、 監視する  SAP NetWeaver サーバーに配布し なければ

な り ません。 モニ タの配布は、 SPI for SAP のイ ン ス ト ールおよび設定プロセスの一部と し て実行されます。

モニタ を配布する前に、 HPOM for Windows コ ン ソールで作業する  HPOM for Windows 管理者が、 適切な

SPI for SAP ポ リ シーを まず配布し ます。 

モニ タ を初めて設定する場合は、 各ア ラー ト モニ タの説明 と その設定フ ァ イル中の説明をお読み く だ さ い。

各ア ラー ト モニタの設定フ ァ イル中にデフ ォル ト の設定と設定フ ァ イルの変更が必要な個所の説明があ り ま

す。 

アラート  モニタのポーリング周期

ア ラ ー ト  モニ タ には、 それぞれのポー リ ン グ周期 ( ア ラ ー ト  モニ タ の実行間隔 ) があ り ます。 モニ タ の

Scheduled Task ポ リ シーで定義されている ポー リ ング周期は変更でき ます。 各ア ラー ト  モニ タのデフ ォル

ト  ポー リ ング周期の詳細は、 表5 を参照し て く ださ い。

表 5　 　アラート  モニタのデフォルト  ポーリング周期

アラート  モニタ名
ポーリング周期

日数 時間 分

r3monal 5

r3mondev 5

r3mondisp 3

r3monpro 2

r3monsec 1

r3status 2
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アラート  モニタの設定ファイル

各 SPI for SAP ア ラー ト  モニ タは、 HPOM for Windows ポ リ シーおよび、 1 つの実行可能フ ァ イル と  1 つ
の設定フ ァ イルを含む、 複数のフ ァ イル内で定義され、 設定されます。 

ポ リ シーは、 HPOM for Windows コ ン ソールに表示する メ ッ セージの生成ルールを定義し ます。 また、 ポ リ

シーは関連する実行フ ァ イルを起動する頻度も管理し ます。 ポ リ シーをカ ス タマイ ズする場合は、HPOM for
Windows 管理者用オン ラ イ ン ヘルプに記述されている指示に従って く ださい。

モニタ  プロ グ ラ ムは、モニタ  ポ リ シーで指定された一定の間隔で実行されます。 モニタ  プロ グ ラ ムは、個々

のモニ タの関連設定フ ァ イルに定義済み条件があ るかど う かを調べ、 あ る場合は報告し ます。 監視条件は、

ユーザー環境のニーズに合わせて定義する こ と ができ ます。 モニ タ  ポ リ シーのコ ピーと名前変更に関する詳

細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し て く ださい。

SPI for SAP モニ タの設定フ ァ イルで、 キーワー ド を使用する こ と によ り 、 ユーザー独自の環境の要件を満

たすよ う に、 モニ タ をセ ッ ト ア ッ プする こ と ができ ます。 ほ と んどのキーワー ド はすべての設定フ ァ イルで

使用でき ますが、 特定のモニタ と併せてでない と使用できないキーワード も あ り ます。 

SPI for SAP ア ラー ト  モニタ設定フ ァ イルで使用でき る キーワード の詳細は、 モニタ設定フ ァ イル (22 ペー

ジ ) を参照し て く ださ い。 r3status モニ タ設定フ ァ イル r3status.cfg の内容については、 r3status の設

定 フ ァ イ ル (70 ページ ) で詳 し く 説明 し て い ま す。 r3mondev.cfg フ ァ イルからの抜粋 (48 ページ ) では、

r3mondev モニ タの設定フ ァ イルの内容を示し ています。 こ のモニ タは SAP システムの ト レース  フ ァ イル

と ロ グ フ ァ イル内で 「ERROR」 と い う 文字列を スキ ャ ン し ます。

r3mondev.cfg ファイルからの抜粋

#-----------------------------------------------------------------------------

# TraceLevel hostname only error messages=1 info messages=2 debug messages=3

# Disable=0

TraceLevel     =ALL        =0

#-----------------------------------------------------------------------------

# TraceFile  hostname    filename       TraceMode                TracePeriod     

#                              (a=append/w=create(default)) (in mins)

                                       

TraceFile    =ALL        =r3moncts.log  =w                   =60

#---------------------------------------------------------------------------

# History    hostname    path

# Path

#

HistoryPathUnix =ALL =default

HistoryPathAIX =ALL =default

HistoryPathWinNT =ALL =default

#------------------------------------------------------------

# AlertDevMon SAP SAP Enable =1 Filemask Severity Opc OpC

# Sys Number Disable=0 Object MsgGroup

#AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =CRITICAL =r3mondev =R3_Trace

#Dispatcher trace file

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_disp =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#Workprocess trace file for workprocess with number 0
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AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_w0 =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#message server trace file 

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_ms =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#screen processor trace file

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_dy0 =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#tp process trace file

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_tp =WARNING =r3mondev =R3_Trace

--------------------------------------------------------------------------------

CCMS 4.x アラート  モニタ : r3monal

r3monal モニ タは、 CCMS version 4.0 で導入された SAP NetWeaver CCMS 監視アーキテ クチャ を使って

お り 、 SAP の内部モニ タ であ る  CCMS ア ラ ー ト  モニ タ の出力を監視す る こ と がで き ます。 r3monal は
CCMS モ ニ タ が識別 し た警告 を HPOM for Windows メ ッ セージ に割 り 当て ま す。 こ の メ ッ セージ は

HPOM for Windows  コ ン ソールに表示されます。 

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク についての情報を示し、 r3monal の設定フ ァ イルの内容を説明し ます。

• 監視条件 : r3monal(50ページ )

• CCMS 監視セ ッ ト : r3monal(50ページ )

• CCMS ア ラー ト  モニタ : r3monal(53ページ )

• CCMS 受諾 メ ッ セージ : r3monal(55ページ )

• 環境変数 : r3monal(55ページ )

• フ ァ イルの場所 : r3monal(56ページ )

• リ モー ト 監視 : r3monal(56ページ )

• RFC タ イ ムア ウ ト : r3monal(56ページ )

• 重要度レベル : r3monal(57ページ )

• ト レース  レベル : r3monal(58ページ )

• XMI 互換モード : r3monal(58ページ )

• ア ラー ト  ク ラ ス : r3monal(59ページ )

• r3monxmi からの移行 : r3monal(59ページ )

• J2EE Engine (Web AS Java) の監視 : r3monal(61ページ )

• ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーの監視 : r3monal(61ページ )

• SAP セキ ュ リ テ ィ 監査ロ グの監視 : r3monal(61ページ )

• Enterprise Portal の監視 : r3monal(61ページ )

SAP は共有 メ モ リ イ ン タ フ ェース を徐々に廃止するつも り だ と述べている ため、 SPI for SAP では、 XMI/
XAL イ ン タ フ ェースだけをサポー ト し ています。
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• CEN の監視 : r3monal(62ページ )

• 設定のテス ト : r3monal(62ページ )

監視条件 : r3monal

キーワード Severity<Level>、 RFCTimeOut、 CCMSMonitorSet、 および CCMSAcknowledgeMessage を
定義し、 有効化する必要があ り ます。 r3monal.cfg 設定フ ァ イル内の他のキーワード は任意です。 詳細につ

いては、 それぞれ Severity Values(38 ページ )、 RFCTimeOut(38 ページ )、 CCMSMonitorSet(32 ページ )、
CCMSAcknowledgeMessage(31ページ ) を参照し て く ださい。

CCMS 監視セッ ト : r3monal

XMI/XAL イ ン タ フ ェース を使用する と、SPI for SAP で CCMS ア ラー ト  モニタ  ツ リ ー内で CCMS ア ラー

ト の読み取 り 、 書き込み、 および リ セ ッ ト を直接行 う こ と ができ ます。 こ の機能の最も大き な利点は、 ユー

ザー独自の監視セ ッ ト を定義する ために既存の CCMS 監視セ ッ ト をテンプレー ト と し て使用でき る こ と で

す。 ユーザー独自のセ ッ ト には、 SPI for SAP の監視対象とする  CCMS ア ラー ト のみを含める こ と ができ ま

す。 

HPOM for Windows で r3monal モニ タ の設定を開始する前に、 SAP に ロ グ イ ン し、 SPI for SAP が メ ッ

セージの生成に使用する新しい CCMS 監視セ ッ ト を定義する よ う にし て く ださい。図1(51 ページ )は、中央

イ ン ス タ ン ス項目 WA1 を選択し て展開し た場合に、アプ リ ケーシ ョ ン サーバー bounty および hpspi003 が
モニタ  ツ リ ー内でどのよ う に表示されるかを示し ています。

デフ ォル ト の監視セ ッ ト  (OperatingSystem、 DatabaseClient な ど ) に含まれる警告すべてに関する メ ッ

セージ を受け取 る 必要がない場合には、 個別の ア プ リ ケーシ ョ ン サーバー項目 を展開 し、 HPOM for
Windows に送信する メ ッ セージを生成するのに使用する警告のみを選択する こ と ができ ます。 図 1 に示す

設定の例では、 データベースに関する問題も監視するために、 項目 [Oracle®] も選択し ています。

CCMS モニ タ  ツ リ ー内の項目を作成または修正するためには、 CCMS 監視セ ッ ト 用の [Maintenance 
Function]が有効になっている こ と を確認する必要があ り ます。 以下のよ う に、 [Maintenance Function]オ

プシ ョ ンは、 [Extras] メ ニューにあ り ます。

 [Extras] → [Activate Maintenance Function]
50 第 3 章



図1　 　監視セッ トの定義

SPI for SAP 用に定義し た新しい監視セ ッ ト が、SPI for SAP を使用する  HPOM for Windows ユーザーから

参照可能および使用可能であ る こ と を確認し て く だ さ い。 定義済みの HPOM for Windows ユーザー と し て

SAP にロ グ イ ン し た場合には、その定義済み HPOM for Windows ユーザー用に定義された CCMS 監視セ ッ

ト 、 および 「Public」 のマークが付いた監視セ ッ ト のみを使用でき ます。 管理者 と し て SAP にロ グ イ ン し た

場合には、 利用可能なすべての監視セ ッ ト を参照する こ と ができ ます。 こ の場合には、 SPI for SAP 用に定

義する新しい監視セ ッ ト を、 SPI for SAP 用の定義済み HPOM for Windows ユーザーから参照でき る よ う

にするか、「Public」 オプシ ョ ンを使用し てすべてのユーザーから参照でき る よ う にし て く ださい。 CCMS 監
視セ ッ ト の名前を定義する際は ASCII 文字のみを使用し て く ださ い。 SPI for SAP は今の と こ ろ、 監視セ ッ

ト 名中の非 ASCII 文字を解釈でき ません。

1 つの SAP システム /SID に複数の監視セ ッ ト を割 り 当て る こ と ができ ます。 1 つの SAP システム /SID に
つい て複数の監視セ ッ ト を 定義す る 必要が あ る 場合には、 複数の監視セ ッ ト の設定 に示す よ う に、

r3monal.cfg モニタ設定フ ァ イルの監視セ ッ ト のセ ク シ ョ ンに、各新規監視セ ッ ト について新しい行を 1 行
ずつ追加し て く だ さ い。 パラ メ ータ  Monitor に定義する名前は、 CCMS ア ラー ト モニ タ  ツ リ ーに表示され

る監視セ ッ ト の名前と一致し なければな り ません。 モニ タの名前は、複数の監視セッ トの設定 に示すよ う に、

た と えばス ラ ッ シュ  (/) も含めて SAP での表示の とお り に設定フ ァ イルに指定される必要があ り ます。 

複数の監視セッ トの設定 に示す設定フ ァ イルの例では、従来の長い SAP 名 (途中で改行されています ) でモ

ニ タ 名 を 指定 し て い ま す。 最後の モ ニ タ の完全な名前は、 =System / All Monitoring Segments / All
Monitoring Contexts です。 このよ う に長い名前を使用する必要はあ り ません。 また、複数のモニタ を単一の

監視セ ッ ト に関連付けたい場合には、複数の監視セッ トの設定 の最初の 2 つのエン ト リ のよ う に、各モニタ

を別々の行で指定する必要があ り ます。 こ の例では、 SPISAP 監視セ ッ ト には 2 つのモニタ、 System およ

び DB_ALERT が含まれます。
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複数の監視セッ トの設定

#------------------------------------------------------------------------------

# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  

# System Number    

CCMSMonitorSet =WA1 =33 =SPISAP =System 

CCMSMonitorSet =WA1 =33 =SPISAP =DB_ALERT

CCMSMonitorSet =SP6 =00 =SAP CCMS Technical Expert Monitors =System /\

 All Monitoring Segments / All Monitoring Contexts

#------------------------------------------------------------------------------

各 CCMS ア ラー ト  モニタのデフ ォル ト 設定は、 必ずし も ご使用の環境の要件を満た し ているわけではない

ため、 場合によ っては変更する必要があ り ます。 図 2(53 ページ ) に示すよ う に、 [Monitor: Properties and
Methods] ウ ィ ン ド ウの [Performance Attribute] タブで、 モニ タのプロパテ ィ を確認し、 必要に応じ て修正

する こ と ができ ます。 モニタのプロパテ ィ を変更する場合には、 以下の点に配慮する必要があ り ます。

• CCMS ア ラー ト の重要度レベル と、CCMS ア ラー ト によ って生成される  HPOM for Windows メ ッ セー

ジの重要度レベルが一致し ているかど う か。 重要度レベルの設定については、 Severity Values(38 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

• 特定の CCMS ア ラー ト  モニタに設定し た重要度レベルのし きい値が、 環境に適し ているかど う か。 
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図2　 　CCMS アラート  モニタのしきい値の確認と修正

特定の CCMS モニタの [Monitor: Properties and Methods] ウ ィ ン ド ウ を開 く には、 監視セ ッ ト  ツ リ ーで目

的のモニタに移動し、 [Properties]ボタ ンを ク リ ッ クするか、 参照するモニタ をダブルク リ ッ ク し ます。

CCMS アラート  モニタ : r3monal

アラ ート は、SAP によ る  SAP ラ ンド ス ケープの状態監視における 、最も 基本的な要素です。 アラ ート は、ディ

ス ク や CPU などのオブジェ ク ト と 関連付けら れ、各オブジェ ク ト には応答時間や使用統計などの属性が割り

当てら れま す。 オブジェ ク ト のス テータ ス 、 およ びその長期にわたる パフ ォ ーマンス と 可用性は、 SAP のシ

ス テム管理者にと って重要です。 SAP NetWeaver CCMS アラ ート  モニタ は、設定さ れている 警告を  (関連付

けら れている オブジェ ク ト およ び属性と 共に )、CCMS モニタ と し てモニタ  ツリーに表示し ます。 このツ リ ー

は、 図3 のよ う に表示する こ と ができ ます。 共通 (public)の監視セ ッ ト はすべての SAP ユーザーから参照可

能 (かつ使用可能 ) であ る こ と に注意し て く ださい。

操作を容易にする ために、各 CCMS モニ タは事前定義された監視セッ ト と し てグループ化されています ( た

と えば、 SAP CCMS Technical Expert MonitorsまたはSAP CCMS Admin Workplace)。 事前定義された

監視セ ッ ト には多数のサブセ ッ ト と モニ タ が含まれています。 こ れら に よ り 何千も の警告が生成 さ れます

が、 中には実際には必要のないものも含まれます。 
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図3　 　CCMS 監視セッ ト

CCMS 監視セ ッ ト 用の管理機能を有効にする と、 定期的に監視し たい警告についてのモニ タ のみを含む、

ユーザー独自の CCMS 監視セ ッ ト を作成する こ と ができ ます。 ユーザー独自の監視セ ッ ト を作成し た後で、

それら を監視セ ッ ト  ツ リ ーに追加する こ と によ り 、SPI for SAP の監視対象と し て設定する こ と ができ ます。

こ のよ う に、 監視する警告や受け取る情報を減らすこ と によ って、 よ り 容易に管理を行 う こ と ができ ます。 

図4　 　CCMS アラート  プロパティ

SAP NetWeaver CCMS モニ タが状態を報告する と き、 図 4 に示すよ う に、 その警告の中に監視オブジェ ク

ト と その属性が含まれています。
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CCMS 受諾メ ッセージ : r3monal

CCMSAcknowledgeMessage 機能は、定義し た条件に一致する  CCMS ア ラー ト を自動的に受諾 (完了 ) する

よ う に r3monal が SAP に指示す る か ど う か を 決定 し ま す。 r3monal.cfg 設定 フ ァ イ ル内で

CCMSAutoAcknowledge 機能を有効にする こ と は、 SAP CCMS で警告を選択し てから [Complete Alert] ボ

タ ンを ク リ ッ クするの と同じです。

CCMS アラートの自動受諾

# Triggers auto-acknowledge of CCMS alerts 

#------------------------------------------------------------

# CCMSAcknowledgeMessage SAP Ack. filtered Enable=1

# System  Messages Disable=0

CCMSAcknowledgeMessage =ALL =0 =0

CCMSAcknowledgeMessage =SP6 =0 =0

#------------------------------------------------------------

r3monal.cfg 設定フ ァ イルでは、 個別の行で特定の SAP システムを定義し て、 自動受諾機能を有効化また

は無効化する こ と ができ ます。 ただし、特定の SAP システムについて自動受諾機能を無効化 (=0) し た場合、

r3monal は同じ行で定義された Ack. Filtered Messages に関する設定を無視する こ と に注意し て く だ さ

い。

 Ack. Filtered Messages キー ワ ー ド を 有効に し て い る 場合は、 AlerMonSyslog 指定 ( 適切な行で

Disabled=0を設定し ている ) に従って、 フ ィ ルタで除去され、 HP Operations エージェ ン ト には送信され

なかった メ ッ セージは、 CCMS で受諾されます。 そのため、 これらのア ラー ト は、 HPOM メ ッ セージ ブラ

ウ ザや SAP CCMS では表示 さ れ な く な り ま す。 AlerMonSyslog に関す る 詳細は、 ア ラ ー ト  ク ラ ス :
r3monal(59ページ ) を参照し て く ださい。

CCMSAcknowledgeMessages キーワー ド を有効化する場合は、 Severity<Level> キーワー ド も有効化する

必要があ る こ と に注意し て く ださ い。 Severity<Level> キーワード を使用する と、 CCMS ア ラー ト を重要度

に基づいて絞 り 込むこ と ができ ます。 詳細については、重要度レベル : r3monal(57ページ ) を参照し て く ださ

い。

環境変数 : r3monal

表6 に、 r3monal モニ タ を設定する際に使用でき る環境変数を示し ます。

表 6　 　 r3monal の環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HPOM for Windows エージェ ン ト が実行されてい

る  MS Windows の ド ラ イブ (例 : E:\usr\...)

SAPOPC_HISTORYPATH 履歴フ ァ イル r3monal へのパス

SAPOPC_R3MONAL_CONFIGFILE 設定フ ァ イル r3monal の名前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaver が実行されている  Windows の ド

ラ イブ (例 : E:\usr\sap)

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  フ ァ イル r3monal へのパス
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ファイルの場所 : r3monal

r3monal モニ タは、 表 7 に示すデフ ォル ト のフ ァ イルを使用し ます。 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イルの内

容全般および r3monal.cfg に特有の内容の詳細は、 SPI for SAP モニ タ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し

て く ださい。 

リモート監視 : r3monal

RemoteMonitoring キーワード を使用し て、 ローカル ホス ト 上の SPI for SAP が リ モー ト  ホス ト 上の SAP
イ ン ス タ ン ス を監視する よ う に設定する こ と ができ ます。 RemoteMonitoring キーワー ド で使用でき るパラ

メ ータの詳細は、 ア ラー ト  モニ タによ る リ モー ト 監視 (24 ページ ) に含まれる キーワード の一覧を参照し て

く ださい。 SAP System と  SAP Number は r3monal でのみ必要と な り ます。

r3monal.cfg ファイル内でのリモート監視の有効化

#---------------------------------------------------------

# Remote Host Localhost Remotehost SAP SAP

# System Number

RemoteMonitoring =hpspi003 =ovsdsap6 =SP6 =00

#-------------------------------------------------------

RFC タイムアウト : r3monal

RFCTimeout キーワード を使用し て、RFC XMI/XAL 関数呼び出しが取 り 消される までの時間の最大値を秒

単位で定義し ます。 た と えば、=120 です。 SAP が稼働する環境に合わせた タ イ ムア ウ ト を設定する必要があ

り ます。 た と えば、 RFC コールが完了する まで、 つま り 初期要求に対する応答を受信する までに、 予想よ り

も長い時間がかかる場合には、 システムがダウ ン し ているか、 重大なパフ ォーマン ス障害が発生し ている可

能性があ り ます。 RFC コール完了後に、 SAP が独立し た Dialog プロセス を割 り 当てる と、 時間制限が適用

されな く な り ます。 

XMI/XAL 関数コールのタイムアウト時間の設定

#------------------------------------------------------------

# Max. time in sec. before a RFC XMI/XAL function call is

# canceled. If the RFC call takes longer than expected, the

# system is probably down or has a major performance problem.

RFCTimeOut = 120

#------------------------------------------------------------

表 7　 　 r3monal のファイル

ファイル名 説明

r3monal(.exe) SAP NetWeaver CCMS ア ラー ト  モニ タの実行フ ァ イル

r3monal.cfg CCMS ア ラー ト モニ タの設定フ ァ イル

r3monal.his 各モニ タ実行後のデータ を保存する履歴フ ァ イル
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重要度レベル : r3monal

r3monal.cfg フ ァ イルの 「Severity Values」 セ ク シ ョ ンは、r3monal で管理し ている  CCMS モニ タ  ツ リ ー

内の CCMS ア ラー ト をどのよ う にフ ィ ルタするか、 およびフ ィ ルタ された CCMS ア ラー ト の重要度レベル

を、対応する  HPOM for Windows の メ ッ セージで必要な重要度レベルにマ ッ ピングする方法を定義し ます。

キーワード  SeverityWarning および SeverityCritical は CCMSAcknowledgeMessage キーワード と組み合

わせて使用し ます。詳細については、 CCMS 受諾 メ ッ セージ : r3monal(55ページ )で説明し ています。 SPI for
SAP 設定フ ァ イル全般の詳細は、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

SAP システム ID/SAP 番号の各組み合わせご と に 1 行ずつ新しい行を追加する こ と によ り 、 CCMS ア ラー

ト と  HPOM for Windows メ ッ セージ間の重要度のマ ッ ピングを、 特定の SAP システム ID および SAP 番
号に制限す る こ と がで き ま す。 r3monal.cfg に含まれる重要度レベルに関するデフ ォル ト 設定 に、

r3monal.cfg フ ァ イルに含まれるデフ ォル ト の重要度レベルの設定を示し ます。

r3monal.cfg に含まれる重要度レベルに関するデフォルト設定

#---------------------------------------------------------

#Severity SAP SAP Enabled=1 OpCSeverity

#Values System Number Disabled=0

SeverityWarning =ALL =ALL =0 =WARNING

SeverityCritical =ALL =ALL =1 =CRITICAL

#-------------------------------------------------------------

r3monal.cfg での重要度レベルの編集は、 以下のいずれかの方法で行います。

1 重要度レベルの有効 ・ 無効の切り替え

重要度が 「警告」 の CCMS ア ラ ー ト の メ ッ セージの生成を無効化 (=0) す る 場合は、 以下の よ う に

SeverityWarning の行を新規追加 ( または既存の行を変更 ) し ます。

SeverityWarning =ALL =ALL =0 =WARNING

2 SPI for SAP が CCMS の重要度レベルを HPOM のメ ッセージ重要度レベルにマッピングする方法

の変更

SPI for SAP がすべての SeverityWarning イベン ト を CRITICAL( 危険域 ) と し て報告する よ う にする

には、 以下のよ う に SeverityWarning の定義を新規追加 ( または既存の定義を変更 ) し ます。

SeverityWarning =ALL =ALL =1 =CRITICAL

3 SID 指定の例外定義 

SPI for SAP が SAP システムの LP2 で発生する  SeverityWarning のイベン ト を危険域レベルで報告す

る よ う に設定するには、 ALL システムのデフ ォル ト 設定を残し、 次の行を追加し ます。

SeverityWarning =LP2 =ALL =1 =CRITICAL

r3monal 設定ファイルからの抜粋

# A Monitor Set defines the messages you want to forward to HPOM.

#------------------------------------------------------------------------

# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  

# System Number    

#CCMSMonitorSet =WA1 =33 =SPISAP =System 

#CCMSMonitorSet =WA1 =33 =SPISAP =DB_ALERT

#CCMSMonitorSet =SP6 =00 =SAP CCMS Technical Expert Monitors =System /

All Monitoring Segments / All Monitoring Contexts

#------------------------------------------------------------------------

# Remote Host Localhost Remotehost SAP SAP

# System Number
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#RemoteMonitoring =hpspi003 =ovsdsap6 =SP6 =00

#------------------------------------------------------------------------

# CCMSAcknowledgeMessage SAP Ack. filtered Enable=1

# System Messages Disable=0

CCMSAcknowledgeMessage =ALL =0 =0

CCMSAcknowledgeMessage =SP6 =0 =0

# XMI compatibility mode

# makes the r3monal send syslog messages r3monxmi style

#------------------------------------------------------------------------

# XmiSyslogMode    Enabled  =1

#                  Disabled =0

XmiSyslogMode      =0

# Syslog filtering

#------------------------------------------------------------------------

# Alert Classes SAP SAP SyslogId Enabled=1 

# System Number From To Disabled=0

AlerMonSyslog =ALL =ALL =A00 =MZZ =1

AlerMonSyslog =ALL =ALL =N00 =ZZZ =0

AlerMonSyslog =LPO =01 =A00 =ZZZ =1

ト レース レベル : r3monal

ア ラー ト  モニタが使用する ト レース  レベル ( 特に r3monal モニタに関し て利用でき る ト レース  レベル ) の
詳細は、 モニタ設定フ ァ イル (22ページ ) のTraceLevel(40ページ ) の項を参照し て く ださい。

XMI 互換モード : r3monal

XmiSyslogMode キーワード を使用し て r3monal モニ タが SAP システム ロ グ ア ラー ト を以前に r3monxmi
モニ タが使用し ていたス タ イル と フ ォーマ ッ ト で送信する よ う に指定する こ と ができ ます。 SPI for SAP の
バージ ョ ン 11.10 では r3monxmi モニ タは廃止され、 CCMS syslog ア ラー ト の監視を続け るには r3monal
モニタ  ( このモニ タは XAL (BAPI External Alert Management Interface) を使用し ます) を使用する必要が

あ り ますので注意し て く ださ い。 

Syslog メ ッセージの XMI フォーマッ トでの送信

# XMI compatibility mode

# makes the r3monal send syslog messages r3monxmi style

#------------------------------------------------------------

# XmiSyslogMode    Enabled  =1

#                  Disabled =0

XmiSyslogMode      =1

#------------------------------------------------------------

XmiSysLogMode を有効化する場合、 以前の r3monxmi モニ タであれば SAP システム ロ グ メ ッ セージをど

のよ う にフ ィ ルタするかを詳細に定義する必要があ り ます。 ほ と んどの場合、 これは既存の r3monxmi モニ

タ 用の設定 を コ ピ ー し、 r3monal の設定 フ ァ イ ル r3monal.cfg に貼 り 付け る こ と で実行で き ま す。

r3monxmi を設定し ない と、 SAP syslog メ ッ セージは XMI フ ォーマ ッ ト で出力されません。 r3monxmi か
ら  r3monal への移行に関する詳細は、 r3monxmi からの移行 : r3monal(59ページ ) を参照し て く ださい。
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アラート  クラス : r3monal

r3monal.cfg フ ァ イルのア ラー ト  ク ラ スのセ ク シ ョ ンで、SPI for SAP の CCMS ア ラー ト  モニ タ  r3monal
が SAP システム内の syslog イベン ト をフ ィ ルタする方法を定義し ます。 このフ ィ ルタ リ ング メ カニズムに

よ って、 表示し たい syslog イベン ト だけを抽出し て、 表示でき る よ う にな り ます。 監視する  syslog イベン

ト は、 メ ッ セージ番号 (syslog ID) の範囲を指定し てフ ィ ルタ し ます。 r3monal.cfg フ ァ イルのア ラー ト  ク
ラ スのセ ク シ ョ ンの各行は、 特別な方法でセ ッ ト ア ッ プされます。 各エン ト リ では、 指定し た範囲の syslog
イベン ト の監視について定義し ます。 グ ローバルに、 または指定し た SAP システム / イ ン ス タ ン スに対し て

syslog ID の範囲を有効または無効にする こ と で、 監視する  syslog イベン ト を指定でき ます。

r3monal.cfg ファイル内の syslog イベン ト では、 r3monal はすべての SAP システム (SAP 番号 ) の ID A00
から  MZZ までの syslog イベン ト を監視し ますが、 すべての SAP システム (SAP 番号 )の ID N00 から  ZZZ
までの syslog イベン ト は監視し ません。 SAP システム LPO では、A00 から  ZZZ までの ID について syslog
イベン ト の監視が有効化されています。

r3monal.cfg ファイル内の syslog イベン ト

# Syslog filtering

#-------------------------------------------------------------

# Alert Classes SAP SAP SyslogId Enabled=1 

# System Number From To Disabled=0

AlerMonSyslog =ALL =ALL =A00 =MZZ =1

AlerMonSyslog =ALL =ALL =N00 =ZZZ =0

AlerMonSyslog =LPO =01 =A00 =ZZZ =1

#------------------------------------------------------------

r3monxmi からの移行 : r3monal

以前の r3monxmi モニタでは、XMI (eXternal Management Interface) を使用し ま し たが、これは SAP 3.0F
で最初に導入されま し た。 SPI for SAP が SAP version 3.x をサポー ト し な く なったため、 SAP システム ロ

グ メ ッ セージの監視に r3monxmi を使用でき な く な り ま し た。 syslog メ ッ セージおよび CCMS ア ラー ト の

監視を継続し たい場合は、XMI 設定を r3monal (CCMS 4.x ア ラー ト  モニタ ) に移行し なければな り ません。

ただし、 以前の r3monxmi.cfg フ ァ イルの メ ッ セージのフ ィ ルタのセ ク シ ョ ンの内容を r3monal 用の新し

い設定フ ァ イルにコ ピーし て使用する こ と ができ ます。

syslog メ ッ セージ監視を r3monxmi から  r3monal へ移行するには

1 syslog ア ラー ト 用の CCMS モニ タおよびモニ タ群を定義し ます。

r3monal は SAP NetWeaver 内部の CCMS モニ タ を使用 し て syslog ア ラ ー ト をチ ェ ッ ク す る ので、

CCMS モニ タの設定には ト ラ ンザク シ ョ ン RZ20 を使用し て く ださい。

2 CCMS モニタ  ツ リ ー内で、 SPI for SAP で syslog メ ッ セージを監視するすべてのアプ リ ケーシ ョ ン

サーバーのr3syslog ブラ ンチをチェ ッ ク し ます。

こ の工程は、 ルールに基づ く モニ タ  ツ リ ー エレ メ ン ト  (MTE) を作成する こ と によ り 自動化でき ます。

新 し い MTE ノ ー ド を CCMS モニ タ に追加す る 場合は、 CCMS ルールのセ ッ ト ア ッ プ時に [Create
Nodes] ダ イ ア ロ グ内のオプシ ョ ン [Rule Node] をチェ ッ ク し ます。 CCMS ルールのセ ッ ト ア ッ プでは

次の値を使用し ます。

r3monxmi モニタはアプ リ ケーシ ョ ン サーバー依存であったため、 syslog メ ッ セージを監視し たい SAP シ
ステムの各アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに r3monxmi を イ ン ス ト ールし なければな り ませんでし た。

r3monal モニ タはアプ リ ケーシ ョ ン サーバー非依存であ り 、 r3monal は 1 か所ですべてのアプ リ ケーシ ョ

ン サーバーから  syslog メ ッ セージを読むこ と ができ ます。 通常は、r3monal を syslog メ ッ セージを監視し

たい SAP システムのセン ト ラル イ ン ス タ ン ス上にイ ン ス ト ールし ます。
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• Rule Type:

CCMS_GET_MTE_BY_CLASS

• MTE Class:

R3Syslog

3 r3monal.cfg フ ァ イル内で XmiSyslogMode キーワード を有効化し ます。

r3monal モ ニ タ に XMI メ ッ セー ジ条件に基づ く 古い r3monxmi 設定 を 使用 さ せた い場合、

r3monal.cfg フ ァ イル内の XmiSyslogMode キーワー ド を使用し ます。 こ のモー ド では、 r3monal は
SAP システム ロ グ ア ラー ト を r3monxmi モニタが以前使用し ていたス タ イル と フ ォーマ ッ ト で送信し

ます。

4 システム ロ グ フ ィ ルタのセ ッ ト ア ッ プ

r3monal は r3monxmi と同じ システム ロ グ メ ッ セージ フ ィ ルタ をサポー ト するので、 既存のシステム

ロ グ フ ィ ルタ設定を以前の r3monxmi.cfg 設定フ ァ イルから コ ピーし、新しい r3monal.cfg フ ァ イル

に貼 り 付ける こ と ができ ます。 システム ロ グ メ ッ セージ フ ィ ルタは、 設定フ ァ イルのア ラー ト  ク ラ ス

のセ ク シ ョ ン内の AlerMonSysLog キーワード で定義し ます。

#---------------------------------------------------------

# Alert Classes SAP SAP SyslogId Enabled=1

# System Number From To Disabled=0

AlerMonSyslog =ALL =ALL =A00 =MZZ =1

AlerMonSyslog =ALL =ALL =N00 =ZZZ =0

AlerMonSyslog =LP =01 =A00 =ZZZ =1

#---------------------------------------------------------

図5(60 ページ ) は、 設定が正常に終了し た時点での、 SAP syslog エレ メ ン ト の CCMS ルール ノード を示し

ています。

図5　 　 syslog エレメン トのルールベースの CCMS MTE
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J2EE Engine (Web AS Java) の監視 : r3monal

SPI for SAP は、 SAP J2EE Engine を含む完全な SAP NetWeaver 環境の監視にも役立ちます。 Java テ ク

ノ ロ ジ と  J2EE イ ン フ ラ ス ト ラ ク チャの組み合わせが、 SAP Enterprise Portal や Process Infrastructure
(PI) のよ う な新しい SAP コ ンポーネン ト を構築する基盤と なっているため、SAP J2EE Engine の監視は重

要です。

SAP J2EE Engine を監視するには、 SPI for SAP の CCMS ア ラー ト  モニタ  r3monal を設定し て、 SAP の
J2EE Engine のステータ スや可用性に関連する  J2EE 監視セ ッ ト によ って生成されたア ラー ト をチェ ッ ク

し ます。SAP の J2EE Engine には、J2EE カーネル、J2EE サービ ス、 または SPI for SAP で監視中の SAP
NetWeaver 環境内の登録された SAP CCMS エージェ ン ト などが含まれます。 SAP の J2EE Engine を監視

する よ う に r3monal を設定する際の詳細は、 J2EE (Web AS Java) モニ タ (82ページ ) を参照し て く ださい。

スタンドアロンのエンキュー サーバーの監視 : r3monal

エンキ ュー サーバーは SAP システムにロ グ イ ン し ているユーザーが現在使用中のロ ッ ク に関する情報を保

存し ます。 ロ ッ ク関連の情報は、 メ イ ン メ モ リ のロ ッ ク  テーブル内に保存されます。 エンキ ュー サーバー

が動作し ている ホス ト に障害が発生する と、 ロ ッ ク のデータは失われ、 エンキ ュー サーバーが再起動し て も

復元でき ません。 すべてのロ ッ クは再設定する必要があ り ます。 高可用性環境では、 ス タ ン ド ア ロ ンのエン

キ ュー サーバーを設定する こ と によ り 、こ のよ う な問題を回避でき ます。 ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サー

バーと別のホス ト 上で動作するエンキ ュー複製サーバーを組み合わせによ り 、 高可用性ソ リ ューシ ョ ンの基

盤を形成し ます。

SPI for SAP を使用し て、 高可用性 WebAS 環境内に設定されたス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーが生

成する ア ラー ト を監視するには、 SAP 内の CCMS モニタ と  MTE (monitor-tree elements) を適切に有効化

し てから、 SAP システム内のス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーのステータ スおよびパフ ォーマン スに

関す る ア ラ ー ト をチ ェ ッ ク す る よ う に SPI for SAP の CCMS ア ラ ー ト  モニ タ  r3monal を設定 し ます。

WebAS 内のス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーの監視用の r3monal の設定に関する詳細は、エンキ ュー

サーバー モニ タ (85ページ ) を参照し て く ださ い。

SAP セキュリテ ィ監査ログの監視 : r3monal

SAP セキ ュ リ テ ィ 監査ロ グは SAP システム内のセキ ュ リ テ ィ 関連ア ク テ ィ ビテ ィ の記録を維持し てお り 、

各アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの監査ロ グに収集し た情報を保存し ています。 SPI for SAP を使用し て、 セ

キ ュ リ テ ィ 監査がロ グに記録し た CCMS ア ラー ト を監視し、 それを使用し て メ ッ セージを生成し、 HPOM
for Windows コ ン ソールに表示する こ と ができ ます。

SPI for SAP を SAP セ キ ュ リ テ ィ 監査 ロ グ の監視に使用す る には、 SAP 内の CCMS モ ニ タ と  MTE
(monitor-tree elements) を適切に有効化し てから、 SAP システム内のセキ ュ リ テ ィ  イベン ト のステータ ス

に関係する セキ ュ リ テ ィ 監査ロ グ モニ タ によ って生成さ れる ア ラー ト をチェ ッ クする よ う に SPI for SAP
の CCMS ア ラ ー ト  モ ニ タ  r3monal を 設定 し ま す。 SAP の セ キ ュ リ テ ィ 監査 ロ グ を 監視す る よ う に

r3monal を設定する際の詳細は、 SAP セキ ュ リ テ ィ 監査モニタ (91ページ ) を参照し て く ださい。

Enterprise Portal の監視 : r3monal

SAP Enterprise Portal は、 ユーザーが SAP ラ ン ド ス ケープで効率良 く 作業する のに必要な情報、 アプ リ

ケーシ ョ ン、 サービ スにグ ローバルにア ク セスする ための、 安全で安定し た Web イ ン タ フ ェース を備えて

います。 SPI for SAP を使用する と、標準の SAP エレ メ ン ト を利用し て、 SAP Enterprise Portal のコ ンポー

ネン ト を監視し、 可用性、 応答時間、 設定、 パフ ォーマン スに関する レポー ト を作成する こ と ができ ます。 
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SPI for SAP を使用し て、 完全に設定済みの SAP Enterprise Portal が生成する ア ラー ト を監視するには、

SAP 内の CCMS モニ タ と  MTE (monitor-tree elements) を適切に有効化し てから、Enterprise Portal のス

テータ スおよびパフ ォーマン スに関する ア ラー ト をチェ ッ クする よ う に SPI for SAP の CCMS ア ラー ト  モ
ニ タ  r3monal を設定し ます。 r3monal で Enterprise Portal を監視する ための設定に関する詳細は、 SAP
Enterprise-Portal モニタ (87ページ ) を参照し て く ださい。

CEN の監視 : r3monal

CEN (Central Monitoring System) は、監視対象の SAP ラ ン ド スケープ全体にわたって、生成される  CCMS
ア ラー ト を集中制御する単一の SAP システムです。 CEN を使用する と、 問題のア ラー ト に関する本質的な

情報を集中化 さ れた単一の地点で入手で き る よ う にな る ので、 複数の SAP シ ス テムの監視 と 管理のオー

バーヘッ ド を削減でき ます。 

CCMS ア ラー ト の集中管理に CEN を使 う よ う に SAP を設定し た後、 SPI for SAP の r3monal モニタ を使

用 し て、 CEN に配信 さ れ る  CCMS ア ラ ー ト を イ ン タ ーセプ ト し、 そのア ラ ー ト に基づいて HPOM for
Windows コ ン ソールに送信する メ ッ セージを生成し ます。 r3monal で SAP CEN を監視する ための設定に

関する詳細は、 CEN の CCMS ア ラー ト の監視(190ページ ) を参照し て く ださい。

設定のテスト : r3monal

SPI for SAP のオプシ ョ ンのテス ト 移送には、 ABAP ダンプを生成するプロ グ ラ ムが含まれています。 SAP
システムでダンプが生成された と きに r3monal モニ タが syslog をチェ ッ ク し  HPOM for Windows に メ ッ

セージ を送信する かど う かは、 こ のプ ロ グ ラ ム を使っ て検証で き ます。 テ ス ト が成功する と、 HPOM for
Windows コ ン ソールにテス ト  ダンプに関する メ ッ セージが表示されます。 こ のテス ト は、 r3monal が適切

な SAP CCMS 監視セ ッ ト  (<SAPSID>/R3Abap/Shortdumps など ) を監視する よ う に設定された場合にのみ

有効です。

SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM for Windows 管理 ノード上の次の場所に配置されている、 移送

の README フ ァ イルを参照し て く ださい。 \usr\sap\trans\readme SPI for SAP 移送のイ ンポー ト およ

び適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し

て く ださ い。 移送のイ ンポー ト 後、 SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SE80 を使用し て ABAP オブジェ ク ト  ナビゲー

タ を開き、 レポー ト  ( またはプロ グ ラ ム ) /HPOV/YSPI0004 までブ ラ ウズする こ と によ り 、 イ ン ス ト ールさ

れたテス ト プロ グ ラ ムを見る こ と ができ ます。

SAP ト レース ファイル モニタ : r3mondev

r3mondev モニ タは、 SAP システムの ト レース  フ ァ イル と ロ グ フ ァ イルを スキ ャ ン し て、 「ERROR」 と い う

文字列を検索し ます。 このモニ タは、 前回の実行時以降に発生し た事象のみを監視する ため、 ト レース  フ ァ

イル内のエ ラーによ って生成さ れる ア ラー ト は 1 つのみです。 フ ァ イル モニ タは以下のデ ィ レ ク ト リ を ス

キ ャ ン し ます。 こ こ で、 <SID> は SAP システム ID を指し、 <InstanceNumber> は SAP イ ン ス タ ン ス番号

を指し ます。

• UNIX/Linux:  /usr/sap/<SID>/<InstanceNumber>/work/

• Windows: <drive:>\usr\sap\<SID>\<InstanceNumber>\work

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• フ ァ イルの場所 : r3mondev(63ページ )

• 環境変数 : r3mondev(63ページ )
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• 監視条件 : r3mondev(63ページ )

• 設定フ ァ イルの編集 : r3mondev(64ページ )

ファイルの場所 : r3mondev 

フ ァ イル モニ タ  r3mondev には 表8に挙げられる フ ァ イルが含まれています。 SPI for SAP モニタ設定フ ァ

イルの内容全般および r3mondev.cfg に特有の内容の詳細は、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ )
を参照し て く ださ い。

環境変数 : r3mondev

フ ァ イル モニ タの使 う 環境変数を表9に示し ます。

監視条件 : r3mondev 

こ の項の r3mondev.cfg フ ァ イルで、 SPI for SAP のデバイ ス監視の詳細を指定する こ と ができ ます。 

キーワード と その使用可能な値、 および編集可能パラ メ ータの説明など、 r3mondev.cfg フ ァ イル内のエン

ト リ に関する情報については、 ア ラー ト  モニ タの設定フ ァ イル (48ページ ) を参照し て く ださい。

r3mondev.cfg フ ァ イルの監視条件セ ク シ ョ ンのデフ ォル ト 設定値は、 次の とお り です。

# AlertDevMon SAP SAP Enable=1 File Severity  Opc OpC

# System Number Disable=0 Mask Object MsgGroup

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =CRITICAL =r3mondev =R3_Trace

表 8　 　 r3mondev のファイル

ファイル 説明

r3mondev(.exe) フ ァ イル モニ タの実行フ ァ イル

r3mondev.cfg 監視フ ァ イルの設定フ ァ イル

r3mondev.his 各モニ タの実行のデータ を保存する履歴フ ァ イル

表 9　 　 r3mondev の環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HPOM エージェ ン ト が実行されている  MS 
Windows の ド ラ イブ (例 : E:\usr\...)

SAPOPC_HISTORYPATH 履歴フ ァ イル r3mondev へのパス

SAPOPC_R3MONDEV_CONFIGFILE 設定フ ァ イル r3mondev の名前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaver が実行されている  Windows の
ド ラ イブ (例 : E:\usr\sap)

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  フ ァ イル r3mondev へのパス
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設定ファイルの編集 : r3mondev

r3mondev モニタの設定フ ァ イル r3mondev.cfg は、 次の方法で編集でき ます。

• メ ッセージの無効化

SPI for SAP で監視し ている  SAP システムの dev_* フ ァ イル関連の メ ッ セージを一切受け取ら ないよ

う にするには、 r3mondev.cfg 設定フ ァ イルの 1 行目を次のよ う に変更し ます。

AlertDevMon =ALL =ALL =0 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

• メ ッセージの重要度レベルの変更

std* フ ァ イル関連のすべての メ ッ セージの重要度のレベルを CRITICAL から  WARNING に下げるに

は、 r3mondev.cfg 設定フ ァ イルの 2 行目を次のよ う に変更し ます。

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

• 一般規則に対する例外の定義

SAP システム LP2 の dev_* フ ァ イル関連の メ ッ セージのレベルを、 WARNING から  CRITICAL に上

げるには、 デフ ォル ト 設定はそのま ま残し、 次の行を書き加えます。

AlertDevMon =LP2 =ALL =1 =dev_* =CRITICAL =r3mondev\

=R3_Trace

SAP プロセス モニタ : r3monpro

r3monpro モニ タは、 指定し た イ ン ス タ ン スに関連するすべてのプロセス を スキ ャ ン し ます。 プロセスには、

ダ イ ア ロ グ、 エンキ ュー、 更新、 バ ッ チ、 デ ィ スパ ッ チ、 メ ッ セージ、 ゲー ト ウ ェ イ、 スプール ワーク  プ
ロセスなどがあ り ます。 データベース  プロセスの監視にも適用でき ます。 

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• フ ァ イルの場所 : r3monpro(65ページ )

• 環境変数 : r3monpro(65ページ )

• 監視条件 : r3monpro(65ページ )

• 設定の例 : r3monpro(66ページ )

ワ イル ド カード を使え る個所は、 文字列の末尾のみです。 対象は、 ワーク  デ ィ レ ク ト リ にあ る  SAP ト レー

ス  フ ァ イルのみで、 このフ ァ イルの名前は、 dev または std で始ま ら な く てはな り ません。
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ファイルの場所 : r3monpro

プロセス  モニ タ  r3monpro のフ ァ イルを、表10に示し ます。 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イルの内容全般お

よび r3monpro.cfg に特有の内容の詳細は、SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださ

い。

環境変数 : r3monpro

プロセス  モニ タ  r3monpro の使 う 環境変数を、 表11に示し ます。

監視条件 : r3monpro

r3monpro の監視条件は r3monpro.cfg フ ァ イルで指定し ます。 それぞれの行に、 特定プロセスの監視条件

を定義し ます。 実行中のプロセス数の測定方法や、 プロセス数が定義し た制限を超過し た と きに生成される

ア ラー ト にどの重要度レベルを割 り 当てるかを定義する規則を設定するには、 r3monpro.cfg フ ァ イルを使

用し ます。

監視条件は、 プロセス ご と に次のモード のいずれかを設定でき ます。

• Exact

1 つの管理ノ ード上での実行プロセス数が、 指定し た数と等し く なければな り ません。 

• Min

1 つの管理ノ ード上での実行プロセス数は、 指定し た数以上でなければな り ません。

• Max

1 つの管理ノ ード上での実行プロセス数は、 指定し た数を超えてはいけません。 

表 10　 　 r3monpro のファイル

ファイル 説明

r3monpro(.exe) プロセス  モニ タの実行フ ァ イル

r3monpro.cfg プロセス  モニ タの設定フ ァ イル

r3monpro.his 各モニ タ実行後のデータ を保存する履歴フ ァ イル

表 11　 　 r3monpro の環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HPOM エージェ ン ト が実行されている  MS 
Windows の ド ラ イブ (例 : E:\usr\...)

SAPOPC_HISTORYPATH 履歴フ ァ イル r3monpro へのパス

SAPOPC_R3MONPRO_CONFIGFILE 設定フ ァ イル r3monpro の名前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaver が実行されている  Windows の
ド ラ イブ (例 : E:\usr\sap)

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  フ ァ イル r3monpro へのパス
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• Delta

r3monpro は、 管理 ノ ー ド上で実行されているプロセス数が増減する場合、 または、 同じプロ セスにお

け る イ ン ス タ ン スの増減数が、 定義された限界を超過する場合に、 ア ラー ト を ト リ ガ し ます。 こ のモー

ド では、 管理 ノード のプロセス数の絶対値を定義し な く て も変更点を確認でき ます。

た と えば Delta が 2 であ る場合、 あ る管理 ノード上で動作する以前のモニタ と現在のモニタで見つかっ

たプロセス数 (n) の差が 2 以上であれば、ア ラー ト が ト リ ガ されます。 r3monpro がア ラー ト を ト リ ガし

た場合には、n は最も最近実行されたモニ タで検出されたプロセス数に リ セ ッ ト され、新しい Delta は、

その後に動作し ている こ と が判明し た新しいプロセスの数に基づいて計算されるため、注意が必要です。

条件の一致によ り 生成された メ ッ セージにはオペレータ起動ア ク シ ョ ンが含まれ、 このア ク シ ョ ンは、 影響

を受けた SAP イ ン ス タ ン スに関連し た現在のプロセスのすべてを表示する  SPI for SAP モジ ュールを起動

し ます。 

キーワード と その使用可能な値、 および編集可能パラ メ ータの説明など、 r3monpro.cfg フ ァ イル内のエン

ト リ に関する情報については、 ア ラー ト  モニ タの設定フ ァ イル (48ページ ) を参照し て く ださい。

設定の例 : r3monpro

次の例の 1 行目は、 saposcol プロセス をすべてのホ ス ト 上で監視する方法を示し ています。 こ のプロセス

は、 常に 1 つだけ実行されている必要があ る こ と に注意し て く ださい。 こ の数に反する と、 重要度は危険域

にな り ます。 これは HPOM for Windows オブジ ェ ク ト  saposcol に影響を及ぼし ます。 関連付け られてい

る  HPOM for Windows メ ッ セージ グループは R3_State です。

こ の例の最後の行では、 すべてのホス ト 上で実行する  dw.sapSID プロセスのイ ン ス タ ン ス数は 8 個以下 と

定義し ています。 8 個よ り 多 く な っ た場合は HPOM for Windows オブジ ェ ク ト の dw.sap および HPOM
for Windows メ ッ セージ グループR3_State に関連付け られた注意域 メ ッ セージをモニタが生成し ます。

SID の文字列は、 こ こ では特殊な意味を持ちます。 SID は、 管理 ノード上での SAP システム名に置き換わ り

ます。 これによ り 、 他の SAP システムへのグ ローバルな定義にも使えます。 

AlertInstMonPro =ALL =00 =saposcol =1 =Exact=1 =CRITICAL =saposcol =R3_State

AlertInstMonPro =C01 =00 =explorer =1 =Max =1 =CRITICAL =explorer =R3_State

AlertInstMonPro =T11 =00 =dw.sapSID =1 =Min =8 =WARNING =dw.sap =R3_State

プロセス を実行し ないよ う にする こ と も可能です。 このよ う に設定する場合は、 Exact モード を使って、 プ

ロセス数を 0 にし ます。

UNIX オペレーテ ィ ング システムの SAP サーバーでは、 SPI for SAP のプロセス  モニ タ  r3monpro を、 各

SAP SID に関連付け られた特定の SAP ゲー ト ウ ェ イ  リ ー ド  プロ セス  gwrd を監視する よ う に設定する こ

と ができ ます。 これは複数の SID を使用し ている環境で特に役立ちます。 同じ  SID で複数の SAP イ ン ス タ

ン スが実行されている場合、r3monpro を、各イ ン ス タ ン スに割 り 当て られた特定の SAP ゲー ト ウ ェ イ  リ ー

ド  プロセス  gwrd を監視する よ う に設定する こ と も でき ます。 複数の SAP イ ン ス タ ン ス または複数の SAP
SID が同一 SAP サーバーで実行されている環境で、個々の gwrd を監視する ための r3monpro の設定方法の

詳細は、 以下の例を参照し て く ださ い。

UNIX オペレーテ ィ ング システムのサーバーでは、 r3monpro はイ ン ス タ ン ス  レベルのプロ セス数を識別

し ます。 Windows オペレーテ ィ ング システムのサーバーでは、 対象 ノード の総ワーク プロセス数を 1 行で

定義する必要があ り ます。 た と えば、 それぞれが 4 つのワーク プロセス を持つ 2 つの SAP イ ン ス タ ン スが

存在する場合は、 合計プロセス数が 8 個にな り ます。
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• SAP SID ごとの SAP ゲートウェイ  リード  プロセスの監視 (67ページ )

SAP SID ご と の SAP ゲー ト ウ ェ イ  リ ード  プロセスの監視

• SAP インスタンスごとの SAP ゲートウェイ  リード  プロセスの監視 (67ページ )

SAP イ ン ス タ ン ス ご と の SAP ゲー ト ウ ェ イ  リ ード  プロセスの監視

SAP SID ごとの SAP ゲートウェイ  リード  プロセスの監視 (67 ページ ) では、 複数の SAP SID を実行し て

いる  SAP サーバー上で、 特定の SID に関連付け られた gwrd プロセス を個別に監視する ための r3monpro
の設定方法を示し ています。

SAP SID ごとの SAP ゲートウェイ  リード  プロセスの監視

AlertInstMonPro =Q12 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \

=gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q22 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \

=gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q32 =ALL =gwrd -dp pf=/sapmnt/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \

=gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q52 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \

=gwrd =R3_State

SAP インスタンスごとの SAP ゲートウェイ  リード  プロセスの監視 (67ページ ) では、 SAP SID あた り 複数

の SAP イ ン ス タ ン ス を実行し ている  SAP サーバー上で、 特定の SAP イ ン ス タ ン スに関連付け られたゲー

ト ウ ェ イ  プロセス を個別に監視する ための r3monpro の設定方法を示し ています。

SAP インスタンスごとの SAP ゲートウェイ  リード  プロセスの監視

AlertInstMonPro =Q12 =12 =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \ 

=gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q22 =21 =gwrd -dp pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/Q22_D21_sap2ap1 \ 

=1 =Exact =1 =CRITICAL =gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q22 =22 =gwrd -dp pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/Q22_D22_sap2ap1 \ 

=1 =Exact =1 =CRITICAL =gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q32 =32 =gwrd -dp pf=/sapmnt/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \ 

=gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q52 =52 =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \ 

=gwrd =R3_State

設定フ ァ イル r3monpro.cfg では、pf パラ メ ータ内で定義する  SAP イ ン ス タ ン スのプロ フ ァ イルのパスの

大文字 / 小文字を区別し ます。 問題が起こ ら ないよ う に、 r3monpro.cfg 設定フ ァ イルに指定された SAP イ
ン ス タ ン スのプロ フ ァ イルのパスが、 以下の例のよ う な ps コマン ド の出力 と 一致する こ と を確認し て く だ

さい。

[root@accra]# ps -eaf | grep gwrd
Q22adm 15691 15688  0  Jun  6  ?        52:54 gwrd -dp \ pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/Q22_D21_sap2ap1
root 20756 20599  0 10:22:58 pts/tb    0:00 grep gwrd
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SAP ステータス モニタ : r3status

r3status モニ タは、 SAP NetWeaver の現在のス テータ ス をチェ ッ ク し、 それを前回記録されたステータ

ス と 比較する こ と によ り 、 前回のモニ タ実行時以降にス テータ スの変化が発生し たかど う かを判断し ます。

r3status モニ タは、SAP NetWeaver の関数モジュール RFC_SYSTEM_INFO を使用する こ と によ り 以下

の機能を提供し ます。

• ローカル SAP NetWeaver システムの可用性に関する レポー ト

• 個別の SAP NetWeaver イ ン ス タ ン スの認識と監視

• SAP NetWeaver の可用性ステータ ス  (稼動、 停止、 切断 (RFC タ イ ムアウ ト )) の報告。

r3status モニ タのタ イプは、 タ イ ム フ レームです。 このモニタは 2 分ご と に実行され、 現在の値を、 履歴

フ ァ イル内に保存された前回の値と比較し、報告する必要のあ る違いを検出する と メ ッ セージを生成し ます。

レポー ト の種類の詳細は、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。 

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• フ ァ イルの場所 : r3status(68ページ )

• 環境変数 : r3status(69ページ )

• 履歴フ ァ イル : r3status(69ページ )

• r3status の設定フ ァ イル (70ページ )

• SAP ステータ スの判定 : r3status(71ページ )

• SAP の リ モー ト 監視 : r3status(71ページ )

ファイルの場所 : r3status

以下の表に、 r3status モニ タが使用する フ ァ イルを示し ます。

SAP からの応答がないのは、システムがダウ ン し ている以外の問題が原因であ る可能性があ り ます。 た と え

ば、SAP は利用可能なすべてのダイ ア ロ グ ワーク プロセス を割 り 当てた場合は応答し ません。 r3status が
SAP か ら受け取った応答を どの よ う に解釈する かに関する詳細は、 SAP ス テータ スの判定 : r3status(71
ページ ) を参照し て く ださい。

表 12　 　 r3status のファイル

ファイル 説明

r3status (.exe) r3status モニタの実行可能フ ァ イル

r3status.log r3status モニタは、 実行後に毎回、 ロ グ / ト レース  フ ァ イルを作成し

ます。 ト レース  フ ァ イルは、 標準の HPOM エージェ ン ト  ロ グ デ ィ レ

ク ト リ に保存されます。
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環境変数 : r3status

表13 に、 r3status モニタが使用する環境変数を示し ます。

履歴ファイル : r3status

初回実行時に、r3status モニ タは検出し た内容を履歴フ ァ イル r3status.his に書き込みます。 次回実行

時に r3status モニタは r3status.his フ ァ イル内の情報を使用し て、 前回のモニタ実行時以降にステー

タ スの変化が発生し たかど う かを判断し、 その結果 と し て HPOM for Windows 管理サーバーに メ ッ セージ

を送信する必要があ るかど う かを判断し ます。 管理 ノ ー ド 上のモニ タ履歴フ ァ イルのデフ ォル ト の場所につ

いては、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

r3status モニ タは実行を終了する たびに、r3status.his フ ァ イルのエン ト リ を、現在のタ イ ム ス タ ンプ

と監視対象の各 SAP イ ン ス タ ン スの現在のステータ スで更新し ます。

r3status.his ファイルからの抜粋 (70 ページ ) に、 r3status.his フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト と 内容を示し ま

す。

r3itosap.cfg r3status モニタは、 r3itosap.cfg フ ァ イルを使用し て、 監視対象

と なる  SAP イ ン ス タ ン ス を判別し ます。

r3status.cfg r3status モニタは、 r3status.cfg フ ァ イルを使用し て、 履歴パス、

ト レース  レベル、 リ モー ト  SAP サーバー上に監視対象と なる  SAP イ
ン ス タ ン スがあれば、 それを判別し ます。

r3monup.his r3status モニタの実行後にデータ を保存する ための履歴フ ァ イル。 
r3status モニタは、 このフ ァ イル内の情報を使用し て、 ステータ スの

変化が発生し たかど う かを判断し ます。 詳細については、履歴フ ァ イル : 
r3status(69ページ ) を参照し て く ださい。

表 12　 　 r3status のファイル (続き )

ファイル 説明

表 13　 　 r3status 環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_RFC_TIMEOUT RFC 接続のタ イ ムア ウ ト の値を設定し ま

す。 デフ ォル ト は 20 秒です。

SAPOPC_HISTORYPATH 履歴フ ァ イル r3status.his へのパスa

a. 履歴フ ァ イル : r3status(69ページ ) を参照し て く ださい。

SAPOPC_R3STATUS_CONFIGFILE 設定フ ァ イルの名前。 r3status モニ タは

これを使用し ます。

SAPOPC_R3ITOSAP_CONFIGFILE 一般設定フ ァ イルの名前。 このフ ァ イルは 
SPI for SAP モニ タが使用する  SAP ロ グ

イ ン情報を含みます。

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  フ ァ イル r3status へのパス
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r3status.his ファイルからの抜粋

021028-11:18:29 #---------------------------------------------------------------

021028-11:18:29 #Keyword SAP SAP SAP State     

021028-11:18:29 # System Number Instance

021028-11:18:29 #           

021028-11:18:29 ConfiguredInstance =DEV =00 =DVEBMGS00 =UP

021028-11:18:29 ConfiguredInstance =PKR =99 =DVEBMGS99 =DOWN

--------------------------------------------------------------------------------

r3status の設定ファイル

r3status モニ タの設定フ ァ イルでは、 以下に示すキーワード を使用する こ と によ り 、 ユーザー独自の環境の

要件に合わせてデフ ォル ト 設定を変更する こ と ができ ます。 必要に応じ て、 特定のキーワー ド について使用

可能な値も記載し ています。 r3status のデフォルト設定ファイル(72ページ )では、 ローカルおよび リ モー ト

の SAP システムを監視する  r3status モニタの設定フ ァ イルの完全な内容を示し ます。 

以下の標準のキーワー ド が r3status.cfg 設定フ ァ イルのコ ンテキ ス ト で有効です。 キーワー ド に必要な

パラ メ ータの詳細は、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

• TraceLevel

• TraceFile

• HistoryPath[Unix | AIX | WinNT]

以下のキーワー ド が SPI for SAP r3status.cfg 設定フ ァ イルのコ ンテキ ス ト で使用される場合は、 特に

注意が必要です。 

• EnableDPQueueCheck

r3status では、 SAP にロ グオン し てシステムのステータ ス を判断する ためのダ イ ア ロ グ ワーク  プロ

セスが必要です。 ステータ ス を監視中の SAP システムでパフ ォーマン スの問題が発生し、r3status が
モニ タ を起動す る 前に ABAP デ ィ ス パ ッ チ ャ のサ イ ズお よ びス テー タ ス をチ ェ ッ ク さ せたい場合、

EnableDPQueueCheck キーワー ド を有効化 (=1) し て く だ さ い。 利用可能なダ イ ア ロ グ ワーク プロ セ

スがない、 または少なすぎ る場合、 r3status はダ イ ア ロ グ プロセスに設定された し きい値に違反し た

ため起動し なかった こ と を示す メ ッ セージを コ ン ソールに送信し ます。 コマン ド はダ イ ア ロ グ ワーク プ

ロセスのし きい値違反が発生し た SID についてのみモニタの起動を禁止し ます。

r3status 設定フ ァ イル内の EnableDPQueueCheck キーワー ド を使用する場合は、 r3mondisp.cfg

設定フ ァ イ ル内のキーワー ド  DPQueueCheck および DisableMonitoringWithSeverity も忘れずに設

定し て く だ さ い。 ABAP デ ィ スパ ッ チャおよびそのキ ューの監視に関する詳細は、 ABAP デ ィ スパ ッ

チャ  モニ タ : r3mondisp(78ページ ) を参照し て く ださい。

r3status のデフ ォル ト の実行間隔は 2 分です。 SAP ラ ン ド ス ケープが複数ホス ト 上の多数の SAP イ
ン ス タ ン ス で構成 さ れ る 場合、 ネ ッ ト ワ ー ク の輻そ う や SAP か ら の応答が遅い こ と が原因で、

EnableDPQueue が設定されたすべての SAP イ ン ス タ ン ス上の ABAP デ ィ スパッチャのステータ ス を

r3status が次回起動する前にチェ ッ ク でき ない可能性があ り ます。 こ のよ う な状況にな る可能性はあ

ま り あ り ませんが、 そ う なった場合は r3status の古いイ ン ス タ ン スはまだチェ ッ ク し ていないデ ィ ス

パッ チャのステータ ス を報告せずに中断し ます。 こ の問題の再発を回避するには、 r3status の実行間

隔を広げて く ださ い。 
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• RemoteMonitoring

r3status は、 SPI for SAP が リ モー ト で監視し ている  SAP システム上の ABAP デ ィ スパッチャのス

テータ ス をチェ ッ クする こ と はでき ません。

リ モート  SAP シス テムのス テータ ス の監視に関する 詳細は、 SAP の リ モー ト 監視 : r3status(71ページ )
を参照し てく ださ い。

SAP ステータスの判定 : r3status

ステータ ス  モニ タ  r3status は SAP システムの可用性をチェ ッ クする際に、 ステータ ス を稼動 (up)、 非稼

動 (down)、 または接続タ イ ムアウ ト  (connection time-out) で報告し ます。 「up」 と 「down」 の意味は明確

ですが、 「connection time-out」 の状態について説明し ます。 タ イ ムア ウ ト  ステータ スは SAP システムがハ

ング し た場合に起こ る こ と があ り 、 この場合、 問題は RFC タ イ ムア ウ ト であ る こ と があ り ます。 RFC タ イ

ムア ウ ト 自体調査を要し、SPI for SAP が監視し ている  SAP システムの正確な状態を判定する こ と が時折い

かに困難にな り 得るかの好例です。

ステータ ス  モニ タ  r3status は、 SAP イ ン ス タ ン スが 60 秒以内に応答し ない場合に SAP イ ン ス タ ン ス を

「利用不能 (not available)」 とみな し ます。 ただし、SAP からの応答がないのは、利用可能なダ イ ア ロ グ ワー

ク プロセスがすべて割 り 当て済み、 または利用可能な SAP ゲー ト ウ ェ イ接続がすべてビジーなど、 シス テ

ムがダウ ン し ている以外の問題が原因であ る可能性があ り ます。 SPI for SAP ステータ ス  モニタ  r3status
は、 監視中の SAP システムのステータ ス を以下のルールに従って報告し ます。

• Available (利用可能):

r3status は、SAP イ ン ス タ ン スにロ グオンでき、 さ らに、SAP 機能モジュール RFC_SYSTEM_INFO
を起動でき、 60 秒以内に応答を受信できた場合に SAP システムが利用可能であ る と報告し ます。

• Not Available (利用不能):

r3status は、 SAP イ ン ス タ ン スが 60 秒以内に応答し ないか、 イ ン ス タ ン スがダウ ン し ている等の原

因で機能モジ ュール RFC_SYSTEM_INFO を起動でき なかった場合に SAP シ ス テムが利用不能であ

る と報告し ます。

SAP のリモート監視 : r3status

SPI for SAP には、 モニ タのス コープを拡張し て (HPOM for Windows 管理 ノード ではない ) SAP サーバー

上の SAP のステータ ス を リ モー ト で監視でき る機能が含まれています。 こ の監視は SPI for SAP がイ ン ス

ト ール、 設定、 実行されている  HPOM for Windows 管理 ノ ード と し てすでに設定されている ホス ト から行

います。 

SPI for SAP で提供されている リ モー ト  モニ タ機能を利用し て、 た と えば、 SPI for SAP でサポー ト されて

いないオペレーテ ィ ング システム上で実行される  SAP サーバーを監視するには、r3status.cfg フ ァ イル

で RemoteMonitoring キーワード を (先頭にあ るハッ シュ記号 「#」 を削除する こ と によ って ) 有効にする

必要があ り ます。 次に、 同じ行で、 監視を実行する ローカル ホス ト の名前を定義し ます。 最後に、 監視対象

とする リ モー ト  SAP サーバーの名前を定義し ます。 r3status のデフォルト設定ファイル(72ページ ) に、 リ

モー ト 監視対象にする追加の SAP サーバーそれぞれにどのよ う な行が必要かを示し ます。

複数の リ モー ト  SAP サーバーを 1 つのローカル ホス ト に関連付けた り 、1 つの リ モー ト  ホス ト を別々の異

な る ローカル ホ ス ト に関連付けた り する こ と ができ ます。 r3status のデフォルト設定ファイル (72 ページ )
は、 1 つのローカル ホ ス ト 「sap1」 を使用し て 2 つの リ モー ト  ホ ス ト 、 「sdsap」 および 「sapwolf」 を監

視する混合型のアプローチを示し ています。 3 番目のローカル ホス ト 「sap2」 は、 リ モー ト  ホス ト 「triosap」

を リ モー ト 監視し ます。
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ローカルおよび リ モー ト のサーバー名の定義に使用する キーワー ドおよびパラ メ ータ などの、 r3status モ
ニタの設定フ ァ イルの内容については、 r3status の設定フ ァ イル (70ページ )の 「RemoteMonitoring」 に関

する説明を参照し て く ださ い。 

r3status のデフォルト設定ファイル

#----------------------------------------------------------------------

# TraceLevel hostname Disable=0 only error messages=1

# info messages=2 debug messages=3

# 

TraceLevel =ALL =0

#-----------------------------------------------------------------------

# TraceFile hostname filename       TraceMode              TracePeriod

#                                (a=append/w=create(default))  (in mins)

                                      

TraceFile =ALL =r3status.log  =w                      =60

#----------------------------------------------------------------------

# History hostname path

# Path

#

HistoryPathUniX =ALL =default

HistoryPathAIX =ALL =default

HistoryPathWinN =ALL =default

#------------------------------------------------------------

# Check the ABAP dispatcher before a connection to SAP is

# opened. If the dialog queue is too full or not enough

# free work processes are available, monitoring is disabled.

#

# This feature should only be enabled in special cases. For

# regular dispatcher monitoring, use the r3mondisp.

#

# EnableDPQueueCheck hostname SAP SAP Enable=1/

System Number Disable=0

EnableDPQueueCheck =ALL =ALL =ALL =0

#----------------------------------------------------------

# Remote Local Remote

# Monitoring Host Host

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap

RemoteMonitoring =sap1 =sapwolf

RemoteMonitoring =sap2 =triosap

#------------------------------------------------------------
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SAP セキュリテ ィ  モニタ : r3monsec

SPI for SAP セキ ュ リ テ ィ  モニ タは、 SAP システムの次の事項をチェ ッ ク し ます。

• 重要な SAP ユーザーに割 り 当て られ、 使用されている特権および権限

• SAP ユーザーおよび Oracle ユーザーが使用し ているセキ ュ リ テ ィ で保護されていない、 ( デフ ォル ト )
パス ワード

• システム全体のセキ ュ リ テ ィ に影響する  SAP システム パラ メ ータ

• ロ グ イ ンの失敗、 SAP システム設定の変更の試行など、 諸々のセキ ュ リ テ ィ  イベン ト

SPI for SAP が必要 とする他の SAP ユーザー ロールおよび権限付与 (SAPSPI_MONITORING_* など ) に
加 え て、 r3monsec の起動前に r3monsec の実行で使用す る  SAP ユーザー ロ ール /HPOV/
SAPSPI_SECURITY_MON に定義された権限を HPOM for Windows ユーザーに割 り 当て る必要があ り ま

す。 ユーザー ロール /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON には、 SAP レポー ト の実行に必要な (S_TCODE
や S_USER_AUT などの ) 権限も含まれますが、SAP レポー ト は r3monsec が SAP RFC イ ン タ フ ェース を

使用し て呼び出し ます。

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• フ ァ イルの場所 : r3monsec(73ページ )

• ア ラー ト  タ イプ : r3monsec(73ページ )

• セキ ュ リ テ ィ の リ モー ト 監視 : r3monsec(77ページ )

ファイルの場所 : r3monsec

以下の表に、 SAP システム セキ ュ リ テ ィ  モニ タ  r3monsec で使われる フ ァ イルを示し ます。

アラート  タイプ : r3monsec

セキ ュ リ テ ィ  モニ タ  r3monsec は以下のア ラー ト  タ イプを使用し ます。

r3monsec の設定に、 コ ン ソールにあ る  SPI for SAP ツールを使用する場合、 変更し た設定フ ァ イルを保存

し よ う とする と、 新しい設定の有効性が SPI for SAP によ ってチェ ッ ク されます。 有効性評価ツール と ツー

ルが生成する メ ッ セージに関する詳細は、 ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定

フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参照し て く ださい。

表 14　 　 r3monsec のファイル

ファイル 説明

r3monsec(.exe) SAP システム セキ ュ リ テ ィ  モニタの実行フ ァ イル

r3monsec.cfg SAP システム セキ ュ リ テ ィ  モニタの設定フ ァ イル 

r3monsecpw.msg SAP 環境内の標準の Oracle ユーザー用の暗号化されたパス

ワード を含みます。

r3monsec.log SAP システム セキ ュ リ テ ィ  モニタが収集し た ト レース  データ

の保存に使用する フ ァ イルです。
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• SAP_PARAMETERS: r3monsec(74ページ )

SAP レポー ト  RSPFPAR に定義されている よ う なセキ ュ リ テ ィ 関連パラ メ ータ を監視し ます。

• DEFAULT_USERS: r3monsec(76ページ )

SAP ユーザーや Oracle ユーザー用に定義されたパス ワード設定を監視し、 セキ ュ リ テ ィ で保護されて

いない、 デフ ォル ト  パス ワード が使用されていないこ と を保証し ます。

• PRIVILEGED_USERS: r3monsec(76ページ )

SAP ユーザーに付与された特殊な権限や、通常は権限を付与されないユーザーからの リ ク エス ト を監視

し ます。

SPI for SAP は、 ア ラー ト  タ イプ エン ト リ の include および exclude パラ メ ータの値を、 値が同じパラ メ ー

タ内にあ るか別のパラ メ ータ内にあ るかに応じ て処理し ます。 SPI for SAP は異な るパラ メ ータのパラ メ ー

タ値を AND 条件で比較し ます。 同じパラ メ ータのパラ メ ータ値については、SPI for SAP は以下のよ う に比

較し ます。

• Include:  OR 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

• Exclude:  AND 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値の評価よ り 前に行います。

SPI for SAP は、 r3monsec のア ラー ト  タ イプ SAP_PARAMETERS および DEFAULT_USERS に対する

include および exclude パラ メ ータ を無視し ますが、 ア ラー ト  タ イプ PRIVILEGED_USERS では include
および exclude パラ メ ータの使用が必須ですので注意し て く ださい。

SAP_PARAMETERS: r3monsec

セキ ュ リ テ ィ 関連の SAP パラ メ ータの設定 (およびそれに対する変更 ) を監視する よ う に SPI for SAP のセ

キ ュ リ テ ィ  モ ニ タ  r3monsec を 設定す る には、 SAP_PARAMETERS ア ラ ー ト  タ イ プ を 使用 し ま す。

SAP_PARAMETERS ア ラー ト  タ イプは、 r3monsec.cfg フ ァ イル内で指定し た値 と、 監視中の SAP イ ン

ス タ ン スのセキ ュ リ テ ィ 関連パラ メ ータ を含む SAP レポー ト  RSPFPAR の内容を比較し ます。 

ア ラー ト  タ イプ SAP_PARAMETERS のデフ ォル ト 設定は SAP レポー ト  RSPFPAR 内で定義されている

パラ メ ータの一部を反映し てお り 、r3monsec.cfg フ ァ イルの SAP_PARAMETERS セ ク シ ョ ンの内容は、

SAP 環境のニーズに合 う よ う に設定値を適宜追加、 変更、 削除する こ と によ り 、 変更する こ と ができ ます。 

SAP_PARAMETERS の設定例 (74ページ ) では、 r3monsec を、 SAP がロ ッ ク された SAP ユーザーのロ ッ

ク を深夜に自動的に解除し て良いかを定義する  SAP パラ メ ータ の監視用に設定する方法を示し ています。

設定例では、r3monsec に、 ロ ッ ク された SAP ユーザーの自動ロ ッ ク解除が SAP 内で禁止に設定 (=EQ =0)
されている こ と をチェ ッ クする よ う に指示し ています。 こ の例では、 SAP 内でパラ メ ータが有効化された こ

と を r3monsec が検出する と、 重要度レベル 「危険域」 の メ ッ セージが生成され、 その メ ッ セージが HPOM
for Windows の メ ッ セージグループ R3_Security に割 り 当て られます。

SAP_PARAMETERS の設定例

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1\

=CRITICAL =SAP_PARAMETERS =R3_Security\

=SAP_PARAMETERS =login/failed_user_auto_unlock =I =EQ =0 =

75 ページの表15 に SAP_PARAMETERS ア ラー ト  タ イプのデフ ォル ト 設定を示し ます。 ご使用の SAP シ
ステムが これ と異な る設定になっている場合、 r3monsec はア ラー ト を生成し ます。 た と えば、 デフ ォル ト

設定では SAP ユーザー パス ワード は 6 文字以上で少な く と も  4 文字のアルフ ァベッ ト と  2 文字の数字を含

ア ラー ト  タ イプ SAP_PARAMETERS は、 include (=I) および exclude (=E) パラ メ ータ を無視し ます。
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んでいなければな り ません。 SAP イ ン ス タ ン ス を、 r3monsec の設定フ ァ イル内で定義し たルールに合わな

いパス ワード  ( た と えば、 5 文字しかないパス ワー ドや数字を含まないもの ) を許可する よ う に設定する と、

r3monsec は コ ン ソールに メ ッ セージを送信し ます。

r3monsec は SAP パス ワード自体を読んだ り チェ ッ ク し た り はし ないこ と に注意し て く ださい。 r3monsec

は、 r3monsec.cfg 内で SAP パス ワー ド の長 さ や形式を定義 し たルールを SAP 内で定義 さ れてたパス

ワー ド 作成ルール と 比較し ます。 r3monsec.cfg フ ァ イル内のパス ワー ド 作成のルール ( 形式や長 さ ) が
SAP 内で定義されたパス ワード のルール と少しでも違えば、SPI for SAP は コ ン ソールに メ ッ セージを送信

し ます。

表 15　 　 SAP_PARAMETERS のデフォルト設定

パラメータ  デフォルト値

login/failed_user_auto_unlock 0 
(0=禁止 ; 
1=許可 )

login/fails_to_session_end 3

login/fails_to_user_lock 5

login/min_password_diff 3

login/min_password_lng 6

login/min_password_letters 4

login/min_password_digits 2

login/min_password_specials 0

login/no_automatic_user_sapstar 1

login/password_max_new_valid 10

login/password_max_reset_valid 2

login/password_expiration_time 30

login/disable_password_logon 0
 (0=禁止 ; 
1=許可 )

login/disable_multi_gui_login 0
 (0=禁止 ; 
1=許可 )

login/disable_cpic 0
 (0=禁止 ; 
1=許可 )

login/system_client 100

login/disable_multi_rfc_login 0
 (0=禁止 ; 
1=許可 )

rdisp/gui_auto_logout 1800
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DEFAULT_USERS: r3monsec

SAP や Oracle データベースの標準的なユーザーのパス ワード をチェ ッ ク し、 よ く 知られたデフ ォル ト のパ

ス ワー ド が使用されていないかど う かを判定する よ う に SPI for SAP のセキ ュ リ テ ィ  モニ タ  r3monsec を
設定するには、 DEFAULT_USERS ア ラー ト  タ イプを使用し ます。 SAP の標準的なユーザーには、 SAP*、

DDIC、 SAPCPIC、 および EARLYWATCH が含まれます。 DEFAULT_USERS ア ラー ト  タ イ プは、 SAP
レポー ト  RSUSR003 を使用し ます。

r3monsec.cfg 設定フ ァ イ ルはア ラー ト  タ イ プ DEFAULT_USERS のデフ ォル ト 設定を提供し ます。 ア
ラー ト  タ イプ DEFAULT_USERS では、 include (=I) および exclude (=E) パラ メ ータは無視される こ と に

注意し て く ださ い。

DEFAULT_USERS のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1\

=CRITICAL =DEFAULT_USERS =R3_Security\

=DEFAULT_USERS

DEFAULT_USERS ア ラー ト  タ イプのデフ ォル ト 設定では、SAP および Oracle のユーザーのチェ ッ ク が有

効化されてお り 、 デフ ォル ト のパス ワード が使用されている こ と を検出する と、 モニタはア ラー ト を生成し

ます。

PRIVILEGED_USERS: r3monsec

SPI for SAP で監視する シ ス テム内の SAP ユーザーに付与さ れている権限をチェ ッ ク する よ う に SPI for
SAP のセキ ュ リ テ ィ  モニタ  r3monsec を設定するには、 PRIVILEGED_USERS ア ラー ト  タ イプを使用し

ます。 PRIVILEGED_USERS ア ラー ト  タ イプは、 r3monsec.cfg フ ァ イル内で指定し た値 と、 SAP ユー

ザーに付与 さ れた重要な権限に関する情報を リ ス ト し た SAP レ ポー ト  RSUSR005 の内容を比較し ます。

SAP シ ス テ ム セ キ ュ リ テ ィ  モ ニ タ  r3monsec は、 重要な権限 を 付与 さ れて い る が、 その権限付与が

r3monsec.cfg フ ァ イル内で定義されていない SAP ユーザーについてア ラー ト を生成し ます。

r3monsec.cfg 設定フ ァ イ ルはア ラー ト  タ イ プ PRIVILEGED_USERS のデフ ォル ト 設定を提供し ませ

ん。 SAP 内のどのユーザー権限を監視するかを決めて、 それを定義する文字列を手作業でモニタ設定フ ァ イ

ルに挿入する必要があ り ます。 レポー ト  RSUSR005 を使用し て監視し たい権限を定義する文字列、 た と え

ば、 PRIVILEGED_USERS の設定例 (76ページ ) に示す 「All rights for background jobs」 のよ う な文字列

を見つける こ と ができ ます。 監視するユーザー権限ご と に 1 行を使用する必要があ る こ と に注意し て く ださ

い。 

どのユーザー権限を監視するかを決めた後、 include (=I) または exclude (=E) パラ メ ータ を設定し て、 定義

し た権限についてどの SAP ユーザーの使用 ( 誤使用 ) を監視するかを指定し ます。 PRIVILEGED_USERS
の設定例 (76ページ )では、どのユーザーが外部のオペレーテ ィ ング システムのコマン ド を実行でき るかを判

定するチェ ッ ク の対象から  SAP ユーザー KWAME を除外する方法を示し ています。

PRIVILEGED_USERS の設定例

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1\

=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security\

=PRIVILEGED_USERS =All rights for background jobs =I =EQ =ALL =

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1\

=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security\

=PRIVILEGED_USERS =Execute external operating system commands\

=E =EQ =KWAME =

SAP レポー ト  RSUSR005 は SAP ク ラ イ アン ト に依存し ます。 r3monsec は、 SPI for SAP の集中監視設

定フ ァ イル r3itosap.cfg 内で定義されている  SAP ク ラ イ アン ト のユーザーのみを監視し ます。
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r3monsec.cfg フ ァ イルに貼 り 付ける文字列は SAP 内の既存の文字列と一致する必要があ り ますので注意

し て く だ さ い。 r3monsec.cfg 設定フ ァ イルに貼 り 付け る文字列が SAP 内に存在し ない ( た と えば、 タ イ

プ ミ スや認識可能な SAP ユーザー権限文字列の一部分であ る など ) 場合は一致せず、r3monsec モニタはコ

ン ソールに メ ッ セージを送信し ません。 た と えば、 「Execute external operating」 では一致し ません。 これ

は r3monsec.cfg フ ァ イル内に定義されているユーザー権限文字列 「Execute external operating system
commands」 の一部分です。 

セキュリテ ィのリモート監視 : r3monsec

SPI for SAP で提供されている リ モー ト  モニ タ機能を利用し て、 た と えば、 SPI for SAP でサポー ト されて

い な い オペ レ ーテ ィ ン グ シ ス テ ム 上で実行 さ れ る  SAP サーバーの セ キ ュ リ テ ィ を 監視す る には、

r3monsec.cfg フ ァ イルで RemoteMonitoring キーワード を (先頭にあ るハッ シュ記号 「#」 を削除する こ

と によ って ) 有効にする必要があ り ます。 

監視を実行する ローカルホ ス ト の名前 と セキ ュ リ テ ィ 設定の監視対象 と する リ モー ト  SAP システムの名前

も指定する必要があ り ます。 リ モー ト 監視する追加の SAP サーバーご と に 1 行を追加する必要があ る こ と

に注意し て く ださ い。 

デフォルトの r3monsec 設定ファイル

#------------------------------------------------------------

# TraceLevel hostname Disable=0 only error messages=1

# info messages=2 debug messages=3

# 

TraceLevel =ALL =0

#---------------------------------------------------------------------------

# TraceFile    hostname      filename              TraceMode        TracePeriod      #        

(a=append/w=create(default))  (in mins)

TraceFile    =ALL        =r3monsec.log        =w                  =60 

#--------------------------------------------------------------------------

# History    hostname    path

# Path

#

HistoryPathUnix    =ALL        =default

HistoryPathAIX     =ALL        =default

HistoryPathWinNT   =ALL        =default

#--------------------------------------------------------------------------

# Remote Local Remote

# Monitoring Host Host

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap

#--------------------------------------------------------------------------

# AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alertmonitor Enable =1/ \ 

# Hostname System Number Client Disable=0 \

#

# OpC OpC OpC        \

# Severity Object MsgGroup     \

#

# Alerttype RFC Parameter  

# =Parameter =Sign =Opt =Low =High

# [=Param =Sign =Opt =Low =High] ... 

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1\

=CRITICAL =SAP_PARAMETERS =R3_Security\

=SAP_PARAMETERS =login/failed_user_auto_unlock =I =EQ =0 =
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AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1\

=CRITICAL =DEFAULT_USERS =R3_Security\

=DEFAULT_USERS = = = = =

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1\

=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security\

=PRIVILEGED_USERS =All rights for background jobs =I =EQ =ALL =

ABAP ディスパッチャ  モニタ : r3mondisp

SPI for SAP の ABAP デ ィ スパッチャ  モニ タ  (r3mondisp) は、さ まざまなな タ イプの SAP ワーク プロセス

のキ ューを対象に、 そのサイ ズ、 内容、 およびステータ ス をチェ ッ ク し、 キ ューが SAP システムのパフ ォー

マン スに悪影響を及ぼしかねないほどいっぱいにな るか、 ア イ ド ル状態のワーク プロセスの割合が少な く な

る と ア ラー ト を生成し ます。

r3mondisp は、SPI for SAP の集中監視設定フ ァ イル r3itosap.cfg 内で定義された SAP イ ン ス タ ン スの

キ ューを監視し、 ボ ト ルネ ッ ク の回避、 および監視対象 SAP シス テムがすべてのユーザー要求を満たすこ

と ができ る ワーク プロセス を確実に用意するための支援を行 う こ と によ り 、 た と え負荷が定常的に高い場合

であって も、 SAP のパフ ォーマン スの問題をプロ ア ク テ ィ ブに管理でき る よ う にし ます。

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• 前提条件 : r3mondisp(78ページ )

• フ ァ イルの場所 : r3mondisp(79ページ )

• r3mondisp と  SPI for SAP モニタの統合(79ページ )

• r3mondisp 設定フ ァ イル (80ページ )

前提条件 : r3mondisp

r3mondisp は SAP の実行フ ァ イル dpmon の正しいバージ ョ ン またはキ ューを監視する対象の SAP イ ン ス

タ ン スのプロ フ ァ イルを見つけ る こ と ができ ない場合、 実行を中止し、 ロ グ フ ァ イルにエン ト リ を記録し、

コ ン ソールに メ ッ セージを送信し ます。 r3mondisp は -s[snapshot] オプシ ョ ンの認識可能なバージ ョ ン

の dpmon 実行フ ァ イルを必要と し ます。 

正しいバージ ョ ンの dpmon 実行フ ァ イルが r3mondisp で監視し たい SAP サーバーにあ るかをチェ ッ クす

るには、 SAP サーバーにユーザー <SID>adm でロ グオン し、dpmon コマン ド を -help オプシ ョ ン付きで起

動し ます。 snapshot オプシ ョ ンのチェ ック (78ページ ) のよ う に、 コマン ド出力に -s[snapshot] オプシ ョ

ンが表示されれば、 r3mondisp モニ タ を設定し て使用する こ と ができ ます。 

snapshot オプシ ョ ンのチェ ック

$>dpmon -help

Usage: dpmon <options>

with the following options:

-p[ing] check dispatcher with NI ping

-i[nfo] retrieve dispatcher info

-s[snapshot] show info and terminate
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-t <trace_level> tracelevel (default:1)

-f <trace_file>] name of the tracefile (default: dev_dpmon)

-T <timeout> network time-out value in ms (default:500)

UNIX オペ レ ーテ ィ ン グ シ ス テ ム お よ び MS Windows オペ レ ーテ ィ ン グ シ ス テ ム の ど ち ら で も、

r3mondisp は環境変数 SAPOPC_DPMON_PATH_<SID> お よ び SAPOPC_PROFILE_<SID>_<InstNr>
を使用し て、 dpmon および SAP イ ン ス タ ン スのプロ フ ァ イルの場所をそれぞれ判断し ます。 環境変数が設

定さ れていない場合、 r3mondisp は、 Windows オペレーテ ィ ング シ ス テム上ではレジ ス ト リ を使用し て

dpmon および監視対象 SAP イ ン ス タ ン スのプロ フ ァ イルのフ ァ イルの場所を判断し ます。 

UNIX オペレーテ ィ ング システム上では、 r3mondisp は dpmon や監視対象 SAP イ ン ス タ ン スのプロ フ ァ

イルのフ ァ イルの場所を判断するために特にイ ン タ フ ェース を必要とせず、SAP のデフ ォル ト の場所にあ る

と みな し ます。 プロ フ ァ イルのフ ァ イルの場所が SAP のデフ ォル ト の場所ではない こ と が分かっている場

合や、 プロ フ ァ イルの名前が SAP の標準の命名方法に従っていない場合、 r3mondisp.cfg 設定フ ァ イル

内にそれを指示する必要があ り ます。 SAP プロ フ ァ イルの標準の命名方法は次の とお り です。

<SID>_[D|DVEBMGS]<SysNr>_<hostname>

r3mondisp 設定フ ァ イルの内容の詳細は、 r3mondisp 設定フ ァ イル (80ページ ) を参照し て く ださい。

ファイルの場所 : r3mondisp

以下の表に、 SAP システム セキ ュ リ テ ィ  モニ タ  r3mondisp で使われる フ ァ イルを示し ます。

r3mondisp と  SPI for SAP モニタの統合

SPI for SAP 自体が SAP システムの重要な時間帯に不要に過度の負荷をかけないよ う にする ために、SPI for
SAP の ABAP デ ィ スパッ チャ  モニ タ  r3mondisp を他の SPI for SAP モニ タ と 協調させて、 そのモニ タが

ワ ー ク  プ ロ セ ス を要求す る 前に、 ABAP デ ィ ス パ ッ チ ャ の ス テー タ ス を チ ェ ッ ク し てデ ィ ス パ ッ チ ャ

キ ューがどの程度いっぱいになっているかを調べる よ う に設定する こ と ができ ます。 SPI for SAP モニ タは

SAP にロ グオンする ためにダ イ ア ロ グ ワーク  プロ セス を必要 と し ます。 こ の統合機能を有効にするには、

起動前にデ ィ スパッチャのステータ ス をチェ ッ クする よ う に設定し たい SPI for SAP モニタの設定フ ァ イル

内で EnableDPQueueCheck キーワード を使用し ます。 

た と えば、 CCMS モニ タ  r3monal に r3monal のモニ タ起動開始前に ABAP デ ィ スパ ッチャのステータ ス

を チ ェ ッ ク さ せた い場合、 開始前の ABAP デ ィ スパッ チャのチ ェ ッ ク (80 ペー ジ ) に示す よ う に、

r3monal.cfg フ ァ イル内の EnableDPQueueCheck キーワード を設定し ます。 r3monal のワーク  プロセス

要求が r3mondisp.cfg 設定フ ァ イル内で定義し たダ イ ア ロ グ ワーク  プロセスのし きい値に違反し た場合、

表 16　 　 r3mondisp のファイル

ファイル 説明

r3mondisp(.exe) ABAP デ ィ スパッチャ  キ ュー モニタの実行フ ァ イル

r3mondisp.cfg ABAP デ ィ スパッチャ  キ ュー モニタの設定フ ァ イル 

r3mondisp.log ABAP デ ィ スパッチャ  キ ュー モニタが収集し た ト レース  データの保

存に使用する フ ァ イルです。
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r3monal モニ タはモニ タの起動を開始せず、 起動し ない理由を示す メ ッ セージを コ ン ソールに送信し ます。

こ の機能は、 SAP システムのパフ ォーマン スが SPI for SAP モニ タによ る さ ら なる ダ イ ア ロ グ ワーク プロ

セス要求の結果さ らに危険にさ ら される状況下で、 使用を検討し て く ださい。 

開始前の ABAP ディスパッチャのチェ ック

# EnableDPQueueCheck    hostname    SAP    SAP       Enable =1

#                                 System  Number     Disable=0

#

EnableDPQueueCheck      =ALL      =ALL    =ALL       =1

EnableDPQueueCheck キーワード の詳細は、 EnableDPQueueCheck(35ページ ) を参照し て く ださい。

r3mondisp 設定ファイル

r3mondisp モニ タの設定フ ァ イルでは、 こ の項に示すキーワー ド を使用する こ と によ り 、 ユーザー独自の

SAP 環境の要件に合わせて r3mondisp を設定する こ と がで き ます。 r3mondisp 設定ファイルからの抜粋

(81ページ )に r3mondisp モニ タのデフ ォル ト の設定フ ァ イルからの抜粋を示し ます。 

SPI for SAP r3mondisp の設定フ ァ イルでは、 以下のキーワード を使用する こ と ができ ます。 以下の リ ス ト

中のパラ メ ータで使用でき る値の詳細は、SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

• TraceLevel

r3mondisp が指定 さ れ た SAP サーバー上で実行 さ れ る と き の ト レ ー ス レ ベル を 設定 し ま す。

TraceLevel キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

TraceLevel =<hostname> =<TraceLevel>

• TraceFile

r3mondisp がロ グ エン ト リ を記録する ト レース  フ ァ イルの名前を設定し ます。 TraceFile キーワー ド

では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

TraceFile =<hostname> =<filename>      =<TraceMode>     =<TracePeriod>

• DPQueueCheck

ABAP デ ィ スパッ チャのプロ ア ク テ ィ ブな監視を管理し ます。 1 つの管理 ノ ー ド の同一ワーク プロセス

について、 2 つ以上のし きい値条件が一致し た場合、r3mondisp は重要度が一番高い メ ッ セージのみを

送信し ます。 DPQueueCheck キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

DPQueueCheck =<hostname> =<SID> =<InstanceNr> \ =<disable/enable>\ 

=<OVO Msg Group> =<OVO Msg Object>  =<OVO Severity> \

=<WP-Type>  =<Idle/Queue> =<Percentage idle/full>

r3mondisp は、EnableDPQueueCheck キーワード に定義された し きい値の影響を受けません。r3mondisp

は、た と え他のモニタが利用可能なダ イ ア ロ グ ワーク プロセスの不足の結果起動し な く なって も正常に動作

を続けます。

SPI for SAP モニ タがモニ タ起動前に ABAP デ ィ スパ ッ チャのス テータ ス をチェ ッ クする よ う に設定する

場合、 モニ タが有効な r3mondisp.cfg 設定フ ァ イルを読める こ と を確認し て く ださい。 モニ タはこ のフ ァ

イルに保存された情報を必要と し、 見つから ない と起動し ません。
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キ ューされたワーク プロセスのステータ スは、 一般に、 同じ ワーク プロセス  タ イプの待機中のワーク プ

ロセスのステータ ス よ り も重要なので、 キ ューされたワーク プロセスについての メ ッ セージに割 り 当て

る重要度レベルを、 待機中のワーク プロセスに割 り 当て る重要度レベルよ り も高 く する こ と をお勧めし

ます。 た と えば、 待機中のワーク プロセスについての メ ッ セージに重要度レベル 「Warning」 を割 り 当

て、 キ ューされたワーク プロセスについての メ ッ セージに 「Critical」 を割 り 当てます。

必要なパラ メ ータの詳細は、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

• DisableMonitoringWithSeverity

統合さ れた SPI for SAP モニ タ を、 r3mondisp メ ッ セージのどの重要度で無効にする かを指定し て、

SPI for SAP でデ ィ スパッ チャ を監視し ている  SAP システムか らモニ タが追加のダ イ ア ロ グ ワーク プ

ロセス を要求する こ と によ る不必要な負荷が高 く な ら ないよ う にし ます。

 DisableMonitoringWithSeverity キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

DisableMonitoringWithSeverity   =<hostname>    =<SID> \

=<InstanceNr> =<Severity> 

必要なパラ メ ータの詳細は、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださ い。

DisableMonitoringWithSeverity キーワード は、 r3mondisp.cfg フ ァ イル内で設定する

 DPQueueCheck キーワー ドおよび r3mondisp と統合し たい SPI for SAP モニタの設定フ ァ イル内で

定義する  EnableDPQueueCheck キーワー ド と 組み合わせて使用し ます。 EnableDPQueueCheck キー

ワード の詳細は、 EnableDPQueueCheck(35ページ ) を参照し て く ださい。

• InstanceProfilePath

デ ィ スパッチャ を監視し たい SAP イ ン ス タ ン スのプロ フ ァ イル設定フ ァ イルへのパスです。

InstanceProfilePath キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

InstanceProfilePath =<hostname> =<SID> =<InstanceNr>  \ =<path>

必要なパラ メ ータの詳細は、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださ い。

r3mondisp 設定ファイルからの抜粋 (81ページ ) に、 SPI for SAP で監視し ているすべての SAP イ ン ス タ ン

ス内のすべての SAP ク ラ イ アン ト の割 り 当て済みのダ イ ア ロ グ ワーク プロ セスの総数の 15% 未満がア イ

ド ルであ る場合に、 r3mondisp がコ ン ソールに警告 メ ッ セージを送信する よ う に設定する方法を示し ます。

r3mondisp 設定ファイルからの抜粋

#------------------------------------------------------------

# TraceLevel   hostname    only error messages=1    info messages=2   debug 

messages=3

#                         Disable=0

TraceLevel     =ALL        =0   

#------------------------------------------------------------------------

# TraceFile  hostname   filename        TraceMode             TracePeriod

#                              (a=append/w=create(default)) (in mins)

TraceFile    =ALL      =r3mondisp.log  =w                  =60 

#------------------------------------------------------------------------

#InstanceProfilePath   =<host>    =<SID>    =<InstanceNr> =<Path>

#
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InstanceProfilePath    =ALL       =ALL      =ALL          =default

#------------------------------------------------------------

#DisableMonitoringWithSeverity=<host>=<SID>=<InstanceNr>=<Severity>

#

DisableMonitoringWithSeverity=ALL=ALL=ALL=WARNING

#------------------------------------------------------------

r3mondisp 設定ファイルからの抜粋(81ページ )ではまた、 r3mondisp に、 キーワード

 DisableMonitoringWithSeverity を使用し て、 起動にダ イ ア ロ グ ワーク  プロセス を必要 と し  (SAP へのロ

グ イ ンのためなど ) そのワーク プロセスの割 り 当てが設定フ ァ イル内で定義し たア イ ド ルのダ イ ア ロ グ ワー

ク  プロセス数のし きい値に違反し た場合に、 「Warning」 以上の重要度の メ ッ セージを生成し、 SPI for SAP
モニタの起動を させないよ う に設定する方法も示し ています。 

起動前に SAP にロ グオン し てダイ ア ロ グ ワーク プロセスのキ ューをチェ ッ クする各 SPI for SAP モニタの

設定それぞれに EnableDPQueueCheck キー ワ ー ド を使用す る 必要が あ り ま すので注意 し て く だ さ い。

EnableDPQueueCheck キーワード の詳細は、 EnableDPQueueCheck(35ページ ) を参照し て く ださい。

J2EE (Web AS Java) モニタ

Java テ ク ノ ロ ジ と  J2EE イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ の組み合わせが、 SAP Enterprise Portal や Exchange
Infrastructure (XI) の よ う な新 し い SAP コ ン ポーネ ン ト を構築す る 基盤 と な っ てい る ため、 SAP J2EE
Engine の監視は SAP 環境を効果的に管理するには不可欠です。

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• CCMS ア ラー ト の有効化 : J2EE Monitor(82ページ )

• 設定の前提条件 : J2EE モニタ (83ページ )

• SPI for SAP J2EE モニ タの設定 (84ページ )

CCMS アラートの有効化 : J2EE Monitor

SPI for SAP の SAP J2EE Engine 監視を有効にするには、 CCMS ア ラー ト  モニ タ  r3monal を設定し て、

SAP 内で J2EE および XI のモニタ群がア ラー ト を生成し ていないかをチェ ッ ク し ます。CCMS 監視セッ ト

からのアラートの監視 (82ページ ) に、 r3monal.cfg 設定フ ァ イル内で CCMSMonitorSet キーワード を使

用し て、どの CCMS ア ラー ト を監視および HPOM for Windows への メ ッ セージ送信に使用するかを定義す

る方法を示し ます。

CCMS 監視セッ トからのアラートの監視

#-------------------------------------------------------------

# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  

# System Number    

CCMSMonitorSet =ALL =ALL =HP OV SAP-SPI =J2EE Monitoring

CCMSMonitorSet =ALL =ALL =HP OV SAP-SPI =XI Monitoring

#-------------------------------------------------------------
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CCMS モニタ  (J2EE Monitoring/XI Monitoring) およ びCCMS 監視セッ トからのアラートの監視 (82ページ

)に示し た CCMS 監視セッ ト  (HP OV SAP-SPI) のどちら も  SAP に SPI for SAP の移送を適用する と 自動作

成さ れる こ と に注意し てく ださ い。 SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 SPI for SAP のイ ン ス ト ール後

HPOM for Windows 管理サーバー上の次の場所に配置さ れている 、 移送の README ファ イ ルを参照し てく

ださ い。

%OvShareDir%\Packages\SAPTransports\readme

デフ ォル ト で、 Web AS Java 用の SPI for SAP モニタでは以下の範囲からのア ラー ト を監視でき ます。 

• J2EE Kernel

Connections Manipulator、 Locking Manager、 Application Threads Pool 等の登録された管理プロ グ

ラ ムについての情報です。 これらの管理プロ グ ラ ムは SAP J2EE Engine の中心 と なる機能を提供し て

お り 、 これらが正常に動作し ていない と  J2EE サービ スが正常に機能し ないので、 これらの管理プロ グ

ラ ムのいずれかが正常に動作し ていない場合にそれを知る こ と は不可欠です。

• J2EE サービス

Connector Service、 Transaction Service、 ま た は Web Service な ど の SAP シ ス テ ム の SAP Java
Runtime Environment に次 ぐ 第 2 レ ベル を形成す る  J2EE サービ ス についての情報です。 SPI for
SAP の CCMS ア ラー ト  モニタ  ツ リ ーで J2EE Engine 内の重要なサービ スの動作状況の概要を知る こ

と ができ ます。

• SAPCCMSR の可用性

SPI for SAP で監視中の SAP NetWeaver 環境内のすべての登録されイ ン ス ト ールされた SAP CCMS
エージェ ン ト の可用性についての情報です。

• GRMG の監視

SAP NetWeaver 環境内に設定された様々な Web AS Java イ ン ス タ ン スの可用性についての情報です。

ハー ト ビー ト 監視を使用し て、 EJB コ ンテナ (Enterprise JavaBeans 用 )、 Java Connector (JCo)、 リ

モー ト  Java オブジェ ク ト 間の通信の管理用の P4 サービ ス、Java Servlet エンジン、および HTTP サー

ビ スのよ う な Web コ ンポーネン ト を含む、SAP NetWeaver 環境内の SAP J2EE Engine のステータ ス

と ア ク セスの容易さ を監視する こ と ができ ます。

SAP の内部の GRMG モニタ は、デフォ ルト では SAP J2EE Engine の監視を有効にし ないこ と に注意し

てく ださ い。 GRMG モニタ を使用し たい場合、CCMS アラ ート が生成さ れる よ う  CCMS モニタ  (ハート

ビート  ポーリ ングや Web Dynpro など ) を有効にする 必要があり ま す。 こ の CCMS アラ ート を  SPI for
SAP の CCMS アラ ート  モニタ が使用し てコ ンソ ールにメ ッ セージを送信し ま す。

• J2EE システム

J2EE システムに関する情報が、 デ ィ スパッチャおよびサーバーの両方に関する情報を収集する、 独立

し た CCMS モニ タ  ノ ー ド に含まれる よ う にな り ま し た。 SPI for SAP の CCMS ア ラー ト  モニ タ  ツ
リ ーで J2EE Engine 内の重要なサービ スの動作状況の概要を知る こ と ができ ます。

設定の前提条件 : J2EE モニタ

SPI for SAP の J2EE モニタ を使用し て SAP J2EE 環境を管理する場合は、ご使用の環境が以下の前提条件

を満たすこ と を確認し て く ださ い。

• J2EE

イ ン ス ト ールし、 -j2ee オプシ ョ ンを使用し て登録し、 SPI for SAPで監視する各 J2EE 6.40 (以降 ) の
Engine に対し て J2EE 用 CCMS エージェ ン ト を起動し ます。 SAP CCMS エージェ ン ト のレポー ト 先

は SAP Web AS ABAP バージ ョ ン 6.40 (以降 ) でなければな り ません。
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CCMS エージ ェ ン ト の イ ン ス ト ール と 設定の詳細は、 SAP 製品 ド キ ュ メ ン ト の 『CCMS Agents:
Features, Installation, and Operation』 を参照し て く ださい。 

• SPI for SAP  の移送

新しい SPI for SAP 移送には J2EE およびセキ ュ リ テ ィ の CCMS モニタが含まれ、 これらのモニタ を

J2EE Engine を監視し ている  SAP CCMS エージェ ン ト のレポー ト 先の各 SAP 6.40 (以降 ) のシステム

に適用する必要があ り ます。 

SPI for SAP 移送の適用の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ

イ ド』 を参照し て く ださ い。

• CCMS エージェン ト

CCMS エージェ ン ト によ り 、 CCMS ア ラー ト は ABAP 環境で報告される こ と が確実にな り ます。 SPI
for SAP はこれらのア ラー ト を イ ン ターセプ ト でき ます。 SPI for SAP で監視し たい各 J2EE Engine 上
で J2EE 用の CCMS エージェ ン ト が起動し ている こ と を確認し ます。 これは、 J2EE Engine の複数の

イ ン ス タ ン スが同じ ス タ ッ ク内で実行されている場合に特に重要です。

• SPI for SAP のモニタ

SPI for SAP モニ タおよびその設定フ ァ イルは J2EE Engine を監視し たい SAP システムに配布可能で

なければな り ません。

SPI for SAP J2EE モニタの設定

こ の項では、 J2EE Engine を監視する ための SPI for SAP の設定方法を説明し ます。 SPI for SAP を SAP
J2EE Engine の監視用に設定するには、 

1 SPI for SAP で監視し たい各 J2EE Engine 上で J2EE 用の CCMS エージェ ン ト が起動し ている こ と を

確認し ます。 これは、J2EE Engine の複数のイ ン ス タ ン スが同じ ス タ ッ ク内で実行されている場合に特

に重要です。

2 新しい SPI for SAP 移送を監視し たい J2EE Engine をホス ト し ている  SAP システムに適用し ます。新

しい SPI for SAP 移送には J2EE およびセキ ュ リ テ ィ のモニタが含まれています。 

3 r3monal.cfg 設定フ ァ イルの監視セ ッ ト のセ ク シ ョ ンを編集し、 CCMS 監視セッ トからのアラートの

監視 (82ページ ) に示すよ う に適切な行で先頭のハッ シュ  (#) を削除する こ と によ り 、 J2EE 監視セ ッ ト

の監視を有効にし ます。

4 r3monal で監視し たい J2EE の CCMS ア ラー ト を有効にし ます。 J2EE Engine からのア ラー ト の監視

(85 ページ ) に示すよ う に、 J2EE の CCMS 監視セ ッ ト 内の CCMS モニ タ をチェ ッ クする こ と によ り 、

CCMS ア ラー ト を有効にし ます。 J2EE に対し てどの CCMS ア ラー ト を有効にする必要があ るかに関

する詳細は、 CCMS ア ラー ト の有効化 : J2EE Monitor(82ページ ) を参照し て く ださい。
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図6　 　 J2EE Engine からのアラートの監視

エンキュー サーバー モニタ

ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバー と別のホ ス ト 上で動作する複製サーバーを組み合わせる こ と によ り 、

SAP WebAS の高可用性エンキ ュー ソ リ ューシ ョ ンの基盤を形成する こ と ができ ます。 本質的なサービ ス を

分離する こ と によ り 、 高可用性環境内のすべてのセン ト ラル イ ン ス タ ン ス を複製する必要がな く な り 、 SAP
シ ス テムが高速で効率的に動作する よ う にな り ま し た。 高可用性環境では、 ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー

サーバーのフ ェールオーバによ って ロ ッ ク のデータが失われた り 、エンキ ュー サーバーの再起動時にロ ッ ク

を リ セ ッ ト する必要はあ り ません。 

ご使用のシステムでス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーが動作し ている場合、 SPI for SAP の CCMS ア
ラー ト  モニ タ  r3monal を使用し てス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーのステータ スに関する  CCMS ア
ラー ト を監視し、 早急に対応が必要な問題が発生し た ら  HPOM for Windows コ ン ソールに メ ッ セージを送

信する よ う に r3monal を設定する こ と ができ ます。 この項では、 以下の ト ピ ッ クについて説明し ます。

• CCMS ア ラー ト の有効化 : エンキ ュー サーバー (85ページ )

• 設定の前提条件 : エンキ ュー サーバー (86ページ )

• エンキ ュー サーバー モニタの設定 : エンキ ュー サーバー (86ページ )

CCMS アラートの有効化 : エンキュー サーバー

SPI for SAP のス タ ン ド ア ロ ン エンキ ュー サーバーの監視を有効にするには、 CCMS モニ タ  Standalone
Enqueue Server Monitoring に よ っ て SAP 内に生成 さ れ る ア ラ ー ト を監視す る よ う に SPI for SAP の
CCMS ア ラ ー ト  モニ タ  r3monal を設定 し ます。 CCMS 内のエンキュー アラー トの監視 (85 ページ ) に、

r3monal.cfg 設定フ ァ イル内で CCMSMonitorSet キーワード を使用し て、 どの CCMS ア ラー ト を監視し

HPOM for Windows への メ ッ セージ送信に使用するかを定義する方法を示し ます。

CCMS 内のエンキュー アラートの監視
SPI for SAP のアラート  モニタ 85



#------------------------------------------------------------------------------

# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  

# Sys. Num. 

CCMSMonitorSet =SP6 =00 =HP OV SAP-SPI =Standalone Enqueue Server Monitoring

#------------------------------------------------------------------------------

デフ ォル ト で、ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバー用の SPI for SAP モニタでは以下の範囲からのア ラー

ト を監視でき ます。 

• エンキュー サーバーのステータス

現在のエンキ ュー サーバーのス テータ スや可用性に関する情報。 た と えば、 エンキ ュー サーバーが利

用可能 ( 起動し ている ) かど う か、 複製サーバーへの接続が存在するかど う か、 複製の有効 / 保留 / 無効、

など。

• エンキュー複製サーバー (ERS) のステータス

現在のエンキ ュー複製サーバーのステータ スや可用性に関する情報。 た と えば、 サーバーが有効になっ

ているかど う か、 複製テーブルを取得し たかど う か、 エンキ ュー サーバーに接続し ているかど う か、 な

ど。

設定の前提条件 : エンキュー サーバー

SPI for SAP を使用し て高可用性ク ラ ス タ内で動作し ている ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーを監視し

たい場合は、 ご使用の環境が以下の前提条件を満たすこ と を確認し て く ださい。

• SPI for SAP  の移送

新し い SPI for SAP 移送にはエンキ ュー サーバーの CCMS モニ タ が含まれ、 こ れ ら のモニ タ をエン

キ ュー サーバーを監視し ている  SAP CCMS エージェ ン ト のレポー ト 先の各 SAP システムに適用する

必要があ り ます。 

SPI for SAP 移送の適用の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ

イ ド』 を参照し て く ださ い。

• CCMS エージェン ト

CCMS エージェ ン ト によ り 、 CCMS ア ラー ト は ABAP 環境で報告される こ と が確実にな り ます。 SPI
for SAP はこれらのア ラー ト を イ ン ターセプ ト でき ます。 CCMS エージェ ン ト が、 監視対象のス タ ン ド

ア ロ ンのエンキ ュー サーバーが動作する高可用性ク ラ ス タ内のすべての物理ホス ト  (つま り 、 プラ イマ

リ およびバッ ク ア ッ プ ノ ード の両方 ) で使用でき る こ と を確認し て く ださい。

• SPI for SAP モニタ

SPI for SAP モニ タお よ びその設定フ ァ イ ルは ス タ ン ド ア ロ ンのエン キ ュ ー サーバーを監視 し たい

SAP システムに配布可能でなければな り ません。

エンキュー サーバー モニタの設定 : エンキュー サーバー

こ の項では、 WebAS 高可用性環境内で動作 し てい る ス タ ン ド ア ロ ンのエン キ ュ ー サーバーが生成す る

CCMS ア ラー ト を監視する ための SPI for SAP の設定方法について解説し ます。 SPI for SAP を ス タ ン ド ア

ロ ンのエンキ ュー サーバー監視用に設定するには、 以下の手順を実行し ます。 

1 CCMS エージェ ン ト が、 ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーが動作し ている、SPI for SAP の監視対

象とする高可用性環境内の各物理ホス ト  システム上で動作し ている こ と を確認し て く ださい。
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2 r3monal.cfg 設定フ ァ イルの監視セ ッ ト のセ ク シ ョ ンを編集し、 ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サー

バー監視セ ッ ト  ( た と えば、 CCMS 内のエンキュー アラー トの監視 (85 ページ ) に示す Standalone
Enqueue Server Monitoring) の監視を有効にし ます。

3 r3monal で監視する ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーの CCMS ア ラー ト を有効にし ます。 図7(87
ページ )に示すよ う に、 エンキ ュー サーバーの CCMS 監視セ ッ ト 内の CCMS モニタ をチェ ッ クする こ

と によ り 、 CCMS ア ラー ト を有効にし ます。

図7　 　エンキュー サーバー インスタンスの CCMS アラートの有効化

SAP Enterprise-Portal モニタ

SAP Enterprise Portal は、 ユーザーが SAP ラ ン ド ス ケープで効率良 く 作業する のに必要な情報、 アプ リ

ケーシ ョ ン、 サービ スにグ ローバルにア ク セスする ための、 安全で安定し た Web イ ン タ フ ェース を備えて

います。 SPI for SAP を使用する と、 可用性、 応答時間、 設定、 パフ ォーマン スなど、 Enterprise Portal の
重要な属性を監視する こ と ができ ます。 

ご使用の SAP システムで Enterprise Portal が動作し ている場合、 ポータルのステータ スに関する  CCMS
ア ラー ト を監視し、 早急な対応を必要 とする問題が発生し た と きに HPOM for Windows コ ン ソールに メ ッ

セージを送信する よ う に、 SPI for SAP の CCMS ア ラー ト  モニタ  r3monal を設定する こ と ができ ます。 ま
た SPI for SAP を使用し てパフ ォーマン ス と可用性のデータ を収集し て相関処理し、 わか り やす く なった相

関処理済みのデータ をサービ ス  レポー ト に表示する こ と もでき ます。 こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について

説明し ます。

• CCMS ア ラー ト の有効化 : Enterprise Portal(88ページ )

• 設定の前提条件 : Enterprise Portal(88ページ )

• ポータル モニ タの設定 : Enterprise Portal(89ページ )
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CCMS アラートの有効化 : Enterprise Portal

SPI for SAP の Enterprise Portal のイ ン ス タ ン スの監視を有効にするには、 SPI for SAP の CCMS ア ラー

ト  モニ タ  r3monal を設定し て、 CCMS モニ タ  J2EE Monitoring が SAP 内にア ラー ト を生成し ていないか

を監視し ます。 CCMS での Enterprise-Portal アラートの監視 (88ページ ) に、 r3monal.cfg 設定フ ァ イル

内で CCMSMonitorSet キーワー ド を使用し て、 どの CCMS ア ラー ト を監視し  HPOM for Windows への

メ ッ セージ送信に使用するかを定義する方法を示し ます。

CCMS での Enterprise-Portal アラートの監視

#------------------------------------------------------------

# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  

# Sys. Num. 

CCMSMonitorSet =ALL =ALL =HP OV SAP-SPI =J2EE Monitoring

#------------------------------------------------------------

デフ ォル ト で、 Enterprise Portal 用の SPI for SAP モニ タでは以下の範囲のア ラー ト を監視でき ます。 

• Enterprise-Portal のステータス

Enterprise Portal の Java または HTTP ベースのコ ンポーネン ト のス テータ ス と 可用性に関する情報

を監視でき ます。 Java ベースのコ ンポーネン ト には、 EJB コ ンテナ (Enterprise JavaBeans 用 )、 Java
Connector (JCo)、 リ モー ト  Java オブジェ ク ト 間の通信の管理用の P4 サービ ス、 Java Servlet エンジ

ン、 Java Web サービ スが含まれます。 HTTP ベースのコ ンポーネン ト には、 すべての HTTP サービ ス

が含まれます。

• Enterprise-Portal のパフォーマンス

リ ク エス ト 応答時間、 一定時間内の リ ク エス ト 数、 リ ク エス ト ご と のコ ンポーネン ト 呼び出し数、 リ ク

エス ト ご と の平均送信データ量など、 Enterprise Portal のパフ ォーマン スに関する情報を監視でき ま

す。

• Enterprise-Portal の設定

PRT (Portal Runtime) および PCD (Portal Content Directory) のよ う な Enterprise Portal コ ンポーネ

ン ト の、 ス レ ッ ドおよび接続プールのサイ ズ、 セキ ュ リ テ ィ 設定、 キ ャ ッ シ ュの長さおよび検証時刻な

どの設定パラ メ ータに設定される情報を監視でき ます。

設定の前提条件 : Enterprise Portal

SPI for SAP を使用し て Enterprise Portal のイ ン ス タ ン ス を監視し たい場合は、ご使用の環境が以下の前提

条件を満たすこ と を確認し て く ださ い。

• SPI for SAP  の移送

新しい SPI for SAP 移送には Enterprise-Portal モニ タが含まれ、 移送フ ァ イル

 SAPSPI_CCMS_Monitors.car に含まれ る新 し い移送を SAP CCMS エージ ェ ン ト のレ ポー ト 先の各

SAP システムに適用する必要があ り ます。 

SPI for SAP 移送の適用の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ

イ ド』 を参照し て く ださ い。

• CCMS エージェン ト

CCMS エージェ ン ト によ り 、 CCMS ア ラー ト は ABAP 環境で報告される こ と が確実にな り ます。 SPI
for SAP は こ れら のア ラー ト を イ ン ターセプ ト でき ます。 監視対象の Enterprise Portal を実行し てい

る  J2EE Engine のイ ン ス タ ン ス をホス ト し ているマシン上に、 CCMS エージェ ン ト が用意されている
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こ と を確認し ます。 TREX コ ンポーネン ト  (検索および分類機能用) が別のシステムで起動されている場

合には、 CCMS エージェ ン ト も そのシステムで起動されている必要があ る こ と に注意し て く ださい。

• Java アプリケーシ ョ ン応答時間測定

J2EE のアプ リ ケーシ ョ ンおよびコ ンポーネン ト か ら パフ ォーマン ス関連のデータ を収集する には、

Java アプ リ ケーシ ョ ン応答時間測定 (JARM) 機能を有効化する必要があ り ます。 JARM はデフ ォル ト

で有効化されてお り 、 すべての収集データが CCMS に自動的にマ ッ プ される こ と に注意し て く ださい。

J2EE Engine の Network Administrator (NWA) には JARM ステータ スが表示されます。

• GRMG (Generic Request and Message Generator)

SAP 内の Enterprise Portal の可用性を監視するには、GRMG 設定フ ァ イルをカス タマイ ズ し、変更し

た設定フ ァ イルを CCMS エージェ ン ト にア ッ プロードする必要があ り ます。 J2EE Engine の Network
Administrator (NWA) には、 変更し て CCMS にア ッ プロード する ために利用でき る  XML フ ァ イルが

表示されます (図19(194 ページ ) を参照 )。 また、 ト ラ ンザク シ ョ ン GRMG を使用し て、 SAP 集中監視

システムに用意されている ア ク テ ィ ブな GRMG 設定シナ リ オの リ ス ト を表示させる こ と も でき ます。

• Performance Agent

監視対象の Enterprise Portal をホス ト し ている システムでは、 HP Software Embedded Performance
Component (CODA) または HP Performance Agent のいずれか、および SPI for SAP R/3 Performance
Agent が動作し ている必要があ り ます。 SAP Enterprise-Portal 用の SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ

タの詳細は、 EP_PERF(221ページ ) を参照し て く ださい。 SPI for SAP では、 サービ ス  レポー ト を生成

するのに EP_PERF で収集されたパフ ォーマン ス  データが使われる こ と に注意し て く ださい。 

• SPI for SAP モニタ

SPI for SAP モニタおよびその設定フ ァ イルは Enterprise Portal を監視する  SAP システムに配布可能

でなければな り ません。

ポータル モニタの設定 : Enterprise Portal

こ の項では、 Enterprise Portal で生成される  CCMS ア ラー ト を監視する よ う に、 SPI for SAP を設定する

方法について説明し ます。 SPI for SAP を Enterprise Portal のイ ン ス タ ン スの監視用に設定するには、以下

の手順で実行し ます。 

1 SPI for SAP で監視する  Enterprise Portal サービ ス をホス ト し ている システムで、 CCMS エージェ ン

ト が動作し ている こ と を確認し ます。

2 SPI for SAP のイ ン ス ト ール時に上記の作業を行っていなかった場合は、 SPI for SAP の監視対象の

Enterprise Portal の基盤 と な る、 J2EE Engine を ホ ス ト し て い る 各 SAP シ ス テ ム に、

SAPSPI_CCMS_Monitors.car フ ァ イルから移送を イ ンポー ト し ます。

SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送フ ァ イルには、SPI for SAP が EP パフ ォーマン ス監視で必要とす

る CCMS のモニタおよびオブジェ ク ト が含まれています。 SPI for SAP 移送のイ ンポー ト に関する詳細

は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し て く ださい。

システム可用性を GRMG で監視するには、1 つの SAP システムをご使用の SAP ラ ン ド ス ケー

プ内の集中監視システム (CEN) と し て割 り 当て、 設定する必要があ り ます。 SAP 内に CEN を
設定する方法については、 SAP のマニュ アルを参照し て く ださ い。 SPI for SAP で CEN を監

視する方法については、 CEN の CCMS ア ラー ト の監視(190ページ ) を参照し て く ださい。

TREX サーバーを別のホス ト で実行する よ う に設定し ている場合には、CCMS エージェ ン ト も

リ モー ト  TREX サーバーをホ ス ト する シ ス テムで実行させ、 検索および分類機能に関連し た

CCMS ア ラー ト が ABAP 環境で表示される よ う にする必要があ り ます。
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3 Enterprise Portal が動作中の Java ス タ ッ ク用に Java アプ リ ケーシ ョ ン応答時間測定 (JARM) 機能を

有効化し ます。 JARM を使用する と、 Enterprise Portal の基盤と なっている  Java コ ンポーネン ト の可

用性 と パフ ォーマン ス を監視でき ます。 J2EE Engine Network Administrator を使用し て、 JARM ス
テータ ス をチェ ッ ク し ます。 JARM はデフ ォル ト で有効になっています。 

jarm/switch のプロパテ ィ  キーによ り 、 パフ ォーマン ス監視を有効化 / 無効化し ます。 jarm/comp/level
のプロパテ ィ  キーを使用する と、 Java コ ンポーネン ト のモニタ  レベルを、 0 (デフ ォル ト )、 1、 2、 ま

たは 3 と変更でき ます。

4 Enterprise Portal の基盤 と なっている  J2EE Engine 内の Web コ ンポーネン ト の可用性を監視するに

は、GRMG 設定フ ァ イルのイ ン ス タ ン ス をカス タマイ ズ し、変更し た XML フ ァ イルを CCMS エージェ

ン ト にア ッ プロードする必要があ り ます。 特に、 J2EE Engine のイ ン ス タ ン スが動作する ホス ト の名前

を指定し なければな ら ない こ と に注意し て く ださ い。 SAP Network Administrator を使用し て GRMG
設定フ ァ イルを変更し、 それを SAP の集中監視システム (CEN) にア ッ プロー ド する方法については、

SAP のマニュ アルを参照し て く ださい。

ま た、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン GRMG を使用し て、 CCMS にア ッ プ ロー ド さ れ、 ア ク テ ィ ブになってい る

GRMG 設定シナ リ オの リ ス ト を表示させる こ と も でき ます。

5 r3monal.cfg 設定フ ァ イルの監視セ ッ ト のセ ク シ ョ ンを編集し、 CCMS での Enterprise-Portal ア
ラートの監視 (88ページ )に示すよ う に、 J2EE 監視セ ッ ト と  J2EE Monitoring の監視を有効にし ます。

6 r3monal で監視する  Enterprise Portal の CCMS ア ラー ト を有効にし ます。 図8(91 ページ )に示すよ う

に、Enterprise Portal の CCMS 監視セ ッ ト 内の CCMS モニタにチェ ッ ク を付け る こ と によ り 、CCMS
ア ラー ト を有効にし ます。

Java 関連の CCMS ア ラ ー ト は、 J2EE Monitoring の CCMS 監視セ ッ ト 内の J2EE Services および

J2EE System モニ タ で提供 さ れる こ と に注意 し て く だ さ い。 SPI for SAP の J2EE モニ タ の詳細は、

J2EE (Web AS Java) モニタ (82ページ ) を参照し て く ださい。

Network Administrator でア ッ プロー ド し た GRMG シナ リ オを、 集中監視システムに転送し

て起動する までに最大で 1 時間かかる こ と も あ り ます。
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図8　 　 Enterprise-Portal インスタンスの CCMS アラートの有効化

SAP セキュリテ ィ監査モニタ

SAP 環境を効果的に管理し たいな ら、 セキ ュ リ テ ィ 監査の監視は不可欠です。 セキ ュ リ テ ィ 監査モニタ を使

用し て、 SPI for SAP で監視し ている  SAP システムでどのよ う なセキ ュ リ テ ィ に関する変更が発生し たか、

誰または何がその変更に責任があ るのか、 いつど こ でその変更が発生し たのかをチェ ッ クする こ と ができ ま

す。 セキ ュ リ テ ィ 監査モニ タは SAP シス テム内に以下のイベン ト に関する ア ラー ト がないかをチェ ッ ク し

ます。

• Logons

• RFC Logons

• Transaction Starts

• Report Starts

• RFC Calls

• User Master Records

• System

• Miscellaneous
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こ の項では、 SAP の自己監視機能のセ ッ ト ア ッ プ方法と、 自己監視機能によ って生成される ア ラー ト を監視

する よ う に SPI for SAP を設定する方法を説明し ます。 この項の情報によ り 、 以下の ト ピ ッ ク について理解

でき ます。

• SAP セキ ュ リ テ ィ  ア ラー ト (92ページ )

• セキ ュ リ テ ィ 監査モニタの設定 (92ページ )

SAP セキュリテ ィ  アラート

SAP セキ ュ リ テ ィ 監査ロ グは SAP システム内のセキ ュ リ テ ィ 関連ア ク テ ィ ビテ ィ の記録を維持し、 収集し

た情報を各アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの監査フ ァ イルに保存し ています。 監査ロ グは、 どの情報が重要で定

期的に記録、 更新すべきかを判断する ためにフ ィ ルタ を使用し ます。 ( た と えば、 RFC ロ グオンや ト ラ ンザ

ク シ ョ ン開始に対し て ) 設定されたフ ィ ルタに一致する イベン ト が発生する と、 監査ロ グは メ ッ セージを生

成し、 監査フ ァ イルに記録し ます。 同時に、 対応する ア ラー ト が CCMS モニタに表示されます。

SPI for SAP を、 セキ ュ リ テ ィ 監査がロ グに記録し た CCMS ア ラー ト を監視する よ う に設定し、 それを使用

し て メ ッ セージを生成し、 HPOM for Windows コ ン ソールに表示する こ と がで き ます。 92 ページの表 17
に、 SAP 自己監視機能によ り 監査されるセキ ュ リ テ ィ 分野を示し ます。 SPI for SAP では、 これらのすべて

またはどれでも選んで監視する こ と ができ ます。

セキュリテ ィ監査モニタの設定

SAP のセキ ュ リ テ ィ 監査機能が監査するセキ ュ リ テ ィ  イベン ト の監視の有効化には SAP 内および HPOM
for Windows 内で多 く の手順を要し ます。 実施を要する手順の数 と 複雑さは、 SPI for SAP でセキ ュ リ テ ィ

イベン ト を監視する  SAP システムにイ ン ス ト ールされた SAP バージ ョ ンによ り ます。 図 9(93 ページ ) に、

SAP 側の設定が正常に完了する と  CCMS モニ タ  ツ リ ーがどのよ う になるかを示し ます。

表 17　 　 SAP セキュリテ ィ監査クラス

監査クラス 説明

Logons SAP ロ グオン またはパス ワード  チェ ッ クが失敗し ま し た。 オペ

レータが SAP ユーザーを不正にロ ッ ク またはロ ッ ク解除し ま し

た。

RFC Logons RFC または CPIC ロ グオンが、 ユーザーのエラーまたは不正な

ユーザーと パス ワード を使用し て権限のないロ グオンを試行し た

ため、 失敗し ま し た。

Transaction Starts SAP システム内で権限のないコード実行が発生し た可能性があ り

ます。Report Starts

RFC Calls

User Master 
Records

ユーザー レ コード または権限やプロ フ ァ イルの不正な有効化に関

連する、 セキ ュ リ テ ィ またはラ イセン スの問題が発生し ま し た。

System アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが停止または開始し ま し た。 セキ ュ リ

テ ィ 監査設定が変更されま し た。

Miscellaneous 移送 リ ク エス ト がセキ ュ リ テ ィ 上重大な ソース  オブジェ ク ト を含

んでいます。
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図9　 　CCMS 監視セッ ト : セキュリテ ィ  イベン トの監視

SPI for SAP を SAP セキ ュ リ テ ィ 監査でロ グ されたセキ ュ リ テ ィ  イベン ト の監視用に設定するには、 以下

の ト ピ ッ ク で詳細を説明する作業を行います。

1 SPI for SAP のセキ ュ リ テ ィ 監視機能のイ ン ス ト ール (93ページ )

2 SAP セキ ュ リ テ ィ 監査の設定 (94ページ )

3 CCMS セキ ュ リ テ ィ 監視の有効化 (94ページ )

SPI for SAP のセキュリテ ィ監視機能のインストール

SAP 内でセキ ュ リ テ ィ 監視機能を有効にするために実施を要する手順の数や複雑さは、 SPI for SAP で監視

する  SAP システムにイ ン ス ト ールされている  SAP バージ ョ ンに依存し ます。 

• SAP Web AS ABAP version 6.40 以降には SPI for SAP 移送 SAPSPI_CCMS_Monitors.car を適用し

ます。 これによ り 、 新しい CCMS 監視セ ッ ト が自動的に SAP にイ ンポー ト されます。

• バージ ョ ン 6.40 よ り 前のサポー ト 対象 SAP ABAP バージ ョ ンの場合は、 以下の手順を実施し ます。

― ト ラ ンザク シ ョ ン RZ20 を使用し て SAP の保守機能をア ク テ ィ ブにし ます。

― 新しい CCMS 監視セ ッ ト 「HP OV SAP-SPI」 を作成し ます。

― 新しい CCMS モニタ 「Security Monitoring」 を作成し、 監視セ ッ ト 「HP OV SAP-SPI」 に追加し

ます。
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― 新しい CCMS モニタ 「Security-Monitoring」 で監視する ア ラー ト  ク ラ ス を有効にし ます。 ツ リ ー

全体を有効化するか、 「Logon」、 「Transaction Start」 などの個々のク ラ ス を有効化し ます。

監視対象 と し て選択可能な個々のセキ ュ リ テ ィ 監査ア ラー ト  ク ラ スの詳細は、 SAP セキ ュ リ テ ィ  ア
ラー ト (92ページ ) を参照し て く ださい。

SAP セキュリテ ィ監査の設定

こ の項では、 新しいセキ ュ リ テ ィ 監査プロ フ ァ イルがどのイベン ト  ( どの SAP ク ラ イ アン ト 内のどの SAP
ユーザー関連など ) を監視するかを指定する方法を説明し ます。 

1 ト ラ ンザク シ ョ ン SM19 を使用し てセキ ュ リ テ ィ 監査の新しいプロ フ ァ イルを作成、 カ ス タマイ ズ、 お

よびア ク テ ィ ブ化する

管理上のオーバーヘッ ド を低減するには、 システム全体のプロ フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プし て、 SAP ロ グ

オン イベン ト や重要な RFC 関数呼び出し などの最重要なセキ ュ リ テ ィ 上の重大イベン ト のみを監視し

ます。 

2 新しいプロ フ ァ イルによ るセキ ュ リ テ ィ 監査のテス ト

SAP に間違ったユーザー名と パス ワード の組み合わせでロ グオンを試行する こ と によ り 、ア ク テ ィ ブに

なったプロ フ ァ イルをテス ト でき ます。 監査ロ グ も レ ビ ューする場合は、 ト ラ ンザク シ ョ ン SM20 を使

用し ます。

3 SAP ジ ョ ブ REORG をセキ ュ リ テ ィ 監査ロ グの保守用にセ ッ ト ア ッ プする。

SAP レポー ト  RSAUPURG を使用し た REORG ジ ョ ブを導入し ない と、 セキ ュ リ テ ィ 監査はフ ァ イル

シ ス テムがすぐにいっぱいにな るほどのロ グを書き込みます。 ト ラ ンザ ク シ ョ ン SM38 を使用する と、

ご使用の環境のニーズに合わせて変更し た RSAUPURG レポー ト を作成する こ と ができ ます。 た と え

ば、 10 日前よ り 古いロ グを削除する よ う に調整でき ます。

CCMS セキュリテ ィ監視の有効化

こ の項では、r3monal によ る  SAP 内の CCMS ア ラー ト の生成を監視する方法、特にセキ ュ リ テ ィ 関連イベ

ン ト に関する ア ラー ト の監視を有効にする方法を説明し ます。 r3monal によ る セキ ュ リ テ ィ 関連の CCMS
ア ラ ー ト の監視 を有効に し た後、 CCMS 内の SAP セ キ ュ リ テ ィ 監視モニ タ、 お よ び監視す る  Logon、

ReportStart などの対応する  MTE (monitor tree elements) を有効にする必要があ り ます。

CCMS 監視セッ トからの監査アラートの監視 (95ページ )に r3monal モニタの設定フ ァ イルからの抜粋を示

し ます。 CCMSMonitorSet キーワード を使用する と  SPI for SAP が作成し た CCMS ア ラー ト 監視セ ッ ト お

よび CCMS ア ラー ト  モニ タ を定義する こ と がで き ます。 こ こ に示す例では、 CCMS ア ラー ト 監視セ ッ ト

「HP OV SAP-SPI」 および CCMS ア ラー ト  モニ タ 「Security Monitoring」 を使用し て、 SPI for SAP で認

識するすべての SAP システムのセキ ュ リ テ ィ 監査ア ラー ト を監視する よ う に、r3monal を設定し ています。

SAP 内でセキ ュ リ テ ィ 監査機能を有効にする前に、 セキ ュ リ テ ィ 監査機能をア ク テ ィ ブにし た場合の SAP
のパフ ォーマン スの問題について論じ ている  SAP の OSS Note no.429343 をレ ビ ューし て く ださい。

フ ィ ルタ  オプシ ョ ンを設定する際、 Filter active オプシ ョ ンを確実にチェ ッ ク し て く ださい。

SPI for SAP は、 SPI for SAP でセキ ュ リ テ ィ  イベン ト を監視する  SAP シ ス テム (6.40 以降 ) に SPI for
SAP 移送 SAPSPI_CCMS_Monitors.car を適用する と、 CCMS モニタ 「Security Monitoring」 を作成し

ます。 古い SAP バージ ョ ンに対し ては、CCMS モニ タおよび監視セ ッ ト を手動で作成する必要があ り ます。
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CCMS 監視セッ トからの監査アラートの監視

#-------------------------------------------------------------

# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  

# System Number    

CCMSMonitorSet =ALL =ALL =HP OV SAP-SPI =Security \

Monitoring

#-------------------------------------------------------------

CCMS ア ラー ト の有効化の詳細は、 CCMS 監視セ ッ ト : r3monal(50ページ ) を参照し て く ださ い。
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第4章 SPI for SAP アラート収集モニタ
こ の章では、 r3moncol で制御される ア ラー ト 収集モニ タについて説明し、 その設定方法と使用方法につい

て解説し ます。

r3moncol およびアラート収集モニタの紹介

SPI for SAP は単一のア ラー ト 収集 r3moncol を使用し、多数の追加の SAP NetWeaver ア ラー ト  モニタか

ら警告を収集し ます。 こ の項で挙げている ア ラー ト モニ タはそれぞれ、 その監視対象 と な る警告の性質から

名前が付け られています。 た と えば、 r3mondmp ア ラー ト 収集は ABAP ダンプを監視し ます。 SPI for SAP
は、 各モニ タが実行する タ ス ク をア ラー ト  タ イ プに従ってグループ化し ます。 た と えば、 ア ラー ト  タ イプ

IDOC_CURRENT_STATUS は、 r3monale モニタが SAP システム内の iDOC の現在のステータ ス を判別

する ために使用されます。 

監視パラ メ ータはア ラー ト タ イプ ( ア ラー ト モニ タではな く ) のレベルで指定し ます。 た と えば、パラ メ ータ

=CHECK_INBOUND を使用する こ と によ り 、 ア ラー ト  タ イプ IDOC_CURRENT_STATUS の範囲を制限

し て受信 iDOC のステータ スのみがチェ ッ ク される よ う にする こ と ができ ます。

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• SPI for SAP ア ラー ト 収集モニタの設定 (99ページ )

• ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル (106ページ )

以下の リ ス ト では、 r3moncol で使用でき る ア ラー ト 収集を示し、 各モニタのス コープを簡単に説明し てい

ます。 各ア ラー ト  モニ タに関連付け られたア ラー ト  タ イプおよびこれらのア ラー ト  タ イプの設定に使用で

き るパラ メ ータの詳細は、 以下に挙げる こ の章の該当する項および表を参照し て く ださい。 

• r3monaco - TemSe フ ァ イルの監視方法 (176ページ )

実行時のコ ス ト を削減するために、Temporary Sequential File (TEMSE) モニタはレポー ト に置き換え

られま し た。 詳細は、 TemSe フ ァ イルの監視方法 (176ページ ) を参照し て く ださい。

• iDOC ステータ ス  モニ タ  (ALE モニタ ) : r3monale(113ページ )

iDOC ステータ ス  モニ タは、 SAP ラ ン ド ス ケープに設定された SAP NetWeaver シス テムに存在する

iDOC のステータ ス をチェ ッ ク し ます。 特定のステータ ス を持つ iDOC の数について定義されている し

きい値を超える と、 r3monale は警告を生成し ます。 

• システム チェ ンジ オプシ ョ ン モニタ : r3monchg(120ページ )

システム チェ ンジ オプシ ョ ン モニ タ ( ステータ スモニタ )は、 SAP システム チェ ンジ オプシ ョ ンの発

生についてチェ ッ ク し ます。

• 修正 ・ 移送システム (CTS) モニ タ : r3moncts(125ページ )

修正 ・ 移送システム モニ タは、 重要な移送 リ ク エス ト 、 タ ス ク、 オブジェ ク ト について、 修正 ・ 移送シ

ステムをチェ ッ ク し ます。 このモニ タはユーザーが定義し た指定に従って警告を生成し ます。

• ABAP ダンプ モニタ : r3mondmp(134ページ )
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ABAP ダンプ モニタ  ( ダンプ /更新モニ タ )は、SAP システムで発生する  ABAP ダンプを検出し ます。 ダ
ンプの原因は メ ッ セージの詳細から識別でき、 実行が必要な修正措置を決定するのに使用でき ます。

• ジ ョ ブ レポー ト  モニタ : r3monjob(136ページ )

JOBREPORT モニ タ  (Job モニタ ) は、 次のよ う なジ ョ ブをチェ ッ ク し ます。

― 指定された実行時間を超過し たジ ョ ブ

― 実行時間が予定された時間に満たないジ ョ ブ

― 指定された時間枠内に開始し ないジ ョ ブ

― 中断し たジ ョ ブ

• ロ ッ クチェ ッ ク  モニ タ : r3monlck(144ページ )

LOCK_CHECK モニ タ  ( ロ ッ ク  チェ ッ ク  モニタ )は、 SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ンの論理ロ ッ ク

を管理する  SAP NetWeaver エンキ ュー プロセス を参照し、古 く なった ロ ッ ク  (obsolete lock) を報告し

ます。 古 く なった ロ ッ ク と は、 ユーザーが指定し た期間よ り も前のロ ッ ク です。

• 操作モード  モニ タ : r3monoms(146ページ )

操作モード  モニ タは、 以下のケース を検出し ます。 

― 予定し ていた操作モード の切 り 替えが、 指定時刻よ り 後に発生し た

― 予定し ていた操作モード の切 り 替えが、 ま った く 発生し なかった

• RFC 宛先モニタ : r3monrfc(149ページ )

SAP-RFC モニタは、 SAP 環境における  RFC 宛先を確認し ます。

― 接続のステータ ス

― 接続の可用性

• スプール モニ タ : r3monspl(152ページ )

SPOOLER モニタは、 以下をチェ ッ ク し ます。

― スプール エン ト リ 数

― 指定範囲内でのエラーと なったスプール要求数

― 指定し たプ リ ン タのエラー状態であ る スプール エン ト リ

• 移送モニタ : r3montra(155ページ )

移送モニタ  (移送準備 )は、 移送システムの次の事項をチェ ッ ク し ます。

― エ ク スポー ト と イ ンポー ト のステータ ス

― 確認済みおよび未確認の リ ペア

― 指定システムへの ping の実行

― TP イ ン タ フ ェースのチェ ッ ク

• 更新モニタ : r3monupd(162ページ )

更新ア ラー ト モニタは、 次の事項をチェ ッ ク し ます。

― SAP ユーザーまたは SAP システムが更新を停止し たかど う か

WebAS 7.0/ Netweaver04s ( カーネル 7) 環境では、 SAP 内の変化は、 監視対象の操作モード の切 り 替えエ

ラーでないこ と を示し ます。
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― 更新エラーが発生し たかど う か

• SAP ユーザー モニ タ : r3monusr(164ページ )

ユーザー モニ タは、SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SM04 を参照し、警告を発生させたユーザー数を特定し ます。

• ワーク プロセス  モニ タ : r3monwpa(166ページ )

ワーク プロセス  モニ タは、 ワーク プロセスについて次の事項をチェ ッ ク し ます。

― ワーク プロセスのステータ ス を監視し、 デバッ グ、 プラ イベー ト 、 または再起動な しのモード で実

行中のプロセス を報告する

― 設定されている ワーク プロセス数と稼動中のワーク プロセス数を比較する

― ワー ク プ ロ セ ス の種類ご と に、 待機中の予定ワー ク プ ロ セ ス数 と 稼働中の ワー ク プ ロ セ ス数を

チェ ッ クする  

SPI for SAP アラート収集モニタの設定

ア ラー ト 収集モニ タ を使用し て、 SAP NetWeaver 内の一連の監視タ ス ク を定義でき ます。 た と えば、 SAP
NetWeaver 操作モー ド、 SAP NetWeaver ダ ンプ、 SAP NetWeaver ワー ク プ ロ セ ス の可用性についての

チェ ッ ク など を定義でき ます。 ア ラー ト 収集モニ タ を使用する こ と によ り 、 定義し た各ア ラー ト 収集設定が

定期的に実行され、 呼び出された関数から戻されたすべての メ ッ セージが報告されます。 個々のア ラー ト 収

集モニタの設定フ ァ イルの詳細は、 ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル (106ページ ) を参照し て く ださい。

アラート収集モニタのレポートの種類

すべてのア ラー ト  モニ タは、 次の 2 種類のいずれかのレポー ト を使います。

• タイムフレーム型

タ イ ム フ レーム型モニ タは、 定義し た時間の範囲を評価の基礎 と し ます。 た と えば、 r3monjob ア ラー

ト  モニ タは、 最後にモニ タが実行された日時 と バ ッ チ ジ ョ ブに設定された開始日時を比較する タ イ ム

フ レームを使います。

• スナップシ ョ ッ ト型

スナッ プシ ョ ッ ト 型モニタは、あ る時点を評価の基礎と し ます。 た と えば、r3monlck (LOCK_CHECK)
モニタの場合は、 モニタが起動し た時点で、 指定期間を超えた ロ ッ ク を 「古 く なった」 と し て警告を生

成し ます。 スナッ プシ ョ ッ ト 型は動的で、 特定のタ イ ム フ レームに拘束されずに警告を発生させられる

ため、 連続起動が可能です。
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アラート収集モニタのポーリング周期

ア ラー ト  モニ タは、 それぞれ、 独自のデフ ォル ト  ポー リ ング周期 ( ア ラー ト  モニ タの実行間隔 ) があ り ま

す。モニタのScheduled Task ポ リ シーで定義されているポー リ ング周期は変更でき ます。 ア ラー ト 収集モニ

タのデフ ォル ト  ポー リ ング周期の詳細は、 表18 を参照し て く ださい。

アラート収集モニタの履歴

SPI for SAP モ ニ タ  r3monal、 r3mondev と は異な り 、 r3moncol が制御す る ア ラ ー ト 収集モ ニ タ

(r3monale や r3mondmp など ) は履歴情報をモニ タ固有の履歴フ ァ イルに書き込みません。 その代わ り に、

SPI for SAP ア ラー ト 収集モニ タに通知される  SAP のア ラー ト に関連する情報はすべて、 SAP データベー

スに直接書き込まれます。 ア ラー ト 収集 r3moncol はこ のデータベースで情報を見つけ る こ と ができ ます。

各モニタの実行開始時に、r3moncol は関連テーブルを読み込み、こ の情報を使用し て、HPOM for Windows
管理サーバーにすでに通知されている イベン ト があればそれを判別し、 さ らに メ ッ セージを生成するかど う

かを決定し ます。 

表 18　 　アラート収集モニタのデフォルト  ポーリング周期

アラート  モニタ名

ポーリング周期

日数 時間 分

r3monale 10

r3monchg 4

r3moncts 1

r3mondmp 5

r3monjob 5

r3monlck 1

r3monoms 10

r3monrfc 5

r3monspl 30

r3montra 1

r3monupd 1

r3monusr 5

r3monwpa 5

r3monaco a

a. 厳密に言えば、r3monaco はア ラー ト 収集モニ タではあ り ません。 
TemSe フ ァ イルの監視方法(176ページ ) を参照し て く ださい。 
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アラート収集モニタの照会条件

各アラ ート  モニタ のデータ は、多数のアラ ート  タ イ プに分類さ れま す。 たと えば、JOBREPORT モニタ には

次の 4 つのアラ ート  タ イ プがあり ま す。JOB_MAX_RUN-TIME、JOB_MIN_RUN_TIME、START_PASSED
およ び JOB_ABORTED。 各ア ラー ト  モニタに定義されている ア ラー ト  タ イプに対し、以下を指定する必要

があ り ます。

• チェ ッ クする  SAP NetWeaver システムの指定。

• どの状況でア ラー ト を発生させるかの選択基準の指定。 以下で詳細を説明し ます。

パラメータ  データ  タイプ

各ア ラー ト  タ イプに関連付け られた設定フ ァ イルの監視条件セ ク シ ョ ン内のパラ メ ータで条件を定義し、 こ

の条件でア ラー ト を生成し ます。 パラ メ ータ  データには、 汎用型 と し て次の 2 種類があ り ます。

• 名前

監視条件 を 定義 し た SAP NetWeaver シ ス テ ム の属性 を 説明す る パ ラ メ ー タ の名前。 た と えば、

MAX_RUNTIME および JOBNAME は、 ア ラー ト  タ イプ JOB_MAX_RUN_TIME のパラ メ ータ名で

あ り 、 JOBREPORT モニ タ  (Job モニタ ) r3monjob に関連付け られています。

• 区切り記号

パラ メ ータの区切 り 記号は、 各パラ メ ータの 「選択」 オプシ ョ ンを指定する場合に使います。 こ のパラ

メ ータ区切 り 記号は、 ア ラー ト を発生させるべき状況を定義し ます。 指定し た条件に一致する イベン ト

があ る と、 HPOM for Windows メ ッ セージが送信されます。 パラ メ ータ区切 り 記号には、 次の4種類が

あ り 、 こ の順番通 り に使用し ます。   SIGN、 OPT(ION)、 LOW および HIGH。 102 ページの表19 を参

照し て く ださ い。

照会条件の指定方法

パラ メ ータ区切 り 記号を使って照会条件を指定する場合は、 一般的に次の点に注意し て く ださい。

• 論理的に可能なすべての条件 (式 ) を、 後述する制限内で、 照会条件と し て設定する こ と ができ ます。

• 定義し た条件で除外される メ ッ セージは、 HPOM for Windows  コ ン ソールには表示されません。 

• 各モニタのア ラー ト  タ イプの設定の詳細は、 後述の項を参照し て く ださい。

SPI for SAP はデフ ォル ト でア ラー ト  モニ タ を各ア ラー ト  タ イ プに許可されたパラ メ ータの設定例 と 共に

イ ン ス ト ールし ます。 ただし、 こ の設定例は、 必ずし も ご使用になっている特定の環境にそのま ま使え るわ

けではあ り ません。 一般的には、 最初にパラ メ ータ を編集し てア ラー ト  タ イプをカ ス タマイ ズする必要があ

り ます。 デフ ォル ト 値をそのま ま使え る条件 (および編集し なければな ら ない場合 ) については、本章に後述

する各ア ラー ト  モニ タのア ラー ト  タ イ プの説明を参照し て く だ さ い。 照会条件のパラ メ ータ区切 り 記号の
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順番は、 表19に表示されている とお り の順番 (SIGN、 OPTION、 LOW、 HIGH の順 ) で使用する必要があ

り ます。 照会条件の使用例については、こ の項の該当する ア ラー ト 収集モニタ  (例 : r3moncts) を参照し て く

ださい。

パラメータの値

こ の項では、SPI for SAP がア ラー ト  タ イプ エン ト リ の include および exclude パラ メ ータの値をどのよ う

に解釈するかについて説明し ます。 SPI for SAP は異な るパラ メ ータのパラ メ ータ値を AND 条件で比較し

ます。 同じパラ メ ータのパラ メ ータ値については、 SPI for SAP は以下のよ う に比較し ます。

• Include:  OR 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

• Exclude:  AND 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

表 19　 　パラ メータ区切り記号の説明

パラメータ区切り

記号 説明

SIGN I: Include

E: Exclude

OPT 標準的な SAP 演算子であ る  NE (Not Equal to)、 NB (Not 
Between... and...)、 および NP (does Not contain Pattern) は、

こ の項で説明する ア ラー ト  タ イプの設定には使用でき ません。 
以下の演算子のみを使って く ださい。

• EQ:  equal to

• BT:  between... and

• CP:  contains pattern

• LE:  less than or equal to

• GE:  greater than or equal to

• GT:  greater than

• LT:  less than

LOW • 演算子 CP と一緒に使用する場合は、 文字列などの比較値

• 演算子 BT と組み合わせて使用する場合は、 範囲の低い方

の値

• 一部の ALERT_TYPES では、 値 X はモニタ を有効にする

ためのフ ラ グまたはス イ ッチ と し て も使用されます。 例 : 
r3montra の TRANS および REPAIR。

HIGH 範囲の高い方の値を指定する ための比較数値。 このパラ メ ータ

区切 り は、 演算子 BT と組み合わせる場合にのみ使用されま

す。
102 第 4 章



表20に示すよ う に、 SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り 前に行 う こ と に注意し

て く ださい。

照会条件

ア ラー ト 収集モニタのア ラー ト  タ イプ設定でのブロ ッ ク区切 り および改行には、 次のルールがあ り ます。 

• 各パラ メ ータは、 独立し たブロ ッ ク と し て設定し ます。 JOB_MAX_RUN_TIME の例を示し ます。

=JOBNAME =I =CP =SAP* = は、 JOBNAME のパラ メ ータのブロ ッ ク です。

=MAX_RUNTIME =I =GT =20 = は、 MAX_RUNTIME パラ メ ータのブロ ッ ク です。

• 「\」 記号は、 行が継続する こ と を示し ます。

• 以下の場所で改行を使用し ます。    

― 次の設定の指定ご と に改行

－ 一般的なア ラー ト  ク ラ スの設定 (SAP ホス ト 名、SAP システム、SAP 番号、SAP ク ラ イ アン ト )

－ HPOM for Windows の設定 (重要度レベル、 オブジェ ク ト )

－ 監視照会条件 (パラ メ ータ名 と パラ メ ータ区切 り 記号 : SIGN、 OPT、 LOW、 HIGH)

― AND 比較の各条件ご と に改行   

アラート収集モニタの環境変数

本項では、 r3moncol が管理するすべてのア ラー ト 収集モニ タ用の環境変数について説明し ます。 ア ラー ト

収集の設定フ ァ イルの名前がた と えば r3monjob、 r3mondmp、 r3monlck、 r3monoms と い う よ う にモニタ

固有の名前になる こ と以外、 設定はすべてのア ラー ト 収集モニタで同じです。

表 20　 　同一パラメータについての include および exclude による比較 

選択

オプシ ョ ン

JOB_MAX_RUN_TIME の選択オプシ ョ ンの

設定例 比較方法

1 =JOBNAME   =I  =CP  =ZREP*  =   

=MAX_RUNTIME  =I    =GT   =10  =

OR

2 =JOBNAME   =I  =CP  =SAP*  =   

=MAX_RUNTIME  =I    =GT   =20  =

OR

3 =JOBNAME   =E  =CP  =SAP_ZREP*  =   AND

表 21　 　 r3moncol.exe の環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_ <R3MONNAME>_CONFIGFILE 設定フ ァ イルの名前a

a. <R3MONNAME> には、 設定フ ァ イルの場所を変更するモニ タの名前を入力し ます。

 例 : SAPOPC_R3MONDMP_CONFIGFILE

SAPOPC_R3ITOSAP_CONFIGFILE SAP NetWeaver 総合ロ グ イ ン設定

フ ァ イル

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  パス設定フ ァ イル
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アラート収集モニタのコマンド行パラ メータ

本項では、 r3moncol が制御するすべてのア ラー ト 収集モニ タ用のコマン ド 行パラ メ ータについて説明し ま

す。 環境変数 と 同様に、 設定はすべてのア ラー ト 収集モニ タで同じですが、 ア ラー ト 収集の設定フ ァ イルの

名前だけは、 た と えば r3monjob.cfg、 r3mondmp.cfg、 r3monlck.cfg、 r3monoms.cfg のよ う にモニ

タ固有にな り ます。

以下の例では、 ア ラー ト 収集モニタは初期 ト レース  フ ァ イル writetrace.log を書き出し ます。 このフ ァ

イルには、 一般設定フ ァ イル r3itosap およびモニタ固有の設定フ ァ イル r3monjob.cfg に関する情報が

含まれています。

r3moncol -cfgfile r3monjob.cfg -trace

アラート収集モニタによるリモート監視

現在のバージ ョ ンの SPI for SAP には、 ア ラー ト 収集モニ タのス コープを拡張し て、 追加の SAP サーバー

(HPOM for Windows 管理ノ ード ではないサーバー) 上の SAP プロセスの状態を リ モー ト で監視するための

機能が含まれています。 この監視は、HPOM for Windows管理ノ ード と し てすでに設定されている  SAP サー

バーから行います。

SPI for SAP で提供される リ モー ト モニタ機能を使用する例と し て、 SPI for SAP でサポー ト されていない

オペレーテ ィ ング システムを実行し ている  SAP システムを監視するには、 まず、

r3mon<alert_monitor_name>.cfg フ ァ イル ( た と えば r3mondmp.cfg) 内の新しい 
RemoteMonitoring キーワード を有効にする  (先頭のハッ シ ュ記号 「#」 を削除する ) 必要があ り ます。 次
に同じ行で、 監視対象とする ローカル サーバーの名前を SPI for SAP ア ラー ト 収集モニタに対し て指定し

ます。 最後に、 監視対象とする リ モー ト  サーバーの名前を指定し ます。 CTS モニタ  (r3moncts) のデフォル

ト設定 (109ページ )に、 リ モー ト で監視する追加の各 SAP サーバーについて必要な新しい行が示されてい

ます。 次のキーワード  パラ メ ータ を使用し て、 ローカルおよび リ モー ト のサーバー名を定義し ます。 

表 22　 　 r3moncol のコマンド行パラメータ

パラ メータ 説明a

a. <R3MONNAME> には、 設定フ ァ イルを読み込むモニ タの名前を入力し ます。 
例 : r3mondmp

-cfgfile モニ タの設定フ ァ イルの名前。 以下に例を示し ます。

-cfgfile <R3MONNAME>.cfg

-trace モニ タは、 設定フ ァ イル r3itosap と モニタ専用設定フ ァ イル 
<R3MONNAME>.cfg についての情報を含んだ初期 ト レース  フ ァ

イル writetrace.log を書き出し ます。

RemoteHost パ ラ メ ータ内で定義さ れる  SAP サーバーは HPOM for Windows 管理 ノ ー ド ではな く て も、

HPOM for Windows ノ ー ド  リ ス ト には登録 さ れてい る 必要があ り ます。 RemoteHost で定義 し た SAP
サーバーが HPOM for Windows ノード  リ ス ト に追加されていない場合、 HPOM for Windows は リ モー ト

ホ ス ト と 関連付け られたホ ス ト 名を解決する こ と ができ ないため、 その リ モー ト  ホ ス ト か ら の メ ッ セージ

を、 HPOM for Windows コ ン ソールに表示する こ と ができ ません。

さ らに、 RemoteHostで定義された SAP サーバーは、SPI for SAPが RemoteHostで監視し ている SAP イ ン

ス タ ン スに ロ グ イ ンで き る よ う に r3itosap.cfg フ ァ イ ルに表示 さ れる必要があ り ます。 r3itosap.cfg
フ ァ イルに関する詳細は 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照

し て く ださい。
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• LocalHost 

SPI for SAP が実行されている  HPOM for Windows 管理 ノード の名前です。 SPI for SAP は、 このホス

ト のア ラー ト 収集モニタ を使用し て、「RemoteHost」 で定義されている リ モー ト  ホス ト で監視を実行し

ます。

• RemoteHost

「 LocalHost」 で定義さ れている シス テムによ って監視さ れる リ モート  シス テムの名前です。 RemoteHost
には SPI for SAP はイ ンス ト ールさ れておら ず、 通常は HPOM for Windows 管理 ノ ー ド ではあ り ませ

ん ( ただし理論的にはあ り えます )。

ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イルの内容の詳細は、 ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル (106 ページ ) を参照し

て く ださい。 

個々のリ モー ト  サーバーの監視ルールの指定の例では、 異な る  3 つの SAP サーバー (ovsdsap1、

ovsdsap2、 ovsdsap3) を リ モー ト で管理するために異なる  2 つの HPOM for Windows 管理 ノード  (sap1
および sap2) で SPI for SAP を設定する方法が示されています。 また、 個々の SAP サーバーの異な る役割

(本稼動、 開発、 テス ト /未使用など ) に合 う よ う に異な る監視ルールを指定する方法も示されています。 

• 本稼動システム

個々のリモート  サーバーの監視ルールの指定のリ モート  サーバー ovsdsap1 は、 本稼動シス テムです。

モニタ が有効 (=1) にな っ て おり 、 HPOM for Windows のメ ッ セージ 重要度 CRITICAL ( 危険域 ) を
=REQUEST_CREATED アラ ート  タ イ プで生成さ れる アラ ート に関連付ける よ う に設定さ れていま す。 

• 開発システム

個々のリモート  サーバーの監視ルールの指定のリ モート  サーバー ovsdsap2 は、開発シス テムです。 モ
ニ タ が有効 (=1) にな っ て おり 、 HPOM for Windows のメ ッ セージ 重要度 MAJOR ( 重要警戒域 ) を
=REQUEST_CREATED アラ ート  タ イ プで生成さ れる アラ ート に関連付ける よ う に設定さ れていま す。 

• テスト  システム

個々のリモート  サーバーの監視ルールの指定の リ モー ト  サーバー ovsdsap3 は、 設定がデフ ォル ト か

ら変更 さ れていないテ ス ト  シ ス テムです。 モニ タ が無効 (=0) になってお り 、 HPOM for Windows の
メ ッ セージ重要度 WARNING ( 注意域 ) を =REQUEST_CREATED ア ラー ト  タ イ プで生成 さ れる ア

ラー ト に関連付け る よ う に設定されています。 

個々のリモート  サーバーの監視ルールの指定

#--------------------------------------------------------------------------

# Remote LocalHost RemoteHost

# Monitoring

RemoteMonitoring  =sap1  =ovsdsap1

RemoteMonitoring  =sap1  =ovsdsap2

RemoteMonitoring  =sap2 =ovsdsap3

#--------------------------------------------------------------------------

# AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alertmonitor Enable =1/ \ 

# Hostname System Number Client Disable=0   \

#
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# OpC OpC OpC \

# Severity Object MsgGroup \

#

AlertMonFun  =ovsdsap1  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =1\

=CRITICAL =Request     =R3_CTS\

=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =

AlertMonFun  =ovsdsap2  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =1\

=MAJOR =Request     =R3_CTS\

=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =

AlertMonFun  =ovsdsap3  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =0\

=WARNING =Request     =R3_CTS\

=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =

-------------------------------------------------------------------------------

アラート収集モニタ設定ファイル

こ の項で挙げる キーワー ド はア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イルで使用されます。 これらのキーワード を使用

し て、 ユーザー環境の要件を満たすよ う に個々のモニ タ を設定でき ます。 必要に応じ て、 各キーワー ド が使

用可能な値も指定されています。 CTS モニタ  (r3moncts) のデフォルト設定 (109 ページ ) で、 修正 ・ 移送シ

ステムの重要な移送 リ ク エス ト 、 タ ス ク、 およびオブジェ ク ト を監視する  r3moncts モニタ用の完全な設定

フ ァ イルの内容を示し ます。 この項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• ア ラー ト 収集モニタのキーワードおよびパラ メ ータ (106ページ )

• ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )

• 設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ )

アラート収集モニタのキーワードおよびパラ メータ

以下の リ ス ト は r3moncol によ って制御される  SPI for SAP ア ラー ト 収集モニタの設定フ ァ イル内で使用可

能なキーワード の説明です。 間違った設定が原因で発生するエラーに関する詳細は、 ア ラー ト 収集モニタ設

定フ ァ イルの検証 (110ページ ) を参照し て く ださい。 

• TraceLevel

詳細については、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

• TraceFile

詳細については、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

• HistoryPath[Unix | AIX | Windows]

詳細については、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ ) を参照し て く ださい。

• AgentHostname

AgentHostname キーワード に ALL が設定されている こ と を確認し ます。

• RemoteMonitoring

SPI for SAP での、 リ モー ト  SAP サーバー上にイ ン ス ト ールされた SAP イ ン ス タ ン スの監視を有効に

し ます。 詳細については、 ア ラー ト 収集モニ タによ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。
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• AlertMonFun

AlertMonFun キーワード は、 ア ラー ト 収集モニ タの機能を定義し、 次のパラ メ ータに値が必要です。

AlertMonFun =<SAP Hostname> =<SAP System> =<SAP Number> =<SAP Client> 

=<AlertMonitor> =<Enable/Disable> =<OpC Severity> =<OpC Object> =<OpC MsgGroup> 

=<Alerttype> =<RFC Parameter>

― Alerttype:

― AlertMonitor:

― Enable/Disable:

― OPC Severity:

― OPC Object:

― OPC MsgGroup:

=<Alerttype> ア ラー ト  タ イプはモニタ固有です。 た と えば、 r3monale はア ラー ト  
タ イプ IDOC_CURRENT_STATUS を使用し て iDOC のステータ スに

関連し たア ラー ト を監視し ます。 r3mondmp は、 ア ラー ト  タ イプ 
ABAP4_ERROR_EXIST を使用し て監視対象の SAP システムに発生

し た各 ABAP ダンプに関連し たア ラー ト を監視し ます。 どのア ラー ト  
タ イプがどのア ラー ト 収集モニ タに属し ているかについては、 各モニ

タの 「ア ラー ト  タ イプ」 の項を参照し て く ださい。 た と えば、 iDOC 
ステータ ス  モニタ  (ALE モニ タ ) : r3monale(113ページ )は、 ア ラー ト

タ イプ IDOC_CURRENT_STATUS を参照し ます。

=<Monitor_Name> 設定する ア ラー ト  モニタの短い形式です。 た と えば、 r3monale の場

合は ALE、 r3moncts の場合は CTS のよ う にな り ます。

=0 モニ タ を無効化し ます。

=1 モニ タ を有効化し ます。 これがデフ ォル ト 設定です。

=<HPOM_Msg_Severity> CCMS ア ラー ト をマ ッ ピングする  HPOM for Windows メ ッ セージ

の重要度レベルです。 た と えば、 Normal、 Warning、 Major、
Critical を指定し ます。

=<OpC_Object> 生成される メ ッ セージに関連付け られる  HPOM for Windows オブ

ジェ ク ト です。 これらは通常、 ア ラー ト 収集モニタに関連付け られ

る ア ラー ト  タ イプの名前を反映し た もの と な り ます。 た と えば、

r3moncts の場合、 request、 task、 object です。 モニタ設定フ ァ イ

ル内で HPOM for Windows オブジェ ク ト の名前を変更 ( または新

しい名前を追加 ) する場合、 メ ッ セージ条件に一致し な く なる こ と

を避けるために、 この変更が メ ッ セージの条件に反映されている こ

と を確認する必要があ る こ と に注意し て く ださい。
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― RFC Parameter:

=<RFC_Param> =I    =CP      =*    =

― SAP Client:

― SAP Hostname:

― SAP Number:

=<OpC_Msg_Group> 生成される メ ッ セージが属する  HPOM for Windows メ ッ セージ グ
ループの名前です。 た と えば、 R3_CTS、 R3_ABAP-4 です。 デフ ォ

ル ト の名前はすべて先頭が 「R3_」 であ り 、 対応する ア ラー ト  モニ

タ  ( た と えば、 r3moncts、 r3mondmp) の名前を反映し ています。 
モニタ設定フ ァ イル内で HPOM for Windows メ ッ セージ グループ

の名前を変更する場合、 メ ッ セージ条件に一致し な く なる こ と を避

け るために、 これらの変更が メ ッ セージの条件に反映されている こ

と を確認する必要があ る こ と に注意し て く ださい。

=<RFC_Param> ア ラー ト  タ イプに対するパラ メ ータの名前です。 た と えば、

USERNAME は、 必要なパラ メ ータ固有の照会条件を伴い、 それ

ぞれの照会条件には接頭辞 「=」 が付き ます。

た と えば、 = I (include)、 =CP (Contains Pattern) です。

照会条件の詳細は、 ア ラー ト 収集モニタの照会条件 (101ページ ) を

参照し て く ださい。 モニ タに固有のア ラー ト  タ イプ パラ メ ータの

詳細は、 該当するモニタの説明  ( た と えば、 r3moncts ア ラー ト タ

イプ REQUEST_CREATED) をご覧 く ださ い。

REQUEST_CREATED 設定パラ メ ータ (128ページ ) を参照し て く

ださ い。 

=ALL すべての SAP ク ラ イ アン ト を SPI for SAP で監視し ます。 これがデ

フ ォル ト 設定です。

=<ClientID> パフ ォーマン スの監視対象 とする特定の SAP ク ラ イ アン ト の ID です。 
た と えば、 099 です。 個々のエン ト リ ご と に新しい行を使用し ます。

=ALL すべての SAP ホス ト を SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト

設定です。

=<SAP_host> 監視し たい SAP サーバーのホス ト 名です。 個々のエン ト リ ご と に新し

い行を使用し ます。

=ALL すべての SAP イ ン ス タ ン ス を SPI for SAP で監視し ます。 これがデ

フ ォル ト 設定です。

=<Instance> 監視対象 とする特定の SAP イ ン ス タ ン スの番号です。 た と えば、 00、

99 です。 各エン ト リ ご と に新しい行を使用し ます。
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― SAP System:

重要度レベル

ア ラー ト 収集モニ タは、 SAP サブシステムにおける ア ラー ト の重要度を HPOM の メ ッ セージに割 り 当てま

す。 た と えば、 重要度レベル SeverityCritical の SAP ア ラー ト は、 HPOM for Windows メ ッ セージ重要度

レベル 危険域 にデフ ォル ト でマ ッ ピ ン グ さ れます。 HPOM for Windows メ ッ セージのス テータ スの階層

は、 正常域、 注意域、 警戒域、 重要警戒域、 危険域の順にな り ます。 

これらの重要度レベルは、 定義し たい重要度の状態に合 う よ う にカ ス タマイ ズでき ます。 た と えば、 ア ラー

ト  モニ タ  LOCK_CHECK のア ラ ー ト  タ イ プ OLD_LOCKS の場合、 ロ ッ ク が 12 時間以上経っ ていれば

WARNING (注意域 ) メ ッ セージを、 24 時間以上経っていれば CRITICAL (危険域 ) メ ッ セージを受け取る

よ う に指定する こ と ができ ます。 

CTS モニタ  (r3moncts) のデフォルト設定 

#---------------------------------------------------------------------------

# TraceLevel hostname Disable=0 only error messages=1 info messages=2 \

# debug messages=3

TraceLevel     =ALL        =0

#---------------------------------------------------------------------------

# TraceFile  hostname    filename       TraceMode             TracePeriod

#                                 (a=append/w=create(default)) (in mins)

TraceFile    =ALL        =r3moncts.log   =w                   =60 

#---------------------------------------------------------------------------

# History    hostname    path

# Path

#

HistoryPathUnix    =ALL        =default

HistoryPathAIX     =ALL        =default

HistoryPathWinNT   =ALL        =default

#---------------------------------------------------------------------------

# Remote LocalHost RemoteHost

# Monitoring

RemoteMonitoring =rum =ovsdsap1

RemoteMonitoring =whisky =ovsdsap2

#---------------------------------------------------------------------------

# AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alertmonitor Enable =1/

\ 

=ALL すべての SAP システムを SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル

ト 設定です。

=<SAP_SID> パフ ォーマン スの監視を有効にする特定の SAP システムの ID です。 
た と えば、 DEV です。 個々のエン ト リ ご と に新しい行を使用し ます。
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# Hostname System Number Client Disable=0

\

#

# OpC OpC OpC        \

# Severity Object MsgGroup     \

#

# Alerttype RFC Parameter  

# =Parameter =Sign =Opt =Low =High

# [=Parameter =Sign =Opt =Low =High] ... 

# Example:

#

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =1 \

=WARNING    =Request     =R3_CTS \

=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =

----------------------------------------------------------------------------

アラート収集モニタ設定ファイルの検証

r3moncol のア ラ ー ト 収集モニ タ が使用す る 設定フ ァ イ ルの構造や内容は決 ま っ てお り 、 CTS モニタ

(r3moncts) のデフォルト設定(109ページ )に示すよ う に、 コマン ドおよびパラ メ ータが所定の順に記述され

ます。 ア ラー ト 収集モニ タ を確実に正常動作させるには、 モニ タが起動する たびにモニ タが設定フ ァ イルの

内容を読んで理解でき る こ と が不可欠です。 フ ァ イルが読めなかった り 、 内容にエラーがあ る場合、 モニ タ

はその監視機能を発揮できず、 場合によ っては起動し ません。 設定エラーが原因でア ラー ト 収集モニ タが起

動でき ない、 または正常に機能し ない と い う 状況が生じ ないよ う に、SPI for SAP は、SPI for SAP ユーザー

が r3moncol 設定フ ァ イルを保存する と き、および SPI for SAP モニタが起動時に読み込む際に、その内容

を自動的に検証し ます。

SPI for SAP の検証ツールは、 設定フ ァ イルの保存時にエラーを見つける と、 エラーを説明する メ ッ セージ

を表示し、 エラーを含むフ ァ イルを設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タで開き、 カーソルを設定フ ァ イル内の

エラーの箇所に移動し ます。 問題を修正するには、 設定フ ァ イルの内容 と 構造を、 特にどのパラ メ ータがど

のコマン ド に関連し、 必要なパラ メ ータにはどんな値が設定可能かについて、 よ く 理解し てお く 必要があ り

ます。 ア ラー ト 収集モニ タの設定フ ァ イルの内容 と 構造の詳細は、 SPI for SAP ア ラー ト 収集モニ タの設定

(99ページ ) を参照し て く ださい。

設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する

HPOM for Windows 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し てア ラー ト 収集モニタの設定フ ァ イルを編集

する場合、 設定フ ァ イルにエラーがあ る と 保存でき ません。 SPI for SAP はア ラー ト 収集モニ タの設定フ ァ

イルの評価中にエラーを見つけ る と、 エラーを説明する メ ッ セージを表示し ます。 ど こ にどんな値が設定可

能かを含む、 r3moncol 設定フ ァ イルの内容に関する詳細は、 SPI for SAP モニタ設定フ ァ イル (25ページ )
を参照し て く ださ い。

以下の リ ス ト は、 ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル内でエラーが検出される と表示される メ ッ セージ と、 エ

ラーの原因を修正する ために何をする必要があ るかを説明し ています。

ア ラー ト 収集モニ タの設定フ ァ イルの内容が SPI for SAP によ ってチェ ッ ク されるのは、 設定フ ァ イルを

HPOM for Windows 設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タで編集し て保存する場合のみです。 テキ ス ト  エデ ィ

タで編集し て保存する場合、 SPI for SAP はその内容にエラーがあ るかど う かをチェ ッ ク し ません。
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• コマンド  'AlertMonFun' に必要な引数またはパラメ ータが指定されていません。等号  '=' の後の引

数をチェ ッ クしてく ださい。

設定フ ァ イル内に記述された引数の数が 'AlertMonFun' キーワー ド に必要な引数の数 と 一致し ていま

せん。 フ ァ イルの編集時に間違ってパラ メ ータの一部またはパラ メ ータ全体を追加または削除し ていな

いかチェ ッ ク し て く ださ い。

• コマンド  'AlertMonFun' で、パラメ ータ  Enable/Disable の値は '0' または '1' でなければな

りません。

コマン ド  'AlertMonFun' で、 パラ メ ータ  Enable/Disable に割付け られた値が無効な数値です。 0 (無効

化 ) または 1 (有効化 ) でなければな り ません。

• 'TraceLevel' の第 2 引数は 0 から 3 の間の正の数でなければなりません。

'TraceLevel' 設定がないか、 許さ れていま せん。 設定値は次の何れかでなければなり ま せん。 =0 (無効化)、
=1 (エラ ー メ ッ セージ )、 =2 (すべてのメ ッ セージ )、 ま たは =3 (デバッ グ )。

• '<command_name>' の引数は有効な数でなければなりません。

'<command_name>' の引数は有効な数でなければな り ません。

• コマンド  'DisableMonitoringWithSeverity' では重要度のステータス '<Status>' は許されま

せん。

モニタ の無効化のト リ ガに使用し よ う と し ている メ ッ セージの重要度のス テータ ス が不明ま たは使用で

き ま せん。 次の重要度レ ベルが使用でき ま す。 Unknown (不明)、 Normal (正常域)、 Warning (注意域)、
Minor (警戒域)、 Major (重要警戒域)、 Critical (危険域)。

• コマンド  'DisableMonitoringWithSeverity' の引数の数が無効です。

コ マン ド  'DisableMonitoringWithSeverity' の引数の数が多すぎ るか少なすぎます。 こ のため、 コマン

ド はパラ メ ータの値を間違って認識し ています。 コマン ド のパラ メ ータの数 と値をチェ ッ ク し て く だ さ

い。

• コマンド  'DPQueueCheck' で、 パラメ ータ  Enable/Disable の値が無効な数値です。

コマン ド  'DPQueueCheck' で、 Disable/Enable の値が不正です。 0 (無効化 ) または 1 (有効化 ) でなけ

ればな り ません。 

• <SeverityLevel> は重要度としては無効です。

指定された重要度レベルは使用でき ません。 重要度レベルのつづ り が正しいこ と、 および指定し た重要

度レベルがこ のコ ンテキ ス ト で使用でき る こ と を確認し て く ださい。次の重要度レベルが使用でき ます。

Unknown (不明 )、Normal (正常域 )、Warning (注意域 )、Minor (警戒域 )、Major (重要警戒域 )、Critical
(危険域 )。

• <WorkProcess> はワークプロセスとしては無効です。

<WorkProcess> で指定されたワーク プロセスの名前が認識でき ないか、使用でき ません。 このコ ンテキ

ス ト で使用でき る名前は、 た と えば次のよ う な SAP で使用し ている  3 文字の頭字語です。 DIA ( ダ イ ア

ロ グ )、 UPD (更新 )、 BTC (バッチ )。

• コマンド  'DPQueueCheck' で、 ワークプロセスの値は Idle または Queue でなければなりません。

コマン ド  'DPQueueCheck' で監視する ワーク プロセスのステータ ス用に定義し た値が、欠落し ているか

無効です。 値は 「Idle」 または 「Queue」 でなければな り ません。

• コマンド  'DPQueueCheck' で、 しきい値が無効な数値です。

コマン ド  'DPQueueCheck' で監視する ワーク プロセス  キ ューのステータ ス用に (パーセン ト で ) 定義し

た値が、 欠落し ているか無効です。 値は 0 から  100 までのパーセン ト 値でなければな り ません。
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• コマンド  'DPQueueCheck' で、 しきい値が有効範囲外の値です。

コマン ド  'DPQueueCheck' で監視する ワーク プロセス  キ ューのステータ ス用に (パーセン ト で ) 定義し

た値は 0 から  100 までのパーセン ト 値でなければな り ません。 この値は、 監視対象のキ ューがどの程度

(最大に対するパーセン ト ) までいっぱい ( または空 ) になってから、デ ィ スパッチ モニタ  r3mondisp が
ア ラー ト を生成するかを定義し ます。

• コマンド  'DPQueueCheck' で、 引数の数が多過ぎるか少な過ぎます。

設定フ ァ イル内にあ る引数の数が 'DPQueueCheck' キーワー ド に必要な引数の数 と 一致し ていません。

フ ァ イ ルの編集中に誤ってパ ラ メ ータ  ( ま たはその一部 ) を追加ま たは削除し て し ま っていないかを

チェ ッ ク し て く ださ い。 

• <Keyword> はキーワード として認識不能です。

指定されたキーワード は無効です。 キーワード のつづ り が正しいこ と、 および指定し たキーワード がこ

のコ ンテキス ト で使用でき る こ と を確認し て く ださい。 

• 設定項目 'AlertMonFun' で、 RFC パラメ ータの値 <Value> が無効か欠落しています。

定義された RFC パラ メ ータで <Value> 内に指示された値が使用でき ないか欠落し ています。 指定され

たパラ メ ータの値をチェ ッ ク し、 必要に応じ て変更または追加し て く ださい。 

• Alertmonitor '<AlertMonitorName>' または Alerttype パラメ ータ  

'<AlertTypeParameterName>' が無効です。

ア ラー ト  モニ タの名前または、 あ る ア ラー ト  タ イプに指定し たパラ メ ータのタ イプが こ のコ ンテキ ス

ト で使用でき ません。 つづ り をチェ ッ ク し、 ア ラー ト  タ イプが指定し たア ラー ト 収集モニタで使用でき

る こ と を確認し て く ださ い。 

• パラメ ータ  '<ParameterName>' (Alertmonitor '<AlertMonitorName>') が無効です。

指定されたパラ メ ータは、 指定されたア ラー ト 収集モニタ と の組み合わせでは使用でき ません。 

• Alertmonitor '<AlertMonitorName>' および Alerttype '<AlertTypeName>' ではパラメ ータ

USERNAME が必要です。

ご指定のア ラー ト  モニ タおよびア ラー ト  タ イプを使用し たい場合は、 パラ メ ータ  USERNAME を定義

する必要があ り ます。 

• HIGH パラメ ータや LOW パラメ ータに指定する値は正の数でなければなりません。

ア ラ ー ト  タ イ プの HIGH パ ラ メ ータや LOW パ ラ メ ータ に指定 さ れた値が不正ま たは使用で き ませ

ん。 正の数値を使用し て く ださ い。 

• HIGH パラメ ータや LOW パラメ ータの値は <Number> から <Number> の範囲でなければなりません。

ア ラー ト  タ イプの HIGH パラ メ ータや LOW パラ メ ータに指定された値は指示された数値の間でなけ

ればな り ません。 

• HIGH パラメ ータや LOW パラメ ータに無効な値が指定されています。 有効な値については、 管理者ガイ

ド を参照してく ださい。

『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ』 では、 各モニ タの設定フ ァ イルの内容を

詳し く 説明し ています。 

• SIGN パラメ ータに指定された値 '<Value>' は許されません。 管理者ガイド の説明に従って適切な値

を入力してく ださい。

『HP Operations Smart Plug-in for SAP オン ラ イ ン ヘルプ』 では、 各モニ タの設定フ ァ イルの内容を

詳し く 説明し ています。 
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• OPTION パラメ ータに指定された '<Value>' は無効な値です。

モニタ設定フ ァ イル内の OPTION パラ メ ータに指定された値は使用でき ません。 値が有効であ る こ と、

および指定された コ ンテキ ス ト でこ の種のオプシ ョ ンが使用でき る こ と を確認し て く ださい。

• OPTION が '<OptionName>' の場合は Low パラメ ータと  High パラメ ータの両方が必要です。

<OptionName> で指示されたオプシ ョ ンを使用する場合は HIGH パラ メ ータ と  LOW パラ メ ータの両

方に値を指定し なければな り ません。 

• OPTION が '<OptionName>' の場合は High パラメ ータは不要です。

HIGH パラ メ ータに指定し た値を削除し て く ださい。<OptionName> 内のオプシ ョ ンを使用する場合は

HIGH パラ メ ータの値は不要です。 

• キーワード  '<KeyWord>' の引数の数が間違っています。

キーワード によ って必要なパラ メ ータの数やタ イプは異な り ます。 こ の場合は、<KeyWord> で指示され

る キーワード に指定されているパラ メ ータの数が多すぎ るか少なすぎます。 これによ り 、 モニ タがパラ

メ ータの値を不正に認識する と い う 状況が発生する可能性があ り ます。

iDOC ステータス モニタ  (ALE モニタ ) : r3monale

iDOC ステータ ス  ア ラー ト  モニ タ  r3monale は、 タ イ ム フ レームを基本 と し、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン WE02 を
データ ソース と し て使用し ながら既存の iDOC のス テータ ス中のエ ラーをチェ ッ ク し ます。 こ のモニ タは、

アプ リ ケーシ ョ ン サーバー と は独立し ていて、 グ ローバル (SAP NetWeaver システム全般 ) に使用でき ま

す。 

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

モニタの種類

iDOC ステータ ス  ア ラー ト  モニタの種類はタ イ ムフ レーム型です。 1 回のモニ タ実行で 1 組の値のみ収集し

ます。 詳細については、 ア ラー ト 収集モニ タのレポー ト の種類 (99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

iDOC ステータ ス モニ タには以下のア ラー ト  タ イプがあ り ます。 

IDOC_CURRENT_STATUS

iDOC の現在の状態に関し て、 いつア ラー ト を生成するかを定義し ます。
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ファイルの場所

以下の表に、 ア ラー ト  モニ タ  r3monale で使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3monaleモニ タの使 う 環境変数を、 103 ページの表 21 に示し ます。 環境変数の書式は、 すべてのア ラー ト

収集モニタに共通ですが、 設定フ ァ イルの名前だけは、 103 ページの表21に示すよ う に、 各モニタ対応の名

前にし ます。   

コマンド行パラ メータ

r3monale モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。 コマン ド行パラ メ ータの

書式は、 すべてのア ラー ト 収集モニ タに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ メ ータについては、 104
ページの表22に示すよ う に、 各モニ タ対応の設定フ ァ イル名を指定し ます。   

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

iDOC モニタのアラート  タイプの設定方法

iDOC ス テータ ス  モニ タ r3monale用の IDOC_CURRENT_STATUS ア ラー ト  タ イ プを設定する場合は、

表 24 に挙げられているパラ メ ータ を少な く と も  1 つ定義する こ と が必須 と な り ます。 ア ラー ト 収集モニ タ

設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

表 23　 　 r3monale のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) iDOC ステータ ス  モニタ用収集の実行フ ァ イル

r3monale.cfg iDOC ステータ ス  モニタの設定フ ァ イル

r3monale.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル

こ の項の後半では、r3monale ア ラー ト  モニタ固有の設定要件について説明し ます。 すべてのア ラー ト 収集

モニタに適用される一般的な設定紹介ルールについてはア ラー ト 収集モニタの照会条件 (101ページ ) を参照

し て く だ さ い。 HPOM for Windows 設定 フ ァ イ ル ポ リ シー エデ ィ タ を使用 し て ア ラ ー ト 収集モ ニ タ

r3moncol を設定する場合、 設定フ ァ イルの保存を し よ う とする と、 SPI for SAP が変更された設定の有効

性をチェ ッ ク し ます。
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IDOC_CURRENT_STATUS

IDOC_CURRENT_STATUS ア ラ ー ト  タ イ プは、 監視 し たい iDOC の現在の ス テー タ ス を定義 し ます。

iDOC ス テータ ス  ア ラー ト  モニ タ  r3monale が iDOC のス テータ スが STATUS パラ メ ータ内で定義し た

ステータ スに一致し た場合にア ラー ト を生成する よ う に設定するには、IDOC_CURRENT_STATUS ア ラー

ト  タ イプを使用し ます。

115 ページの表 24 に IDOC_CURRENT_STATUS ア ラー ト  タ イ プの設定に使用でき るパラ メ ータ の一覧

と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 「デフォルト 値」 列の ‘ ‘ は文字列がない

こ と を意味し ます。

表 24　 　 IDOC_CURRENT_STATUS 設定パラメータ

パラ メータ名  説明 照会条件

デフォルト

値

DOCNUM iDOC 番号。

例 :  “05” (翻訳時の

エラー )

= Sign:  I, E ‘ ‘

= Opt:  GE, GT, LE, LT, BT ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High: ‘ ‘

DOCTYP 基本的 iDOC 
タ イプ。

例 :  DOCMAS01

= Sign: I ‘ ‘

= Opt: CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

MESCOD 論理 メ ッ セージ 
コード

= Sign: I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

MESFCT 論理 メ ッ セージ

関数

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

MESTYP 論理 メ ッ セージ 
タ イプ

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

RCVPFC 受信者のパー ト ナ

関数

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘
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RCVPRN 受信者のパー ト ナ

番号

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

RCVPRT 受信者のパー ト ナ 
タ イプ

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

SNDPFC 送信者のパー ト ナ

関数

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

SNDPRN 送信者のパー ト ナ

番号

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

SNDPRT 送信者のパー ト ナ 
タ イプ

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

STATUS a iDOC のステータ ス = Sign: I, E ‘ ‘

= Opt:GE, GT, LE, LT, BT ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

a. 使用可能な値 : CHECK_INBOUND、 CHECK_OUTBOUND、 MAX_ENTRIES、

TIME_LIMIT

こ こ に示し た iDOC の変更は、 SAP バージ ョ ン 6.20 以降にのみ適用でき ます。

表 24　 　 IDOC_CURRENT_STATUS 設定パラメータ  (続き )

パラメータ名  説明 照会条件

デフォルト

値
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リ モー ト 監視では、r3monale ア ラー ト が受信する  iDOC のステータ ス をチェ ッ クする よ う に設定されます。

IDOC_CURRENT_STATUS に指定された受信 iDOC の数が MAX_ENTRIES に定義された値の 4 を超え

た (GT)場合に警告を生成する イベン ト が発生し ます。 ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル内の照会条件の意味

の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

IDOC_CURRENT_STATUS の設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =ALL =1 \

=WARNING =ALE =R3_IDOC_STATUS \

=IDOC_CURRENT_STATUS =STATUS =I =EQ =CHECK_INBOUND \

=MAX_ENTRIES =I =GT =4

iDOC ステータスのチェ ック

IDOC_CURRENT_STATUS ア ラー ト  タ イプを STATUS パラ メ ータ と併用する と、 SAP NetWeaver に登

録されている  iDOC ステータ スの任意の 1 ステータ スや、グループ内に定義されている ステータ スの範囲を

チェ ッ ク でき ます。 SPI for SAP が認識する全ステータ ス を表25に示し ます。 

さ らに、 SPI for SAP では、 送受信 iDOC に関連するエラーの範囲のチェ ッ クに利用でき る定義済みの 2 つ
のグループを用意し ています。 た と えば、 CHECK_INBOUND および CHECK_OUTBOUND の 2 つの値を使用し、

値の範囲を監視でき ます。

• CHECK_OUTBOUND

iDOC を監視する ステータ ス : 02, 04, 05, 25, 26, 29, 30, 32

• CHECK_INBOUND

iDOC を監視する ステータ ス : 51, 56, 60, 61, 62, 63, 64, 65, 66, 69

r3monale ア ラ ー ト  モ ニ タ を 使用 し て特定の iDOC ス テー タ ス を チ ェ ッ ク す る 場合は、

IDOC_CURRENT_STATUS の設定 (117ページ ) に示す =CHECK_INBOUND の値を、 監視する  iDOC に対応

する表 25 の iDOC ス テータ ス番号に入れ換えて く だ さ い。 た と えば、 既存の iDOC の番号を監視する場合

は、 =01 を使用し ます。 現在の と こ ろ、 CHECK_INDOUND や CHECK_OUTBOUND に定義されている よ う な範囲

に類似するユーザ独自の範囲を定義する こ と はでき ません。 代わ り に、AlertMonFun の項目を監視対象と な

る追加値のそれぞれに、 個別に定義する必要があ り ます。

表 25　 　 と り得る iDOC ステータス

iDOCス

テータス 説明 Check Inbound
Check 
Outbound

00 不使用。 R/2 専用

01 作成された IDoc

02 ポー ト へのデータ送信エラー ✓

03 ポー ト へのデータ送信成功

04 EDI サブシステムの制御情報エラー ✓

05 翻訳時のエラー ✓

06 翻訳成功

07 構文チェ ッ ク  エラー

08 構文チェ ッ ク  OK
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09 交換処理中のエラー

10 交換処理成功

11 デ ィ スパッチ時のエラー

12 デ ィ スパッチ成功

13 再送信成功

14 交換の受諾が成立

15 交換の受諾が不成立

16 関数の受諾が成立

17 関数の受諾が不成立

18 EDI サブシステムの ト リ ガに成功

19 テス ト  データ転送成功

20 EDI サブシステムの ト リ ガに失敗

21 データ送信テス ト に失敗

22 デ ィ スパッチ成功。 受諾待ち。

23 再送信時のエラー

24 EDI サブシステムの情報制御成功

25 構文エラーを無視し て処理中 (送信 ) ✓

26 IDoc の構文チェ ッ ク  エラー (送信 ) ✓

27 デ ィ スパッチ レベルのエラー (ALE サー

ビ ス )

28 不使用

29 ALE サービ スのエラー ✓

30 IDoc デ ィ スパッチ準備完了 (ALE サー

ビ ス )

✓

31 エラー。 処理対象な し。

表 25　 　 と り得る iDOC ステータス (続き )

iDOCス

テータス 説明 Check Inbound
Check 
Outbound
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32 IDoc が編集されている ✓

33 編集された IDoc のオ リ ジナル

34 IDoc の制御レ コード内のエラー

35 アーカ イブから  IDoc を再ロード

36 電子署名が未署名 ( タ イ ムア ウ ト )

37 不正な IDoc の追加

38 IDoc をアーカ イブ

39 IDoc がシステム受信中 (ALE サービ ス )

40 アプ リ ケーシ ョ ン ド キ ュ メ ン ト が受信シ

ステムに作成されていない

41 アプ リ ケーシ ョ ン ド キ ュ メ ン ト が受信シ

ステムに作成された

42 IDoc がテス ト  ト ラ ンザク シ ョ ンによ り

作成された

50 IDoc が追加された

51 エラー : アプ リ ケーシ ョ ン ド キ ュ メ ン ト

が未処理

✓

52 アプ リ ケーシ ョ ン ド キ ュ メ ン ト が完全に

処理されていない

53 アプ リ ケーシ ョ ン ド キ ュ メ ン ト の処理完

了

54 定型アプ リ ケーシ ョ ン チェ ッ ク時のエ

ラー

55 定型アプ リ ケーシ ョ ンのチェ ッ ク に成功

56 エラーを持つ IDoc ✓

57 Test IDoc: アプ リ ケーシ ョ ン チェ ッ ク時

のエラー

58 IDoc - R/2 接続から コ ピー

59 不使用

60 IDoc の構文チェ ッ ク  エラー (受信 ) ✓

61 構文エラーを無視し て処理中 (受信 ) ✓

表 25　 　 と り得る iDOC ステータス (続き )

iDOCス

テータス 説明 Check Inbound
Check 
Outbound
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システム チェンジ オプシ ョ ン モニタ : r3monchg

SAP システム チェ ンジ オプシ ョ ン ア ラー ト  モニ タ  r3monchg は、 SAP NetWeaver の ト ラ ンザ ク シ ョ ン

SE06 を リ フ ァ レン ス と し て使用し て、 SAP システムの変更オプシ ョ ンの二重チェ ッ ク を行います。 

こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• モニタの種類 (121ページ )

• ア ラー ト  タ イプ (121ページ )

• フ ァ イルの場所 (121ページ )

• 環境変数 (121ページ )

• コマン ド行パラ メ ータ (121ページ )

• リ モー ト 監視 (121ページ )

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

62 IDoc を アプ リ ケーシ ョ ンに送信 ✓

63 アプ リ ケーシ ョ ンへの IDoc 送信エラー ✓

64 アプ リ ケーシ ョ ンに転送する準備が整っ

た IDoc
✓

65 ALE サービ スのエラー

66 IDoc は 先行 Idoc を待機 (シ リ ア ラ イ

ゼーシ ョ ン )

67 不使用

68 エラー。 処理対象な し。

69 IDoc が編集されている ✓

70 編集された IDoc のオ リ ジナル

71 アーカ イブから  IDoc を再ロード

72 不使用。 R/2 専用

73 IDoc をアーカ イブ

74 IDoc がテス ト  ト ラ ンザク シ ョ ンによ り

作成された

表 25　 　 と り得る iDOC ステータス (続き )

iDOCス

テータス 説明 Check Inbound
Check 
Outbound
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モニタの種類

r3monchg モニ タの種類はスナ ッ プシ ョ ッ ト 型です。 1 回のモニ タ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細に

ついては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

システム チェ ンジ オプシ ョ ン用 SPI for SAP モニタのア ラー ト  タ イプは 1 種類のみです。 

CHANGE_OPT

SAP システム チェ ンジ オプシ ョ ンの監視 ・ 二重チェ ッ ク を行い、 オプシ ョ ンが設定と一致し た場合に警告

を送信し ます。

ファイルの場所

以下の表に、 ア ラー ト  モニ タ  r3monchg で使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

 r3monchg モニ タで使われる環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3monchg モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。    

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

システム チェンジ オプシ ョ ン モニタ  (ステータス モニタ ) 用アラート  タイプの

設定方法

exclude パラ メ ータおよび include パラ メ ータの値は、 これら のア ラー ト  タ イプには特に重要であ る ため、

以下に繰 り 返し記述される使用方法についての汎用的なルールを十分に理解し て く ださい。

表 26　 　 r3monchg のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) システム チェ ンジ オプシ ョ ン モニ タ ( ステータ スモニタ )用収

集の実行フ ァ イル

r3monchg.cfg システム チェ ンジ オプシ ョ ン モニ タ ( ステータ スモニタ )の設

定フ ァ イル 

r3monchg.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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パラメータの値

こ の項では、SPI for SAP がア ラー ト  タ イプ エン ト リ の include および exclude パラ メ ータの値をどのよ う

に解釈するかについて説明し ます。 SPI for SAP は異な るパラ メ ータのパラ メ ータ値を AND 条件で比較し

ます。 同じパラ メ ータのパラ メ ータ値については、 SPI for SAP は以下のよ う に比較し ます。

• Include: OR 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

• Exclude: AND 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

表27に示すよ う に、 SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り 前に行 う こ と に注意し

て く ださい。

CHANGE_OPT 

CHANGE_OPT ア ラー ト  タ イプは SAP システム チェ ンジ オプシ ョ ンの監視、 二重チェ ッ ク を行い、 フ ラ

グ パラ メ ータの設定が、試行中の編集が可能になっている場合にア ラー ト を送信し ます。122 ページの表28
に CHANGE_OPT ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割

り 当て られている値を示し ます。

パラ メ ータは、 すべて設定する必要があ り ます。 1 行に複数のパラ メ ータ  エン ト リ を記述する こ と はでき ま

せん。 各設定ご と に 1 行を使用し て く ださい。 ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細

は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

表 27　 　同一パラメータについての include および exclude による比較 

選択

オプシ ョ ン アラート  タイプ : CHANGE_OPT (SAP 4.6x) 選択オプシ ョ ンの設定例 比較方法

1  =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1    =WARNING =SystemChange  
=R3_Security
= NSP_EDTFLAG   =I  = CP=   /0*  =                               

OR

2 =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1    =WARNING =SystemChange  
=  =R3_Security   = NSP_EDTFLAG   =I  =EQ =/SAPQUERY/ =

OR

3  =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1    =WARNING =SystemChange  
=R3_Security
= NSP_EDTFLAG   =E  =EQ =LOCAL =

AND

表 28　 　CHANGE_OPT 設定パラメータ  (SAP 4.6/6.x)

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値

EDTFLAG オブジェ ク ト が編集

可能かど う かを示す

フ ラ グ 

= Sign:I I

= Opt: EQ EQ

= Low: ON, OFF, PATCH 

(PATCH=パッチ システムに

設定されます。 )

PATCH

= High: 
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デフォルトの CHANGE_OPT 設定では、 警告を生成する イベン ト は、 グ ローバルなシステム変更がOFFに

設定されている場合、 または指定されているネーム スペースがローカル オブジェ ク ト  (/0LOCAL/) の場合、

または指定されている ソ フ ト ウ ェア コ ンポーネン ト がローカル開発の場合 (自動移送な し ) に発生し ます。

デフォルトの CHANGE_OPT 設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL   =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1\

=WARNING    =SystemChange  =R3_Security \

=CHANGE_OPT   =NSP_EDTFLAG  =I =EQ  =/0LOCAL/  =  

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1\

=WARNING    =SystemChange  =R3_Security \

=CHANGE_OPT         =SWC_EDTFLAG  =I    =EQ  = LOCAL    =  

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1\

=WARNING    =SystemChange  =R3_Security \

=CHANGE_OPT           =EDTFLAG      =I    =EQ  =OFF  = 

カスタマイズした CHANGE_OPT 設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1\

=WARNING    =SystemChange  =R3_Security \

=CHANGE_OPT  =NSP_EDTFLAG  =I    =EQ  =/SAPQUERY/    =  

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL  =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1\

=WARNING    =SystemChange  =R3_Security \

=CHANGE_OPT         =SWC_EDTFLAG  =I    =EQ  = SAP_HR =  

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1 \

=WARNING    =SystemChange  =R3_Security \

=CHANGE_OPT  =EDTFLAG  =I    =EQ  =OFF  = 

NSP_EDTFLAG ONに設定する よ う

に指定されている

ネーム スペース を

示すフ ラ グ 

= Sign:I I

= Opt: EQ, CP CP

= Low

(表30の SAP 4.6.X のネーム 
スペース変更オプシ ョ ンの リ

ス ト を参照し て く ださい。 )

*

= High: 

SWC_EDTFLAG ONに設定する よ う

に指定されている

ソ フ ト ウ ェ ア 
コ ンポーネン ト を

示すフ ラ グ        

= Sign:I I

= Opt:EQ, CP CP

= Low: <指定されている ソ フ

ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト  > 
(表30の SAP 4.6.X のネーム 
スペース変更オプシ ョ ンの リ

ス ト を参照し て く ださい。 )

*

= High:

表 28　 　CHANGE_OPT 設定パラメータ  (SAP 4.6/6.x) (続き )

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値
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カスタマイズした CHANGE_OPT 設定では、 警告を生成する イベン ト は、 グ ローバルな変更オプシ ョ ンが

OFF の場合、 またはシ ス テム スペース変更オプシ ョ ンの ABAP query/SAP が ON の場合、 ま たは ソ フ ト

ウ ェ ア コ ンポーネン ト 変更オプシ ョ ン ( 人材 ) が ON の場合に発生し ます。 ネーム シ ス テムおよびソ フ ト

ウ ェア コ ンポーネン ト の変更オプシ ョ ンに関する詳細は、 表29および表30 を参照し て く ださい。 

表 29　 　 ソフ トウェア コンポーネン トの変更オプシ ョ ン

テクニカル ID 説明

HOME カ ス タマ開発

LOCAL ローカル開発 (自動移送な し )

SAP_ABA ク ロ ス  アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト

SAP_APPL ロ ジステ ィ ク ス と会計

SAP_BASIS SAP ベーシス  コ ンポーネン ト

SAP_HR 人材

表 30　 　ネーム システム チェンジ オプシ ョ ン (SAP 6.x)

テクニカル ID 説明

/0CUST/ カ ス タマ ネーム レ ンジ

/0SAP/ SAP汎用ネーム レ ンジ

/1BCABA/ ABAP+GUI ツール

/1BCDWB/ 開発ワークベンチ

/1BCDWBEN/ Enqueue関数グループ

/1COPA/ CO-PA中の生成オブジェ ク ト

/1ISRWP/ IS-R売買分類制御

/1ISU/ CIC ( カ ス タマ対話セン ター ) 用生成ネーム スペース

/1PAPA/ 人員管理

/1PAPAXX/ 人員管理 : 総合

/1PSIS/ プロ ジェ ク ト 情報システム : 論理データベース PSJ

/1PYXXFO/ PY-XX作成ツール : 生成オブジェ ク ト

/1SAP1/ SAP生成汎用ネーム スペース

/1SDBF12L/ 価格レポー ト の生成

/BI0/ 実務情報保存先 : SAP ネーム スペース

/BIC/ 実務情報保存先 : カス タマ ネーム スペース

/SAPQUERY/ ABAP query/SAP
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修正 ・ 移送システム (CTS) モニタ : r3moncts

CTS (correction-and-transport) ア ラー ト  モニタ  r3moncts は、 重要な移送 リ ク エス ト 、 タ ス ク、 オブジェ

ク ト を扱 う 修正 ・ 移送シ ス テムについて、 識別 ・ 監視を行います。 データ収集は、 アプ リ ケーシ ョ ン サー

バーからは独立し て行われます。 

ア ラー ト  モニ タ  r3moncts は、 以下の SAP エレ メ ン ト を リ フ ァ レ ン ス と し て使用し ます。 

• SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SE01 によ り 作成される移送 リ ク エス ト と オブジェ ク ト  リ ス ト

• SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SE09 によ り 作成される タ ス ク

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

モニタの種類

r3moncts モニタのタ イプは、 タ イ ム フ レームです。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細に

ついては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

CTS モニタのア ラー ト  タ イプは、 次の とお り です。

• REQUEST_CREATED

新しい リ ク エス ト に対し ていつア ラー ト を送信するかを定義する

• REQUEST_RELEASED

リ リ ース された リ ク エス ト に対し てア ラー ト を送信するかど う かを定義する

• TASK_CREATED

新しいタ ス ク に対し ていつア ラー ト を生成するかど う かを定義する

• TASK_RELEASED

リ リ ース された タ ス ク に対し てア ラー ト を生成するかど う かを定義する

• OBJECT_USED

タ ス ク または リ ク エス ト が使ったオブジェ ク ト に対し てア ラー ト を生成するかど う かを定義する

/SAPRRR/ Ready-to-Run SAP                                               

/SAPSMOSS/ イ ン タ フ ェース : SAP オン ラ イ ン サービ ス  システム向

け SAP メ ッ セージ

/SAPTRAIN/ SAP ト レーニング

表 30　 　ネーム システム チェンジ オプシ ョ ン (SAP 6.x) (続き )

テクニカル ID 説明
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• OBJECT_RELEASED

リ ク エス ト またはタ ス ク がオブジェ ク ト を リ リ ースする際にア ラー ト を生成するかど う かを定義する

ファイルの場所

以下の表に、 r3moncts モニタで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3moncts モニ タが使用する環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3moncts モニ タが許容する コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。    

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

CTS モニタのアラート  タイプの設定方法

CTS モニタ  r3moncts のア ラー ト  タ イプ パラ メ ータ設定時には、 次のルールが適用される こ と に注意し て

く ださい。 

• デフ ォル ト 設定では、 SPI for SAP は各パラ メ ータにすべてのデータ を選択し ます。 

• データ量を制限するには、 ア ラー ト  タ イプご と に、 パラ メ ータ をい く つか ( またはすべて ) 指定し ます。

• SPI for SAP は、デフ ォル ト 値を変更し て指定のないパラ メ ータのデフ ォル ト 値をすべて変更し た場合、

名前を指定し たパラ メ ータ しか考慮し ません。

表 31　 　 r3moncts のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) CTS モニ タの実行フ ァ イル

r3moncts.cfg CTS モニ タの設定フ ァ イル 

r3moncts.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
126 第 4 章



パラ メ ータ  TRFUNCTION は、ア ラー ト  タ イプ REQUEST_CREATED、REQUEST_RELEASED、TASK
CREATED、 TASK RELEASED を設定する ために使います。 TRFUNCTION では、 リ ク エス ト 関数が使用

でき ます。 これは、 表32 に指定されている文字コード で指定でき ます。

REQUEST_CREATED

CTS (correction-and-transport) ア ラー ト  モニタ  r3moncts を、 最新の指定し た タ イ ム フ レーム内で作成さ

れた新しい リ ク エス ト に対し て メ ッ セージを生成する よ う に設定するには、 REQUEST_CREATED ア ラー

ト  タ イプを使用し ます。 た と えば、 新しい関数モジュールを追加する  ( または既存の関数モジ ュールを変更

する ) には変更 リ ク エス ト が必要です。 128 ページの表33 に REQUEST_CREATED ア ラー ト  タ イプの設定

表 32　 　 TRFUNCTION リクエスト関数

文字コード 関数の説明

A リ ク エス ト :  未分類の リ ク エス ト は、 最初のオブジェ ク ト で K、

L、 W に分類される

C 権限変更付きで移送

D パッチ

K リ ク エス ト : あて先統合層の変更 リ ク エス ト

L リ ク エス ト : 移送し ないローカル リ ク エス ト

R タ ス ク :  リ ペア (repair)

S タ ス ク : 開発 ・ 修正

T リ ク エス ト : オ リ ジナルを含まない移送

U ダ ミ ー

W リ ク エス ト : あて先統合層の編集 リ ク エス ト

X タ ス ク : 未分類のタ ス クは、 最初のオブジェ ク ト で S または R に
分類される

Z ( リ ク エス ト によ ら ないタ ス ク ) SE09 メ モ リ 使用量

CTS のア ラー ト  タ イプご と に、 こ のパラ メ ータの使用方法と し て文字コード のみを使って説明し ています。

文字コード の意味が不明な場合は、 表32 を参照し て く ださい。
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に使用でき るパラ メ ータの一覧 と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 こ のパラ

メ ータの設定は、 任意です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの

表19 を参照し て く ださい。

REQUEST_CREATED のデフォルト設定では、 新しい リ ク エス ト が直近のタ イ ムフ レーム中に発生し た場

合に、 モニタが メ ッ セージを送信し ます。

REQUEST_CREATED のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =1\

=WARNING    =Request     =R3_CTS\

=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =

REQUEST_RELEASED

CTS (correction-and-transport) ア ラー ト  モニタ  r3moncts を、最新の指定し た タ イ ム フ レーム内で リ リ ー

ス された新しい リ ク エス ト に対し て メ ッ セージを生成する よ う に設定するには、REQUEST_RELEASED ア
ラー ト  タ イプを使用し ます。 129 ページの表 34 に REQUEST_RELEASED ア ラー ト  タ イプの設定に使用

表 33　 　 REQUEST_CREATED 設定パラメータ

パラ メータ名  説明 照会条件

デフォルト

値

TRFUNCTION リ ク エス ト 関数 = Sign:I, E I

= Opt:CP, EQ CP

= Low: A,K,L,W,C,T, U, D a

a. 指定でき るのは、 表中の関数のみです ( 「*=ALL」 の意 )。 

*

= High: 

TARGET こ の リ ク エス ト を発行

し たシステム。 
注 :  このパラ メ ータは

必ず SID にする こ と。

= Sign: I, E

= Opt:EQ, CP

= Low: < システム名>

= High

USERNAME こ の リ ク エス ト を発行

し た SAP NetWeaver 
ユーザーのロ グ イ ン名

= Sign: I

= Opt:EQ, CP

= Low: < この リ ク エス ト を発行

し たユーザーの名前> 

= High
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でき るパラ メ ータの一覧 と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 次のパラ メ ータ

の設定は、 任意です。 ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を
参照し て く ださ い。

表 34　 　 REQUEST_RELEASED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

TRKORR リ ク エス ト  ID = Sign:I, E

= Opt:EQ

= Low: < リ ク エス ト  ID> 

= High: 

TRFUNCTION リ ク エス ト 関数 = Sign:I, E

= Opt:EQ

= Low:  K,L, W,C,T, U, D

(指定でき るのは、 表中の関数の

みです ( 「*=ALL」 の意 )。 

= High: 

 TARGET こ の リ ク エス ト を

発行し たシステム。 
こ のパラ メ ータは

必ず SID にする こ

と。

= Sign: I, E I

= Opt:EQ, CP CP

= Low:< システム名> *

= High

USERNAME こ の リ ク エス ト を

発行し た SAP 
NetWeaver ユー

ザーのロ グ イ ン名

= Sign: I

= Opt: EQ,CP

= Low:< この リ ク エス ト を発行

し たユーザーの名前>

= High

CUSTOMIZING リ ク エス ト のカス

タマイ ズ

= Sign: I,E

= Opt:EQ

= Low

( 「X」 以外のエン ト リ は、 空白

文字とみな されます。 ) 

= High

 WORKBENCH ワークベンチ リ ク

エス ト

= Sign: I, E

= Opt:EQ

= Low

( 「X」 以外のエン ト リ は、 空白

文字とみな されます。 )

= High
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REQUEST_RELEASED のデフォルト設定では、 編集し た リ ク エス ト が直近のタ イ ム フ レーム中に リ リ ー

ス された場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

REQUEST_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun    =ALL   =ALL =ALL =ALL =CTS   =1\

  =WARNING    =Request     =R3_CTS\

  =REQUEST_RELEASED  =CUSTOMIZING  =I =EQ  =X

TASK_CREATED

CTS (correction-and-transport) ア ラー ト  モニタ  r3moncts を、最新の指定し た タ イ ム フ レーム内で作成さ

れた新しいタ ス ク に対し て メ ッ セージを生成する よ う に設定するには、 TASK_CREATED ア ラー ト  タ イプ

を使用し ます。 130 ページの表 35 に TASK_CREATED ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの

一覧と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 このパラ メ ータの設定は、 任意です。

ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

TASK_CREATED のデフォルト設定では、 新しいタ ス ク が、 直近の指定された タ イ ム フ レーム中に作成さ

れた場合に、 r3moncts が メ ッ セージを生成し ます。

TASK_CREATED のデフォルト設定

AlertMonFun    =ALL   =ALL =ALL  =ALL  =CTS        =1     \

  =WARNING    =Task  =R3_CTS       \

  =TASK_CREATED        =TRFUNCTION    =I    =CP      =*         =  

TASK_RELEASED

CTS (correction-and-transport) ア ラー ト  モニタ  r3moncts を、 直近のタ イ ム フ レーム内で リ リ ース された

新しいタ ス ク に対し て メ ッ セージを生成する よ う に設定するには、 TASK_RELEASED ア ラー ト  タ イプを

使用し ます。131 ページの表36 に TASK_RELEASED ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一

表 35　 　 TASK_CREATED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

TRFUNCTION リ ク エス ト 関数 = Sign:I, E I

= Opt: CP, EQ CP

= Low:  X, S, R, Z a

a. 指定でき るのは、 表中の関数のみです ( 「*=ALL」 の意 )。 

*

= High: 

USERNAME こ の リ ク エス ト

を発行し た SAP 
NetWeaver 
ユーザーのロ グ

イ ン名

= Sign:I

= Opt:EQ, CP

= Low: < この リ ク エス ト を

発行し たユーザーの名前> 

= High:    
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覧 と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 次のパラ メ ータの設定は、 任意です。

ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

TASK_RELEASED のデフォルト設定では、 新しいタ ス ク が、 直近の指定された タ イ ムフ レーム中に リ リ ー

ス された場合に、 r3moncts が メ ッ セージを生成し ます。

TASK_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL  =ALL  =CTS  =1\

  =WARNING  =Task =R3_CTS\

  =TASK_RELEASED =TRFUNCTION  =I =CP =* = 

OBJECT_USED

CTS (correction-and-transport) ア ラー ト  モニタ  r3moncts を、直近のタ イ ム フ レーム内でタ ス ク または リ

ク エ ス ト が設定で定義 し たオブジ ェ ク ト を使用す る 場合に メ ッ セージ を生成す る よ う に設定す る には、

OBJECT_USED ア ラー ト  タ イプを使用し ます。 132 ページの表37 に OBJECT_USED ア ラー ト  タ イプの

設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。

表 36　 　 TASK_RELEASED 設定パラメータ

パラ メータ名  説明 照会条件

デフォルト

値

TRKORR リ ク エス ト  ID = Sign:I, E

= Opt:EQ

= Low:< リ ク エス ト  ID> 

= High: 

TRFUNCTION リ ク エス ト 関数 = Sign:I, E I

= Opt:CP, EQ CP

= Low:   R, S, Z a

a. 指定でき るのは、 表中の関数のみです ( 「*=ALL」 の意 )。 

*

= High: 

USERNAME こ の リ ク エス ト

を発行し た SAP 
NetWeaver
 ユーザーの

ロ グ イ ン名

= Sign:I

= Opt:EQ, CP

= Low:< この リ ク エス ト を発行し た

ユーザーの名前> 

= High
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次のパラ メ ータの設定は、 任意です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102
ページの表19 を参照し て く ださい。

OBJECT_USED のデフォルト設定では、 オブジ ェ ク ト タ イプ 「LIMU」 と い う オブジ ェ ク ト が、 タ ス ク ま

たは リ ク エス ト に使用された場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

OBJECT_USED のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =SD1 =ALL  =ALL   =CTS    =1\

  =WARNING   =Object =R3_CTS\

  =OBJECT_USED =PGMID  =I    =EQ  =LIMU  =

表 37　 　OBJECT_USED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

PGMID プロ グ ラ ム ID = Sign:I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<プロ グ ラ ム ID>

= High: 

OBJECT 要素のオブジェ

ク ト の型

= Sign: I, E

= Opt:EQ, CP

= Low: <オブジェ ク ト の型

> 

= High

OBJ_NAME オブジェ ク ト  
デ ィ レ ク ト リ で

のオブジェ ク ト

名

= Sign: I, E I

= Opt:EQ, CP CP

= Low: <オブジェ ク ト 名> *

= High

OBJ_FUNC オブジェ ク ト の

エン ト リ 用特殊

関数 :  D = 削除、

M = 削除し て再

作成 

= Sign: I, E

= Opt:EQ, CP

= Low

= High

 IN_REQUEST オブジェ ク ト  コ
ンテナが リ ク エ

ス ト の場合に、

警告を生成

= Sign: I,E

= Opt:EQ

= Low

= High

 IN_TASK オブジェ ク ト  コ
ンテナがタ ス ク

の場合に、 警告

を生成 

= Sign: I, E

= Opt:EQ

= Low

= High
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OBJECT_RELEASED

CTS (correction-and-transport) ア ラ ー ト  モニ タ  r3moncts を、 リ ク エス ト ま たは タ ス ク が指定し たオブ

ジ ェ ク ト を リ リ ース し た場合に メ ッ セージを生成する よ う に設定するには、 OBJECT_RELEASED ア ラー

ト  タ イプを使用し ます。 133 ページの表38 に OBJECT_RELEASED ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき る

パラ メ ータの一覧と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。

次のパラ メ ータの設定は、 任意です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102
ページの表19 を参照し て く ださい。

表 38　 　OBJECT_RELEASED 設定パラメータ  

パラメータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

TRKORR リ ク エス ト  ID = Sign:I, E

= Opt:EQ, CP

= Low: < リ ク エス ト  ID> 

= High: 

PGMID プロ グ ラ ム ID = Sign:I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<プロ グ ラ ム ID>

= High: 

OBJECT 要素のオブジェ

ク ト の型

= Sign: I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<オブジェ ク ト の型

> 

= High

OBJ_NAME オブジェ ク ト  
デ ィ レ ク ト リ で

のオブジェ ク ト

名

= Sign: I I

= Opt:EQ, CP CP

= Low:<オブジェ ク ト 名> *

= High

IN_REQUEST オブジェ ク ト  コ
ンテナが リ ク エ

ス ト の場合に、

警告を生成

= Sign: I,E

= Opt:EQ

= Low

( 「X」 以外のエン ト リ は、

空白文字 とみな されます。 )

= High
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OBJECT_RELEASED のデフォルト設定では、 任意のオブジ ェ ク ト がタ ス ク によ って リ リ ース された場合

に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

OBJECT_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL  =ALL     =AL =ALL  =CTS  =1\

  =WARNING  =Object =R3_CTS\  

  =IN_TASK   =I =EQ      =X  =

ABAP ダンプ モニタ : r3mondmp

ABAP ダンプ ア ラー ト  モニ タ  r3mondmp は、直近の定義された タ イ ム フ レーム中に発生し た ABAP ダンプ

を、 SAP NetWeaver システム内で報告し ます。 チェ ッ クは、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーについて、

監視実行ご と に 1 回行います。 

通常、 ダンプはラ ン タ イ ム エラーのため、 静的な構文チェ ッ ク で常に発見でき るわけではあ り ません。 発生

事由は様々ですが、 重大な問題であ る場合があ り ます。 本稼働システムにおいては、 ダンプは発生し てはな

ら ないものです。 

例と し て、 ダンプの発生原因と な る ア ク シ ョ ンを 2 つ紹介し ます。

• ゼロによ る除算

• コールし た関数モデルが有効になっていない

シス テム管理者は一般に ABAP ダンプに関連し た問題に対し て何ら かの処置を行なわなければな ら ないた

め、ア ラー ト  モニタ  r3mondmp の生成する メ ッ セージは、ダンプの詳細を表示する  ABAP プロ グ ラ ムを コー

ルするオペレータ起動型ア ク シ ョ ンを含んでいます。

ア ラー ト  モニ タ  r3mondmp は SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン ST22 を参照し ます。

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

 IN_TASK オブジェ ク ト  コ
ンテナがタ ス ク

の場合に、 警告

を生成 

= Sign: I, E

= Opt:EQ

= Low

( 「X」 以外のエン ト リ は、

空白文字 とみな されます。 )

= High

表 38　 　OBJECT_RELEASED 設定パラメータ   (続き )

パラメータ名 説明 照会条件

デフォルト

値
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モニタの種類

ABAP ダンプ ア ラー ト  モニ タの種類はタ イ ムフ レーム型です。 1 回のモニ タ実行で 1 組の値のみ収集し ま

す。 詳細については、 ア ラー ト 収集モニ タのレポー ト の種類 (99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

ABAP ダンプ モニタには以下のア ラー ト  タ イプがあ り ます。 

• ABAP4_ERROR_EXIST

各 ABAP ダンプは 1 個のア ラー ト を生成し ます。

ファイルの場所

以下の表に、 r3mondmp モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3mondmp モニ タの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3mondmp モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。 

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

ABAP4_ERROR_EXIST

ア ラー ト  モニ タ  r3mondmp を、直前のタ イ ムフ レームで発生し た各ダンプにア ラー ト を生成する よ う に設定

するには、 ABAP4_ERROR_EXIST ア ラー ト  タ イプを使用し ます。 ABAP4_ERROR_EXIST のデフォルト

設定 では、 =MAX_ENTRIES を使用し、 SPI for SAP が メ ッ セージを生成する前に発生し ていなければな ら な

いダンプ数を数える方法を説明し ます。 また、 定義された数のダンプを監視する制限時間 (=TIME_LIMIT) を
時間単位で指定でき ます。 この例では、24時間で 10 個を超え るダンプが発生する と  SPI for SAP が メ ッ セー

ジを生成し ます。

表 39　 　 r3mondmp のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ABAP ダンプ モニタの収集実行フ ァ イル

r3mondmp.cfg 監視対象アプ リ ケーシ ョ ン サーバー用の設定フ ァ イル 

r3mondmp.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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ABAP4_ERROR_EXIST のデフォルト設定

AlertMonFun     =ALL  =ALL  =ALL   =ALL =ABAP4 =1\

=WARNING    =ABAP_Dump   =R3_ABAP-4\ 

=ABAP4_ERROR_EXIST 

# New feature in SPI for SAP version 8.0   

#AlertMonFun =ALL  =ALL =ALL =ALL =ABAP4 =1 \

=WARNING =ABAP_Dump =R3_ABAP-4 =ABAP4_ERROR_EXIST\

=MAX_ENTRIES  =I    =GT   =10   =    \

=TIME_LIMIT   =I    =LT =24   = 

SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト 移送には、r3mondmp モニタが HPOM for Windows への メ ッ セージの形式

で正し く ダンプを報告するかを検証する目的で使用でき る  ABAP ダンプを生成するプロ グ ラ ムが含まれて

います。 テス ト が成功する と、 HPOM for Windows コ ン ソールにテス ト  ダンプに関する メ ッ セージが表示

されます。 SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM for Windows 管理 ノード上の次の場所に配置されて

いる、 移送の README フ ァ イルを参照し て く ださい。 \usr\sap\trans\readme SPI for SAP 移送のイ ン

ポー ト および適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ イ

ド』 を参照し て く ださい。 移送のイ ンポー ト 後、 SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SE80 を使用し て ABAP オブジェ ク

ト  ナビゲータ を開き、 レポー ト  ( またはプロ グ ラ ム ) /HPOV/YSPI0004 までブラ ウ ズする こ と によ り 、 イ ン

ス ト ールされたテス ト プロ グ ラ ムを見る こ と ができ ます。

ジ ョブ レポート  モニタ : r3monjob

ジ ョ ブ レポー ト  ア ラー ト  モニタ  r3monjob は、 バッチ ジ ョ ブについて、 次の状況を判別し、 報告し ます。

• バッチ ジ ョ ブの実行時間が指定下限または指定上限を超過

• バッチ ジ ョ ブの予定開始日時と実開始日時と の間で、 指定時間が経過   

• 中断し たバッチ ジ ョ ブ

 ア ラー ト  モニタ r3monjob は、 次のア イ テムを参照し ます。 

• SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SM36、 またはSM38 が作成し たレポー ト

• SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SM37 によ る ID番号を含んだジ ョ ブの詳細

こ のア ラー ト  モニ タの生成する メ ッ セージは、 現在の SAP のバッチ ジ ョ ブの一覧を表示するオペレータ起

動型のア ク シ ョ ンを含みます。 

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

r3monjob を複数の メ ッ セージを送信する よ う に設定する こ と はでき ません。 ( た と えば、 バッチ ジ ョ ブの

実行時間が 5 分を超過し た ら まず注意域の メ ッ セージを送信し、 その後同じバッチ ジ ョ ブの実行時間が 10
分を超過し た ら危険域の メ ッ セージを送信するなど )
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モニタの種類

こ のモニタの種類はタ イ ムフ レーム型です。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細については、

ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

ジ ョ ブ レポー ト  モニタには以下のア ラー ト  タ イプがあ り ます。 r3monjob モニタ を使 う 場合は、必ず下記の

ア ラー ト  タ イプをすべて設定し て く ださい。

• JOB_MAX_RUN_TIME

ジ ョ ブの最大実行時間を定義する。 r3monjob は、 指定されたジ ョ ブが (分単位で ) 指定された最大時間

を超えて実行される場合、 ア ラー ト を送信し ます。

• JOB_MIN_RUN_TIME 

ジ ョ ブの最小実行時間を定義する。 r3monjob は、 指定されたジ ョ ブの実行時間が (分単位で ) 指定され

た時間に満たない場合、 ア ラー ト を送信し ます。

• START_PASSED

指定されたジ ョ ブの予定開始時間と実開始時間と の間で許される最大限の遅延時間。r3monjob は、ジ ョ

ブが (分単位で ) 指定された時間内に開始し ない場合、 ア ラー ト を ト リ ガし ます。

• JOB_ABORTED

r3monjob は、 設定内に指定し たジ ョ ブが正常に終わら なかった場合にア ラー ト を送信し ます。

初回の監視

特定のア ラー ト  タ イ プについてバ ッ チ ジ ョ ブ ア ラ ー ト を初めて監視する場合、 ジ ョ ブ レ ポー ト  モニ タ

r3monjob は SAP 内の以下の条件をチェ ッ ク し ます。

• 起動待ちのジ ョ ブ

• 過去2日以内に終了し たジ ョ ブ

• 実行中のジ ョ ブ

パフォーマンスの観点

一般に、 本稼働システムでは、 tbtco と い う テーブルは非常に大きいテーブルです。 データベースの選択速

度を高めるには、 ジ ョ ブ名の指定を出来るだけ詳細にし ます。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条

件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。
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ジ ョ ブ選択に費やされる時間は、 表40に示す順序で長 く な り ます。

パフ ォーマン スの面で、 exclude オプシ ョ ンは include オプシ ョ ン よ り も概し て高 く つ く こ と に注意し て く

ださい。 一般にデータベース検索では '*' のよ う なワ イル ド カード の使用は、明示的な検索よ り も処理コ ス ト

がかか り ます。

ファイルの場所

以下の表に、 r3monjob モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。 

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3monjobモニタの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。 

コマンド行パラ メータ

r3monjobモニタの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。 

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

表 40　 　ジ ョ ブ選択方法別ランタイム コストの順位

指定ジョブ名 Sign
オプシ ョ

ン 選択方法

JOBNAME I EQ Z5_CRITICAL_JOB_1> イ ンデッ ク ス

から選択

JOBNAME I CP Z5_CRITICAL_JOB*> イ ンデッ ク ス

から選択

JOBNAME E CP Z5_CRITICAL_JOB*> シーケンシャ

ル スキ ャ ン

表 41　 　 r3monjob のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) バッチ ジ ョ ブ モニ タ用収集の実行フ ァ イル

r3monjob.cfg 監視対象ジ ョ ブおよびジ ョ ブ条件の設定フ ァ イル

r3monjob.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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ジ ョブ レポート  モニタのアラート  タイプの設定方法

ジ ョ ブ レポー ト  モニ タ  r3monjob は、 指定し たジ ョ ブ、 ジ ョ ブの組み合わせ、 またはすべてのジ ョ ブにつ

いて、 リ ス ト されたア ラー ト  タ イプを使 う よ う に設定でき ます。 また、 他と は異な る監視条件を与え る必要

のあ る ジ ョ ブを例外 と し て定義する こ と も で き ます。 詳細は、 各ア ラー ト  タ イ プのパラ メ ータ と 設定オプ

シ ョ ンを リ ス ト し たア ラー ト  タ イプの表を参照し て く ださい。 exclude パラ メ ータおよび include パラ メ ー

タの値は上記のア ラー ト  タ イプに対し て特に影響力があ る ため、下記の使用方法についての共通のルールを

理解し ておいて く ださ い。

CP を使 う と選択プロセスが遅 く なる ため、 JOBNAME パラ メ ータに対し ては、 選択オプシ ョ ン CP は使わ

ないよ う にし て く ださ い。 CP を使用する場合は、 た と えば、 「CP *」 と指定する個所を 「CP SAP*」 と指定

し て、 CP の範囲を限定し て く ださい。

パラメータの値

こ の項では、SPI for SAP がア ラー ト  タ イプ エン ト リ の include および exclude パラ メ ータの値をどのよ う

に解釈するかについて説明し ます。 SPI for SAP は異な るパラ メ ータのパラ メ ータ値を AND 条件で比較し

ます。 同じパラ メ ータのパラ メ ータ値については、 SPI for SAP は以下のよ う に比較し ます。

• Include:  OR 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

• Exclude:  AND 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

表42 に示すよ う に、 SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り 前に行います。

JOB_MAX_RUN_TIME

JOB_MAX_RUN_TIME ア ラー ト  タ イプはジ ョ ブの最大実行時間を定義し ます。 ジ ョ ブ レポー ト  ア ラー ト

モニ タ  r3monjob を、 ジ ョ ブがパラ メ ータ  MAX_RUNTIME に設定された値を超過し た時にア ラー ト を生

成する よ う に設定するには、 JOB_MAX_RUN_TIME ア ラー ト  タ イプを使用し ます。 140 ページの表43 に
JOB_MAX_RUN_TIME ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧 と、 デフ ォル ト でパラ メ ー

タに割 り 当て られている値を示し ます。

表 42　 　同一パラメータについての include および exclude による比較 

選択オプシ ョ

ン

アラート  タイプ : JOB_MAX_RUN_TIME
選択オプシ ョ ンの設定例 比較方法

1 =JOBNAME   =I  =CP  =ZREP*  =

=MAX_RUNTIME  =I    =GT   =10  = 

OR

2 =JOBNAME   =I  =CP  =SAP*  =

=MAX_RUNTIME  =I    =GT   =20  =

OR

3 =JOBNAME   =E  =CP  =SAP_ZREP*  = AND
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表43 に リ ス ト し たパラ メ ータの設定は、 すべて任意です。 両方のパラ メ ータ を省略し た場合、 r3monjob は
指定期間に実行中のジ ョ ブすべてを報告し ます。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳

細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

次に、 ア ラー ト  タ イプ、 JOB_MAX_RUN_TIME の設定のデフ ォル ト と カス タマイ ズ例を示し ます。

JOB_MAX_RUN_TIME のデフォルト設定では、 <jobname>* と い う 名前のジ ョ ブの実行時間が 5 分を超え

た場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

JOB_MAX_RUN_TIME のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1  \

=WARNING    =MaxRunTime   =R3_Jobs\

=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME  =I  =CP  =<jobname>*  =\

=MAX_RUNTIME   =I  =GT  =5  =

JOB_MAX_RUN_TIME 設定のカスタマイズ では、 SAPZ* を除 く  SAP* と い う 名前のすべてのレポー ト の

中に 10 分を超え る実行時間のジ ョ ブがあった場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

JOB_MAX_RUN_TIME 設定のカスタマイズ

AlertMonFun =ALL  =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1\

=WARNING    =MaxRunTime   =R3_Jobs  \

=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME =I =CP =SAP*  = \

=MAX_RUNTIME   =I  =GT  =10  = 

表 43　 　 JOB_MAX_RUN_TIME 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

JOBNAME 監視する ジ ョ ブ

の名前

= Sign:I, E I

= Opt: EQ, CP, BT CP

= Low < ジ ョ ブ名> *

= High

(必ず範囲を指定し て使い

ます。 )  

MAX_RUNTIME 超過する と警告

を生成する、 分

単位のジ ョ ブの

実行時間 

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, GE, GT, BT GT 

= Low

(こ のパラ メ ータ は、 数値

で指定し ま す。 他の値を指

定する と 、 モニタ はダンプ

を生成し て終了し ま す。 )

5

= High

(必ず範囲を指定し て使い

ます。 )  
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AlertMonFun =ALL  =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1\

=WARNING  =MaxRunTime   =R3_Jobs  \

=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME  =E =CP =SAPZ*  = \

=MAX_RUNTIME   =I  =GT  =10  = 

SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト 移送には、 長時間実行される ジ ョ ブを起動する こ と ができ るプロ グ ラ ムが

含まれています。 こ のジ ョ ブを使用し て、 ジ ョ ブが定義し た時間を超過し て実行された場合に r3monjob モ
ニタが HPOM for Windows に メ ッ セージを送信する よ う に正し く 設定されているかを確認する こ と ができ

ます。 テス ト が成功し た場合、 HPOM for Windows  コ ン ソールにテス ト  ジ ョ ブに関する メ ッ セージが表示

されます。 SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM for Windows 管理 ノード上の次の場所に配置されて

いる、 移送の README フ ァ イルを参照し て く ださい。 \usr\sap\trans\readme SPI for SAP 移送のイ ン

ポー ト および適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ イ

ド』 を参照し て く ださい。 移送のイ ンポー ト 後、 SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SE80 を使用し て ABAP オブジェ ク

ト  ナビゲータ を開き、 レポー ト  ( またはプロ グ ラ ム ) /HPOV/YSPI0002 までブラ ウ ズする こ と によ り 、 イ ン

ス ト ールされたプロ グ ラ ムを見る こ と ができ ます。

JOB_MIN_RUN_TIME

JOB_MIN_RUN_TIME ア ラー ト  タ イプはジ ョ ブの最小実行時間を定義し ます。 ジ ョ ブ レポー ト  ア ラー ト

モニタ  r3monjob を、ジ ョ ブが少な く と もパラ メ ータ  MIN_RUNTIME に設定された時間だけ実行し続けな

かった時にア ラー ト を生成する よ う に設定するには、 JOB_MIN_RUN_TIME ア ラー ト  タ イ プを使用し ま

す。141 ページの表44 に JOB_MIN_RUN_TIME ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、

デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。

次のパラ メ ータの設定は、 任意です。 両方のパラ メ ータ を省略し た場合は、 指定タ イ ムフ レーム中に実行中

のジ ョ ブがすべて報告されます。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ペー

ジの表19 を参照し て く ださい。

表 44　 　 JOB_MIN_RUN_TIME 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

JOBNAME 監視する ジ ョ ブの名前 = Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP, BT CP

= Low < ジ ョ ブ名> *

= High: a

a. 必ず範囲を指定し て使います。

MIN_RUNTIME 指定し た実行時間に満た

ないジ ョ ブが発生し た場

合に、 警告を生成する基

準と なる最小実行時間を

定義する  (分単位 ) 

= Sign: I, E I

= Opt: EQ,LE, LT, BT LT 

=Low <分単位の最小値> 
b

b. こ のパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニ タはダンプを生成し て終

了し ます。

1

= High
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次に、 ア ラー ト  タ イプ、 JOB_MIN_RUN_TIME のデフ ォル ト 設定と カ ス タマイ ズ設定の例を示し ます。

JOB_MIN_RUN_TIME のデフォルト設定では、 実行時間が 1 分に満たない <jobname>* と い う 名前のレ

ポー ト があった場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

JOB_MIN_RUN_TIME のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL  =ALL =JOBREPORT  =1  \

=WARNING      =MinRunTime  =R3_Jobs\

=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME   =I  =CP  =<jobname>*  = \

=MIN_RUNTIME =I  =LT  =1   =

JOB_MIN_RUN_TIMEのカスタマイズ設定例では、SAPZ* を除 く  SAP* と い う 名前のすべてのレポー ト の

中に、 2 分に満たない実行時間のジ ョ ブがあった場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

JOB_MIN_RUN_TIMEのカスタマイズ設定例

AlertMonFun  =ALL =ALL   =ALL  =ALL  =JOBREPORT =1  \

=WARNING    =MinRunTime   =R3_Jobs  \

=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME       =I    =CP     =SAP*  = \

=MIN_RUNTIME   =I  =LT  =2  = 

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL  =ALL =JOBREPORT =1  \

=WARNING    =MinRunTime   =R3_Jobs  \

=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME       =E     =CP     =SAPZ*  = \

=MIN_RUNTIME   =I  =LT  =2  =

SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト 移送には、 短いジ ョ ブを起動する こ と ができ るプロ グ ラ ムが含まれていま

す。 このジ ョ ブを使用し て、ジ ョ ブの実行時間が定義し た時間に満たない場合に r3monjob モニタが HPOM
for Windows に メ ッ セージを送信する よ う に正し く 設定されているかを確認する こ と ができ ます。 テス ト が

成功し た場合、 HPOM for Windows  コ ン ソールにテス ト  ジ ョ ブに関する メ ッ セージが表示されます。 SPI
for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM for Windows 管理 ノ ー ド 上の次の場所に配置されている、 移送の

README フ ァ イルを参照し て く ださ い。 \usr\sap\trans\readme SPI for SAP 移送のイ ンポー ト および

適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し て

く だ さ い。 移送のイ ンポー ト 後、 SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SE80 を使用し て ABAP オブジェ ク ト  ナビゲータ

を開き、 レポー ト  ( またはプロ グ ラ ム ) /HPOV/YSPI0005 までブラ ウ ズする こ と によ り 、 イ ン ス ト ールされ

たプロ グ ラ ムを見る こ と ができ ます。

START_PASSED

START_PASSED ア ラー ト  タ イプは、 ジ ョ ブの予定開始時間 と 実開始時間 と の間で許される最大限の遅延

時間を定義し ます。 ジ ョ ブ レポー ト  ア ラー ト  モニ タ  r3monjob を、 指定し たジ ョ ブが予定された開始時刻

か ら  TIME_SPAN パラ メ ータで指定し た時間内に開始し ない場合にア ラー ト を生成する よ う に設定するに

は、 START_PASSED ア ラー ト  タ イプを使用し ます。 143 ページの表45 に START_PASSED ア ラー ト  タ
イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。

ジ ョ ブがス ケジ ュールされたが開始時間がない場合、 開始時間が割 り 当て られて SAP データベースがそれ

を認識でき る よ う にな ら なければ、 r3monjob はそのジ ョ ブを監視でき ません。 SAP がジ ョ ブに開始時間を

割 り 当てるのは、 ジ ョ ブが特定のステータ スになった と きだけです。 Released、 Ready、 Active、 Finished、

および Canceled と い う  SAP ジ ョ ブ ステータ スは、開始時間が割 り 当て られてお り 、 し たがって r3monjob
で監視でき ます。
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次のパラ メ ータの設定は、 任意です。 両方のパラ メ ータ を省略し た場合は、 指定タ イ ムフ レーム中に実行中

のジ ョ ブがすべて報告されます。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ペー

ジの表19 を参照し て く ださい。

START_PASSED のデフ ォル ト 設定では、 予定開始時間 を 過ぎ て、 1 分 を 経過 し て も 起動 し な か っ た

<jobname>* と い う 名前のレポー ト があった場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

START_PASSED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL  =ALL =ALL   =ALL =JOBREPORT  =1\

=WARNING    =StartPassed  =R3_Jobs  \

=START_PASSED     =JOBNAME    =I  =CP   =<jobname>* =\

 =TIME_SPAN  =I  =GT   =1         = 

JOB_ABORTED

JOB_ABORTED ア ラー ト  タ イプは、正常に完了し ないジ ョ ブの名前を定義し ます。 ジ ョ ブ レポー ト  ア ラー

ト  モニ タ  r3monjob を、設定フ ァ イルに指定し たジ ョ ブが正常に完了し ない時に必ずア ラー ト を生成する よ

う に設定するには、JOB_ABORTED ア ラー ト  タ イプを使用し ます。144 ページの表46 に JOB_ABORTED
ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値

を示し ます。

表 45　 　 START_PASSED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

JOBNAME 監視する ジ ョ ブの

名前

= Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP, BT CP

= Low < ジ ョ ブ名> *

= High a

TIME_SPAN ア ラー ト 発生の基準

と なる分単位のジ ョ

ブ実行時間。 範囲に

よ る時間指定は不

要。 特定の時間を指

定する                  

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, GT, GE, BT GT

=Low b <開始予定時刻からの超過

時間の範囲の下限値 (分 )>

1

=High <開始予定時刻からの超過

時間の範囲の上限値 (分 )>

a. 必ず範囲を指定し て使います。

b. こ のパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニ タはダンプを生成し て終了し

ます。
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こ のパラ メ ータの設定は、 任意です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102
ページの表19 を参照し て く ださい。

JOB_ABORTED のデフォルト設定では、 <jobname>* と い う 名前のジ ョ ブが中断し た場合に、 警告を生成

する イベン ト が発生し ます。

JOB_ABORTED のデフォルト設定

AlertMonFun   =ALL =ALL =ALL  =ALL  =JOBREPORT =1\

=WARNING   =Aborted      =R3_Jobs \

 =JOB_ABORTED      =JOBNAME      =I      =CP =  <jobname>*      

JOB_ABORTED のカスタマイズ設定例では、 SAP_REORG_ABAPDUMPS または ITOTEST と い う 名前

のジ ョ ブが中断し た場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

JOB_ABORTED のカスタマイズ設定例

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL =JOBREPORT =1\ 

=WARNING   =Aborted =R3_Jobs \

=JOB_ABORTED  =JOBNAME  =I =EQ =SAP_REORG_ABAPDUMPS = 

AlertMonFun  =ALL  =ALL =ALL  =ALL  =JOBREPORT        =1  \ 

=WARNING   =Aborted  =R3_Jobs\

=JOB_ABORTED =JOBNAME   =I   =EQ  =ITOTEST =  

SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト 移送には、 ABAP ダンプを生成する こ と ができ るプロ グ ラ ムが含まれてい

ます。 生成されたダンプを使用し て、ジ ョ ブが中断された場合に r3monjob モニタが HPOM for Windows に
メ ッ セージを送信する よ う に正し く 設定されているかを確認する こ と ができ ます。 SPI for SAP の移送の内

容の詳細は、 HPOM for Windows 管理 ノ ー ド 上の次の場所に配置されている、 移送の README フ ァ イル

を参照し て く ださ い。\usr\sap\trans\readme SPI for SAP 移送のイ ンポー ト および適用に関する詳細は、

『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し て く ださい。 移送のイ ン

ポー ト 後、SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SE80 を使用し て ABAP オブジェ ク ト  ナビゲータ を開き、 レポー ト  ( また

はプロ グ ラ ム ) /HPOV/YSPI0004 までブラ ウズする こ と によ り 、 イ ン ス ト ールされたテス ト プロ グ ラ ムを見

る こ と ができ ます。

ロックチェ ック  モニタ : r3monlck

ロ ッ クチェ ッ ク  ア ラー ト 収集モニ タ  r3monlck は、 SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ンの論理的ロ ッ ク を管

理し、 古 く なった ロ ッ ク を報告するエンキ ュー プロセス を参照し ます。 古 く なった ロ ッ クは指定し た期間よ

り 前のロ ッ ク と し て定義されます。 チェ ッ クは、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーについて、 監視実行ご

と に 1 回行います。 

表 46　 　 JOB_ABORTED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

JOBNAME 監視するジ ョ ブ

の名前

= Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP, BT CP

= Low < ジ ョ ブ名> *

= High a

a. 範囲を指定し たい場合に使います。
144 第 4 章



ロ ッ ク されているオブジェ ク ト を、 関連付け られたユーザー以外が変更する こ と はでき ません。 重大な問題

を引き起こす可能性があ り ます。 オペレータは、 特定のイ ン ス タ ン スについて設定されている ロ ッ ク を ト ラ

ンザク シ ョ ン SM12 でチェ ッ ク でき ます。 ロ ッ ク させる可能性のあ る ア ク シ ョ ンの例を 2 つ紹介し ます。

• ユーザーが、SAP NetWeaver システムから ロ グオフせずにコ ンピ ュータの電源を切った場合 ( ロ ッ ク さ

れたオブジェ ク ト の最も一般的なケース ) 

• 1 個の SAP イ ン ス タ ン ス全体が失敗し た場合

ア ラー ト  モニ タ  r3monlck は SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SM12 を参照し ます。

こ のア ラー ト  モニ タの生成する メ ッ セージは、SM12 Locks Overview モジ ュールを コールするオペレータ起

動型ア ク シ ョ ン を含んでいます。 オペレータ は、 特定の イ ン ス タ ン スに設定 さ れてい る ロ ッ ク を SM12 で
チェ ッ ク でき ます。 

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

モニタの種類

r3monlck モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型です。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細につ

いては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

ロ ッ クチェ ッ ク  モニ タの使 う ア ラー ト  タ イプは、 次の 1 種類だけです。

OLD_LOCKS

LOCK_TIME パラ メ ータで指定する時間に基づいて、 いつロ ッ ク が 「古 く なった」 とするかを指定し ます。

ファイルの場所

以下の表に、 r3monlck モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3monlck モニ タの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

表 47　 　 r3monlck のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) lock_checkモニタの収集実行フ ァ イル

r3monlck.cfg lock_check モニ タの設定フ ァ イル 

r3monlck.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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コマンド行パラ メータ

r3monlck モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。    

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

OLD_LOCKS

OLD_LOCKS ア ラー ト  タ イプは、 LOCK_TIME パラ メ ータで指定し た時間に基づいて、 いつロ ッ ク が 「古

く なった」 とするかを指定し ます。 r3monlck を、 ジ ョ ブがパラ メ ータ  LOCK_TIME に設定された時間を超

過し た時にア ラー ト を生成する よ う に設定するには、OLD_LOCKS ア ラー ト  タ イプを使用し ます。146 ペー

ジの表48 に OLD_LOCKS ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、デフ ォル ト でパラ メ ー

タに割 り 当て られている値を示し ます。

次のパラ メ ータの設定は、 必須です。  .cfgフ ァ イルには複数の設定が可能であ る こ と に注意し て く ださい。

ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

OLD_LOCKS のデフォルト設定 では、 24 時間を超過し た ロ ッ クが発生する と、 警告を生成する イベン ト が

発生し ます。

OLD_LOCKS のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL   =ALL =LOCK_CHECK =1\

=WARNING    =Enqueue  =R3_Enqueue\

=OLD_LOCKS  =LOCK_TIME =I    =GT  =24   = 

操作モード  モニタ : r3monoms

操作モード  ア ラー ト  モニタ  r3monoms は、各アプ リ ケーシ ョ ン サーバーについて以下の状況を確認し ます。

• 予定し ていた操作モード の切 り 替えは、 指定時刻よ り 後に発生し たか

• 予定し ていた操作モード の切 り 替えが、 ま った く 発生し なかったか

表 48　 　 LOCK_TIME 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

LOCK_TIME この時間が経過する

と ロ ッ ク が古 く なっ

た と判断される

 (1時間単位 )

= Sign: I,E I

= Opt: EQ, GT, GE, LE, LT, BT GT 

= Low: < 1時間単位の時間> a

= High: b

a. こ のパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニ タはダンプを生成し て終了し ま

す。

b. 範囲を指定し たい場合に使います。
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ア ラー ト  モニ タ  r3monoms が参照する  SAP オブジェ ク ト は、 次の とお り です。 

• SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SM63 の予定操作モード

• SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン RZ04 の設定モード

操作モー ド の切 り 替えに障害が生じ る と、 SAP NetWeaver システムのパフ ォーマン スに影響し、 障害が発

生するおそれがあ り ます。 操作モー ド の切 り 替えに障害が発生する理由は様々です。 た と えば、 切 り 替えの

必要なワーク プロセスの 1 つがまだプロセス を実行中に、 操作モー ド を切 り 替え る場合などがあ り ます。 こ
の問題を解決するには、 通常は、 た と えば操作モー ド のス テータ ス を強制的に変更し テス ト する と いった、

システム管理者によ る処理が必要です。 

操作モード が予定時間内に有効にな ら ない と、操作モード の切 り 替えが失敗し た と の警告が生成されますが、

何の対処も行わな く て も その後切 り 替えが成功し た場合、 SPI for SAP は遅 く なった ものの予定された切 り

替えを処理し た こ と を示す メ ッ セージを送信し ます。 

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ません。 有効性チェ ッ

ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イルの検

証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参照し て く ださ い。

モニタの種類

r3monoms モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型です。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細につ

いては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

操作モード  ア ラー ト  モニタ  r3monoms の使 う ア ラー ト  タ イプは、 次の 1 種類だけです。 

• OM_SWITCH_OVERDUE 

操作モード の切 り 替え遅延を判断する基準を定義する

ファイルの場所

以下の表に、 r3monoms モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

操作モード  モニタ  r3monoms は、 WebAS 7.0/ Netweaver04s ( カーネル 7) 環境の監視をサポー ト し ていま

せん。 こ の場合の SAP 内の変化は監視すべき操作モー ド の切 り 替えエラーが発生し ていない こ と を意味し

ます。

表 49　 　 r3monoms のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) 操作モード  モニタ用収集の実行フ ァ イル

r3monoms.cfg 操作モード  モニタの設定フ ァ イル 

r3monoms.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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環境変数

r3monomsモニタの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3monoms モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。 

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

OM_SWITCH_OVERDUE

OM_SWITCH_OVERDUE ア ラー ト  タ イプは、 操作モー ド の切 り 替えが行なわれなければな ら ない期間を

定義し ます。 r3monoms を、 操作モー ド の切 り 替えが定義された期間内に行なわれない場合にア ラー ト を生

成す る よ う に設定す る には、 OM_SWITCH_OVERDUE ア ラ ー ト  タ イ プ を 使用 し ま す。 表 50 に

OM_SWITCH_OVERDUE ア ラ ー ト  タ イ プの設定に使用で き る パ ラ メ ータ の一覧 と、 デフ ォル ト でパ ラ

メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。

表50のパラ メ ータの設定は任意です。 デフ ォル ト では、操作モード の切 り 替えの遅れが 3 分を超え る と警告

を生成し ます。

APSERVER パラ メ ータによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存し たモニタ  r3monwpa、 r3monusr、 およ

び r3monoms を設定し、特定のアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを監視でき ます。 次の方法で APSERVER を設定

し て く だ さ い。 こ こ で、 <hostname> は監視する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの名前で、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン

SM51 が示すアプ リ ケーシ ョ ン サーバーの リ ス ト に表示される名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定で示すよ う に、APSERVER で指定する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを持つ

SAP NetWeaver セン ト ラル イ ン ス タ ン スのホス ト 名にはわか り 易い名前を定義する こ と をお勧めし ます。 

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun  =<hostname> =ALL =ALL =ALL =OM =1 \

=WARNING   =OperationMode  =R3_WP   \

=OM_SWITCH_OVERDUE =OVERDUE_TIME   =I  =GT  =15   = \

                  =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =
148 第 4 章



アプリケーシ ョ ン サーバーの指定中の <hostname> は、r3monoms モニタが実行されている ホス ト の名前で

す。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの表 19 を参照し て く だ さ

い。

OM_SWITCH_OVERDUE のデフォルト設定では、 予定されている操作モード の切 り 替えが、 3 分を超過し

て遅れている場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

OM_SWITCH_OVERDUE のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL  =ALL=OM  =1\

=WARNING   =OperationMode  =R3_WP\

=OM_SWITCH_OVERDUE   =OVERDUE_TIME  =I   =GT  =3  = 

RFC 宛先モニタ : r3monrfc

RFC 宛先モニ タ  r3monrfc は、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存せず、 SAP 環境での RFC 宛先をチェ ッ

ク し ます。 SAP は RFC 宛先 を使って、 別の SAP システムに存在する関数モジ ュールを リ モー ト で実行し

ます。 ア ラ ー ト 収集モニ タ  r3monrfc は RFC 宛先を参照す る ため、 SAP NetWeaver ト ラ ンザ ク シ ョ ン

SM59 を使ってそれを表示、 作成、 保守する こ と ができ ます。

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

表 50　 　OM_SWITCH_OVERDUE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

APSERVER 監視する アプ リ ケー

シ ョ ン サーバーを

指定

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low: < アプ リ ケーシ ョ ン サー

バー ID>

= High: 

OVERDUE_TIME この時間 （分） が経

過する と、 予定され

ているモード の切 り

替えが期限切れ と な

る  

= Sign:I, E I

= Opt: GT, GE, LE, LT, BT GT

= Low: <分単位の時間> a 3

= High: b

a. 必須です。 これがない と 、 モニ タはチェ ッ ク を実行でき ません。

b. 範囲を指定し たい場合に使います。
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モニタの種類

r3monrfc モニ タはスナ ッ プシ ョ ッ ト 型です。 1 回のモニ タ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細について

は、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

RFC 宛先 ア ラー ト  モニ タには次のア ラー ト  タ イ プがあ り ます。 これはスナ ッ プシ ョ ッ ト  レポー ト 型を使

います。

CHECK

SAP-RFC 接続が失敗し た と きのア ラー ト 条件を定義する

ファイルの場所

以下の表に、 r3monrfc モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3monrfc モニ タの使 う 環境変数を、 103 ページの表21 に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3monrfc モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22 に示し ます。    

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

制限事項

以下の RFC 宛先は、SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SM59 (SAP 6.40 以降 ) に リ ス ト されていれば、r3monrfc を使

用し て監視でき ます。

• 外部サーバーへの HTTP 接続

• SAP NetWeaver システムへの HTTP 接続

表 51　 　 r3monrfc 用ファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) SAP-RFC モニ タの収集実行フ ァ イル

r3monrfc.cfg SAP-RFC モニ タの設定フ ァ イル 

r3monrfc.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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RFC 宛先 アラート  タイプの設定

RFC 宛先モニタ  r3monrfc のア ラー ト  タ イプのすべてについて、CONNECTION_TYPE および NAME の
パラ メ ータ を設定する必要があ り ます。 下記に示す r3monrfc の exclude および include パラ メ ータについ

ての一般的なルールにも注意し て く ださ い。

パラメータの値

こ の項では、SPI for SAP がア ラー ト  タ イプ エン ト リ の include および exclude パラ メ ータの値をどのよ う

に解釈するかについて説明し ます。 SPI for SAP は異な るパラ メ ータのパラ メ ータ値を AND 条件で比較し

ます。 同じパラ メ ータのパラ メ ータ値については、 SPI for SAP は以下のよ う に比較し ます。

• Include: OR 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

• Exclude: AND 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り 前に行います。

CHECK

CHECK は、SPI for SAP の RFC 宛先モニタ  r3monrfc のス ナッ プショ ッ ト 型のアラ ート  タ イ プです。 ス ナッ

プショ ッ ト 型のアラ ート  タ イ プは、モニタ が実行さ れた瞬間の SAP シス テムのス ナッ プショ ッ ト をと り ま す。 

CHECK ア ラー ト  タ イプは、SAP-RFC 接続が失敗し た と きのア ラー ト 条件を定義し ます。 r3monrfc を、対

象シ ス テムへの RFC 接続テ ス ト が失敗し た場合にア ラー ト を生成する よ う に設定する には、 CHECK ア
ラー ト  タ イプを使用し ます。151 ページの表52 に CHECK ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータ

の一覧と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。

CHECK パラ メ ータは設定し なければな り ません。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の

詳細は、 表52 を参照し て く ださい。

デフ ォル ト の Check-RFC_DESTINATION の設定では、 タ イ プ 3 の SAP-RFC 宛先のいずれか で

RFC_DESTINATION テス ト が失敗する と、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

表 52　 　CHECK 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

CONNECTION_TYPE 監視対象の SAP RFC 接続の

タ イプ。 た と えば、 1、 3、

M、 T... Type 1= アプ リ ケー

シ ョ ン サーバー、 Type 3= 
SAP NetWeaver システム、

Type M= CMC、 Type T 
=TCP/IP、 Type G= 外部

サーバーへの HTTP接続、

Type H= SAP NetWeaver シ
ステムへの HTTP 接続など。

= Sign: I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low 3

= High

NAME SAP-RFC 接続に割 り 当てた

名前。 ト ラ ンザク シ ョ ン 
SM59 内に表示される もの 

= Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP EQ

= Low: <SID> ’ ’

= High: 
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デフォルトの Check-RFC_DESTINATION の設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =RFC_DESTINATION =1 \

=WARNING =RFC_Destinations =R3_RFC \

=CHECK =CONNECTION_TYPE =I =EQ =3 =

Check-RFC_DESTINATION の設定例 では、 OV_C01_099 と い う 名前の 1 つの SAP-RFC 宛先で

RFC_DESTINATION テス ト が失敗する と、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。

Check-RFC_DESTINATION の設定例

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =RFC_DESTINATION =1 \

=WARNING =RFC_Destinations =R3_RFC \

=CHECK =NAME =I =CP =OV_C01_099 =

スプール モニタ : r3monspl

スプール ア ラー ト  モニ タ  r3monspl はアプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存せず、 スプールのエン ト リ につい

て次の事項を監視し ます。

• スプール要求数、 こ の値にな る と警告を生成し ます。

• エラーのスプール要求数、 こ の値にな る と警告を生成し ます。

• 指定されたプ リ ン タでの誤ったスプール要求の受信

ア ラー ト  モニタ  r3monspl は、 SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SP01 の出力する タ ス ク、 および、 SAP
NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SE38 のレポー ト のソース を参照し ます。

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

モニタの種類

r3monspl ア ラー ト  モニタの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型です。1 回のモニ タ実行で 1 組の値のみ収集し ます。

詳細については、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

スプール ア ラー ト  モニタの使 う ア ラー ト  タ イプは、 次の とお り です。 

• SPOOL_ENTRIES_RANGE 

スプール要求数を定義する。 これを超過する と警告が生成される。

• SPOOL_ERROR_RANGE

エラーのスプール要求数を定義する。 これを超過する と警告が生成される。

• PRINT_ERROR_EXISTS

スプール エラーの監視対象のプ リ ン タの名前を指定する
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ファイルの場所

以下の表に、 r3monspl モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3monsplモニタの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3monspl モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。 

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

スプール モニタのアラート  タイプの設定

各ア ラー ト  タ イプのスプール モニ タ  r3monspl を設定し てか ら、 さ ま ざ まな監視条件について例外を定義

でき ます。 詳細は、各ア ラー ト  タ イプのパラ メ ータ と設定が示されている ア ラー ト  タ イプの表を参照し て く

ださい。

SPOOL_ENTRIES_RANGE

SPOOL_ENTRIES_RANGE ア ラー ト  タ イプは、スプール要求数を定義し ます。 これを超過する と ア ラー ト

が生成されます。 r3monspl を、 スプール エン ト リ 数が設定された範囲を逸脱し た場合にア ラー ト を生成す

る よ う に設定す る には、 SPOOL_ENTRIES_RANGE ア ラ ー ト  タ イ プ を 使用 し ま す。 表 54 に

SPOOL_ENTRIES_RANGE ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧 と、 デフ ォル ト でパラ

メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。

表 53　 　 r3monspl のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) スプール モニタ用の収集実行フ ァ イル

r3monspl.cfg スプール モニタの設定フ ァ イル 

r3monspl.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
SPI for SAP アラート収集モニタ 153



RANGE パラ メ ータの設定は、 必須です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、

102 ページの表19 を参照し て く ださい。

SPOOL_ENTRIES_RANGE のデフォルト設定では、 スプールのエン ト リ が 50 個を超え る と、 警告を生成

する イベン ト が発生し ます。

SPOOL_ENTRIES_RANGE のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL   =ALL =ALL =ALL =SPOOLER  =1\

=CRITICAL     =Spool   =R3_Spooler \

=SPOOL_ENTRIES_RANGE    =RANGE  =I  =GT  =50   = 

SPOOL_ERROR_RANGE

SPOOL_ERROR_RANGE ア ラー ト  タ イプは、エラーのスプール要求数を定義し ます。 これを超過する と ア

ラー ト が生成されます。 r3monspl を、 エラーのスプール エン ト リ 数が設定された範囲を逸脱し た場合にア

ラー ト を生成する よ う に設定するには、 SPOOL_ERROR_RANGE ア ラー ト  タ イプを使用し ます。 表55 に
SPOOL_ERROR_RANGE ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、デフ ォル ト でパラ メ ー

タに割 り 当て られている値を示し ます。

RANGE パラ メ ータの設定は、 必須です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、

102 ページの表19 を参照し て く ださい。

表 54　 　 SPOOL_ENTRIES_RANGE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

RANGE ア ラー ト 発生基準 とする ス

プールのエン ト リ 数。 こ のパ

ラ メ ータは、 名前はRANGE 
(範囲 ) だが、 選択オプシ ョ

ンの範囲 と し て指定する必

要はないので注意。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ, GT, GE, LE, LT, BT GT

= Low: a 50

= High: 

a. こ のパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と 、 モニタはダンプを生成し て終了し ます。

表 55　 　 SPOOL_ERROR_RANGE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

RANGE ア ラー ト 発生基準と な るエ

ラーのスプール要求数。 こ の

パラ メ ータは、 名前は

RANGE (範囲 ) だが、 選択

オプシ ョ ンの範囲と し て指定

する必要はないので注意。

= Sign:I, E I

= Opt: EQ, GT, GE,LE, LT, BT GT

= Low: a 50

= High:

a. こ のパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニ タはダンプを生成し て終了し ます。
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SPOOL_ERROR_RANGE のデフォルト設定では、 エラーのスプール要求数が 50 個を超えた場合に、 警告

を生成する イベン ト が発生し ます。 

SPOOL_ERROR_RANGE のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL =ALL  =SPOOLER  =1\

=CRITICAL =Spool  =R3_Spooler \

=SPOOL_ERROR_RANGE  =RANGE  =I  =GT  =50    =

PRINT_ERROR_EXISTS

PRINT_ERROR_EXISTS アラ ート  タ イ プはス プール エラ ーの監視対象のプリ ンタ を定義し ま す。 r3monspl
を、 ス プール エラ ーが指定さ れた プリ ン タ に発生し た場合にア ラ ート を 生成する よ う に設定する には、

SPOOL_ERROR_RANGE アラ ート  タ イ プを使用し ま す。表56 に PRINT_ERROR_EXISTS アラ ート  タ イ プ

の設定に使用でき る パラ メ ータ の一覧と 、 デフォ ルト でパラ メ ータ に割り 当てら れている 値を示し ま す。

指定し たプ リ ン タにスプール エラーが発生し た場合に、 r3monspl はア ラー ト を生成し ます。 PRINTER パ
ラ メ ータの設定は、 必須です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページ

の表19 を参照し て く ださい。

PRINT_ERROR_EXISTS のデフォルト設定では、 どのプ リ ン タでも、 スプール エン ト リ にエラーが発生し

た場合に、 r3monspl はア ラー ト を生成し ます。

PRINT_ERROR_EXISTS のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL =ALL  =ALL  =SPOOLER  =1\

=WARNING  =Spool  =R3_Spooler \

=PRINT_ERROR_EXISTS =PRINTER   =I  =CP      =*   = 

移送モニタ : r3montra

移送モニタ  r3montra は、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存せず、移送システム (transport system) の次の

事項についてチェ ッ ク し ます。 

• 監視対象システムのイ ンポー ト ・ エ ク スポー ト の成否

• 監視対象システムの確認済 ・ 未確認の リ ペア (repair) の存在

• 接続テス ト  (PING) によ る設定システムへの接続

• 設定システムの TP テス ト

ア ラー ト  モニ タ  r3montra は、 SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン STMS および SE01 の示す移送ルー ト を

参照し ます。

表 56　 　 PRINT_ERROR_EXISTS 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

PRINTER ステータ ス  エラー

のスプール エン ト

リ をチェ ッ ク し な

ければな ら ないプ

リ ン タ  

= Sign:I, E I

= Opt: CP

= Low: *

= High: 
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標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ません。 有効性チェ ッ

ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、ア ラー ト 収集モニタ設定フ ァ イルの検

証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参照し て く ださ い。

モニタの種類

r3montra モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型です。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細につ

いては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

 移送ア ラー ト  モニタの使 う ア ラー ト  タ イプは、 次の とお り です。 このア ラー ト  モニタは、 スナッ プシ ョ ッ

ト 型と タ イ ムフ レーム型を混合し たレポー ト を使用し ます。

• TRANS

イ ンポー ト 移送と エ ク スポー ト 移送の成功および失敗のア ラー ト 発生条件を定義する

• REPAIR

確認済 ・ 未確認の リ ペアのア ラー ト 条件を定義する

• RFCONNECT

システム間の RFC 接続のア ラー ト 条件を定義する

• TPTEST

データベース と の TP イ ン タ フ ェースのア ラー ト 条件を定義する。 接続テス ト  (PING)、接続されたデー

タベースへの TP コール、 TP イ ン タ フ ェースのチェ ッ ク  (バージ ョ ン、 移送デ ィ レ ク ト リ 、 TPPARAM
のパス、 フ ァ イルチェ ッ ク、 および TPLOG のチェ ッ ク ) など を含む

ファイルの場所

以下の表に、 r3montra モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3montraモニタの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3montra モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。    

表 57　 　 r3montra のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) 移送モニ タ  (移送準備 )用収集の実行フ ァ イル

r3montra.cfg 移送モニ タ  (移送準備 )の設定フ ァ イル 

r3montra.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

移送モニタのアラート  タイプの設定方法

移送モニタ  r3montra のア ラー ト  タ イプのすべてについて、ALERT_THRESHOLD パラ メ ータ を設定する

必要があ り ま す。 他のパ ラ メ ー タ の設定は、 すべて任意です。 下記に示す r3montra の exclude お よ び

include パラ メ ータについての一般的なルールにも注意し て く ださい。

パラメータの値

こ の項では、SPI for SAP がア ラー ト  タ イプ エン ト リ の include および exclude パラ メ ータの値をどのよ う

に解釈するかについて説明し ます。 SPI for SAP は異な るパラ メ ータのパラ メ ータ値を AND 条件で比較し

ます。 同じパラ メ ータのパラ メ ータ値については、 以下のよ う に比較し ます。

• Include:   OR 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

• Exclude:   AND 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り 前に行います。

TRANS

TRANS は SPI for SAP の移送モニ タ  r3montra のタ イ ム フ レーム型のア ラー ト  タ イプです。 r3montra は、

失敗または成功し た移送のイ ンポー ト およびエ ク スポー ト 件数が、 定義された し きい値を超過し た場合にア

ラー ト を生成し ます。 パラ メ ータ  USERNAME は TRANS ア ラー ト  タ イプでは必須です。 

157 ページの表58 に TRANS ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、 デフ ォル ト でパラ

メ ータ に割 り 当て ら れてい る値を示し ます。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細

は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

表 58　 　 TRANS 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

ALERT_THRESHOLD 移送ステー ト の戻 り

値、 この値を超え る

と ア ラー ト が発生す

る。 例 : 4 (注意域 )

= Sign:I, E I

= Opt: GT, GE, LT, LE GT

= Low: a 4

= High: 

E_SUCCESS 成功し たエク スポー

ト 移送のすべてを含

めるためのフ ィ ルタ  
オプシ ョ ン

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low: b X

= High: 
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a. 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成し て終了し ます。

b. デフ ォル ト 値以外のエン ト リ は、 空白文字とみな されます。

c. リ ク エス ト / タ ス クはユーザー依存型のため、 こ の リ ク エス ト / タ ス ク を使ってデータ を制限でき ます。

d. データベース管理タ ス ク用の SAP ユーザー名

TRANS のデフォルト設定では、 イ ンポー ト 移送またはエ ク スポー ト 移送のし きい値が 4 を超えた場合に、

警告を生成する イベン ト が発生し ます。 パラ メ ータ  ALERT_THRESHOLD のし きい値で定義された 「4」 と

い う 数は、 イ ンポー ト の合計数ではな く イ ンポー ト に関連する  SAP の戻 り 値を指すこ と に注意し て く だ さ

い。 この例では、イ ンポー ト 移送の戻 り 値が4 (注意域 )および4 を超えた (GT =4)場合に、警告を生成し ます。

イ ンポー ト の戻 り 値の詳細は、 SAP の製品マニュ アルを参照し て く ださい。

TRANS のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =Trans =R3_Transport\

=TRANS =I_FAILURE =I =EQ =X =\

=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4 =

E_FAILURE 失敗し たエク スポー

ト 移送のすべてを含

めるためのフ ィ ルタ  
オプシ ョ ン

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low:b X

= High: 

I_SUCCESS 成功し た イ ンポー ト

移送のすべてを含め

るためのフ ィ ルタ  オ
プシ ョ ン

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low:b X

= High: 

I_FAILURE 失敗し た イ ンポー ト

移送のすべてを含め

るためのフ ィ ルタ  オ
プシ ョ ン

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low b X

= High: 

USERNAME SAP NetWeaver 
ユーザーのロ グ イ ン

名。 c こ のパラ メ ータ

は必須です。

= Sign: I, E I

= Opt:EQ,CP EQ

= Low: <ユーザー名> ddic d

= High: 

表 58　 　 TRANS 設定パラメータ  (続き )

パラメータ名 説明 照会条件

デフォルト

値
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AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =Trans =R3_Transport\

=TRANS =I_SUCCESS =I =EQ =X =\

=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GE =4 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =Trans =R3_Transport\

=TRANS =E_FAILURE =I =EQ =X =\

=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =Trans =R3_Transport\

=TRANS =E_SUCCESS =I =EQ =X =\

=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =\

=ALERT_THRESHOLD = I = GT = 4 =

REPAIR

REPAIR は SPI for SAP の移送モニ タ  r3montra の タ イ ム フ レーム型のア ラ ー ト  タ イ プです。 r3montra
は、確認済みも し く は未確認の リ ペア件数が、指定された し きい値を超過し た場合にア ラー ト を生成し ます。

159 ページの表59 に REPAIR ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、 デフ ォル ト でパラ

メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 ALERT_THRESHOLD パラ メ ータの設定は、 必須なので注意

し て く ださい。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、102 ページの表19 を参照し

て く ださい。

表 59　 　REPAIR 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

R_CONFIRM 確認済の リ ペアをす

べて含めるための

フ ィ ルタ  オプシ ョ

ン

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low:a X

= High:

R_UNCONFIR 未確認の リ ペアをす

べて含めるための

フ ィ ルタ  オプシ ョ

ン

= Sign:I, E I

= Opt: EQ

= Low:a X

= High:

USERNAME SAP NetWeaver 
ユーザーのロ グ イ ン

名。 b 

このパラ メ ータは必

須です。

= Sign: I, E I

= Opt:EQ,CP EQ

= Low:<ユーザー名> ddic c

= High: 
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a. デフ ォル ト 値以外のエン ト リ は、 空白文字とみな されます。

b. リ ク エス ト / タ ス クはユーザー依存型のため、 この リ ク エス ト / タ ス ク を使ってデータ を制限でき ます。

c. データベース管理タ ス ク用の SAP ユーザー名

d. このパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成し て終了し ます。

REPAIR のデフ ォル ト 設定 では、 指定 し た タ ーゲ ッ ト  シ ス テ ム におい て R_CONFIRM ま た は

R_UNCONFIR エラーが警告のし きい値 「4回」 (=GT =4) を超えた場合に、 警告を生成する イベン ト が発生

し ます。 

REPAIR のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1 \

=WARNING    =Repair =R3_Transport \

=REPAIR =R_CONFIRM =I  =EQ =X = \

=ALERT_THRESHOLD  =I      =GT      =4          =    

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1 \

=WARNING    =Repair =R3_Transport \

=REPAIR =R_UNCONFIR =I  =EQ =X = \

=ALERT_THRESHOLD  =I      =GT      =4          = 

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1 \

=WARNING    =Repair =R3_Transport \

=REPAIR =USERNAME =I  =CP =* =\

=ALERT_THRESHOLD  =I =GT =4 = = 

RFCONNECT

RFCONNECT は SPI for SAP の移送モニ タ  r3montra のスナ ッ プシ ョ ッ ト 型のア ラー ト  タ イ プです。 ス
ナ ッ プシ ョ ッ ト 型のア ラー ト  タ イプは、 モニ タが実行さ れた瞬間のシス テムのスナ ッ プシ ョ ッ ト を と り ま

す。r3montra は、対象システムへの RFC 接続エラー件数が指定し たア ラー ト し きい値を超過し た場合にア

ラー ト を生成し ます。

ALERT_THRESHOLD ア ラー ト 発生まで許

容される リ ペアのス

テー ト 数

= Sign: I, E I

= Opt:GT, GE, LT, LE GT

= Low: d 4

= High: 

表 59　 　REPAIR 設定パラメータ  (続き )

パラメータ名 説明 照会条件

デフォルト

値
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161 ページの表60 に RFCONNECT ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、 デフ ォル ト

でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 ALERT_THRESHOLD パラ メ ータの設定は、 必須なの

で注意し て く ださ い。 他のパラ メ ータの設定は、 すべて任意です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照

会条件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

RFCONNECT のデフォルト設定では、 指定し た ターゲ ッ ト  システムにおいて、 RFC 接続エ ラー数がし き

い値 4 を超えた場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。 

RFCONNECT のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING    =RfcConnect  =R3_Transport\

=RFCCONNECT  =CHECKSYSTEM =I =CP =* =\

=ALERT_THRESHOLD  =I =GT =4 =

TPTEST

TPTEST は SPI for SAP の移送モニ タ  r3montra のスナ ッ プシ ョ ッ ト 型のア ラー ト  タ イプです。 スナ ッ プ

シ ョ ッ ト 型のア ラ ー ト  タ イ プは、 モニ タ が実行 さ れた瞬間のシ ス テ ムの ス ナ ッ プシ ョ ッ ト を と り ます。

r3montra は、対象システムへの TPTEST エラー件数が指定し た し きい値を超過し た場合にア ラー ト を生成

し ます。 

表 60　 　 RFCONNECT 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

ALERT_THRESHOLD ア ラー ト 発生まで許容

される再接続エラーの

数

= Sign: I, E I

= Opt:GT, GE, LT, LE GT

= Low: a 4

= High: 

CHECKSYSTEM 監視中のシステムのシ

ステム ID です。 
= Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP EQ

= Low:<SID> ’ *’

= High: 

a. こ のパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニ タはダンプを生成し て終了し

ます。
SPI for SAP アラート収集モニタ 161



162 ページの表61 に TPTEST ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、デフ ォル ト でパラ

メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 ALERT_THRESHOLD パラ メ ータの設定は、 必須なので注意

し て く ださ い。 他のパラ メ ータの設定は、 すべて任意です。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件

の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

TPTEST のデフォルト設定では、 指定し た ターゲ ッ ト  システムにおいて、 TPTEST エラーが警告のし きい

値 4 回を超えた場合に、 警告を生成する イベン ト が発生し ます。 

TPTEST のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING    =TpTest      =R3_Transport\

=TPTEST    =CHECKSYSTEM    =I  =EQ =<SID> =\

=ALERT_THRESHOLD  =I      =GT      =4          = 

更新モニタ : r3monupd

更新ア ラー ト  モニ タは次の更新状況を判定 ・ 報告し ます。

•  更新プロセスがア ク テ ィ ブでない 

•  更新プロセスのエラー

r3monupd は、 ア ク テ ィ ブな更新 と  SAP ユーザーまたはシ ス テムによ って停止されている更新の両方のス

テータ ス を監視し ます。 ア ラー ト  モニ タ  r3monupd は SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SM13 中の更新エ

ラー、 および更新ステータ ス を参照し ます。

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

表 61　 　 TPTEST 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

ALERT_THRESHOLD ア ラー ト 発生まで許

容される  TPTEST 
エラーの数

= Sign: I, E I

= Opt:GT, GE, LT, LE GT

= Low: a

a. こ のパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニ タはダンプを生成し て終了

し ます。

4

= High: 

CHECKSYSTEM テス ト または監視中

のシステムの ID で
す。 

= Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP EQ

= Low:<SID> ’ ’

= High: 
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モニタの種類

r3monupd モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型です。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細につ

いては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

更新モニタには以下のア ラー ト  タ イプがあ り ます。 

• UPDATE_ACTIVE 

更新プロセスのステータ ス情報を取得し、 プロセスがア ク テ ィ ブでない場合に警告を送信する

• UPDATE_ERRORS_EXIST

エラーが発生し た更新プロセスについての情報を取得する

ファイルの場所

以下の表に、 r3monupd モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3monupdモニタの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3monupd モニ タは 104 ページの表22 に記述されている コマン ド行パラ メ ータ を使用し ます。  

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

更新モニタのアラート  タイプの設定方法

SPI for SAP の更新モニ タ  r3monupd のア ラー ト  タ イプの設定にはパラ メ ータ を使いません。 設定フ ァ イル

を編集も カス タマイ ズ もする必要はあ り ません。

表 62　 　 r3monupd のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) 更新モニ タ用収集の実行フ ァ イル

r3monupd.cfg 更新モニ タの設定フ ァ イル 

r3monupd.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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UPDATE_ACTIVE 

UPDATE_ACTIVE は SPI for SAP の更新モニ タ  r3monupd のア ラー ト  タ イプです。 r3monupd は、 更新タ

ス ク がア ク テ ィ ブでない場合にア ラー ト を生成し ます。 次に、 UPDATE_ACTIVE ア ラー ト  タ イプのデフ ォ

ル ト 設定を示し ます。

UPDATE_ACTIVE のデフォルト設定では、 更新プロセスが停止された場合に、 ア ラー ト を生成する イベン

ト が発生し ます。

UPDATE_ACTIVE のデフォルト設定

AlertMonFun    =ALL =ALL =ALL =ALL =UPDATE   =1\

=CRITICAL    =UpdActive      =R3_Update  =UPDATE_ACTIVE

UPDATE_ERRORS_EXIST

UPDATE_ERRORS_EXIST は SPI for SAP の更新モニ タ  r3monupd のア ラ ー ト  タ イ プです。 r3monupd
は、 更新エラーが発生し た場合にア ラー ト を生成し ます。 次に、 UPDATE_ERRORS_EXIST ア ラー ト  タ イ

プのデフ ォル ト 設定を示し ます。

UPDATE_ERRORS_EXIST のデフォルト設定 (164 ページ ) では、 更新エラーが発生し た場合に、 警告を生

成する イベン ト が発生し ます。 

UPDATE_ERRORS_EXIST のデフォルト設定

AlertMonFun    =ALL =ALL =ALL  =ALL =UPDATE =1\

=CRITICAL  =UpdError  =R3_Update  =UPDATE_ERRORS_EXIST

SAP ユーザー モニタ : r3monusr

SAP ユーザー ア ラー ト  モニ タ  r3monusr はロ グ イ ン ユーザー数を判断し て報告し ます。 各アプ リ ケーシ ョ

ン サーバーについて、 チェ ッ ク を行います。 ロ グ イ ン ユーザー数が多すぎ る場合、 パフ ォーマン スに影響が

出るおそれがあ り ます。 こ の警告は、 ユーザーにロ グア ウ ト し て も ら う か強制的にロ グア ウ ト させる必要が

あ るかど う かの判断材料と し て使 う こ と ができ ます。 

ア ラー ト  モニ タ  r3monusr は SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SM04 を参照し ます。 

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

モニタの種類

r3monusr モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型です。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細につ

いては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

SAP ユーザー モニ タの使 う ア ラー ト  タ イプは、 次の 1 種類のみです。 

USER_LOGGEDIN_MAX
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最大ロ グ イ ン ユーザー数を定義する

ファイルの場所

以下の表に、 r3monusr モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3monusrモニタの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3monusr モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22に示し ます。 

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

USER_LOGGEDIN_MAX

USER_LOGGEDIN_MAX は SPI for SAP の SAP ユーザー モ ニ タ  r3monusr の ア ラ ー ト  タ イ プです。

r3monusr は、SAP ユーザーの最大数が、指定された し きい値を超過し た場合にア ラー ト を生成し ます。 166
ページの表 64 に USER_LOGGEDIN_MAX ア ラー ト  タ イ プの設定に使用でき るパラ メ ータ の一覧 と、 デ

フ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 MAX パラ メ ータの設定は、 必須です。 

APSERVER パラ メ ータによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存し たモニタ  r3monwpa、 r3monusr、 およ

び r3monoms を設定し、特定のアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを監視でき ます。 次の方法で APSERVER を設定

し て く だ さ い。 こ こ で、 <hostname> は監視する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの名前で、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン

SM51 が示すアプ リ ケーシ ョ ン サーバーの リ ス ト に表示される名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定 (148 ページ ) で示すよ う に、 APSERVER で指定する アプ リ ケーシ ョ ン

サーバーを持つ SAP NetWeaver セン ト ラル イ ン ス タ ン スのホ ス ト 名にはわか り 易い名前を定義する こ と

をお勧めし ます。 

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Central_Inst_Hostname> =ALL =ALL =ALL =USER =1 \

=WARNING =Login =R3_WP \

表 63　 　 r3monusr のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ユーザー モニタ用収集の実行フ ァ イル

r3monusr.cfg ユーザー モニタの設定フ ァ イル 

r3monusr.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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=USER_LOGGEDIN_MAX =MAX =I =GT =30 = \

=APSERVER =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

こ の後は、 本モニ タ独自の設定条件について説明し ます。 すべてのア ラー ト 収集モニ タに適用される一般的

な設定の照会ルールについては、 ア ラー ト 収集モニ タの照会条件 (101 ページ ) を参照し て く だ さ い。 ア ラー

ト 収集モニタ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。

USER_LOGGEDIN_MAX のデフォルト設定 では、 ロ グ イ ン ユーザー数が 30 人を超えた場合に、警告を生

成する イベン ト が発生し ます。

USER_LOGGEDIN_MAX のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL =ALL =USER =1\

=WARNING    =Login   =R3_User\

=USER_LOGGEDIN_MAX =MAX =I   =GT  =30  =

ワークプロセス モニタ : r3monwpa

ワーク プロセス  ア ラー ト  モニタ  r3monwpa は、 SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SM50 を参照し、 SPI for
SAP が監視し ている各アプ リ ケーシ ョ ン サーバー上で実行されている ワーク プロセスについて以下の状況

を報告し ます。

• 現在の操作モード のプロ フ ァ イルで設定し ている各ワーク プロセス  タ イプご と に、実行中のワーク プロ

セス数を報告し ます。

• 現在の操作モード のプロ フ ァ イルで設定し ている各ワーク プロセス  タ イプご と に、ア イ ド ルのワーク プ

ロセス数を報告し ます。

• ア ク テ ィ ブなワーク プロセスの数と、 現在の操作モード のプロ フ ァ イルに設定されている  (種類が同じ )
ワーク プロセスの数と を比較し ます。

• ワーク プロセスのステータ ス を、 次のよ う にチェ ッ ク し ます。

表 64　 　USER_LOGGEDIN_MAX 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

APSERVER 監視する アプ リ

ケーシ ョ ン サー

バーを指定

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low: < アプ リ ケーシ ョ

ン サーバー ID>

= High:

MAX ア ラー ト 発生基準

まで許容される

ロ グ イ ン ユーザー

数 a

a. こ のパラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニ タはダンプを生

成し て終了し ます。

= Sign:I, E I

= Opt: GT, GE GT

= Low: 5

= High: 
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― D (デバッグ )

ア ク テ ィ ブなシステム上に、 実行中のプロセスが存在し ない

― P (プライベート )

プロセスは、 利用可能なシステム リ ソース を最大限に使って実行中

― R (再起動なし )

失敗し たプロセスが再起動し ない。 し たがって、 これに依存する ジ ョ ブも失敗する

ワーク プロセス  モニ タ  r3monwpa は、 セン ト ラル イ ン ス タ ン スの一部であ る  enqueue ワーク プロセスから

のア ラー ト のみを監視でき ます。 ス タ ン ド ア ロ ンの enqueue サーバーの enqueue ワーク プロセスからのア

ラー ト の監視はでき ません。 ス タ ン ド ア ロ ンの enqueue ワーク プロセス を監視するには、r3monal モニタ を

使用し て enqueue サーバーが生成する  SAP CCMS ア ラー ト をチェ ッ ク し て く だ さ い。 r3monal を使用し

たス タ ン ド ア ロ ンの enqueue サーバーの監視に関する詳細は、 ス タ ン ド ア ロ ンのエンキ ュー サーバーの監

視 : r3monal(61ページ ) を参照し て く ださい。

標準の SPI for SAP ツールを使用し てア ラー ト 収集モニ タ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェ ッ ク し て、 設定エラーを含む設定のフ ァ イルへの保存を許可し ないこ と に注意し て く

ださい。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッ セージの詳細は、 ア ラー ト 収集モ

ニタ設定フ ァ イルの検証 (110ページ )および設定フ ァ イルのエラー メ ッ セージを理解する (110ページ ) を参

照し て く ださい。

モニタの種類

r3monwpa モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型です。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細につ

いては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

アラート  タイプ

ワーク プロセス  ア ラー ト  モニタの使 う ア ラー ト  タ イプは、 次の とお り です。 

• WP_AVAILABLE

WP_AVAILABLE ア ラー ト  タ イプは、 稼動し ているべき ワーク プロ セス数についてのア ラー ト 条件を

定義し ます。

• WP_IDLE

WP_IDLE ア ラー ト  タ イ プは、 ア イ ド ルの空き ワーク プ ロ セス数についてのア ラー ト 条件を定義し ま

す。

• WP_CHECK_CONFIGURED 

WP_CHECK_CONFIGURED ア ラー ト  タ イ プは、 実際に稼働中のワー ク プ ロ セ ス数 と、 現在の操作

モード のプロ フ ァ イルに設定されている ワーク プロセス数と の比較についてのア ラー ト 条件を定義し ま

す。 モニ タのチェ ッ クは同じ種類のワーク プロセス を比較するだけです。

• WP_STATUS

WP_STATUS ア ラー ト  タ イプは、 モニ タが問題のあ る状況下で検出する ワーク プロセスについてのア

ラー ト 条件を定義し ます。 例 :  D (デバッ グ )、 P (プラ イベー ト ) 、 R (再実行な し )
SPI for SAP アラート収集モニタ 167



ファイルの場所

以下の表に、 r3monwpa モニ タで使われる フ ァ イルを示し ます。

ア ラー ト 収集モニ タは履歴情報を特定の履歴フ ァ イルに書き込みません。 詳細については、 ア ラー ト 収集モ

ニタの履歴 (100ページ ) を参照し て く ださい。

環境変数

r3monwpa モニ タの使 う 環境変数を、 103 ページの表21に示し ます。    

コマンド行パラ メータ

r3monwpa モニ タの使 う コマン ド行パラ メ ータ を、 104 ページの表22 に示し ます。 

リモート監視

別の SAP シス テムを リ モー ト で監視する ためのア ラー ト 収集モニ タの設定の詳細は、 ア ラー ト 収集モニ タ

によ る リ モー ト 監視 (104ページ ) を参照し て く ださい。

 ワークプロセス モニタのアラート  タイプの設定方法

こ の項では、 SPI for SAP のワーク プロ セス  モニ タ  r3monwpa のア ラー ト  タ イプの設定について説明し ま

す。 E (exclude) および I (include) パラ メ ータの値は、 ワーク プロセスについてのア ラー ト  タ イプに大き な

影響力があ る ため、 下記の使用方法についての一般的なルールを十分に理解し て く ださい。 

パラメータの値

こ の項では、SPI for SAP がア ラー ト  タ イプ エン ト リ の include および exclude パラ メ ータの値をどのよ う

に解釈するかについて説明し ます。 SPI for SAP は異な るパラ メ ータのパラ メ ータ値を AND 条件で比較し

ます。 同じパラ メ ータのパラ メ ータ値については、 SPI for SAP は以下のよ う に比較し ます。

• Include:  OR 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

• Exclude:  AND 条件でパラ メ ータ を比較し ます。

表 65　 　 r3monwpa のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ワーク プロセス  モニタ用収集の実行フ ァ イル

r3monwpa.cfg ワーク プロセス  モニタの設定フ ァ イル

r3monwpa.log ト レース  データ保存用 ト レース  フ ァ イル
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表66に示すよ う に、 SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り 前に行います。

WP_AVAILABLE

WP_AVAILABLE は SPI for SAP のワ ーク プロ セス  モニタ  r3monwpa のアラ ート  タ イ プです。 r3monwpa
は、 選択し た各ワ ーク プロ セス  タ イ プの実行中のワ ーク プロ セス 数が、 指定さ れている 最大 (ま たは、 最小 )
し き い値の範囲外になった場合にアラ ート を生成し ま す。

170 ページの表67 に WP_AVAILABLE ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、デフ ォル

ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 WP_AVAILABLE ア ラー ト  タ イプに リ ス ト されたパ

ラ メ ータの設定は必須です。 すべてのし きい値パラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モ

ニタはダンプを生成し て終了し ます。

APSERVER パラ メ ータによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存し たモニタ  r3monwpa、 r3monusr、 およ

び r3monoms を設定し、特定のアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを監視でき ます。 次の方法で APSERVER を設定

し て く だ さ い。 こ こ で、 <hostname> は監視する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの名前で、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン

SM51 が示すアプ リ ケーシ ョ ン サーバーの リ ス ト に表示される名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定で示すよ う に、APSERVER で指定する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを持つ

SAP NetWeaver セン ト ラル イ ン ス タ ン スのホス ト 名にはわか り 易い名前を定義する こ と をお勧めし ます。 

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Centr_Instance_Hostname> =ALL =ALL =ALL =WP =1 \

=WARNING   =Availability  =R3_WP   \

=WP_AVAILABLE =DIA   =I  =GT  =50   = \

              =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

表 66　 　同一パラメータについての include および exclude による比較 

選択オプ

シ ョ ン

アラート  タイプ :  WP_AVAILABLE
選択オプシ ョ ンの設定例 比較方法

1 = DIA  =I  =BT  =50  =100 =OPMODE =I  =CP =DAY OR

2 = DIA  =I  =GT  =5 =OPMODE =I  =CP  =NIGHT OR

3 = DIA = E =LT  =60 AND
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こ の後は、 本モニ タ独自の設定条件について説明し ます。 すべてのア ラー ト 収集モニ タに適用される一般的

な設定の照会ルールについては、 ア ラー ト 収集モニ タの照会条件 (101 ページ ) を参照し て く だ さ い。 ア ラー

ト 収集モニタ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、 102 ページの表19 を参照し て く ださい。 

表 67　 　WP_AVAILABLE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

APSERVER 監視する アプ リ ケーシ ョ ン サー

バーを指定

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low:< アプ リ ケーシ ョ ン 
サーバー ID>

= High: 

BTC バッチ ワーク プロセスについての

し きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low: <数値>

= High: 

DIA ダ イ ア ロ グ ワーク プロセスについ

てのし きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High: 

ENQ エンキ ュー ワーク プロセスについ

てのし きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High: 

OPMODE こ のパラ メ ータの操作モード を定

義するa
= Sign: I, E  I

= Opt:CP, EQ EQ

= Low: <operation_ mode> 現行

= High: 

SPO スプール ワーク プロセスについて

のし きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High: 
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WP_AVAILABLE のデフォルト設定では、 利用可能な Dialog ワーク プロセスが 50 を下回った場合に、警告

を生成する イベン ト が発生し ます。

WP_AVAILABLE のデフォルト設定

AlertMonFun   =ALL   =ALL  =ALL  =ALL =WP  =1\

=WARNING   =Availability  =R3_WP\

=WP_AVAILABLE    =DIA   =I    =LT  =50   = 

r3monwpa モニ タは、 SAP イ ン ス タ ン ス  プロ フ ァ イル内で設定されている ワーク プロ セス  タ イプのみを監

視でき ます。 DIA ワーク プロセス  タ イプが SAP イ ン ス タ ン ス  プロ フ ァ イル内で設定されていない ( または

"rdisp/wp_no_dia = 0" であ る ) 場合、 DIA ワーク プロセスは起動し ません。 零 (0) 個の DIA ワーク プロ

セスは明ら かに WP_AVAILABLE のデフォルト設定に示し た WP_AVAILABLE ア ラー ト  タ イプのデフ ォ

ル ト 設定中で指定されている許される最小値 (50) を下回 り ます。通常、この状況ではア ラー ト を生成し ます。

し かし 、DIA ワ ーク プロ セス  タ イ プが SAP イ ンス タ ンス  プロ ファ イ ル内で設定さ れていない場合、r3monwpa

は実行中の DIA ワ ーク プロ セス 数を監視する こ と ができ ず、結果と し てアラ ート を生成し ま せん。 SAP イ ンス

タ ン ス  プロ フ ァ イ ルと  r3monwpa 設定フ ァ イ ルの間の矛盾については WP_CHECK_CONFIGURED(174
ページ )でチェ ッ ク する こ と ができ ま す。

WP_IDLE

WP_IDLE は SPI for SAP のワーク プロセス  モニタ  r3monwpa のア ラー ト  タ イプです。 r3monwpa は、選択

し た各ワーク プロセス  タ イプのア イ ド ルのワーク プロセス数が、 指定されている最大 ( または、 最小 ) し き

い値の範囲外になった場合にア ラー ト を生成し ます。 

172 ページの表68 に WP_IDLE ア ラー ト  タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、 デフ ォル ト でパ

ラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ます。 WP_IDLE ア ラー ト  タ イプのパラ メ ータの設定は、必須です。

すべてのし きい値パラ メ ータは、 数値で指定し ます。 他の値を指定する と、 モニ タはダンプを生成し て終了

し ます。

UPD 更新ワーク プロセスについてのし

きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High: 

UP2 更新 2 ワーク プロセスについての

し きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High: 

a. 存在し ないモード を指定する と 、 危険域のア ラー ト が生成されます。

r3monwpa で監視し たいワーク プロセス  タ イプが SAP イ ン ス タ ン ス  プロ フ ァ イル内で正し く 設定されてい

る こ と を確認し て く ださ い。

表 67　 　WP_AVAILABLE 設定パラメータ  (続き )

パラメータ名 説明 照会条件

デフォルト

値
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APSERVER パラ メ ータによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存し たモニタ  r3monwpa、 r3monusr、 およ

び r3monoms を設定し、特定のアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを監視でき ます。次の方法で APSERVER を設定

し て く だ さ い。 こ こ で、 <hostname> は監視する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの名前で、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン

SM51 が示すアプ リ ケーシ ョ ン サーバーの リ ス ト に表示される名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定で示すよ う に、APSERVER で指定する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを持つ

SAP NetWeaver セン ト ラル イ ン ス タ ン スのホス ト 名にはわか り 易い名前を定義する こ と をお勧めし ます。 

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Centr_Instance_Hostname> =ALL =ALL =ALL =WP =1 \

=WARNING   =Idle  =R3_WP   \

=WP_IDLE   =BTC   =I  =GT  =20   = \

          =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

すべてのア ラー ト 収集モニタに適用される一般的な設定の照会ルールについては、 ア ラー ト 収集モニタの照

会条件 (101 ページ ) を参照し て く だ さ い。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、

102 ページの表19 を参照し て く ださい。

表 68　 　WP_IDLE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

APSERVER 監視する アプ リ ケーシ ョ ン サー

バーを指定

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low:< アプ リ ケーシ ョ ン サー

バー ID>

= High:

BTC バッチ ワーク プロセスについて

のし きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High: 

DIA ダ イ ア ロ グ ワーク プロセスにつ

いてのし きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High: 

ENQ エンキ ュー ワーク プロセスにつ

いてのし きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:

= High:
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WP_IDLE のデフォルト設定では、 ア イ ド ル状態の Dialog ワーク プロセス数が 10 個に満たない場合に、 警

告を生成する イベン ト が発生し ます。

WP_IDLE のデフォルト設定

AlertMonFun   =ALL =ALL =ALL  =ALL =WP =1\

=WARNING   =Idle  =R3_WP\

=WP_IDLE    =DIA   =I    =LT  =10   =   

r3monwpa モニ タは、 SAP イ ン ス タ ン ス  プロ フ ァ イル内で設定されている ワーク プロ セス  タ イプのみを監

視でき ます。 同じ DIA ワーク プロセス  タ イプが SAP イ ン ス タ ン ス  プロ フ ァ イル内で設定されていない ( ま

たは "rdisp/wp_no_dia = 0" であ る ) 場合、 DIA ワーク プロセスは起動し ません。 零 (0) 個の DIA ワーク

プロセスは明らかに WP_IDLE のデフォルト設定に示し た WP_IDLE ア ラー ト  タ イプのデフ ォル ト 設定中

で指定されている許される最小値 (10) を下回 り ます。 通常、 こ の状況ではア ラー ト を生成し ます。

し かし 、DIA ワ ーク プロ セス  タ イ プが SAP イ ンス タ ンス  プロ ファ イ ル内で設定さ れていない場合、r3monwpa

は実行中の DIA ワ ーク プロ セス 数を監視する こ と ができ ず、結果と し てアラ ート を生成し ま せん。 SAP イ ンス

タ ン ス  プロ フ ァ イ ルと  r3monwpa 設定フ ァ イ ルの間の矛盾については WP_CHECK_CONFIGURED(174
ページ )でチェ ッ ク する こ と ができ ま す。

OPMODE こ のパラ メ ータの操作モード を定

義するa
= Sign: I, E I

= Opt:CP, EQ EQ

= Low: <operation_mode> 現行

= High: 

SPO スプール ワーク プロセスについ

てのし きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

UPD 更新ワーク プロセスについてのし

きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

UP2 更新 2 ワーク プロセスについての

し きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

a. 存在し ないモード を指定する と 、 危険域のア ラー ト が生成されます。

r3monwpa で監視し たいワーク プロセス  タ イプが SAP イ ン ス タ ン ス  プロ フ ァ イル内で正し く 設定されてい

る こ と を確認し て く ださ い。

表 68　 　WP_IDLE 設定パラメータ  (続き )

パラメータ名 説明 照会条件

デフォルト

値
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WP_CHECK_CONFIGURED

WP_CHECK_CONFIGURED は SPI for SAP のワーク プロセス  モニタ  r3monwpa のア ラー ト  タ イプです。

WP_CHECK_CONFIGURED ア ラー ト  タ イ プは、 実稼働中ワー ク プ ロ セス数 と 現在の操作モー ド のプ ロ

フ ァ イルに設定されている ワーク プロセス数と の比較を行います。 モニタのチェ ッ クは同じ種類 (DIA、BTC
など ) のワーク プロセス を比較するだけです。 174 ページの表69 に WP_CHECK_CONFIGURED ア ラー ト

タ イプの設定に使用でき るパラ メ ータの一覧と、 デフ ォル ト でパラ メ ータに割 り 当て られている値を示し ま

す。 

APSERVER パラ メ ータによ り 、 モニタ  r3monwpa、 r3monusr、 および r3monoms を設定し、 特定のアプ リ

ケーシ ョ ン サーバーを監視でき ます。 次の方法で APSERVER を設定し て く ださ い。 こ こ で、 <hostname>

は監視する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの名前で、 ト ラ ンザク シ ョ ン SM51 が示すアプ リ ケーシ ョ ン サーバー

の リ ス ト に表示される名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定で示すよ う に、APSERVER で指定する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを持つ

SAP NetWeaver セン ト ラル イ ン ス タ ン スのホス ト 名にはわか り 易い名前を定義する こ と をお勧めし ます。 

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Centr_Instance_Hostname> =ALL =ALL =ALL =WP =1 \

=WARNING   =Check  =R3_WP   \

=WP_CHECK_CONFIGURED \

              =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

すべてのア ラー ト 収集モニタに適用される一般的な設定の照会ルールについては、 ア ラー ト 収集モニタの照

会条件 (101 ページ ) を参照し て く だ さ い。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、

102 ページの表19 を参照し て く ださい。

WP_CHECK_CONFIGURED のデフォルト設定では、 指定された種類のワーク プロセスについて、 稼動中

のワーク プロ セスの数 と 設定された ワーク プロセスの数 と が一致し ない場合に、 r3monwpa がア ラー ト を生

成し ます。 

WP_CHECK_CONFIGURED のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL       =ALL   =ALL  =ALL  =WP  =1\

=WARNING   =Check   =R3_WP\

=WP_CHECK_CONFIGURED  \

              =APSERVER  =I =CP =ALL =

表 69　 　WP_CHECK_CONFIGURED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

APSERVER 監視する アプ リ ケーシ ョ ン サー

バーを指定

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low:< アプ リ ケーシ ョ ン 
サーバー ID>

= High: 
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WP_STATUS

WP_STATUS は SPI for SAP のワー ク プ ロ セス  モニ タ  r3monwpa のア ラー ト  タ イ プです。 WP_STATUS
は、 モニタが問題のあ る状況下で検出する ワーク プロセスについてのア ラー ト 条件を定義し ます。 例 : D (デ
バッ グ )、 P (プラ イベー ト )、 R (再実行な し )。 r3monwpa は、 SPI for SAP で監視中の SAP システムで実行

中のワーク プロセスが下記のパラ メ ータで定義し た条件に一致する と ア ラー ト を生成し ます。 こ のパラ メ ー

タの設定は、 任意です。 

APSERVER パラ メ ータによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存し たモニタ  r3monwpa、 r3monusr、 およ

び r3monoms を設定し、特定のアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを監視でき ます。次の方法で APSERVER を設定

し て く だ さ い。 こ こ で、 <hostname> は監視する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの名前で、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン

SM51 が示すアプ リ ケーシ ョ ン サーバーの リ ス ト に表示される名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定で示すよ う に、APSERVER で指定する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを持つ

SAP NetWeaver セン ト ラル イ ン ス タ ン スのホス ト 名にはわか り 易い名前を定義する こ と をお勧めし ます。 

アプリケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Centr_Instance_Hostname> =ALL =ALL =ALL =WP =1 \

=WARNING   =WP_Status  =R3_WP   \

=WP_STATUS =STATUS   =I  =GT  =30   = \

           =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

すべてのア ラー ト 収集モニタに適用される一般的な設定の照会ルールについては、 ア ラー ト 収集モニタの照

会条件 (101 ページ ) を参照し て く だ さ い。 ア ラー ト 収集モニ タ設定フ ァ イル内の照会条件の意味の詳細は、

102 ページの表19 を参照し て く ださい。

WP_STATUS のデフォルト設定 では、実行中のワーク プロセスのステータ スがク リ テ ィ カル であ る場合に、

警告を生成する イベン ト が発生し ます。 WP_STATUS のデフォルト設定  では、 =MAX_ENTRIES を使用し

て、 定義さ れたステータ スを持つワ ーク  プロ セス数の上限を定義する 方法も 示さ れます。 こ の上限に達する と 、

SPI for SAP によ ってメ ッ セージが表示さ れます。

表 70　 　設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件

デフォルト

値

APSERVER 監視する アプ リ ケーシ ョ ン サーバーを

指定

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low:< アプ リ ケーシ ョ ン 
サーバー ID>

= High:

STATUS a

a. 使用可能な追加値 : MAX_ENTRIES

監視する ステータ ス = Sign:I, E

= Opt: 

= Low: b

b. 使用可能な値 : D=Debug, P=Private, R=No Restart

= High:
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WP_STATUS のデフォルト設定

AlertMonFun   =ALL =ALL =ALL  =ALL =WP   =1\

=CRITICAL   =WP_Status  =R3_WP\

=WP_STATUS     =STATUS =I  =CP  =*   = 

TemSe ファイルの監視方法

実行時の処理コ ス ト を減らすために、 SPI for SAP は、 SAP の Temporary Sequential フ ァ イル (TemSe) の
一貫性の監視を、 SPI for SAP ア ラー ト  モニ タではな く 、 ユーザーが SAP 内にセ ッ ト ア ッ プし たレポー ト

によ って行います。 ただし、 SPI for SAP r3monaco モニタ を管理 ノード に割 り 当てる必要はあ り ます。 

モニタの種類

TemSe モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 詳細につい

ては、 ア ラー ト 収集モニタのレポー ト の種類(99ページ ) を参照し て く ださい。

レポートの説明

TemSe レポー ト は、 SAP NetWeaver ト ラ ンザク シ ョ ン SP12 を参照し ます。 TEMSE データベースで不整

合が発見された場合は、 非常に危険です。 不整合の原因は、 た と えばデ ィ ス ク の障害などが考え られますが、

SP12 のロ グを使って必ず修正し なければな り ません。

TemSe モニタの起動方法

TemSe モニ タ を起動するには、次に示すよ う に、SAP NetWeaver に /HPOV/ZHPSPIT1 と い う 名前のレポー

ト のジ ョ ブをセ ッ ト ア ッ プする必要があ り ます。 レポー ト は SAP バージ ョ ン 4.6 以降でし か使用でき ない

こ と に注意し て く ださ い。

レポー ト をセ ッ ト ア ッ プするには

1 SAP NetWeaver にロ グ イ ン し ます。

2 ト ラ ンザク シ ョ ン SM36 を使って、 ジ ョ ブをセ ッ ト ア ッ プし ます。

3 ジ ョ ブ内で、 次の詳細を指定し ます。 

― レポー ト を開始する日付

― レポー ト 起動頻度
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第5章 メ ッセージ フローの理解
こ の章では、 HPOM for Windows の機能 と  CCMS を使用し て、 SAP NetWeaver と  HPOM for Windows
間の メ ッ セージ フ ローを制御する方法を説明し ます。

この章の内容

こ の章では、 SAP NetWeaver と  HPOM for Windows と の間の メ ッ セージ フ ローの制御方法について説明

し ます。 以下の内容が含まれています。

• HPOM メ ッ セージのカ ス タマイ ズ (177ページ )

HPOM for Windows メ ッ セージ ポ リ シーの条件をカ ス タマイ ズ し ます。

• SAP におけ る  CCMS メ ッ セージ フ ローのカ ス タマイ ズ (179ページ )

SAP NetWeaver の機能を使用し、CCMS ア ラー ト  モニタが特定の メ ッ セージをどのよ う に生成するか

を制御し ます。

• SAP Solution-Manager Integration(183ページ )

HPOM for Windows メ ッ セージを CCMS ツ リ ーに直接書き込むには、 r3ovo2ccms コマン ド を使いま

す。 その メ ッ セージは CCMS ツ リ ーに表示され、SAP Solution Manager を使ってその メ ッ セージを他

の SAP メ ッ セージ ア ラー ト と同じ よ う に扱 う こ と ができ ます。 また、 r3monal を使 う と、 メ ッ セージ

を CCMS から  HPOM for Windows へ直接転送する こ と ができ ます。

• CEN の CCMS ア ラー ト の監視(190ページ )

ア ラー ト を監視し、 SAP 集中監視システム (CEN) で収集し たデータ を分析し ます。

以上の項で説明する手順の詳細は、 SAP NetWeaver の資料および HPOM for Windows に付属する マニ ュ

アルを参照し て く ださ い。

HPOM メ ッセージのカスタマイズ

HPOM for Windows の標準機能によ り 、SPI for SAP モニタによ って生成された メ ッ セージの重要な特徴を

変更でき ます。 さ ら に、 生成された メ ッ セージを指定し て表示する こ と ができ ます。 こ の項では、 以下のタ

ス ク について説明し ます。

• メ ッセージ ビューの設定

メ ッ セージ フ ィ ルタ を使用し、 指定の基準に合致する メ ッ セージのみ ( 例 : 重要度レベル 「危険域」 の

メ ッ セージ ) を表示する よ う に設定し ます。 詳細については、 メ ッ セージ フ ィ ルタのセ ッ ト ア ッ プ (178
ページ ) を参照し て く ださい。

SAP NetWeaver 内でグ ローバルにし きい値の設定が可能であ る新しい CCMS 監視アーキテ ク チャ を使用

し ている場合は、 CCMS モニ タでのし きい値の設定方法は適用されません。
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• 重要度レベルの変更

メ ッ セージの重要度レベルを変更し ます。 詳細については、 メ ッ セージの重要度の変更 (179 ページ ) を

参照し て く ださ い。

• メ ッセージの抑制

opcmsg テンプレー ト の抑制条件を設定する こ と によ り 、 特定の メ ッ セージを抑制し ます。

メ ッセージ フ ィルタのセッ トアップ

デフ ォル ト では、 HPOM for Windows コ ン ソールには、 管理 ノ ー ド 上で生成されたア ク テ ィ ブな メ ッ セー

ジが表示されます。 ただし、 最も重要な メ ッ セージだけが表示される よ う に、 表示する メ ッ セージの件数や

タ イプを指定でき ます。 た と えば、 以下の条件のいずれかまたは組み合わせを使用する こ と によ って、 メ ッ

セージをフ ィ ルタでき ます。

• アプリケーシ ョ ン :

アプ リ ケーシ ョ ン メ ッ セージ属性によ って メ ッ セージをフ ィ ルタ し ます ( メ ッ セージを送信する アプ リ

ケーシ ョ ン )。

• メ ッセージ テキスト :

特定のテキス ト を含む メ ッ セージをフ ィ ルタ し ます。

• オブジェク ト : 

オブジェ ク ト  メ ッ セージ属性によ って メ ッ セージをフ ィ ルタ し ます ( メ ッ セージを送信する HPOM for
Windowsオブジェ ク ト )。

• 所有者 :

メ ッ セージ所有者によ って メ ッ セージをフ ィ ルタ し ます。

• 重要度 : 

指定された重要度によ って メ ッ セージをフ ィ ルタ し ます。

• 時刻 :

特定の日時、 特定の日時以前、 または特定の日時以降に作成された メ ッ セージをフ ィ ルタ し ます。

• 不一致 : 

メ ッ セージの条件、 または管理 ノード に配布されたポ リ シーで定義された非表示の条件に一致する メ ッ

セージまたは一致し ない メ ッ セージをフ ィ ルタ し ます。

メ ッ セージ フ ィ ルタ を使用する と、 簡単または複雑な表示条件を設定し、 メ ッ セージを表示でき ます。 た と

えば、 特定の重要度の メ ッ セージを表示し たい場合は、 HPOM for Windows でその他の重要度の メ ッ セー

ジを非表示にする フ ィ ルタ を適用でき ます。

図10　 　 メ ッセージ フ ィルタの適用
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カス タマイ ズ された メ ッ セージ フ ィ ルタ を定義するには

1 管理 ノード を選択する

HPOM for Windows コ ン ソールで、 メ ッ セージ フ ィ ルタ を適用する管理 ノード を探し て右ク リ ッ ク し、

ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し ます。

[設定 ] → [ メ ッセージ フ ィルタ ]

2 新しい メ ッ セージ フ ィ ルタ を作成する

[ メ ッ セージ フ ィ ルタの適用 ] ウ ィ ン ド ウが表示された ら、 [新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ィ ルタ  プロパ

テ ィ ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。

3 新しい メ ッ セージ フ ィ ルタ を定義する

[フィ ルタ  プロ パティ ] ウ ィ ンド ウ で、 使用する フィ ルタ  パタ ーンを定義し ま す。 たと えば、 メ ッ セージ

の重要度を基準に表示する メ ッ セージをフ ィ ルタ し たい場合は、 [ 全般 ] プロ パティ  シート の [ 重要度 ]
フィ ールド を使用し ま す。 

[OK] を ク リ ッ ク し、 フ ィ ルタ  パターンを保存し ます。

4 フ ィ ルタ を保存し て適用する

[ メ ッ セージ フ ィ ルタの適用 ] ウ ィ ン ド ウで、 [適用 ] を ク リ ッ ク し、 [閉じる ] を ク リ ッ ク し ます。

メ ッセージの重要度の変更 

SAP NetWeaver が生成し た特定の メ ッ セージの重要度を HPOM for Windows コ ン ソールで変更するには、

以下の手順を実行し ます。

1 管理者と し て HPOM for Windows にロ グオン し ます。

2 詳細ペイ ンで、 重要度の属性を変更し たい メ ッ セージを探し て右ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニューか

ら次のオプシ ョ ンを選択し ます。

[重要度の変更] >

3 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから適用し たい重要度レベルを選択し ます ( た と えば、 [重要警戒域 ])。 ア ク テ ィ

ブな メ ッ セージ ブラ ウザに表示された メ ッ セージの重要度が直ちに更新されます。

SAP における CCMS メ ッセージ フローのカスタマイズ

SAP CCMS には、 特定の メ ッ セージをア ラー ト  モニ タに表示するかし ないかを指定でき る機能がい く つか

あ り ます。 この項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• メ ッ セージの無効化 (180ページ )

• SAP CCMS ア ラー ト  モニ タ  メ ッ セージのし きい値の設定 (181ページ )

• SAP NetWeaver syslog フ ァ イルから メ ッ セージ ID を取得する (182ページ )

メ ッ セージの重要度を変更し たユーザーは自動的に メ ッ セージの所有者にな り ます。 HPOM for Windows
コ ン ソールの [S] 列に、 メ ッ セージの所有者を示すフ ラ グが表示されます。 
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メ ッセージの無効化

SAP NetWeaver で メ ッ セージを無効化するには、 以下の手順を実行し ます。

1 SAP Easy-Access メ ニューで、 以下を選択し ます。

[Tools] → [CCMS] → [Control/Monitoring] → [Control Panel]

代わ り に、 以下の ト ラ ンザク シ ョ ン コード を コマン ド  フ ィ ール ド に入力する こ と もでき ます。 RZ03

2 [Edit] → [Choose] を選択し ます。

3 SAP イ ン ス タ ン ス を選択し ます。

4 メ ニュー バー内の [Alert Monitor] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、[CCMS alert-monitor] ダ イ ア ロ グを表示し

ます。 代わ り に、 以下の ト ラ ンザ ク シ ョ ン コー ド を コ マン ド  フ ィ ール ド に入力する こ と も で き ます。

RZ20

5 SAP NetWeaver の メ ニュー バーから以下の メ ニュー項目を選択し ます。

[Extras] → [Activate Maintenance Function]

6 表示されたモニタの リ ス ト から、無効にする メ ッ セージ、 た と えば、short-dump メ ッ セージを持つ ノー

ドすなわちモニタ  ツ リ ー要素を選択し ます。

図11　 　モニタ  メ ッセージの無効化

7 た と えば、 R3Abap モニタの short-dump メ ッ セージを無効にするには、 以下の手順を実行し ます。

a [SAP CCMS Technical Expert Monitors] → [System / All monitoring segments / all monitoring 

contexts] → [SAP_CCMS_<host>_<SID>_<Instance number>] → [<Host>_<SID>_<Instance 

number>] → [R3Abap] と ク リ ッ ク し ま す。
180 第 5 章



b SAP NetWeaver の メ ニュー バーから、 以下の メ ニュー項目を選択し ます。

[Edit] → [Nodes(MTE)] → [Deactivate]

以上で、 選択項目および抑制された メ ッ セージ タ イプは SAP GUIで 「無効」 にな り ま し た。

8 設定を保存し、 [CCMS Monitor Sets] 画面に戻 り ます。

9 HPOM for Windows コ ン ソールを確認し ます。 short-dump メ ッ セージを受信し ないよ う になっていれ

ば成功です。

SAP CCMS アラート  モニタ  メ ッセージのしきい値の設定

SAP NetWeaver CCMS ア ラー ト  モニタ  メ ッ セージのし きい値を設定するには、 以下の手順を実行し ます。

1 SAP Easy-Access メ ニューで、 以下を選択し ます。

[Tools] → [CCMS] → [Control/Monitoring] → [Control Panel]

代わ り に、 以下の ト ラ ンザク シ ョ ン コード を コマン ド  フ ィ ール ド に入力する こ と もでき ます。 RZ03

2 パフ ォーマン スの制限値を定義し たい SAP NetWeaver イ ン ス タ ン ス  ([サーバ名] 下 ) を選択し ます。

メ ニュー バー内の [Alert Monitor] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [CCMS alert-monitor] ダ イ ア ロ グを表示し

ます。 代わ り に、 以下の ト ラ ンザ ク シ ョ ン コー ド を コ マン ド  フ ィ ール ド に入力する こ と も で き ます。

RZ20

3 以下のよ う に入力し て、 変更する ア ラー ト し きい値を持つモニタが含まれる  CCMS 監視セ ッ ト を表示

し ます。

[SAP CCMS Technical Expert Monitors] → [System / All monitoring segments / all monitoring contexts]

4 選択し たモニタのア ラー ト の詳細を表示するには、 以下の手順を実行し ます。

a ツール バーで [Open alerts] を ク リ ッ ク し ます。

b ツール バーで [Display alerts] を ク リ ッ ク し ます。

必要な SAP イ ン ス タ ン ス またはすべての監視対象のイ ン ス タ ン スのア ラー ト を表示でき る こ と に

注意し て く ださ い。 

c 詳細を表示させる ア ラー ト を選択し、 ツール バーで [Properties] を ク リ ッ ク し ます。

5 [Performance Attribute] タブを ク リ ッ ク し て、 選択し た CCMS ア ラー ト のし きい値を表示し ます。

6 必要に応じ て、[Display/Change] ボタ ン ( または、キーボード の組み合わせ Shift+F6) を押し て編集モー

ド に切 り 替え、 し きい値を変更し ます。

7 変更し た し きい値を保存し ます。 メ ニュー バーの [Save] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 または以下の メ

ニュー オプシ ョ ンを使用し ます。

[Properties] → [Save]

新しいし きい値に到達する と、SPI for SAP は警告またはク リ テ ィ カルな Dialog Performance メ ッ セー

ジを送信し ます (図12 と同様 )。

メ ッ セージを無効にする と、 以前の SPI for SAP の設定フ ァ イルに定義し た設定と矛盾するため、 集中監視

設定を行わない場合に限 り こ の操作を実行し て く ださい。
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図12　 　パフォーマンス警告しきい値 

SAP NetWeaver syslog ファイルから メ ッセージ ID を取得する

SAP NetWeaver システム ロ グ フ ァ イルに記録される任意の メ ッ セージは CCMS で発生させる ア ラー ト の

ト リ ガ用に定義でき ます。 このア ラー ト を抽出し、これを使って HPOM for Windows コ ン ソールに関連 メ ッ

セージが表示され、 適切な対処の指示も そ こ に添え られます。 

重大な メ ッ セージの メ ッ セージ ID を取得するには、 以下の手順を実行し ます。

1 SAP Easy-Access メ ニューで、 以下を選択し、 システム ロ グフ ァ イルを読み込みます。

[Tools] → [Control] → [Monitoring] → [System Log]

2 [System Log] をダブルク リ ッ ク し て、 [System Log:Local Analysis] 画面内にシステム ロ グ詳細を表示

し ます。

syslog フ ァ イルの内容を現在の関連項目に限定する ために、 時間制限を適用でき ます。

3 [Reread System Log] を ク リ ッ ク し、ご使用の SAP NetWeaver システムのシステム ロ グ フ ァ イルを表

示し ます。

代わ り に、以下の ト ラ ンザク シ ョ ン コード を SAP NetWeaver コマン ド  フ ィ ール ド に入力する

こ と もでき ます。 SM21
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4 ア ラー ト を ト リ ガする メ ッ セージをダブルク リ ッ ク し ます。 システムから、 選択し た メ ッ セージの詳細

が表示されます。

5 グループ ( た と えば、 AB) と番号 ( た と えば、 0) を含む メ ッ セージ ID を記録し ます。 AB0 は、 実行時

エラー (RFC_NO_AUTHORITY) を意味し ます。

6 SAP NetWeaver syslog メ ッ セージの ID 番号を表示するには、 ト ラ ンザク シ ョ ン コード  SE92 を

SAP NetWeaver コマン ド  フ ィ ール ド に入力し、 [All numbers] を ク リ ッ ク し ます。

7 た と えば、以下のよ う に ID 番号を使って SPI for SAP r3monal.cfg 設定フ ァ イル内にフ ィ ルタ を設定

し ます。 

# Syslog filtering

#---------------------------------------------------------

# Alert Classes SAP SAP  SyslogId Enabled=1 

# System Number From To Disabled=0

AlerMonSyslog =ALL =ALL =AB0 =AB1 =1

----------------------------------------------------------

SAP Solution-Manager Integration

こ の項では、 SAP Solution Manager と  HPOM for Windows と の間で双方向通信ができ る よ う にする ため

の、 SPI for SAP の設定方法 を 説明 し ま す。 SPI for SAP の Solution Manager Integration を 使 う と、

Solution Manager のビジネス  プロ セスが異常終了し た と きに HPOM for Windows に通知する よ う 、 SPI
for SAP を設定でき ます。 また、 HPOM for Windows の管理対象オブジェ ク ト を CCMS ツ リ ーに含める こ

と ができ る よ う  SPI for SAP を設定する こ と もでき ます。 これをするにはた と えば、 ポ リ シー内の メ ッ セー

ジ条件に、 自動ア ク シ ョ ン またはオペレータ起動ア ク シ ョ ンを添付する と い う 方法があ り ます。 こ の項の内

容は、 以下の ト ピ ッ ク に分かれています。

• 前提条件 (183ページ )

• 統合の概要 (184ページ )

• SAP から  HPOM への メ ッ セージ送信 (185ページ )

• HPOM から  SAP への メ ッ セージ送信 (186ページ )

• r3ovo2ccms コマン ド (188ページ )

前提条件

SPI for SAP の Solution Manager Integration を利用する場合、 ターゲ ッ ト  システム、 つま り  SPI for SAP
が CCMS ア ラー ト を書き込む先の SAP サーバーが、 以下の前提条件を満たす必要があ る こ と に注意し て く

ださい。

• Solution Manager が監視するサテ ラ イ ト  システムの SAP がバージ ョ ン 4.6 以降であ る こ と

• SPI for SAP は、 SAP_BASIS パッ ケージ 6.40 用の BC-XMW イ ン タ フ ェース をサポー ト し ています。

― リ リ ース  6.40: 

最初のサポー ト  パ ッ ケージで BC-XMW イ ン タ フ ェースが利用可能で、 完全にサポー ト されてお

り 、 追加のサポー ト  パッ ケージは必要あ り ません。
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• SAP ノー ト  645353 および 608384 にも目を通し て く ださい。

統合の概要

SPI for SAP の Solution Manager Integration では、 CCMS XMW および XAL イ ン タ フ ェース を使って、

SAP と  HPOM for Windows と の間の通信を向上させます。 SPI for SAP では、 CCMS イ ン タ フ ェース を使

う こ と で、 SAP と  HPOM for Windows の両方の能力を利用し、 システム管理者に提供する両方の領域の情

報を充実および向上させる こ と ができ ます。 

図13　 　監視対象の CCMS アラートの選択

た と えばこ こ で、 SPI for SAP が CCMS に直接書き込みを し  CCMS ツ リ ーに メ ッ セージやア ラー ト を追加

し、 それを HPOM for Windows が検出し てハー ド ウ ェ アやネ ッ ト ワーク  パフ ォーマン ス など通常は SAP
の関心外であ る問題に関連付け る よ う 、 設定でき ます。 逆に、 図13(184 ページ ) に示す方法では、 Solution
Manager Integration を使って、 特定の CCMS ア ラー ト を監視し、 生成し た HPOM for Windows メ ッ セー

ジを定義済みのサービ ス  ID に リ ン クする こ と で特定のサービ スのステータ ス を監視でき ます。 こ う する こ

と で、 Solution Manager のビジネス  プロセスが異常終了する と すぐ  HPOM for Windows に通知されるだ

けでな く 、 監視対象のビジネス  プロ セスに関連付け られたサービ スのステータ スが HP Service Navigator
のサービ ス  マ ッ プにすぐ反映される よ う にも な り ます。

以下に、 SPI for SAP の Solution Manager Integration によ って、 SAP と  HPOM for Windows と の間の通

信がそれぞれの方向にどのよ う に向上するかを ま と めます。

• SAP → HPOM for Windows

SPI for SAP の CCMS ア ラー ト  モニタ  r3monal の メ ッ セージ条件を定義する こ と で、 た と えばビジネ

ス  プロセスに割 り 当てたア ラー ト など、特定の CCMS ア ラー ト を監視でき ます。 CCMS ア ラー ト  モニ

タ  r3monal の設定の詳細は、 SAP から  HPOM への メ ッ セージ送信 (185ページ ) を参照し て く ださい。

• HPOM for Windows → SAP

ア ク シ ョ ンを HPOM for Windows メ ッ セージ条件に添付する こ と ができ ます。 その メ ッ セージ条件は、

r3ovo2ccms コマン ド を呼び出し、それを使って CCMS ツ リ ーに HPOM for Windows が監視する メ ッ

セージおよびオブジェ ク ト を追加し ます。 r3ovo2ccms コマン ド の使い方の詳細は、r3ovo2ccms コマン

ド (188ページ ) を参照し て く ださい。 

Solution Manager の

ビジネス  プロセス

ビ ジ ネ ス  プ ロ セ ス の

警告 ...

 プロセスのステ ッ プ
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SAP から  HPOM へのメ ッセージ送信

SPI for SAP の CCMS ア ラー ト  モニタ  r3monal の メ ッ セージ条件を定義する こ と で、CCMS ツ リ ー内の特

定のア ラー ト を監視でき ます。 指定された CCMS ア ラー ト の メ ッ セージ条件が一致し た場合、条件で生成さ

れた HPOM for Windows メ ッ セージ を既知のサービ ス  ID に関連付け、 その結果 と し て メ ッ セージ を

HPOM for Windows サービ ス  ツ リ ー内のサービ スに直接 リ ン クする こ と ができ ます。 CCMS ア ラー ト  モニ

タ  r3monal の設定の詳細は、 CCMS 4.x ア ラー ト  モニタ : r3monal(49ページ ) を参照し て く ださい。

SAP Solution Manager と  HPOM for Windows と の間の通信を設定するには、以下の手順概要を実行する必

要があ り ます。

1 SAP で、 監視対象の Solution Manager ビジネス  プロセスの CCMS ア ラー ト  ツ リ ーを開き ます。

2 CCMS ア ラー ト  ツ リ ーを展開し、 選択し たビジネス  プロセスの個々のステ ッ プに関連付け られたア

ラー ト を表示し ます。

3 必要な CCMS ア ラー ト を HPOM for Windows 内のサービ ス  オブジェ ク ト に リ ン ク させたいビジネス

プロセスのステ ッ プに割 り 当てます。

4 HPOM for Windows メ ッ セージを HPOM for Windows 内のサービ スに リ ン ク し たい場合は、この時点

でサービ ス  ID も割 り 当て る必要があ り ます。 サービ ス  ID は、 サービ ス設定フ ァ イル内に定義された

サービ ス名に一致し なければな り ません。 これは次の書式で設定し ます。

SAP_SPI:<SID>:<service_instance_name>

5 新しい ( または変更済みの ) 条件と一緒に、 SPI for SAP の opcmsg ポ リ シーを ( 再 ) 配布する こ と を忘

れないで く ださ い。

図14　 　サービス ID へのメ ッセージのリンク

監視対象のビジネス  プロセスの個々のステ ッ プに CCMS ア ラー ト がまだ割 り 当て られていな

い場合、 SAP を使って必要なア ラー ト  ( ト ラ ンザク シ ョ ン RZ20) を生成する  CCMS モニ タ を

検索し、 その後、 ア ラー ト をビジネス  プロセスのステ ッ プに割 り 当てる必要があ り ます。
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HPOM から  SAP へのメ ッセージ送信

最初に行 う べき最も重要な こ と は、 HPOM for Windows の着信 メ ッ セージの う ち、 どれを SAP に転送し て

CCMS ツ リ ーに書き込まなければな ら ないかを HPOM for Windows に知らせる こ と です。 メ ッ セージ転送

のタ ス クは、 ポ リ シーのルールに添付されたア ク シ ョ ンによ って ト リ ガ され、 それが元の メ ッ セージを生成

し ます。 設定する ア ク シ ョ ンは、 自動ア ク シ ョ ンで も オペレータ起動ア ク シ ョ ンで も構いません。 使用する

コマン ドおよび利用可能なパラ メ ータ と オプシ ョ ンの詳細は、r3ovo2ccms コマン ド (188ページ ) を参照し て

く ださい。

HPOM for Windows ポ リ シーに自動ア ク シ ョ ンを設定するには、以下の手順を実行し ます。 ウ ィ ン ド ウの名

前およびタ イ ト ル、 タブ、 およびプロパテ ィ  シー ト は、 選択し たポ リ シーの種類によ って変わる可能性があ

る こ と に注意し て く ださ い。 こ こ で説明する例では、 パフ ォーマン スのし きい値のポ リ シーを使用し ていま

す。

1 コ ン ソール ツ リ ーで、 SAP に転送し  CCMS ツ リ ーに書き込みたい HPOM for Windows メ ッ セージを

生成するポ リ シーを探し ダブルク リ ッ ク し ます。 こ の例では、 SAP サーバーの CPU 負荷を監視するパ

フ ォーマン ス  モニ タ を選択し ます。

2 現れる  [Measurement Threshold] ウ ィ ン ド ウで、 [ しきい値レベル ] タブを ク リ ッ ク し ます。

3 [ し きい値レベル ] タブで、 SAP に転送し たい メ ッ セージを生成するルールを探し ダブルク リ ッ ク し ま

す。 すべての メ ッ セージを転送する必要はないこ と に注意し て く ださい。 た と えば、 重要度が 「注意域」

や 「正常域」 の メ ッ セージを生成するルールよ り も、 「危険域」 の メ ッ セージを生成するルールの方が一

般には着目されます。 

4 現れる  [ し きい値レベル ] ウ ィ ン ド ウで、 [開始アクシ ョ ン ] タブを ク リ ッ ク し ます。

5 [開始ア ク シ ョ ン ] ウ ィ ン ド ウで、 [自動コマンド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

6 現れる  [自動コマン ド ] ウ ィ ン ド ウで、 r3ovo2ccms コマン ド を コマン ド  ボ ッ ク スに入力し ます。 また、

メ ッ セージを表示させたい CCMS ツ リ ーの場所など、 希望のア ク シ ョ ンを実行する ために必要なパラ

メ ー タ お よ びオプシ ョ ン も 入力 し ます。 CCMS ツ リ ーに指定 し た場所が ま だ存在 し ない場合には、

r3ovo2ccms が メ ッ セージを SAP に転送する と きに作成し ます。 HPOM for Windows モニタ  ツ リ ーの

ルー ト のデフ ォル ト 名は ZSAPSPI です。 デフ ォル ト の設定を変更し なかった場合には、 コマン ド の絶

対パス を入れる必要がないこ と にも注意し て く ださい。 r3ovo2ccms コマン ド の詳細は、r3ovo2ccms コ
マン ド (188ページ ) を参照し て く ださい。

[ ノー ド ] テキ ス ト  ボ ッ ク スには、 変更し ているポ リ シーが配布され r3ovo2ccms コマン ド が動作する

ノ ー ド の名前 を 定義 し ま す。 [ コ マ ン ド ] テ キ ス ト  ボ ッ ク ス で -host オプ シ ョ ン と 共に

$MSG_NODE_NAME 変数を指定する と、 SPI for SAP は、 も と の メ ッ セージに関連付け られた ノード

の名前を想定し ます。 リ モー ト モニ タ機能が有効になっている場合、 SPI for SAP が リ モー ト で監視し

ている ノード にも、 これは当てはま り ます。
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図15　 　自動アクシ ョ ンの設定

7 r3ovo2ccms が CCMS モニタ  ツ リ ーに書き込む CCMS ア ラー ト  (モニ タ  ツ リ ー要素つま り  MTE) は、

SAP Solution Manager で定義し たビジネス  プロ セスの特定のステ ッ プ ( た と えば、 「請求書を作成す

る」 など ) に割 り 当て られていなければな り ません。 

a SAP で以下の ト ラ ンザク シ ョ ンを入力し ます。 /dswp

/dswp ト ラ ンザク シ ョ ンによ って、 以下のページが表示されます。

変更モード : ビジネス プロセス モニタ リング設定

b HPOM for Windows ア ラー ト を割 り 当てるプロセス  ステ ッ プを選択し ます。

c ビジネス  プロセス  ステ ッ プに割 り 当てたい CCMS モニ タの名前を手で入力し ます。 

8 次に、 CCMS 監視セ ッ ト  (HPOM など ) を作成し、 r3ovo2ccms コマン ド から送られる ア ラー ト を処理

し て、それら を SAP ユーザーが認識でき る よ う にする  CCMS モニタ  ( た と えば SAPSPI) を生成する必

要があ り ます。 

その後、 新しいモニ タ を選択し、 [ 変更 ] ボタ ンを使って、 CCMS ア ラー ト およびア ラー ト  グループの

リ ス ト を表示でき ます。 こ れら を、 Solution Manager が認識でき る よ う にする ために、 新し いモニ タ

(SAPSPI) に関連付け る こ と がで き ま す。 表示 さ れた コ ン テ キ ス ト の リ ス ト を下に ス ク ロ ール し、

「ZSAPSPI」 を選択し ます。

入力するモニ タ要素の名前は、 CCMS モニ タ  ツ リ ーに表示されるので、 r3ovo2ccms  コマン

ド で作成されるエン ト リ と同じ名前でなければな り ません。 モニ タ  コ ンテキス ト  （ZSAPSPI）
も、 モニタが含まれている  CCMS 監視セ ッ ト 名も、 含める必要があ り ません。

コ ンテキ ス ト  ZSAPSPI が、 表示された コ ンテキ ス ト の リ ス ト に表示されて選択でき る よ う に

なるのは、 r3ovo2ccms コマン ド が送信し た最初の HPOM for Windows メ ッ セージが CCMS
ツ リ ーに表示された後のみです。
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図16　 　 ビジネス プロセス ステップへの CCMS MTE の割り当て

r3ovo2ccms コマンド

HPOM for Windows メ ッ セージを SAP に転送し それを CCMS ツ リ ーに直接書き込む メ カニズム と し て、

SPI for SAP は r3ovo2ccms コマン ド を使用し ます。 このコマン ド は、SPI for SAP が HPOM for Windows
管理ノ ード上のデフ ォル ト の HPOM for Windows ア ク シ ョ ン デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールし ます。

r3ovo2ccms コマン ド は、 コマン ド行から直接使 う こ と もでき、 自動ア ク シ ョ ン と し て自動的に、 またはオ

ペレータ起動ア ク シ ョ ン と し て手動で も起動で き ます。 設定されたア ク シ ョ ン中で r3ovo2ccms コ マン ド

を使いたい場合には、 CCMS に転送し たい HPOM for Windows メ ッ セージを生成するポ リ シーをそれぞれ

変更する必要があ り ます。 SPI for SAP は設定されたア ク シ ョ ンを使って HPOM for Windows メ ッ セージ

を SAP に転送し ます。 その メ ッ セージは SAP の CCMS ツ リ ー内の、指定し たパラ メ ータおよびオプシ ョ ン

で定義された場所に表示されます。

r3ovo2ccms コ マン ド は以下のパラ メ ータおよぴパラ メ ータ  オプシ ョ ン を受け付け ます。 パラ メ ータ を指

定し なければ、 これがコマン ド  シェルに表示されます。

r3ovo2ccms  -level1_element <level1_element> -level2_element <level2_element> -text <text> -host
<SAP_hostname> [-root_element <root element>]  [-sid <SID>] [-number <SAP_instance_number>]
[-severity <NORMAL|WARNING|CRITICAL>] 

コマンド  パラメータ

r3ovo2ccms は以下のコマン ド  パラ メ ータ を受け付けます。

• -level1_element <level1_element>

CCMS ツ リ ー構造の第 1 レベルの枝を指定するパラ メ ータです。
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• -level2_element <level2_element>

CCMS ツ リ ー構造の第 2 レベルの枝を指定するパラ メ ータです。

• -text <text>

イベン ト または問題についてのさ らに詳しい説明テキス ト です。 

• -host <SAP_hostname>

HPOM for Windows によ って イベン ト または問題が最初に検出された SAP システムの名前です。

オプシ ョ ンのパラメータ

r3ovo2ccms コマン ド では、 以下のオプシ ョ ンのパラ メ ータが利用可能です。

• -root_element <root_element>

メ ッ セージを挿入し たい CCMS ツ リ ーの枝のルー ト 要素名。 デフ ォル ト 値は 「ZSAPSPI」。

• -sid <SID>

最初の イベン ト ま たは問題が HPOM for Windows に よ って検出 さ れた SAP シ ス テムのシ ス テム ID
(SID)。

• -number <SAP_instance_number>

最初のイベン ト または問題が HPOM for Windows によ って検出された SAP システムのイ ン ス タ ン ス

番号。

• -severity <NORMAL|WARNING|CRITICAL>

CCMS ア ラー ト  メ ッ セージの重要度。 デフ ォル ト 値は 「CRITICAL」。

例

以下の例で示すのは、 r3ovo2ccms コマン ド を使って、 SAP サーバー 「example」 におけ る  CPU 負荷の問

題に関連する  HPOM for Windows メ ッ セージを SAP に転送し、 それを CCMS ツ リ ー内の定義された場所

に直接書き込む方法です。 メ ッ セージを生成する  HPOM for Windows ポ リ シーを設定する こ と によ って、自

動ア ク シ ョ ンによ って自動的に、 またはオペレータ起動ア ク シ ョ ンによ って手動で、 コマン ド を実行する よ

う にでき ます。 

CCMS ツ リ ーへの HPOM for Windows メ ッ セージの書き込み

r3ovo2ccms -root_element  -level1_element Performance -level2_element CPU -text

"CPU load: bottleneck situation 90%" -host example

上記の例では、 CPU 負荷に関する重大な問題が発生し、 その こ と が SPI for SAP に よ って報告さ れる と、

SAP CCMS ツ リ ーの HPOM > Performance > CPU の枝に HPOM for Windows メ ッ セージが表示されま

す。 この メ ッ セージが関係する問題は、 も と は SAP サーバー 「example」 から報告された ものです。
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CEN の CCMS アラートの監視

ご 使用の SAP ラ ン ド ス ケープに複数の シ ス テ ム と 多数の イ ン ス タ ン ス が含 ま れて い る 場合は、 SAP
Computing Center Management System (CCMS) を使って ラ ン ド スケープを 1 つのシステム ( こ のシステ

ムでは、 SAP は集中監視システム (CEN) を呼び出す ) から監視し、 SPI for SAP で CEN を監視する よ う に

設定する こ と で、 管理オーバーヘッ ド を減少させる こ と ができ ます。 SPI for SAP は、 CCMS サブシステム

で検出されたア ラー ト を、 HPOM for Windows コ ン ソールに送信される メ ッ セージにマ ッ ピング し ます。

こ の項では、 SPI for SAP を使用し て SAP 集中監視システムの CCMS ア ラー ト を監視する こ と を検討する

際に、 注意すべき事項について簡単に説明し ます。

CEN 統合の概要

CEN (Central Monitoring System) は、監視対象の SAP ラ ン ド スケープ全体にわたって、生成される  CCMS
ア ラー ト を集中制御する単一の SAP システムです。 CEN を使用する と、 問題のア ラー ト に関する本質的な

情報を集中化 さ れた単一の地点で入手で き る よ う にな る ので、 複数の SAP シ ス テムの監視 と 管理のオー

バーヘッ ド を削減でき ます。 

CCMS ア ラー ト の集中管理に CEN を使 う よ う に SAP を設定し た後、 SPI for SAP の r3monal モニタ を使

用 し て、 CEN に配信 さ れ る  CCMS ア ラ ー ト を イ ン タ ーセプ ト し、 そのア ラ ー ト に基づいて HPOM for
Windows コ ン ソールに送信する メ ッ セージを生成し ます。 

集中監視システム (CEN) を使用し て SAP ラ ン ド スケープ全体の CCMS ア ラー ト を管理する よ う に SAP を
設定する方法の詳細は、SAP のマニュ アルを参照し て く ださい。 SPI for SAP で CCMS ア ラー ト を監視する

方法の詳細は、 CCMS 4.x ア ラー ト  モニ タ : r3monal(49ページ ) を参照し て く ださい。

SAP CEN の設定

SPI for SAP が CEN の CCMS ア ラー ト の監視をサポー ト するのは、 CEN を集中化し たア ラー ト 監視の場

所とする よ う に SAP を設定し た場合です。 CEN を、 ア ラー ト の収集および監視用の集中化し たア ラー ト 監

視の場所と し て設定する こ と は、単純な作業ですが、何段階かの手順を必要 と し ます。 た と えば、必要なユー

ザーを設定し、 適切なエージェ ン ト を登録し て起動し、 収集する情報の種類 ( た と えば、 パフ ォーマン ス、 統

計、 可用性 ) を定義する こ と が必要です。 こ の項の説明は、 CEN を SPI for SAP の監視対象と し て設定する

と きに、 検討すべき項目を示し ています。

集中監視システム (CEN) を使用し て SAP ラ ン ド スケープ全体の CCMS ア ラー ト を管理する よ う に SAP を
設定する方法については、 SAP のマニュ アルを参照し て く ださい。 特に、 以下で概略を示し た ト ピ ッ ク につ

いて、 詳し く 調べる必要があ り ます。

• SAP 集中監視システム (190ページ )

• SAP ABAP イ ン ス タ ン ス (192ページ )

• J2EE イ ン ス タ ン ス (193ページ )

SAP 集中監視システム

ア ラー ト  データの収集、 監視、 および分析を行 う よ う に SAP 集中監視システムを設定する場合には、 以下

の重要項目を検討する必要があ り ます。 

• CEN のバックグラウンド  ディスパッチング
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すべてのデータ収集 メ ソ ッ ド をバ ッ ク グ ラ ウ ン ド  プロ セス と し て正確に時間内に起動するには、 監視

アーキテ クチャ を有効にし てお く 必要があ り ます。 図 17(192 ページ ) に示すよ う に、 CEN および監視

対象のすべての ABAP システム内のバッ ク グ ラ ウ ン ド  デ ィ スパッチングを有効にし ます。

• CSMREG ユーザー

CEN および CEN に リ モー ト で監視させるすべての ABAP シス テム内に、 CSMREG ユーザーを作成

する必要があ り ます。 CSMREG は特有の特権を持つユーザーです。SAP はこ の特権を使用し て、リ モー

ト  システムか らデータ を収集し、 それを CEN に送信し ます。 CSMREG ユーザーを設定する方法につ

いては、 SAP のマニュ アルを参照し て く ださい。

• CSMCONF ファイル

CSMCONF フ ァ イルは、 CCMS エージェ ン ト の登録 と起動用の必須のフ ァ イルです。 こ のフ ァ イルに

は CEN のシステム ID、 ク ラ イ アン ト 番号、 ユーザー名など、 すべての接続データが含まれます。 この

フ ァ イルで指定し なかった接続データは、 登録時に指定する必要があ り ます。

• データの収集と分析

CEN を使用し て、 リ モー ト  ABAP シス テムか ら のデータの収集、 監視、 および分析を行 う 場合には、

各監視対象 ABAP システム用に 2 つの RFC 宛先を作成する必要があ り ます。 CEN では、リ モー ト で監

視する各 SAP システムについて、 CCMS ア ラー ト  モニタに 1 つのエン ト リ を必要と し ます。

• ワークロード統計データ

CEN の ABAP システムのワーク ロード統計を監視する場合には、 図18(193 ページ ) に示すよ う に、 ト

ラ ンザク シ ョ ン ST03G (Global System Workload Analysis) を使用し て、 各 ABAP システムの RFC 宛
先を ワーク ロード  モニ タに入力し ます。

• CCMSPING 可用性エージェン ト

CCMS 可用性エージェ ン ト  CCMSPING を有効にし、CCMS が リ モー ト  SAP システムのステータ ス と

可用性を監視で き る よ う に し ます。 CCMSPING エージ ェ ン ト の前提条件 ( および設定 ) については、

SAP のマニュ アルを参照し て く ださい。 
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図17　 　バックグラウンド  ディスパッチングの有効化

SAP ABAP インスタンス

ア ラー ト  ABAP データの収集、監視、および分析を行 う よ う に SAP 集中監視システムを設定する場合には、

監視対象の各 ABAP イ ン ス タ ン スについて以下の重要項目を検討する必要があ り ます。 

• SAPCCM4X エージェン ト

CEN を使用し て ABAP イ ン ス タ ン ス を監視する際に、通信で問題が発生し ないよ う にするには、CCMS
エージェ ン ト  SAPCCM4X を登録し てお く 必要があ り ます。 SAPCCM4X エージェ ン ト を登録すれば、

CEN および監視対象の ABAP イ ン ス タ ン ス間の通信チャネルが確立し ます。 SAPCCM4X エージ ェ ン

ト はフ リ ーのワーク プロセス を必要と し ないため、監視対象のいかなる  ABAP イ ン ス タ ン スのいかなる

エラー状態から も影響を受け る こ と はあ り ません。

SAPCCM4X エージェ ン ト は、 CEN の監視対象と なる各 ABAP イ ン ス タ ン スで登録する必要があ る こ

と に注意し て く ださ い。
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図18　 　CEN の ABAP 統計の監視

J2EE インスタンス

SAP Java イ ン ス タ ン スか らのア ラー ト  データの収集、 監視、 および分析を行 う よ う に SAP 集中監視シス

テムを設定する場合には、 監視対象の各 J2EE イ ン ス タ ン スについて以下の重要項目を検討する必要があ り

ます。 

• SAPCCMSR エージェン ト

CEN で J2EE イ ン ス タ ン ス を監視するために CCMS を使用する場合には、CEN に CCMS エージェ ン

ト  SAPCCMSR を登録し てお く 必要があ り ます。 Java イ ン ス タ ン ス か ら の監視対象データ は、 こ の

CCMS エージ ェ ン ト を経由 し て転送 さ れ ま す。 J2EE Engine の イ ン ス ト ールでは、 デ フ ォ ル ト で

SAPCCMSR が設定 さ れる こ と に注意 し て く だ さ い。 し たがっ て、 各 J2EE イ ン ス ト ールについて、

CEN に SAPCCMSR エージェ ン ト を登録し、 そのエージェ ン ト を起動する こ と だけが必要な作業にな

り ます。

• CEN の Java DSR

CEN の Java イ ン ス タ ン スの分散統計レ コード  (DSR) を表示する よ う に、 グ ローバル ワーク ロー ド  モ
ニタ を設定する こ と ができ ます。 図18 に、 Global System Workload Analysis ト ラ ンザク シ ョ ンの出力

を示し ます。

• GRMG による可用性監視

SAP 内の J2EE イ ン ス タ ン ス の可用性 を 監視す る には、 GRMG (General Request and Message
Generator) の設定フ ァ イルをカス タマイ ズ し、 変更し た設定フ ァ イルを CCMS エージェ ン ト にア ッ プ

ロー ド する必要があ り ます。 J2EE Engine の Network Administrator (NWA) には、 変更し て CCMS
にア ッ プロードするために利用でき る  XML フ ァ イルが表示されます (図19(194 ページ) を参照)。 また、

ト ラ ンザ ク シ ョ ン GRMG を使用し て、 SAP 集中監視システムに用意されている ア ク テ ィ ブな GRMG
設定シナ リ オの リ ス ト を表示させる こ と もでき ます。
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図19　 　GRMG 設定ファイルを CCMS にアップロード

SPI for SAP の設定

CCMS ア ラー ト の集中管理に CEN を使 う よ う に SAP を設定し た後、 SPI for SAP の r3monal モニタ を使

用し て、 CEN 宛の CCMS ア ラー ト を イ ン ターセプ ト し、 HPOM for Windows コ ン ソールに送信する メ ッ

セージを生成し ます。 

集中監視システム (CEN) を使用し て SAP ラ ン ド スケープ全体の CCMS ア ラー ト を管理する よ う に SAP を
設定する方法の詳細は、SAP のマニュ アルを参照し て く ださい。 SPI for SAP で CCMS ア ラー ト を監視する

方法の詳細は、 CCMS 4.x ア ラー ト  モニ タ : r3monal(49ページ ) を参照し て く ださい。

以下の リ ス ト では、SPI for SAP で CEN の CCMS ア ラー ト を監視する よ う に設定するために必要な手順に

ついて概略を説明し ます。 

1 集中監視システム (CEN) と し て割 り 当てた SAP システムに、 SPI for SAP を イ ン ス ト ールし ます。

すでに SPI for SAP を使用し て CEN と し て割 り 当てた SAP システムを監視し ている場合には、この手

順は不要であ る こ と に注意し て く ださ い。

2 集中監視システム (CEN) と し て割 り 当てた SAP システムに、 CCMS 用の SPI for SAP 移送を イ ン ス

ト ールし ます。

SPI for SAP の CCMS 移送 (SAPSPI_CCMS_Monitors.car) には、 次の SAP コ ンポーネン ト 用のモニ

タ を含む CCMS 監視セ ッ ト  (HP OV SAP-SPI) が用意 さ れてい ます。 J2EE Engine、 SAP セキ ュ リ

テ ィ 、 ス タ ン ド ア ロ ン エンキ ュー サーバー、 エン タープラ イ ズ ポータルのパフ ォーマン スおよび可用

性、 および XI モニ タ リ ング。

新しい監視セ ッ ト を定義し て ( または既存の監視セ ッ ト を拡張し て )、 表示させたいア ラー ト を

処理する、 新しい CCMS モニ タ を含める こ と ができ ます。 SPI for SAP で使用する  CCMS 監
視セ ッ ト を定義する方法の詳細は、 CCMS 監視セ ッ ト : r3monal(50 ページ ) および CCMS ア
ラー ト  モニ タ : r3monal(53ページ ) を参照し て く ださい。
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3 SPI for SAP モニタ移送のイ ンポー ト

SPI for SAP モニ タ移送 (R3Trans.car) には、 SPI for SAP のすべての ABAP モニ タ と それ ら のデ

フ ォル ト 設定が含まれてい ます。 こ のモニ タ移送を、 接続 さ れてい るすべての ABAP および ABAP/
JAVA (デュ アル ス タ ッ ク ) システムを監視する集中監視システムにイ ンポー ト する必要があ り ます。

4 SPI for SAP で、 CEN を介し て監視する  J2EE Engine および ABAP の各イ ン ス タ ン スに、 適切な

CCMS エージェ ン ト を登録し、 起動し ます。 

SPI for SAP で使用す る  SAPCCMSR エー ジ ェ ン ト  (J2EE 用 ) お よ び SAPCCM4X エー ジ ェ ン ト

(ABAP 用 ) についての簡単な説明は、それぞれJ2EE イ ン ス タ ン ス (193ページ )およびSAP ABAP イ ン

ス タ ン ス (192 ページ ) にあ り ます。 エージェ ン ト のイ ン ス ト ール、 登録、 および起動を行 う 方法につい

ては、 SAP 製品のマニュ アルを参照し て く ださい。

5 必要に応じ て、 CEN をホス ト する システムに SPI for SAP CCMS ア ラー ト  モニ タ  r3monal を配布し、

r3monal.cfg 設定フ ァ イルを変更し て CCMS 監視セ ッ ト の監視を有効に し ます。 r3monal.cfg 設定

フ ァ イルで CCMS 監視セ ッ ト を有効にする方法の詳細は、 CCMSMonitorSet(32ページ ) を参照し て く

ださい。

6 SPI for SAP から  CEN が認識でき る こ と を確認し ます。

必要に応じ て、 CEN イ ン ス タ ン ス を ホ ス ト する シ ス テム上の SPI for SAP の集中監視設定フ ァ イ ル

r3itosap.cfg に CEN のエン ト リ を追加し ます。

r3itosap.cfg フ ァ イ ルの内容、 お よ び新 し い監視対象の SAP イ ン ス タ ン ス を 定義す る た めの

HostSapAssign キーワー ド の必要な構文の説明については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP
イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 を参照し て く ださい。

7 従来から  SPI for SAP を使用し て個々の SAP システムを ローカル ( かつ独立 ) に監視し ていた場合は、

CEN で個々の SAP システムを リ モー ト 監視する よ う に設定変更を行 う ために、 以下の点に留意する必

要があ り ます。

a r3monal モニタは、 ローカル SAP システム と  CEN システムで同時に実行する こ と はでき ません。

メ ッ セージが重複し ます。

メ ッ セージの重複を避け る ため、 従来は SPI for SAP で CCMS ア ラ ー ト を監視 し ていた個々の

SAP システム上の r3monal モニ タおよび r3itosap.cfg フ ァ イルは無効にし ます。

b 従来はローカルに監視し ていた個々の SAP システムの CCMS ア ラー ト を、 リ モー ト で監視する よ

う に CEN を設定し ます。 

c 従来はローカルに監視し ていた、 個々の SAP システムから  CEN で受信する  CCMS ア ラー ト を、

イ ン ターセプ ト する よ う に CEN 上の r3monal を設定し ます。 

個々の リ モー ト  SAP システムからの CCMS ア ラー ト が、 CEN 上の Solution Manager に表示さ

れる こ と を確認するには、 従来はローカルに監視し ていた各 SAP システム ID について、 ト ラ ンザ

ク シ ョ ン RZ20 を使用し て (CEN に ) CCMS モニ タ  ツ リ ーを設定し ます。 新しいモニ タ  ツ リ ーで

は、 SPI for SAP で監視と イ ン ターセプ ト を行 う  CCMS ア ラー ト を指定する必要があ り ます。 

こ のよ う にし て、 CEN 上の r3monal の 1 つのイ ン ス タ ン スが、 CEN で リ モー ト 監視されるすべての

SAP システムからの CCMS ア ラー ト を監視し ます。

8 デフ ォル ト では、 SPI for SAP CCMS 移送を イ ン ス ト ールし た J2EE 監視用の MTE ルール ノード が、

移送がイ ンポー ト された 「Current」 システムを監視する よ う に設定されます。 こ の設定は、 図 20(196
ページ ) に示すよ う に、 CEN にイ ンポー ト し た と きに 「all」 に変更し、 CEN にレポー ト し ている、 リ

モー ト  システムからのア ラー ト を監視でき る よ う にする必要があ り ます。
メ ッセージ フローの理解 195



9 今までに SPI for SAP で CEN を監視し ていなかった場合には、 CEN をホス ト する システムを HPOM
for Windows ノード  リ ス ト に追加し、 SPI for SAP で生成される メ ッ セージがHPOM for Windows コ
ン ソールに表示される よ う にし ます。

図20　 　CEN 監視用の MTE ルール ノードの設定
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第6章 SPI for SAP のパフォーマンス モニタ
こ の章では、 SPI for SAP R/3 Performance Agent のイ ン ス ト ール方法、 設定方法、 および使用方法につい

て詳し く 説明し ます。 また、 SPI for SAP R/3 Performance Agent に含まれるパフ ォーマン ス  モニタ を有効

活用し、SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニタが収集し た情報に HP Performance Agent が供給する情報を追

加する方法について も説明し ます。 

パフォーマンス モニタの概要

SPI for SAP R/3 Performance Agent は選択されたパフ ォーマン ス  モニタ を使用し て SAP パフ ォーマン ス

デー タ を 収集 し、 そ のデー タ を HP Software Embedded Performance Component (CODA) ま た は

Performance Agent (Unix/Windows) に格納し ます。 Performance Manager を使用し て、 これらのデータ を

他のアプ リ ケーシ ョ ン、データベース、 システムおよびネ ッ ト ワーク  Performance Agent が収集し たデータ

と と もに監視、 管理し相関を と る こ と ができ ます。 これらのデータ を使用し て、 SAP 業務 ト ラ ンザク シ ョ ン

と その他のシステム メ ト リ ッ ク と の間で傾向を比較する こ と ができ ます。 この項では以下の ト ピ ッ ク につい

て説明し ます。

• SPI for SAP によ るパフ ォーマン ス監視

• HPOM for Windows を使用し た SPI for SAP R/3 Performance Agentのイ ン ス ト ール方法

• パフ ォーマン ス  モニ タの設定

SAP NetWeaver 内部に実装された ABAP 関数モジ ュールには RFC コールを使用し てア ク セス し ます。 パ
フ ォーマン ス  モニ タは SAP ラ ン タ イ ム パフ ォーマン ス  データのスナッ プシ ョ ッ ト を収集し ます。

SPI for SAP R/3 Performance Agent は、 SAP NetWeaver CCMS サブ シ ス テ ム の一部で あ る  SAP
NetWeaver Performance ア ラー ト  モニタ  (ST03) が収集するデータに加えて、130 以上の メ ト リ ッ ク を収集

でき ます。 

SPI for SAP R/3 Performance Agent では、 指定し た SAP NetWeaver イ ン ス タ ン スで実行するモニ タの種

類と その頻度を設定でき ます。 詳細については、SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定 (205ページ ) を

参照し て く ださ い。

Performance Agent は Windows オペレーテ ィ ング システムではサービ ス と し て、UNIX オペレーテ ィ ング

システムではデーモン (バッ ク グ ラ ウ ン ド ) プロセス と し て、HPOM for Windows エージェ ン ト  プロセス と

は独立し て実行されます。 SPI for SAP R/3 Performance Agent プロセス を起動 /停止するには、 HPOM for
Windows コ ン ソールの SPI for SAP ツール内の適切なHPOM for Windows ツールを使用し ます。 詳細につ

いては、 SPI for SAP R/3 Performance Agent の管理(215ページ ) を参照し て く ださい。
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SPI for SAP R/3 Performance Agent のアップグレード

以前のバージ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent で定義し たデータ ソースが最新バージ ョ ンの SPI
for SAP で使用で き る と は限 り ません。 採用すべ き ア ッ プグ レー ド 戦略はア ッ プグ レー ド 対象の SPI for
SAP R/3 Performance Agent に依存し ます。

11.10 などの最近のバージ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent をア ッ プグレードする場合は、 すべ

てのデータおよびデータ ソース を継続し て使用でき ます。 10.x または 9.x などの古いバージ ョ ンの場合は、

データおよびデータ ソース を再利用する こ と はでき ますが、 データ を最新の SPI for SAP R/3 Performance
Agent で必要な新 し い形式に移行す る 必要が あ り ま す。 08.11 以前のバージ ョ ン の SPI for SAP R/3
Performance Agent を使用し ている場合は、 既存のデータおよびデータ ソースの再利用はでき ません。

SPI for SAP R/3 Performance Agent をア ッ プグレー ド するには、 以下に概要を示す手順を実行する必要が

あ り ます。

1 既存の SPI for SAP R/3 Performance Agent を削除する

SPI for SAP R/3 Performance Agent の削除方法の詳細は、 SPI for SAP R/3 Performance Agent の削

除 (237ページ ) を参照し て く ださい。

2 既存の SPI for SAP R/3 Performance Agentのデータおよびデータソースを削除する

SPI for SAP 10.70、 10.50、 または 09.01: バージ ョ ン 10.70、 10.50、 または 09.01 から最新バージ ョ ン

の SPI for SAP にア ッ プグレードする場合、 こ の手順を実行する必要はあ り ません。 既存のデータおよ

びデータ ソース を引き続き使用でき ます。

3 SPI for SAP のアップグレード

詳細は、『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』を参照し て く ださい。

4 新しい SPI for SAP R/3 Performance Agentをインストールする

SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定の詳細は、 SPI for SAP R/3 Performance Agent のイ ン ス

ト ール (202ページ ) を参照し て く ださい。

5 新しい SPI for SAP R/3 Performance Agentの設定

SPI for SAP R/3 Performance Agentの設定の詳細は、SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定 (205
ページ ) を参照し て く ださい。

6 SPI for SAP/Reporter 統合のアップグレード

SPI for SAP Reporter 統合のア ッ プグ レー ド 方法の詳細は、 SPI for SAP レ ポー ト のア ッ プグ レー ド

(347ページ ) を参照し て く ださい。

HP Performance Agent 使用時の SPI for SAP R/3 Performance Agent の移行

HP Performance Agent を パ フ ォ ーマ ン ス  デー タ の ソ ー ス と し て使用 し て い て、 SPI for SAP R/3
Performance Agent を以前のバージ ョ ンか ら最新のバージ ョ ンにア ッ プグ レー ド し たい場合には、 新し い

バージ ョ ンのイ ン ス ト ールを開始する前に、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent と関連す

るデータおよびデータ ソース を正し く 、 完全に移行 (場合によ っては、 削除 ) する こ と が極めて重要です。 

SPI for SAP R/3 Performance Agent を移行するには、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 Performance Agent を停止する

ア ッ プグレード を実行する ノード上で、 Performance Agent を停止し ます。 
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• AIX オペレーテ ィ ング システム : 

/usr/lpp/perf/bin/mwa stop

• HP-UX および Solaris オペレーテ ィ ング システム : 

/opt/perf/bin/mwa stop

• Windows オペレーテ ィ ング システム :

mwacmd stop

2 旧バージョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agentを削除する

旧バージ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent を管理ノ ード から削除し ます。 その方法について

は、 SPI for SAP R/3 Performance Agent の削除(237ページ )で説明し ます。

3 データ  ソースをクリーン アップする

バージ ョ ン 08.70  以降から最新バージ ョ ンの SPI for SAP にア ッ プグレードする場合、この手順を実行

する必要はあ り ません。 既存のデータおよびデータ  ソースは新バージ ョ ンの SPI for SAP Performance
Agent で引き続き使用でき ます。 

新しい SPI for SAP Performance Agent の設定では、 移行プロセスについて一通 り 案内し、 古いデータ

の場所を確定し て新しい書式に更新し ます。 詳細については、 SPI for SAP R/3 Performance Agent の
設定 (206ページ ) を参照し て く ださい。

SPI for SAP をバージョ ン  08.11 ま たはそれ以前から アッ プグレ ード する 場合、 以下の手順で、 管理ノ ー

ド から すべての既存の SPI for SAP R/3 Performance Agent パフォ ーマンス  データ ソ ース を削除し ま す。

a HPOM for Windows 管理 ノード上で以下のフ ァ イルを探し、 テキス ト  エデ ィ タ を使用し てその

フ ァ イルを開き ます。 フ ァ イルの場所はオペレーテ ィ ング システムによ って異な り ます。

－ AIX オペレーテ ィ ング システム : 

/usr/lpp/perf/data/perflbd.rc

－ HP-UX および Solaris オペレーテ ィ ング システム : 

/var/opt/perf/data/perflbd.rc

－ Windows オペレーテ ィ ング システム :

<OvPerfAgtInstallDir>\data\perflbd.mwc

b perflbd フ ァ イルに SPI for SAP R/3 Performance Agent と関連するエン ト リ があ る場合は削除

し ます。 例を 図21(199 ページ ) に示し ます。 perflbd フ ァ イル内の SPI for SAP R/3 Performance
Agent に関連するエン ト リ は、 文字列 DATASOURCE=R3_* で始ま り ます。 

図21　 　 perflbd ファイルのクリーン アップ

c 以下のデ ィ レ ク ト リ から、 データ ソース  フ ァ イルを削除し ます。

－ AIX オペレーテ ィ ング システム : 

 /var/lpp/OV/bin/R3PerfAgent/data

－ HP-UX および Solaris オペレーテ ィ ング システム : 

/var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/data

エン ト リ を削除
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－ Windows オペレーテ ィ ング システム :

 %OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\data

4 旧バージョ ンの SPI for SAP を削除する

まだ実行し ていない場合には、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP を管理サーバーから削除し ます。 詳細につ

いては、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ イ ド』 の 「SPI for SAP の
削除」 を参照し て く ださ い。

5 新しいバージ ョ ンの SPI for SAP をインストールする

新しいバージ ョ ンの SPI for SAP を、HPOM for Windows 管理サーバー上にイ ン ス ト ールし ます。 詳細

については、『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 の 「SPI for SAP
のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださ い。

6 新しい SPI for SAP R/3 Performance Agentをインストールする

新しいバージ ョ ンのSPI for SAP R/3 Performance Agent を SPI for SAP R/3 Performance Agent のイ

ン ス ト ール (202ページ )の説明に従って イ ン ス ト ールし ます。

7 新しい SPI for SAP R/3 Performance Agentの設定

SPI for SAP R/3 Performance Agent を設定 し ます。 詳細については、 SPI for SAP R/3 Performance
Agent の設定 (205ページ ) を参照し て く ださい。 

こ こ で説明する移行を完了し た後は、 SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定 (206 ページ ) に示す

手順 1 および 2 を実行する必要はあ り ません。 直接、 手順 3 に進んで設定フ ァ イルを調整し てから、 手

順 4 および 5 で SPI for SAP R/3 Performance Agent を起動し ます。

CODA 使用時の SPI for SAP R/3 Performance Agentのアップグレード

HP Software Embedded Performance Component (CODA) をパフ ォーマン ス  データ の ソ ース と し て使用

し ていて、 SPI for SAP R/3 Performance Agent を以前のバージ ョ ンから最新のバージ ョ ンにア ッ プグレー

ド し たい場合には、 新し いバージ ョ ンの イ ン ス ト ールを開始する前に、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP R/3
Performance Agent と関連するデータおよびデータ ソース を正し く 、完全に移行 (場合によ っては、削除 ) す
る こ と が極めて重要です。 

SPI for SAP R/3 Performance Agent を移行するには、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 旧バージョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent を削除する

旧バージ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent を管理ノ ード から削除し ます。 その方法について

は、 SPI for SAP R/3 Performance Agent の削除(237ページ )で説明し ます。

2 SPI for SAP R/3 Performance Agent のデータ  ソースをクリーン アップする

バージ ョ ン 08.70 以降から最新バージ ョ ンの SPI for SAP にア ッ プグレードする場合、 この手順を実行

する必要はあ り ません。 既存のデータおよびデータ  ソースは新バージ ョ ンの SPI for SAP Performance
Agent で引き続き使用でき ます。 新しい SPI for SAP Performance Agent の設定では、 移行プロセスに

ついて一通 り 案内し、 古いデータの場所を確定し て新しい書式に更新し ます。 詳細については、 SPI for
SAP R/3 Performance Agent の設定 (206ページ ) を参照し て く ださい。

SPI for SAP を 08.11 以前のバージ ョ ンから ア ッ プグレードする場合、ddflbd フ ァ イルの中に、旧バー

ジ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent と関連するエン ト リ があ るかど う かをチェ ッ ク  (削除) す
る必要があ り ます。 ddflbd フ ァ イルの場所 と フ ァ イル拡張子は、 プラ ッ ト フ ォームご と に異な り ます。

以下を参照し て く ださ い。

• AIX オペレーテ ィ ング システム :

/var/lpp/OV/conf/dsi2ddf/ddflbd.rc
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• HP-UX および Solaris オペレーテ ィ ング システム : 

/var/opt/OV/conf/dsi2ddf/ddflbd.rc

• Windows オペレーテ ィ ング システム :

%OvAgentDir%\conf\dsi2ddf\ddflbd.mwc

ddflbd ファ イ ル内の SPI for SAP R/3 Performance Agent に関連する エント リ は、 図22(201 ページ ) の
よ う に、 通常は文字列 DATASOURCE=R3_* で始ま り ま す。 SPI for SAP R/3 Performance Agent エント リ

に定義さ れている  LOGFILE= の値は重要です。 以下のよ う に、こ の値 (完全パス を含む) をコ マンド 行ユー

ティ リ ティ  ddfutil -rm all の引数と し て使用する こ と によ り 、 エント リ を  1 行ずつ削除し ま す。

ddflbd フ ァ イルで見つかった SPI for SAP R/3 Performance Agent に関連するエン ト リ をすべて削除

し た後、 ddflbd フ ァ イルをいったん閉じ て再度開き、 エン ト リ の削除が成功し たかど う かをチェ ッ ク

し ます。 

3 旧バージョ ンの SPI for SAP を削除する

まだ実行し ていない場合には、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP を管理サーバーから削除し ます。 詳細につ

いては、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 の 「SPI for SAP の
削除」 を参照し て く ださ い。

4 新しいバージ ョ ンの SPI for SAP をインストールする

新しいバージ ョ ンの SPI for SAP を、HPOM for Windows 管理サーバー上にイ ン ス ト ールし ます。 詳細

については、『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガイ ド』 の 「SPI for SAP
のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださ い。

5 新しい SPI for SAP R/3 Performance Agent をインストールする

新しいバージ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent を SPI for SAP R/3 Performance Agent のイ

ン ス ト ール (202ページ )の説明に従って イ ン ス ト ールし ます。

6 新しい SPI for SAP R/3 Performance Agent を設定する

SPI for SAP R/3 Performance Agent を設定 し ます。 詳細については、 SPI for SAP R/3 Performance
Agent の設定 (205ページ ) を参照し て く ださい。 

こ こ で説明する移行を完了し た後は、 SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定 (206 ページ ) に示す

手順 1 および 2 を実行する必要はあ り ません。 直接、 手順 3 に進んで設定フ ァ イルを調整し てから、 手

順 4 および 5 で SPI for SAP R/3 Performance Agent を起動し ます。

図22　 　 ddflbd.mwc ファイル
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SPI for SAP R/3 Performance Agent のインストール

こ の項では、 HPOM for Windows と  SPI for SAP で管理する  SAP サーバーに、 HPOM for Windows コ ン

ソールを使用し て、 Performance Agent のための SPI for SAP 機能を イ ン ス ト ールする方法を説明し ます。

こ の項の説明は以下の点を前提と し ている こ と に注意し て く ださい。

• 選択し た SAP サーバーで、 HP Operations エージェ ン ト がすでにイ ン ス ト ールされ、 実行されている。

• 選択し た SAP サーバーで、 HP Performance Agent または HP Software Embedded Performance
Component (CODA) のいずれかがすでに実行されている。

SAP/Performance パッ ケージを イ ン ス ト ールするには、 以下の手順を実行し ます。

1 パフォーマンス モニタ  プログラムを配布する :

a HPOM for Windows コ ン ソールで、 プロ グ ラ ムの配布先の ノ ード を選択し て右ク リ ッ ク し ます。

b 以下の メ ニュー オプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク ] → [プログラムの配布 ]

c [プロ グ ラ ムの配布 ] ウ ィ ン ド ウで、 以下の項目を選択し ます。

－ [SPI Data Collector]

－ SPI for SAP パフォーマンス パッケージ 

d [OK] を ク リ ッ ク し ます。

2 パフォーマンス モニタ  パッケージをインストールする :

a HPOM for Windows コ ン ソールで、 次のツール フ ォルダを表示し ます。

[ツール] → [SPI for SAP] → [SAP R/3 管理 ]

b 監視対象の SAP システム環境のオペレーテ ィ ング システムに対応する、 以下のいずれかのパ

フ ォーマン ス  パッ ケージ ツールを選択し て右ク リ ッ ク し ます。 

－ パフォーマンス パッケージのインス トール (UNIX)

－ パフォーマンス パッケージのインス トール (Windows)  

c ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し、 オペレーテ ィ ング システムに対応する  パ

フ ォーマン ス  パッ ケージのイ ン ス ト ール ツールを起動し ます。 

[すべてのタスク ] → [ツールの起動 ...]

d 表示される ウ ィ ン ド ウで、 パフ ォーマン ス  パッ ケージのイ ン ス ト ールを開始する  SAP 管理 ノード

を選択し ます。 選択し たツールのオペレーテ ィ ング シ ス テム (UNIX ま たは Microsoft Windows)
に対応する ノード を選択し て く ださ い 。

e [起動 ...] を ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを開始し ます。 

イ ン ス ト ール後は、 SPI Data Collector および SPI for SAP Performance Package のいずれも

管理 ノード上のイ ン ス ト ール済みパッ ケージの リ ス ト には表示されません。
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SPI for SAP R/3 Performance Agent ファイルの場所

こ の項では、 SPI for SAP が SPI for SAP R/3 Performance Agent パッ ケージの一部と し て イ ン ス ト ールす

る フ ァ イルの場所を、 以下のプラ ッ ト フ ォームご と に説明し ます。 

• SPI for SAP R/3 Performance Agent: AIX

• SPI for SAP R/3 Performance Agent: HP-UX、 Solaris、 および Linux

• SPI for SAP R/3 Performance Agent: Windows

こ の項で リ ス ト し たパフ ォーマン ス関連のフ ァ イルは、次のカテゴ リ に属し ます。 バイナ リ と実行フ ァ イル、

設定フ ァ イル、 HP Performance Agent に必要な dsilog フ ァ イル、 およびテンプレー ト 。

SPI for SAP R/3 Performance Agent: AIX

こ の項では、 SPI for SAP が AIX に、 SPI for SAP R/3 Performance Agent パッ ケージの一部と し て イ ン ス

ト ールする フ ァ イルを リ ス ト し ます。 

• バイナ リ :  /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/bin

― r3perfconfig

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ設定ツール

― r3perfagent

SPI for SAP Performance Monitor Agent

• 設定フ ァ イル : /var/[lpp | opt]/OV/conf/sapspi/[global | local]

― r3perfagent.cfg

さ ま ざ ま なグ ローバルやローカルのパフ ォーマン ス  モニ タ の設定フ ァ イル。 こ のデ ィ レ ク ト リ は

SPI for SAP Performance Agentのポ リ シーを初めて配布し た後に SPI for SAP が作成する こ と に

注意し て く ださ い。 

• Dsilog フ ァ イル :  /var/[lpp |opt]/OV/bin/R3PerfAgent/data

― R3_<HOSTNAME>_<SID>_...

イ ン ス ト ール時は、 こ のデ ィ レ ク ト リ は空です。 こ こ は SPI for SAP が、 r3perfconfig および

compdsifile.sh に よ って HP Performance Agent 用に コ ンパイル さ れた dsilog フ ァ イルの保

存に使用し ます。

• テンプレー ト :  /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/template

― R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsilog フ ァ イルのコ ンパイルに使用する フ ァ イル

― Parm.UX

Performance Agent パラ メ ータ  フ ァ イルのテンプレー ト

dsilog フ ァ イ ル を 必要 と す る のは、 HP Performance Agent だ け です。 HP Software Embedded
Performance Component は dsilog フ ァ イルを必要とせず、 使用する こ と も あ り ません。
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SPI for SAP R/3 Performance Agent: HP-UX、 Solaris、 および Linux

こ の項では、 SPI for SAP が HP-UX、 Solaris、 および Linux に SPI for SAP R/3 Performance Agent パッ

ケージの一部と し て イ ン ス ト ールする フ ァ イルを リ ス ト し ます。 

• バイナ リ : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin

― r3perfconfig

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ設定ツール

― r3perfagent

SPI for SAP Performance Monitor Agent

• 設定フ ァ イル : /var/opt/OV/conf/sapspi/[global | local]

― r3perfagent.cfg

さ まざまなパフ ォーマン ス  モニ タの設定フ ァ イル。 このデ ィ レ ク ト リ は SPI for SAP Performance
Agentのポ リ シーを初めて配布し た後に SPI for SAP が作成する こ と に注意し て く ださ い。 

• Dsilog フ ァ イル : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/data

― R3_<HOSTNAME>_<SID>_...

イ ン ス ト ール時は、 こ のデ ィ レ ク ト リ は空です。 こ こ は SPI for SAP が、 r3perfconfig および

compdsifile.sh に よ って HP Performance Agent 用に コ ンパイル さ れた dsilog フ ァ イルの保

存に使用し ます。

• テンプレー ト : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/template

R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsilog フ ァ イルのコ ンパイルに使用する フ ァ イル

― parm.UX

Performance Agent パラ メ ータ  フ ァ イルのテンプレー ト

SPI for SAP R/3 Performance Agent: Windows

こ の項では、SPI for SAP が Windows に、SPI for SAP R/3 Performance Agent パッ ケージの一部と し て イ

ン ス ト ールする フ ァ イルを リ ス ト し ます。 

• バイナ リ : %OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\bin

― r3perfconfig 

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ設定ツール

― r3perfagent

SPI for SAP Performance Monitor Agent

― r3perfagent_service

パフ ォーマン ス  モニ タ  エージェ ン ト を Windows のサービ ス と し て開始

• 設定フ ァ イル : %OvAgentDir%\conf\sapspi\[global| local]

― r3perfagent.cfg

さ まざまなパフ ォーマン ス  モニ タの設定フ ァ イル。 このデ ィ レ ク ト リ は SPI for SAP Performance
Agentのポ リ シーを初めて配布し た後に SPI for SAP が作成する こ と に注意し て く ださ い。 
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• Dsilog フ ァ イル : %OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\data

― R3_<HOSTNAME>_<SID>_...

イ ン ス ト ール時は、 このデ ィ レ ク ト リ は空です。 こ こは SPI for SAP が、 r3perfconfig.bat およ

び compdsifile.bat によ って HP Performance Agent 用にコ ンパイルされた dsilog フ ァ イルの

保存に使用し ます。

• テンプレー ト : %OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\template

― R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsilog フ ァ イルのコ ンパイルに使用する フ ァ イル

― parm.UX

Performance Agent パラ メ ータ  フ ァ イルのテンプレー ト

SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定

こ の項では、SPI for SAP R/3 Performance Agent をセ ッ ト ア ッ プし設定するプロセスについて説明し ます。

パフォーマンス データソースの選択

HP Software Embedded Performance Component は、名前から推測される よ う に、HPOM for Windows ソ
フ ト ウ ェアに内蔵されてお り 、デフ ォル ト ですべての HPOM for Windows のイ ン ス ト ールに使用でき ます。

HPOM for Windows コ ン ソールは、 HP Performance Agent を管理ノ ード に配布する こ と もでき ます。

新 し く イ ン ス ト ール し た HP Software 製品のパ フ ォ ーマ ン ス  デー タ ソ ー ス と し て、 HP Software
Embedded Performance Component では な く  HP Performance Agent を 使用す る 場合は ( た と えば、

Performance Manager にデータ を提供する場合 )、小さいテキス ト  フ ァ イル nocoda.opt をセ ッ ト ア ッ プし

ます。 こ のフ ァ イルは、 SPI for SAP にデフ ォル ト  データ ソースの HP Software Embedded Performance
Component を無視し、 HP Performance Agent に切 り 替え る よ う に指示し ます。 設定後、 nocoda.opt フ ァ

イルをパフ ォーマン ス  データ ソース を変更する各管理ノ ード の次の場所に保存する必要があ り ます。 

• AIX [DCE | HTTPS]:

/var/[lpp | opt]/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt

• HP-UX/Solaris:

/var/opt/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt

• Microsoft Windows:

• %OvAgentDir%\conf\dsi2ddf\nocoda.opt

パフ ォーマン ス  データ ソース を変更するには、 以下の手順を実行し ます。

1 nocoda.opt ファイルを開く

テキス ト  エデ ィ タで nocoda.opt フ ァ イルを開き  ( または新規作成し )、 nocoda.opt ファイルの例(206
ページ )に示す書式と文法に従って適切な情報を手入力し ます。

2 一般データ  ソースを指定する
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HP Performance Agent を管理 ノ ー ド 上のすべてのデータ  ソースに対する エージ ェ ン ト と し て指定す

るには、 nocoda.opt フ ァ イルの先頭にキーワード  ALL を入力 ( または有効化) し ます。 

3  個々のデータソースを指定する

HP Performance Agent を特定の SAP NetWeaver ( あ るいは SAP ITS) イ ン ス タ ン スに関連させたデー

タ  ソース と し て指定する には、 nocoda.opt フ ァイルの例の よ う に以下の書式に従って、 nocoda.opt

フ ァ イルの上部のキーワード  ALL を削除または無効にし、各 SAP ( または SAP ITS) イ ン ス タ ン スのい

ずれかまたは両方の参照をそれぞれ nocoda.opt フ ァ イルの別の行と し て追加し ます。

R3ITS_<Virtual_SAPITS_Instance_Name>_<SAPITS_Hostname>_DATA

4 nocoda.opt ファイルに対する変更を保存する

変更を nocoda.opt フ ァ イルに保存し ます。

5 HP Operations エージェン ト を再起動する

nocoda.opt フ ァ イルで変更された管理 ノード の HP Operation エージェ ン ト を再起動し ます。

nocoda.opt ファイルの例

#-----------------------------------------------------------

# Add to (or modify) the contents of this file to change the

# data-source from the default CODA to the Performance Agent

#-----------------------------------------------------------

# All hosts:

# ALL

# SAP R/3 hosts/instances:

R3_ovsdsap_DEV_00_DATA

SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定

SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定には、 以下のステ ッ プを完了し て く ださい。

1 SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定を開始する

SPI for SAP R/3 Performance Agent を イ ン ス ト ールし た ノ ー ド で、 適切なデ ィ レ ク ト リ に切 り 替え、

SPI for SAP R/3 Performance Agent の設定ス ク リ プ ト を実行する ため以下のコマン ド を入力し ます。

― Windows オペレーテ ィ ング システム :r3perfconfig

― UNIX オペレーテ ィ ング システム :./r3perfconfig

nocoda.opt フ ァ イルで ALL キーワード を使用し、 管理 ノード上のすべての SAP NetWeaver
イ ン ス タ ン ス を Performance Agent のデータ  ソース と し て有効にする と、nocoda.opt フ ァ イ

ル内に存在する明示的なデータ  ソースへの参照が無効にな り ます。

nocoda.opt フ ァ イルに明示的に リ ス ト されていない管理 ノ ー ド 上の SAP NetWeaver および

SAP ITS イ ン ス タ ン スは、 デフ ォル ト  データ ソースの HP Software Embedded Performance
Component (CODA) を引き続き使用し ます。 

すべての UNIX ノ ード で OVDATADIR 環境変数が設定されている こ と を確認し て く ださい。
206 第 6 章



画面に表示される指示に従います。 ス ク リ プ ト が、 SID を リ ス ト し、 設定する  SAP NetWeaver イ ン ス

タ ン ス を表す番号を選択する よ う 要求し て き ます。 例 : 

Installed SAP Instances:

SID SapNr HostName

------------------------------

(0) AST 45 sapper

(1) DEV 50 sapper

(2) SP1 80 sapper

(3)    to configure Netweaver Datasource 

Choose:

(x) to configure shown system

888 to manually configure a SAP system

999 to quit

デフ ォル ト では、 ABAP データ ソースが作成されます。 NetWeaver データ ソースの作成が必要な場合

は、 該当するオプシ ョ ンを選択し、 データ ソース作成の確認を ク リ ッ ク し ます。

適切な SAP-SID ID 番号を入力し ます。 た と えば、 AST は 0、 DEV は 1、 SP1 は 2、 Netweaver デー

タ ソースは 3、 新しい SAP システムの設定には 888 を入力し ます。 

a 入力し た SAP システム ID にデータ ソースが存在し ない場合、 r3perfconfig はデータ ソース を 1
つ作成し て以下のよ う に設定し ます。

Choose:

(x) to configure shown system

888 to manually configure a SAP system

999 to quit

0

Creating new datasource: R3_sapper_AST_45_DATA

...Datasource successfully created

b 指定の SAP システム ID に対し てすでに有効なデータ ソースが存在する場合、 r3perfconfig は
次のよ う にそのデータ ソース を リ ス ト し、 続行する よ う に要求し ます。

Choose:

(x) to configure shown system

888 to manually configure a SAP system

999 to quit

0

Valid datasource already exists: R3_sapper_AST_45_DATA

c r3perfconfig が、 必要な新しい書式に移行でき る既存のデータ ソース を検出し た場合、 旧データ

ソースが リ ス ト され、 処理が尋ねられます。

Choose:

(x) to configure shown system

888 to manually configure a SAP system

999 to quit

1

Found an old datasource: R3_sapper_DEV_50_DATA

Should the existing datasource be migrated <yes/no>?

上記の問いに答え る前に以下をお読み く ださい。 

－ yes
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古いデータ  ソースが新し いバージ ョ ンの SPI for SAP R/3 Performance Agent で必要な書式

に自動的に移行されます。

－ no

既存のデータ  ソースは変更さ れません。 古いデータ  ソースは、 新し いバージ ョ ンの SPI for
SAP R/3 Performance Agent では使用でき ません。

d 新しい形式に移行できない既存のデータ ソース  ( た と えば、 08.70 よ り 以前のバージ ョ ンの SPI for
SAP に属す ) があ る場合、 r3perfconfig は以前の無効なデータ ソース を リ ス ト し、 処理を続ける

ために以下のプロ ンプ ト を表示し ます。

Choose:

(x) to configure shown system

888 to manually configure a SAP system

999 to quit

2

Found an invalid datasource: R3_sapper_SP1_80_DATA

Existing datasource cannot be migrated

e 新たにSAP SID を設定する ために 888 を選択し た場合、設定する  SAP SID に関する一連の質問に

答える よ う 要求されます。 

終了し た後、 データ ソースは作成され、 以下のフ ァ イルに追加されます。 HP Performance Agent また

は HP Software Embedded Performance Component を使用し てい る かに よ って フ ァ イルは異な り ま

す。

― Windows オペレーテ ィ ング システム : 

perflbd.mwc / ddflbd.mwc

― UNIX オペレーテ ィ ング システム : 

perflbd.rc / ddflbd.rc

Performance Agent を再起動する前に、 次の手順で説明する  parm.mwc フ ァ イルの更新を行って く ださ

い。

2 Performance Agent パラメータ  ファイルを更新する

Performance Agent を使用し ている場合、 テンプレー ト  フ ァ イル parm.NT または Parm.UX (管理 ノー

ド にイ ン ス ト ールされているオペレーテ ィ ング システムによ る ) を、以下のよ う  にPerformance Agent
の parm フ ァ イルに追加し ます。

― UNIX オペレーテ ィ ング システム :

cat parm.UX >> parm

UNIX オペレーテ ィ ング システムでは、 parm フ ァ イルは /var/opt/perf/parm にあ り ます。

― Windows オペレーテ ィ ング システム :

type parm.NT >> parm.mwc

r3perfagent では必ず ク ラ ス タ環境内の物理ホ ス ト 名が使われる ため、 手動モー ド  (888) を
使って r3perfagent を設定し て、 ク ラ ス タ構成の SAP システムの詳細情報を指定する必要が

あ り ます。 物理ク ラ ス タ  ノ ード で r3perfagent を設定する と、 仮想 ノード の SAP システムで

は、 r3perfconfig か ら オプシ ョ ン (x) が表示される  場合があ り ます。 こ の場合は、 手動設定

(888) を使って物理ク ラ ス タ  ノード名を指定し ます。 

こ の手順は HP Software Embedded Performance Component には適用されません。
208 第 6 章



parm フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

 <drive_letter>\rpmtools\data\parm.mwc

3 パフォーマンス モニタを設定する

r3perfagent.cfg フ ァ イル内のモニタ を設定し ます。 これを行わない と、 以下の例で示すよ う に、 す

べてのモニタがデフ ォル ト の設定で実行されます。 2 種類の設定が可能です。

― グローバル : global_r3perfagent.cfg 

すべての SAP 管理ノ ード に対する グ ローバルな SPI for SAP R/3 Performance Agent 設定

― ローカル : local_r3perfagent.cfg

各 SAP 管理ノ ード に対する ローカルな SPI for SAP R/3 Performance Agent 設定

設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タで r3perfagent.cfg フ ァ イルを開 く には、次のポ リ シー グループ内

の global_r3perfagent_jp ポ リ シーをダブルク リ ッ ク し ます。 

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP] 

デフ ォル ト 設定は以下の とお り です。

― すべてのパフ ォーマン ス  モニタが、 すべての SAP ホス ト 名、 システム、 番号およびク ラ イ アン ト

に対し て有効です。

― デフ ォル ト のポー リ ング間隔が各パフ ォーマン ス  モニ タに対し て分単位で設定されます。

― Hold Connections は無効です。

必要に応じ て値を変更し、 フ ァ イルを保存し ます。 HP Performance Agent を再起動する こ と によ って

最新の設定をア ッ プロードする必要があ り ます。

4 ポリシーを配布する

新しいポ リ シーまたは変更し たポ リ シーを管理 ノード に配布するには、 配布するポ リ シーを右ク リ ッ ク

し、 表示される メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク ] → [配布先ノード ...]

5 HP Performance Agent を起動する

シェルに以下のコマン ド を入力する こ と によ って管理 ノード の HP Performance Agent を起動し ます。

― UNIX オペレーテ ィ ング システム : mwa start

― Windows オペレーテ ィ ング システム : mwacmd start

6 SPI for SAP R/3 Performance Agent を起動する

管理 ノード で、r3perfagent コマン ド のあ るデ ィ レ ク ト リ に移 り 、 シェルに以下のコマン ド を入力する

こ と によ って SPI for SAP R/3 Performance Agent を起動し ます。

― UNIX オペレーテ ィ ング システム :

./r3perfagent [stop | start]

― Windows オペレーテ ィ ング システム : 

r3perfagent_service [-e | -s]

アス タ リ ス ク  (*) のワ イル ド  カード を使用する と、 parm フ ァ イル内の複数の SAP NetWeaver
イ ン ス タ ン ス を表すこ と ができ ます。

グ ローバル設定フ ァ イルの設定は、 ローカル設定を持たないすべての ノ ー ド で使用さ れます。

両方のフ ァ イルが存在する場合は、 ローカル設定がグ ローバル設定よ り 優先されます。
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または、 HPOM for Windows コ ン ソールで以下の SPI for SAP ツールを使います。

― UNIX オペレーテ ィ ング システム :

[ツール] → [SPI for SAP] → [SAP R/3 UN*X] → [PerfAgt 起動 ]

― Windows オペレーテ ィ ング システム :

[ツール] → [SPI for SAP] → [SAP R/3 NT] → [PerfAgt 起動 ]

リモート  パフォーマンス監視

現在のバージ ョ ンの SPI for SAP には、 パフ ォーマン ス  モニタの対象範囲を拡張し、 追加の SAP サーバー

( 管理 ノ ー ド ではないサーバー ) の状態を リ モー ト で監視する ための機能が含まれています。 こ の監視は、

HPOM for Windows管理ノ ード と し てすでに設定されている  SAP サーバーから行います。 

さ らに、 RemoteHost で定義された SAP サーバーは、SPI for SAPが リ モー ト  ホス ト で監視し ている  SAP イ
ン ス タ ン スにロ グ イ ンでき る よ う 、また SAP イ ン ス タ ン スから情報を抽出でき る よ う にr3itosap.cfg フ ァ

イ ルに存在す る 必要があ り ます。 r3itosap.cfg フ ァ イ ルの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for
SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ イ ド』 を参照し て く ださ い。

SPI for SAP が提供する リ モー ト  モニタ機能を利用するには ( た と えば SPI for SAP がサポー ト し ていない

オペレーテ ィ ング システムで稼働し ている  SAP システムからの SAP のパフ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク の収集

など )、 リ モー ト で監視する システムについての付加的なデータ ソース を r3perfconfig コマン ド を使用し

て手動で追加し、 それから グ ローバルな r3perfagent.cfg フ ァ イル内で新しいキーワー ド

RemoteMonitoring を (先頭のハッ シュ記号 「#」 を削除する こ と によ り ) 有効にする必要があ り ます。 

次にグ ローバルな r3perfagent.cfg フ ァ イルの同じ行で、 監視を実行させる ローカル SAP サーバーの名

前を SPI for SAP Performance Agent に対し て指定し、 さ らに、 監視対象とする リ モー ト  SAP サーバーの

名前を指定し ます。 リ モー ト 監視する追加のサーバーご と に 1 行を追加する必要があ る こ と に注意し て く だ

さい。 r3perfagent.cfg ファイルでのリモート  モニタ対象ホストの指定 (210ページ )に、 リ モー ト 監視機能を

有効にし た、 グ ローバルな r3perfagent.cfg フ ァ イルの抜粋を示し ます。 ローカルな r3perfagent.cfg
フ ァ イルは、 存在し た と し て も、 ローカルな設定フ ァ イルが存在する管理 ノードへの参照しか含みません。

r3perfagent.cfg フ ァ イルの末尾にあ る  Perfmon セ ク シ ョ ンで定義されるパフ ォーマン ス監視条件は、 デ

フ ォル ト では設定フ ァ イル内に記述されたすべてのサーバー上で動作するすべての SAP イ ン ス タ ン ス、 つ

ま り  RemoteMonitoring セ ク シ ョ ンで定義される ローカル サーバーおよび リ モー ト  サーバー上で動作する

すべての SAP イ ン ス タ ン スに対し て適用されます。 r3perfagent.cfg フ ァ イル内で リ モー ト  モニ タの定

義に使用する キーワード と パラ メ ータの詳細は、 r3perfagent.cfg 設定フ ァ イル (212ページ ) を参照し て く だ

さい。

r3perfagent.cfg ファイルでのリモート  モニタ対象ホストの指定

#-----------------------------------------------------------

# Remote LocalHost RemoteHost

# Monitoring

RemoteMonitoring =sapwolf2 =sapprod1

こ の リ モー ト  ホス ト は HPOM for Windows 管理ノ ード ではあ り ませんが、 HPOM for Windows ノ ード  リ ス

ト に存在し てい る必要があ り ます。 リ モー ト  ホ ス ト を HPOM for Windows ノ ー ド  リ ス ト に追加し ない と、

HPOM for Windows は リ モー ト  ホス ト と関連付け られたホス ト 名を解決する こ と ができず、こ の リ モー ト  ホ
ス ト からの メ ッ セージは、 HPOM for Windows コ ン ソールには表示されません。

SPI for SAP ツールは SAP System 上で SAP GUI を起動でき ないこ と に注意し て く ださい。 SPI for SAP
は、 SAP GUI を HPOM for Windows 管理 ノー ド から リ モー ト 監視し ています。
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RemoteMonitoring =sapwolf3 =sapprod2

RemoteMonitoring =sapper =sapprod3

#---------------------------------------------------------- 

パフォーマンス モニタ  スケジューラ

内部ス ケジューラによ り 、パフ ォーマン ス  モニタは目的のスケジ ュールに従って確実に実行される よ う にし

ます。 スケジューラは実行時間と完了し た実行回数を追跡し、 この情報を使用し てパフ ォーマン ス  モニタが

適切な時間に実行され、 適切なパフ ォーマン ス関連データ を収集し ている こ と を確認し ます。 

パフ ォーマン ス  モニ タの実行中に何らかの問題が発生し、次回にスケジ ュールされた実行を開始する前にタ

ス ク を完了でき ない場合には、 パフ ォーマン ス  モニ タは停止せず、 そのタ ス クは未完了のま ま と な り ます。

つま り 、 パフ ォーマン ス  モニ タはタ ス クが完了する まで実行されたま まにな り ます。 ただし、 スケジューラ

はパフ ォーマン ス  モニ タの進行度を追跡し、 各実行ス ケジュールを同期する こ と によ り 、 損失時間を取 り 戻

し、 パフ ォーマン ス  データの収集に影響を与えないよ う にし ます。 

パフ ォーマン ス  モニ タ  スケジューラは、予定よ り  10 分遅れる と、HPOM for Windows 管理サーバーに メ ッ

セージを送 り 、 ス ケジ ューラ の同期が取れていない こ と を警告し ます。 予定よ り  13 分遅れる と、 パフ ォー

マン ス  モニ タ  ス ケジ ューラ  は リ セ ッ ト され、 終わっていないジ ョ ブはすべて無視されます。 パフ ォーマン

ス  モニ タ  スケジューラの制御に使用でき る キーワードおよびパフ ォーマン ス  モニ タ  スケジューラが生成す

る メ ッ セージの詳細は、 r3perfagent.cfg 設定フ ァ イル (212ページ ) を参照し て く ださい。

パフ ォーマン ス  モニ タが、 予定されているすべてのタ ス ク をモニタの次の実行までに完了できない場合、 同

期化の問題が発生し ます。 スケジューラの同期化の問題を解決するには、 以下の操作を実行し ます。 

1 ポーリング間隔のチェ ック

r3perfagent.cfg フ ァ イルで、個々の r3perfagent モニタのポー リ ング間隔が小さすぎ る値に変更さ

れていないか ど う かを確認 し ます。 r3perfagent.cfg フ ァ イルでのリモー ト  モニタ対象ホス トの指定

(210 ページ ) に示すよ う に、 個々のモニタのポー リ ング間隔は r3perfagent.cfg フ ァ イルの 「Polling
Interval」 列で定義でき ます。 パフ ォーマン ス  モニ タのデフ ォル ト のポー リ ング間隔は、 少数の例外を

除いて、 15 分から  60 分の間です。

た と えば、 すべてのパフ ォーマン ス  モニ タのポー リ ング間隔を 1 分に減らす と、 パフ ォーマン ス  モニ

タ  ス ケジ ューラは実行される たびに、 すべてのパフ ォーマン ス  モニ タ を起動し よ う と し ます。 10 個の

モニ タがあ り 、 それぞれが応答する までに 10 秒かかる と する と、 それだけでス ケジ ューラは次の実行

を開始する までの時間に間に合わな く な り 、 非同期の状態にな り ます。 各パフ ォーマン ス  モニタのポー

リ ング間隔を適切な値まで増やす必要があ り ます。 

2 リモートモニタを無効にする

r3perfagent パフ ォーマン ス  モニタの リ モー ト  モニ タが有効になっている場合、ネ ッ ト ワーク の問題

が発生する と、 リ モー ト  サーバーからの情報の要求に対する応答に時間がかか り ます。 しばら く の間 リ

モー ト  モニ タ を無効にし てみて、 これが r3perfagent パフ ォーマン ス  モニ タの問題の原因かど う か

を調べます。 このテス ト は、 1 つの単独の リ モー ト  ホス ト 、 またはすべての リ モー ト  ホス ト  (複数あれ

ば ) について行ってみて く ださい。 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ を使用し た リ モー ト  モニタの詳

細は、 リ モー ト  パフ ォーマン ス監視(210ページ ) を参照し て く ださい。
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r3perfagent.cfg 設定ファイル

SPI for SAP には、 r3perfagent モニ タ用のデフ ォル ト 設定が用意されています。 こ のデフ ォル ト  フ ァ イ

ルは、 イ ン ス ト ール後、 変更 し な く て も す ぐ に使用で き ま す。 た だ し、 特定の SAP 環境に合わせ て

r3perfagent モニタ を設定する ため、 r3perfagent.cfg フ ァ イルを修正する こ と ができ ます。 その場合に

は、以下の一覧に含まれる キーワード を有効または無効にし、必要に応じ て適切なパラ メ ータ を設定し た り 、

修正し た り し ます。

• TraceLevel

TraceLevel キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

TraceLevel =<Hostname> =<TraceLevel>

― Hostname:

― TraceLevel:

• TraceFile:

TraceFile キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

Tracefile =<Hostname> =<Filename>

― Hostname:

― Filename:

r3perfmon.log: これがデフ ォル ト 設定で、 ロ グ フ ァ イルはデフ ォル ト のロ グ フ ァ イル デ ィ レ ク

ト リ に書き込まれます。 または、 ト レース  ロ グを書き込むフ ァ イル名 と そのパス (必要な場合 ) を指

定する こ と もでき ます。 作業デ ィ レ ク ト リ へのパスは絶対パス または相対パスで指定でき ます。 

r3perfagent の起動に標準の SPI for SAP ツ ール を 使用す る 場合、 作業デ ィ レ ク ト リ は、

r3perfagent バイナ リ が存在するデ ィ レ ク ト リ にな り ます (UNIX オペレーテ ィ ング シ ス テムの

例 : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin)。 r3perfagent バイナ リ の場所の詳細は、 SPI for SAP
R/3 Performance Agent フ ァ イルの場所を参照し て く ださい。

=ALL すべてのホス ト を SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト 設定

です。

=<SAP_host> ト レース  レベルを指定する、 SAP サーバーの名前。 各ホス ト ご と に新

しい行を使用し ます。

=0 無効。 これがデフ ォル ト 設定です。

=1 エラー メ ッ セージのみ記録する

=2 すべての メ ッ セージを記録する

=3 デバッ グ メ ッ セージのみを記録。 こ の ト レース  レベルでは大量の情報が記録され、 ト

レース  フ ァ イルが短時間に巨大になる可能性があ る こ と に注意し て く ださい。

=ALL すべての SAP サーバーが、 SPI for SAP の監視対象と な り ます。 これがデフ ォ

ル ト 設定です。

=<SAP_host> ト レース を有効化し、 ト レース  レベルを指定する、 特定のホス ト の名前。
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• AgentHostname

AgentHostname キーワード に ALL が設定されている こ と を確認し ます。

• SyncBack

SyncBack キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用でき ます。

SyncBack =<Enable|Disable> =<SyncBack Threshold>

― Enable/Disable:

― SyncBack Threshold:

• BehindSyncMessage

BehindSyncMessage キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用でき ます。

BehindSyncMessage =<Enable|Disable> =<OpC Severity>

=<OpC Object> =<OpC MsgGroup> =<Message Threshold>

― Enable/Disable:

― OpC Severity:

― OpC Object:

― OpC MsgGroup:

=0 スケジューラの同期を無効にし ます。

=1 スケジューラの同期を有効にし ます。 これがデフ ォル ト 設定です。

=<n> (分 ) 定義されたスケジュール と実際のスケジュール と の差 (分単位 )。 た と えば、 ス

ケジューラが予定から 「n」 分遅れた場合など、 SyncBack Threshold に達す

る と、 スケジューラは定義されたスケジュールに戻れる よ う 再起動されます。 
スケジューラが再起動する前にスケジュールに関する問題があ る と の警告 メ ッ

セージを受け取れる よ う に、 SyncBack Threshold には BehindSyncMessage 
キーワード に関連する  Message threshold よ り も大きい値を指定する必要が

あ り ます。

=0 予定からの遅れを通知する メ ッ セージの送信を無効にし ます。

=1 予定からの遅れを通知する メ ッ セージの送信を有効にし ます。 これがデフ ォル

ト 設定です。

= WARNING 予定からの遅れを通知する送信 メ ッ セージの重要度。 これがデフ ォル ト 値です。

=r3perfagent 予定からの遅れを通知する メ ッ セージに関連付ける  HPOM for Windows オブ

ジェ ク ト 。 これがデフ ォル ト 値です。

=R3_General 予定からの遅れを通知する メ ッ セージが属する  HPOM for Windows メ ッ セー

ジ グループ。 これがデフ ォル ト 値です。
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― Message Threshold:

• RemoteMonitoring

RemoteMonitoring キーワード では、 以下のパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。

RemoteMonitoring =<LocalHost> =<RemoteHost>

― LocalHost

SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ ア が実行 さ れてい る ホ ス ト の名前です。 こ の ホ ス ト 上の Performance
Agent が、 「Remotehost」 で定義された SAP サーバーの リ モー ト  モニ タに使用されます。

― RemoteHost

これは、「LocalHost」で定義された SAP サーバーの SPI for SAP を使用し て監視する リ モー ト  SAP
サーバーの名前です。 こ の リ モー ト  ホス ト には SPI for SAP ソ フ ト ウ ェアはイ ン ス ト ールされてお

らず、 通常は HPOM for Windows 管理 ノ ー ド ではあ り ませんが、 HPOM for Windows ノ ー ド  リ

ス ト に存在し ている必要があ り ます。

詳細については、 リ モー ト  パフ ォーマン ス監視(210ページ ) を参照し て く ださい。

• PerfMon

PerfMon キーワード では、 次のパラ メ ータに値が必要です。

PerfMon =<SAP Hostname> =<SAP System> =<SAP Number> \

=<SAP Client> =<RFC FUNCTION> =<Enable|Disable> \

=<Polling Interval> =<Hold Connection>

― SAP Hostname:

― SAP System:

― SAP Number:

=<n> (分 ) 予定からの遅れを通知する メ ッ セージが HPOM for Windows 管理サーバーに

送信される までの経過時間 (分単位 )。 スケジューラが再起動する前にス ケ

ジュールに関する問題があ る と の警告 メ ッ セージを受け取れる よ う に、 こ の 
Message Threshold には SyncBack キーワード の SyncBack Threshold よ り

も小さい値を指定する必要があ り ます。

=ALL すべての SAP ホス ト を SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト 設定で

す。

=<SAP_host> パフ ォーマン スの監視を有効にする特定の SAP サーバのホス ト 名です。 各ホス

ト ご と に新しい行を使用し ます。

=ALL すべての SAP システムを SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト 設定

です。

=<SAP_SID> パフ ォーマン スの監視を有効にする特定の SAP システムの ID です。 た と え

ば、 DEV です。 各 SID ご と に新しい行を使用し ます。

=ALL すべての SAP 番号が SPI for SAP によ って監視されます。 これがデフ ォル ト

設定です。

=<Instance> パフ ォーマン ス監視対象 とする特定の SAP イ ン ス タ ン スの番号 (例 : 00、 99)。 
新しい SAP 番号ご と に新しい行を使用し ます。
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― SAP Client:

― RFC FUNCTION:

=<metricname>_PERF。 metricname は、 パフ ォーマン ス  モニ タが使用する特定の メ ト リ ッ ク一

覧です。 た と えば、DBINFO_PERF、SAPMEMORY_PERF です。 使用可能な値の詳細は、SPI for
SAP のパフ ォーマン ス  モニ タ (217ページ ) を参照し て く ださい。

― Enable/Disable:

― Polling Interval:

― Hold Connection:

SPI for SAP R/3 Performance Agent の管理

SPI for SAP R/3 Performance Agent は コ マン ド 行オプシ ョ ン を使用 し て制御で き ます。 オプシ ョ ンはプ

ラ ッ ト フ ォ ームお よ びオペ レーテ ィ ン グ シ ス テ ム に よ っ て異な り ま す。 SPI for SAP R/3 Performance
Agent は、 コマン ド行オプシ ョ ン または SPI for SAP によ って イ ン ス ト ールされる ツールのいずれかを使用

し て管理でき ます。

SPI for SAP R/3 Performance Agent のコマンド行の構文

UNIX 管理対象 ノ ー ド 上の r3perfagent コマン ド で以下のオプシ ョ ンを使用する と、 コマン ド行か ら  SPI
for SAP R/3 Performance Agent を制御でき ます。

• r3perfagent start 

• r3perfagent stop

• r3perfagent status 

=ALL すべての SAP ク ラ イ アン ト を SPI for SAP で監視し ます。 これがデフ ォル ト

設定です。

=<ClientID> パフ ォーマン ス監視対象 とする特定の SAP ク ラ イ アン ト の番号 (例 : 099)。 各 
SAP ク ラ イ アン ト ご と に新しい行を使用し ます。

=0 パフ ォーマン ス  モニ タ を無効にし ます。

=1 パフ ォーマン ス  モニ タ を有効に し ます。 こ れがデフ ォル ト 設定で

す。

=nn nn はパフ ォーマン ス  モニタの実行間隔を表す分単位の時間です。

=0 無効 : コール完了後に RFC 接続を ク ローズ し ます。これがデフ ォル

ト 設定です。

=1 有効 : コール完了後も  RFC 接続をオープン し たま まにし ます。
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Windows 管理 ノード上の r3perfagent コマン ド で以下の構文を使用する と、 コマン ド行から  SPI for SAP
R/3 Performance Agent を制御でき ます。

• r3perfagent_service -i

r3perfagent サービ ス を登録し ます。

• r3perfagent_service -u

r3perfagent サービ ス を解除し ます。

• r3perfagent_service -s

r3perfagent サービ ス を開始し ます。

• r3perfagent_service -e

r3perfagent サービ ス を停止し ます。

Windows のコ ン ト ロール パネルの [サービス] オプシ ョ ンを使用し て、 Windows サービ ス を制御する こ と

もでき ます。

SPI for SAP R/3 Performance Agent 実行時の SAP ログイン

SPI for SAP R/3 Performance Agent が SAP 関連 メ ト リ ッ ク を収集する ためには、 SAP にア ク セスする必

要があ り ます。 この メ ト リ ッ クは、レポー ト およびグ ラ フの生成に使用されます。SPI for SAP のイ ン ス ト ー

ルおよび設定中に、 SPI for SAP R/3 Performance Agent 用の SAP ロ グ イ ンを定義し ます。 また、 SAP の
ユーザー名 /パス ワード の組み合わせを SPI for SAP 集中監視設定フ ァ イルであ る  r3itosap.cfg にコ ピー

する必要があ り ます。 こ のフ ァ イルは SPI for SAP のモニ タおよびエージ ェ ン ト が SAP へのロ グ イ ンに使

用し ます。

これは、 SPI for SAP R/3 Performance Agent には特に重要です。 このエージェ ン ト は r3itosap.cfg 内の

SAP ロ グ イ ン情報を起動時に 1 度だけ読み込み、 SAP に ロ グ イ ンで き ない場合は起動し ません。 SPI for
SAP R/3 Performance Agent は SAP へのロ グ イ ンを試行し、 失敗し た場合には、 権限の問題のため起動で

き ないこ と を示す メ ッ セージを HPOM for Windows に送信し ます。 

SPI for SAP が SAP へのロ グ イ ンに使用する  SAP ユーザー名 / パス ワー ド を変更する場合は、 こ の変更が

r3itosap.cfg フ ァ イルに反映されているかど う か、また、r3itosap.cfg 内の情報を使用する  SPI for SAP
のコ ンポーネン ト が、 こ の変更を認識でき る よ う に再起動されているかど う かを確認する必要があ り ます。

以下の手順のよ う に、 SPI for SAP が SAP へのア ク セスに使用する  SAP ユーザー / パス ワー ド を変更する

前に、 SAP/Performance Agent を停止する こ と をお勧めし ます。

1 SAP/Performance Agent を停止する

SAP/Performance Agent が実行 さ れ て い る すべて の HPOM for Windows 管理 ノ ー ド 上で、 SAP/
Performance Agent を停止し ます。 各管理ノ ード上で、 以下のよ う に入力し ます。

r3perfagent stop

2 SAP にログインする

管理者と し て SAP にロ グ イ ン し、必要に応じ て、SPI for SAP が SAP へのロ グ イ ンに使用するユーザー

名 /パス ワード を変更し ます。

SAP には、 あ るユーザーが一定の回数 SAP へのロ グ イ ンを試行 ( および失敗 ) し た場合に、 それ以降その

ユーザーのロ グ イ ンをブロ ッ クするセキ ュ リ テ ィ 機構があ り ます。 SPI for SAP 用の SAP ユーザー名 /パス

ワード を SAP で変更し た場合、r3itosap.cfg フ ァ イルで SAP ロ グ イ ンの詳細情報を更新し なければ、SPI
for SAP R/3 Performance Agent はすぐにこ のロ グ イ ン失敗の回数に到達し て し まいます。
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SAP は、 DIALOG ユーザーについては、 他のタ イプの SAP ユーザーよ り も頻繁にパス ワード の変更を

要求し ます。

3 設定ファイルを更新する

変更後の SAP ユーザー名 と パス ワー ド で SPI for SAP 設定フ ァ イル r3itosap.cfg を更新し、 管理

ノ ード に再配布し ます。

4 SAP/Performance Agent を再起動する

SAP/Performance Agent を実行し てい る各 HPOM for Windows 管理 ノ ー ド 上で、 SAP/Performance
Agent を再起動し ます。 各管理ノ ード上で、 以下のよ う に入力し ます。

r3perfagent start

SAP/Performance Agent ツール

表71 は、SPI for SAP のツール グループ [SAP R/3 NT] または [SAP R/3 UN*X] のそれぞれで、SPI for SAP
R/3 Performance Agent に対し て使用でき る HPOM for Windows ツールを示し ます。

SPI for SAP のパフォーマンス モニタ

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タは、スナップシ ョ ッ ト型と タイムフレーム型と い う  2 つの種類に分ける

こ と がで き ます。 ス ナ ッ プシ ョ ッ ト 型モニ タ は 1 回実行 さ れ、 値を 1 セ ッ ト のみ収集 し ます。 ス ナ ッ プ

シ ョ ッ ト 型モニ タは、 SAP NetWeaver 環境のパフ ォーマン スの総合的な状況を把握する ために、 定期的に

実行する必要があ り ます。 タ イ ムフ レーム型モニ タは、 名前が示す とお り 、 一定時間にわたって実行されま

す。 ほ と んどの SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニタはア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ータ を使用し ません。 

以下の SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タが SPI for SAP で使用可能です。 以下の個々の項で詳細を説明し

ます。

• DBINFO_PERF

データベース  パフ ォーマン ス分析値を監視し ます。

• DOCSTAT_PERF

最近 1 時間の伝票量の統計を収集し ます。

• EP_PERF

SAP Enterprise Portal のステータ スおよびパフ ォーマン ス を監視し ます。

SPI for SAP は、 SAP/Performance Agent が動作し ていない と きにパフ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク を収集する

こ と はでき ません。

表 71　 　 Performance Agent ツール

ツール名 SAP R/3 NT SAP R/3 UN*X

PerfAgt 起動 ✓ ✓

PerfAgt 停止 ✓ ✓

PerfAgt ステータス ✓
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• ICMSTAT_PERF

SAP Internet Communication Manager のステータ スおよびパフ ォーマン ス を監視し ます。

• JOBREP_PERF

状態 (scheduled、 running) ご と のジ ョ ブ数を数えます。

• SAPBUFFER_PERF

あ る  SAP イ ン ス タ ン スに関する  SAP バッ フ ァの使用に関する値を返し ます。

• SAPMEMORY_PERF

あ る  SAP イ ン ス タ ン スに関する、 SAP ユーザーが使用する  SAP メ モ リ を監視し ます。

• SPOOL_PERF

さ まざまな状態にあ る スプール要求数を数えます。

• STATRECS_PERF

定義された ト ラ ンザク シ ョ ンの応答 / 実時間を返し ます。

• SYSUP_PERF

SAP NetWeaver イ ン ス タ ン スのステータ ス を監視し ます。

• UPDATE_PERF

更新プロセスの数を監視し ます。

• USER_PERF

SAP ク ラ イ アン ト ご と のユーザー数およびユーザー セ ッ シ ョ ン数を監視し ます。

• WLSUM_PERF

パフ ォーマン ス  ワーク ロード の統計情報を 1 時間ご と に収集し ます。

• WP_PERF

あ る  SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに関する  SAP ク ラ イ アン ト ご と のユーザー /セ ッ シ ョ ンの数を監

視し ます。

DBINFO_PERF

DBINFO_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、 SAP データベース  パフ ォーマン ス分析ページに表示される  1
組の値を返し ます。 この情報を使用する こ と によ り 、 データベース  パフ ォーマン スの問題を検出し、 データ

ベースの調整でデータベース  パフ ォーマン スが改善するかど う かを評価でき ます。

SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タの名前は、 多 く の場合、 モニタがレポー ト 用のデータ を収集する ために

使用する メ ト リ ッ ク  リ ス ト の名前 と同じです。例: SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニ タ  DBINFO_PERF は、

メ ト リ ッ ク  リ ス ト  DBINFO_PERF を使用し ます。 ただし、 一部のパフ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク の名前には、

接頭辞と し て 「SAP_」 が付き ます。 た と えば、 SPI for SAP パフ ォーマン ス  モニタ  ICMSTAT_PERF は、

メ ト リ ッ ク  リ ス ト SAP_ICMSTAT_PERF を使用し ます。 SPI for SAP の メ ト リ ッ ク  リ ス ト の詳細は、 SPI
for SAP レポー ト  メ ト リ ッ ク (359ページ ) を参照し て く ださい。

DBINFO_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、Oracle データベースのデータ構造でのみ機能し ます。 他のデー

タベース製品のデータ構造では機能し ません。
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モニタの種類

DBINFO_PERF パフ ォーマン ス  モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型で、ア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ータ

を使用し ません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 DBINFO_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、

SID に基づいて メ ト リ ッ ク を収集し、 監視対象の SID ご と に、 すなわち、 SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス ま

たは 1 つのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対し て一度だけ、 実行されます。

頻度

DBINFO_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、 15 分ご と に実行する こ と をお勧めし ます。

データソース

DBINFO_PERF モニ タ は SAP ト ラ ンザ ク シ ョ ン ST04 ( データベース  パフ ォーマン ス の概要 ) をデータ

ソース と し て使用し ます。

メ ト リ ッ ク

表72 に、 モニタから返される  DBINFO_PERF パフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ます。

表 72　 　DBINFO_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ック名 説明 % 値 累積

1 CPUUSAGE データベース  CPU 使用率 不可

2 BUFPREADS 物理読み取 り 可

3 BUFPWRITES 物理書き込み 可

4 BUFQUAL データベース  バッ フ ァ  プールの品

質

% 不可

5 BUFSIZE データベース  バッ フ ァ  プールのサ

イ ズ

静的

6 BUFWAITS バッ フ ァ  ビジー待機 可

7 BUFWTIME バッ フ ァ  ビジー待機時間 可

8 DICTSIZE デ ィ ク シ ョ ナ リ  キ ャ ッ シュ  サイ ズ 静的

9 DDQUAL データ  デ ィ ク シ ョ ナ リ  キ ャ ッ シュ

の品質

% 不可

10 LOGBLOCKS 書き込まれた REDO ロ グ ブロ ッ ク 可

11 LOGENTRIES REDO ロ グ バッ フ ァ  エン ト リ 可

12 LOGSIZE REDO ロ グ バッ フ ァ  サイ ズ 静的

13 LOGFAULT REDO ロ グ バッ フ ァのア ロ ケー

シ ョ ン エラー レー ト

% 不可

14 LOGALLOC REDO ロ グ バッ フ ァ  ア ロ ケーシ ョ

ン再試行

可

15 ROLLBACKS ロールバッ ク 可
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DOCSTAT_PERF

パフ ォーマン ス  モニ タ  DOCSTAT_PERF は、 最新 1 時間に生成され処理された伝票量に関する統計を収集

し ます。 このモニ タは、 監視する  SAP NetWeaver システムご と に 1 回のみ設定でき ます。

モニタの種類

DOCSTAT_PERF パフ ォーマン ス  モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型で、 ア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ー

タ を使用し ません。 1 回のモニ タ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 DOCSTAT_PERF パフ ォーマン ス  モニ

タは、 SID に基づいて メ ト リ ッ ク を収集し、 監視対象の SID ご と に、 すなわち、 SAP セン ト ラル イ ン ス タ

ン ス または 1 つのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対し て一度だけ、 実行されます。

頻度

DOCSTAT_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、 1 時間ご と に実行する こ と をお勧めし ます。

データソース

DOCSTAT_PERF モニタは SAP ト ラ ンザク シ ョ ン ST07 (数量構成 ) をデータ  ソース と し て使用し ます。

メ ト リ ッ ク

表 73 に、 DOCSTAT_PERF パフ ォーマン ス  モニ タか ら返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ま

す。

16 SCANLONG ロ ング テーブル スキ ャ ン 可

17 SORTDISK ソー ト  デ ィ ス ク 可

18 SORTMEM ソー ト  メ モ リ 可

19 SORTROWS ソー ト 行 可

表 72　 　DBINFO_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク  (続き )

順序 メ ト リ ック名 説明 % 値 累積

表 73　 　DOCSTAT_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 SID SAP システム ID

2 DESCRIPTION アプ リ ケーシ ョ ン モニ タ  オブジェ ク ト の説明

3 CNTHEADER 伝票ヘッ ダ

4 CNTITEM 伝票明細

5 CNTDIV 伝票部門

6 CNTTOTAL レ コード の総数
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EP_PERF

パフ ォーマン ス  モニ タ  EP_PERF は、 依存するすべての J2EE コ ンポーネン ト を含む、 SAP Enterprise
Portal (EP) のステータ ス と パフ ォーマン ス を監視し ます。 SAP Enterprise Portal 用の SPI for SAP の専用

モニタの詳細は、 SAP Enterprise-Portal モニ タ (87ページ ) を参照し て く ださい。 

モニタの種類

EP_PERF モニ タの種類はタ イ ムフ レーム型で、 ア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ータ を使用し ません。 1 回の

モニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 EP_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、SID に基づいて メ ト リ ッ ク を

収集し、 監視対象の SID ご と に、 すなわち、 SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス または 1 つのアプ リ ケーシ ョ ン

サーバーのいずれかに対し て一度だけ、 実行されます。

頻度

EP_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 15 分ご と に実行する こ と をお勧めし ます。

データソース

EP_PERF モニ タは SAP 関数 /HPOV/OV_EP_PERF_MONITOR_2 をデータ  ソース と し て使用し ます。

メ ト リ ッ ク

表74 に、 EP_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ます。

7 CNTLINE 明細の数

8 CNTCHGDOC 変更された伝票の数

9 CNTTEXT テキス ト

表 73　 　DOCSTAT_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク  (続き )

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

EP_PERF は、 Enterprise Portal が使用でき る場合にいつでも適用可能です。

表 74　 　 EP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ック名 説明

1 SID_EP Enterprise Portal をホス ト する  SAP シ
ステムの ID

2 HOSTNAME_EP Enterprise Portal をホス ト する システム

の名前

3 START_TIME_EP EP モニタの起動時刻
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4 NO_REQ_EP Enterprise Portal に対する リ ク エス ト の

数

5 AVG_RESP_TIME_EP Enterprise Portal への リ ク エス ト に対す

る平均応答時間

6 AVG_CPU_TIME_EP a Enterprise Portal への リ ク エス ト に対し

て必要な平均 CPU 時間

7 REQ_PER_SEC_EP Enterprise Portal に対する秒当た り の リ

ク エス ト の数

8 AVG_OUTBND_DATA_EP Enterprise Portal への リ ク エス ト ご と の

平均送信データ量

9 ACC_RESP_TIME_EP Enterprise Portal への リ ク エス ト に対す

る累積応答時間

10 ACC_CPU_TIME_EP (a) EP リ ク エス ト への応答に必要 と された累

積 CPU 時間

11 OUTBND_DATA_REQ_EP 送信データ を持つ リ ク エス ト

12 ACC_OUTBND_DATA_EP 累積送信データ量 (バイ ト 単位)

13 NO_COMPCALLS_REQ_EP Enterprise Portal へのすべての リ ク エス

ト のコ ンポーネン ト  コール数

14 AVG_CMPCALLPERREQ_EP EP リ ク エス ト ご と の平均コ ンポーネン ト  
コール数

15 VALID_MONDATA_REQ_EP モニ タ  データの正常な EP リ ク エス ト

16 REQ_NOT_CORR_CLSD_EP コ ンポーネン ト が正常に ク ローズ されな

かった EP リ ク エス ト

17 REQCLSD_TOOMNYCMP_EP コ ンポーネン ト が多すぎ る ために ク ロー

ズ された EP リ ク エス ト の数

18 REQS_RUNLEVEL_0_EP レベル 0 で動作中の EP リ ク エス ト

19 REQS_RUNLEVEL_1_EP レベル 1 で動作中の EP リ ク エス ト

20 REQS_RUNLEVEL_2_EP レベル 2 で動作中の EP リ ク エス ト

21 USRS_SINCE_1_REQ_EP 最初の リ ク エス ト からの EP リ ク エス ト

を発行し たユーザー数

22 USRS_SINCE_LSTRST_EP 最後のユーザー リ セ ッ ト 以降に EP リ ク

エス ト を発行し たユーザー数

表 74　 　 EP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク  (続き )

順序 メ ト リ ック名 説明
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ICMSTAT_PERF

パフ ォーマン ス  モニ タ  ICMSTAT_PERF は、SAP Internet Communication Manager (ICM) のステータ ス

およびパフ ォーマン ス を監視し ます。 

モニタの種類

ICMSTAT_PERF パフ ォーマン ス  モニ タの種類はスナ ッ プシ ョ ッ ト 型で、 ア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ー

タ を使用し ません。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 ICMSTAT_PERF パフ ォーマン ス  モニタ

は、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー固有の メ ト リ ッ ク を収集し ます。 こ のモニタは、 パフ ォーマン ス を監視する

すべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで実行させてお く 必要があ り ます。

頻度

ICMSTAT_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 15 分ご と に実行する こ と をお勧めし ます。

データソース

ICMSTAT_PERF モニ タ は SAP ト ラ ンザ ク シ ョ ン SMICM (ICM モニ タ ) をデータ  ソ ース と し て使用し ま

す。

23 LST_REQ_RST_TSTMP_EP 最後の EP リ ク エス ト  リ セ ッ ト 時刻

24 LST_CMPREQ_TSTMP_EP 最後のコ ンポーネン ト  リ セ ッ ト 時刻

25 LST_USRREQ_TSTMP_EP 最後の EP ユーザー リ セ ッ ト 時刻

a.   SAP Netweaver Portal Version 7.0 のみ

表 74　 　 EP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク  (続き )

順序 メ ト リ ック名 説明

パフ ォーマン ス  モニタ  EP_PERF がデータ を検出できない場合、 または SAP CCMS に null 文字列を検出

し た場合は、 い く つかのパフ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク に '0' (ゼロ ) が記録されます。 これは正しい動作です。

ICMSTAT_PERF モニタは 6.40 までのバージ ョ ンで適用可能です。
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メ ト リ ッ ク

表 75 に、 ICMSTAT_PERF パフ ォーマン ス  モニ タか ら返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ま

す。

JOBREP_PERF

JOBREP_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 状態ご と のジ ョ ブ数を、 前回のモニタ実行終了日時から今回の

モニタ実行開始日時までの期間で数えます。 

モニタの種類

JOBREP_PERF モニ タの種類はタ イ ム フ レーム型で、 ア ラー ト  タ イ プまたはパラ メ ータ を使用し ません。

1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 JOBREF_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 SID に基づいて

メ ト リ ッ ク を収集し、 監視対象の SID ご と に、 すなわち、 SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス または 1 つのアプ

リ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対し て一度だけ、 実行されます。

頻度

JOBREF_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、 1 時間に 1 回から  1 日に 1 回までの間で実行する こ と をお勧め

し ます。

表 75　 　 ICMSTAT_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 ICM_Status Internet Communication Manager のステータ ス

2 Max_Threads ICM が許可する開いたス レ ッ ド の定義済み最大数

3 Peak_Threads あ る期間における  ICM 内の開いたス レ ッ ド のピーク数

4 Cur_Threads ICM 内で現在開いている ス レ ッ ド の数

5 Max_Connections ICMが許可する開いた接続の定義済み最大数

6 Peak_Connections あ る期間における  ICM 内の開いた接続のピーク数

7 Cur_Connections ICM 内の現在の接続の数

8 Max_QueueEntries ICM が許可する、 icm/req_queue_len に定義された、 キ ューに入

れられた リ ク エス ト の最大数。

9 Peak_QueueEntries あ る期間における  ICM 内のキ ューに入れられた リ ク エス ト のピーク

数

10 Cur_QueueEntries ICM 内の現在キ ューに入れられている リ ク エス ト の数

11 Running_Threads リ ク エス ト を待っている  ( ア イ ド ル状態の ) ワーク  ス レ ッ ド の数

12 Dead_Threads た と えば dead や hanging など問題のあ る状態のワーク  ス レ ッ ド の

数

13 Processed_Threads 現在 リ ク エス ト を処理し ている ワーク  ス レ ッ ド の数
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データソース

JOBREF_PERF モニタは SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SM37 (バッ ク グ ラ ウ ン ド  ジ ョ ブ概要 ) をデータ  ソース と

し て使用し ます。

メ ト リ ッ ク

表76 に、JOBREP_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ます。

SAPBUFFER_PERF

SAPBUFFER_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、特定のイ ン ス タ ン スについての、SAP ユーザーによ る  SAP
メ モ リ  バッ フ ァ  の使用に関する値を返し ます。 これには、NetWeaver リ ポジ ト リ 、プロ グ ラ ム、およびデー

タベース  テーブルにおける ヒ ッ ト 率、 バッ フ ァ の質、 利用可能スペース、 などがあ り ます。

モニタの種類

SAPBUFFER_PERF モニタの種類はタ イ ムフ レーム型 です。 SAPBUFFER_PERF パフ ォーマン ス  モニタ

は、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー固有の メ ト リ ッ ク を収集し ます。 こ のモニタは、 パフ ォーマン ス を監視する

すべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで実行させてお く 必要があ り ます。

頻度

SAPBUFFER_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 15 分ご と に実行する こ と をお勧めし ます。

表 76　 　 JOBREP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 RUNNING 前回のモニ タ実行以降、 ステータ スが running であ る ジ ョ ブの

数

2 READY 前回のモニ タ実行以降、 ステータ スが ready であ るジ ョ ブの数

3 SCHEDULED 前回のモニ タ実行以降、 ステータ スが scheduled であ る ジ ョ ブの

数

4 RELEASED 前回のモニ タ実行以降、 ステータ スが released であ る ジ ョ ブの

数

5 ABORTED 前回のモニ タ実行以降、 ステータ スが aborted であ るジ ョ ブの数

6 FINISHED 前回のモニ タ実行以降、 ステータ スが finished であ る ジ ョ ブの

数

7 PUT_ACTIVE 前回のモニ タ実行以降、 ステータ スが put_active であ る ジ ョ ブ

の数

8 UNKNOWN_STATE 前回のモニ タ実行以降、 ステータ スが unknown であ る ジ ョ ブの

数
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データソース

SAPBUFFER_PERF モニ タは、 SAP バッ フ ァ  ト ラ ンザク シ ョ ン ST02 から情報を読み込みます。

メ ト リ ッ ク

表77 に、 SAPBUFFER_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブルに含まれる値

を示し ます。

表 77　 　 SAPBUFFER_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ック名 説明

1 BUFFER_NAME バッ フ ァの名前

2 HITRATIO バッ フ ァ  オブジェ ク ト の読み込み回数 /論理要求

数。 バッ フ ァ  ヒ ッ ト 率は、 パーセンテージで表示

されます。

3 ALLOCATED_SIZE バッ フ ァに割 り 当て られている スペース量 a

a. バッ フ ァ  サイ ズ と 「利用可能なバッ フ ァサイ ズ」 は異な り ます。 バッ フ ァ スペースの一部は、 バッ

フ ァの管理に使用される ためです。

4 FREE_SPACE バッ フ ァ内で利用でき る空き スペースの量 (KB)

5 FREE_SPACE_PERCENT 利用可能な空きバッ フ ァ  スペース  (合計に対する

比率 )

6 MAXDIR_ENTR バッ フ ァに利用でき るデ ィ レ ク ト リ の数 b

b. 各バッ フ ァ  デ ィ レ ク ト リ は、 バッ フ ァ内に保存されているオブジェ ク ト の場所を指し ます。

7 FREEDIR_ENTR バッ フ ァに利用でき る空きデ ィ レ ク ト リ の数

8 FDIR_ENTR_PERCENT バッ フ ァに利用でき る空きデ ィ レ ク ト リ の比率

9 BUFFER_SWAPS システムが起動し てからの、 ス ワ ッ プ イ ン / ア ウ

ト 動作 c

c. 空き スペースや空きデ ィ レ ク ト リ が不足し ている と 、 新しいオブジェ ク ト を ス ワ ッ プ イ ンするため

に、 バッ フ ァ からオブジェ ク ト がス ワ ッ プ ア ウ ト されます。

10 BUFFER_SWAPS_DELTA 今回と前回のモニタ実行において計測された、

バッ フ ァのス ワ ッ プ回数の差

11 DB_ACCESSES システムが起動されてからの、 データベース  ア ク

セス数 d

d. バッ フ ァからオブジェ ク ト を読み込むこ と ができ ない場合に、 データベース  ア ク セスが発生し ます。

12 DB_ACCESSES_DELTA 今回と前回のモニタ実行で計測された、 データ

ベース  ア ク セス回数の差
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SAPMEMORY_PERF

SAPMEMORY_PERF パフ ォーマン ス  モニ タ は、 特定の イ ン ス タ ン スについての、 SAP ユーザーに よ る

SAP メ モ リ の使用に関する値を返し ます。 これには、 ロール領域、ページ領域、拡張 メ モ リ などがあ り ます。

モニタの種類

SAPMEMORY_PERF モニタの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型で、 1 回のモニ タ実行で 1 組の値を収集し ます。

SAPMEMORY_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー固有の メ ト リ ッ ク を収集し ま

す。 このモニタは、 パフ ォーマン ス を監視するすべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで実行させてお く 必要が

あ り ます。

頻度

SAPMEMORY_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 15 分ご と に実行する こ と をお勧めし ます。

データソース

SAPMEMORY_PERF モニタは、 SAP バッ フ ァ  ト ラ ンザク シ ョ ン ST02 から情報を読み込みます。

メ ト リ ッ ク

表78 に、SAPMEMORY_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し

ます。

SPOOL_PERF

SPOOL_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、 さ まざまな状態のスプール要求を数えます。 

表 78　 　 SAPMEMORY_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 MEMORY_AREA メ モ リ  バッ フ ァの種類

2 CURRENT_USE_PERCENT 現在使用されている スペース量。 利用可能ス

ペースの合計に対する比率で表現されます。

3 CURRENT_USE 現在使用されている スペース量 (KB)

4 MAX_USE システムが起動されてからの最大値 (最大使用

量 )

5 IN_MEMORY 共有 メ モ リ 内で使用されている スペース量

6 ON_DISK デ ィ ス ク上で使用されている スペース量
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モニタの種類

SPOOL_PERF パフ ォーマン ス  モニ タの種類はタ イ ム フ レーム型で、 ア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ータ を

使用し ません。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 SPOOL_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、SID
に基づいて メ ト リ ッ ク を収集し、 監視対象の SID ご と に、 すなわち、 SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス または

1 つのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対し て一度だけ、 実行されます。

頻度

SPOOL_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、 10 分から  30 分ご と に実行する こ と をお勧めし ます。

データソース

SPOOL_PERF モニタは SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SP01 (出力管理 ) をデータ  ソース と し て使用し ます。

メ ト リ ッ ク

表79 に、 SPOOL_PERF パフ ォーマン ス  モニタから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ます。

STATRECS_PERF

STATRECS_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 統計レ コード を読み込み、 ト ラ ンザク シ ョ ンあた り の平均応

答時間を返し ます。 

STATRECS_PERF パ フ ォ ーマ ン ス  モ ニ タ は、 選択 さ れ る デー タ を 限定す る た め、 ア ラ ー ト タ イ プ

RESPONSE_TIME およびパラ メ ータ  TRANSACTION を使用し ます。 監視する ト ラ ンザク シ ョ ンは、 パラ

メ ータ  TRANSACTION で指定し ます。 こ のパラ メ ータが指定されていない場合は、 ローカル統計フ ァ イル

にあ る各 ト ラ ンザク シ ョ ンについて、 指定された時間枠での平均応答時間が報告されます。 

表 79　 　 SPOOL_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 ALL_SJ スプール ジ ョ ブの総数

2 SJ_ARCHIVE ステータ スが archive であ る スプール ジ ョ ブの

数

3 PRINT_REQ 印刷要求の総数

4 OPEN_PR 開かれている印刷要求の数

5 SUCCESS_PR 処理に成功し た印刷要求の総数

6 ERROR_PR エラーのあ る印刷要求の数

7 FAILED_PR 失敗し た印刷要求の数
228 第 6 章



モニタの種類

STATRECS_PERF パフ ォーマン ス モニ タの種類はタ イ ム フ レーム型です。 各実行で 1 組の値のみ収集し

ます。 1 組の値を収集する ため、 モニ タ を定期的なス ケジ ュールで実行する必要があ り ます。 さ ま ざ まなモ

ニタはそれぞれ異なる要件があ るので、 間隔は各モニタ個別に指定する必要があ り ます。 こ のモニ タ  は、 こ

のモニタの前回の開始から今回の開始までの時間枠をベースにし、 モニタがチェ ッ クする時間枠内で完了す

る ト ラ ンザク シ ョ ンのみを考慮に入れます。 

STATRECS_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー固有の メ ト リ ッ ク を収集し ます。

こ のモニタは、パフ ォーマン ス を監視するすべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで実行させてお く 必要があ り

ます。

頻度

STATRECS_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 1 分ご と に実行する よ う に設定する こ と をお勧めし ます。

データソース

STATRECS_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 以下の SAP ト ラ ンザク シ ョ ンをデータ  ソース と し て使用し

ます。 

• SAP 7.0 以降の場合 : STAD

• SAP 6.40 バージ ョ ンの場合 :STAT

メ ト リ ッ ク

表80 に、 STATRECS_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ま

す。

STATRECS_PERF の設定およびアップロード

STATRECS_PERF モニ タ を有効にするには、 r3perfstat.cfg フ ァ イルを設定し、 結果を SAP にア ッ プ

ロードする必要があ り ます。 2 種類の設定が可能です。

• グ ローバル : global_r3perfstat.cfg

• ローカル :  local_r3perfstat.cfg

表 80　 　 STATRECS_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 SAP_TCODE 計測し た ト ラ ンザク シ ョ ンの ト ラ ンザク シ ョ ン コード。 こ
の メ ト リ ッ クはHP Performance Managerでのみ使用でき

ます。 

2 SAP_RESPONSE_TIM
E

SAP が応答に要する時間

3 SAP_NET_TIME 実時間

4 SAP_REC_COUNT 計測し た ト ラ ンザク シ ョ ンの発生回数
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STATRECS_PERF 設定を設定し ア ッ プロードするには、 次のよ う にし ます。

1 r3perfstat.cfg設定ファイルを開いて編集する

設定フ ァ イル ポ リ シー エデ ィ タ を使用し、ご使用の環境の要件に合わせて global_r3perfstat_jp ポ
リ シーを変更し ます。

a HPOM for Windows コ ン ソールの詳細ペイ ンで、設定フ ァ イル ポ リ シー global_r3perfstat_jp
を選択し て右ク リ ッ ク し ます。 global_r3perfstat_jp ポ リ シーは次のフ ォルダにあ り ます。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP] → [ja] 

b ポ ッ プア ッ プ メ ニューの次のオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。 

[すべてのタスク ] → [編集 ...] 

図23(231 ページ ) に示すよ う に、HPOM for Windows は global_r3perfstat_jp ポ リ シーを表示

し ます。

2 r3perfstat.cfg 設定ファイルを変更して保存する

必要に応じ て値を変更し、 フ ァ イルを保存し ます。 global_r3perfstat_jp 設定フ ァ イルポ リ シーは

HPOM for Windows 管理サーバーに保存されてお り 、 統計レ コード を監視し たい管理 ノード に配布し、

さ らに、 こ のフ ァ イルを SAP NetWeaver にア ッ プロードする必要があ り ます。

3 r3perfstat.cfg ファイルを管理ノードに配布する

編集済みの r3perfstat.cfg フ ァ イルは、 以下の手順に従い、 SPI for SAP で統計レ コード を管理し た

い SAP NetWeaver サーバーに配布する必要があ り ます。

a 設定フ ァ イル r3perfstat.cfg を探し て右ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニューの次のオプシ ョ ン

を選択し ます。 

[すべてのタスク ] → [配布先ノード ...] 

b [ポ リ シーの配布先 ] ダ イ ア ロ グが表示された ら、 新しい r3perfstat.cfg フ ァ イルを配布する管

理 ノード を選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

c HPOM for Windows コ ン ソールの下部の配布ジ ョ ブ ペイ ンで進捗を監視し、 配布が正常に完了し

た こ と を確認し ます。

4 新しい設定を SAP NetWeaver にアップロードする

SAP R/3 Admin ツール グループの Write Statistical Records ツールを使用し 、global_r3perfstat_jp

設定を  SAP NetWeaver にアッ プロ ード し ま す。 

a Write Statistical Records ツールを探し て右ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ

ンを選択し ます。 

[すべてのタスク ] → [ツールの起動 ...] 

b [パラ メ ータの編集] ダ イ ア ロ グが表示された ら、 ツールを起動する管理ノ ード を選択し、 [OK] を ク

リ ッ ク し ます。

ローカル設定フ ァ イルの場合、 フ ァ イル名にローカル設定フ ァ イルの配布先のマシン名を含め

る こ と をお勧めし ます ( た と えば、 <machine_name>_r3perfstat.cfg)。 ローカル設定は、 グ

ローバル設定よ り 優先されます。 
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図23　 　 r3perfstat.cfg ファイルの編集

SYSUP_PERF

SYSUP_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、 SAP NetWeaver システムが使用可能であ るかど う かを確認する

のに使用されます。

モニタの種類

SYSUP_PERF パフ ォーマン ス  モニ タの種類はスナ ッ プシ ョ ッ ト 型で、 ア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ータ

を使用し ません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。

頻度

SYSUP_PERF パフ ォーマン ス  モニ タは、 毎分ご と に実行し ます。 この頻度の変更は禁止されています。

データソース

SYSUP_PERF モニタは、 内部 SAP RFC コールをデータ  ソース と し て使用し ます。
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メ ト リ ッ ク

表81 に、 SYSUP_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ます。

UPDATE_PERF

UPDATE_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 更新エラーが発生し たかど う かを確認する ために使用し ます。 

SAP NetWeaver シス テムが正常に動作し ている場合、 更新エ ラーは発生し ないはずです。 しかし、 更新エ

ラーが発生するのは、 すでに削除されたデータベーステーブルレ コード に更新を実行する場合です。 更新処

理を正し く 行 う には、 更新処理に 5 分以上ス テータ ス  INIT で待機する必要がない よ う に し ます。 多量の

ワーク プロセスがステータ ス  INIT で存在する場合、 テーブル スペースがいっぱいであ る こ と が原因の可能

性があ り ます。

モニタの種類

UPDATE_PERF モニ タ の種類はスナ ッ プシ ョ ッ ト 型で、 ア ラー ト  タ イ プま たはパラ メ ータ を使用し ませ

ん。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 UPDATE_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 SID に基づ

いて メ ト リ ッ ク を収集し、 監視対象の SID ご と に、 すなわち、 SAP セン ト ラル イ ン ス タ ン ス または 1 つの

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対し て一度だけ、 実行されます。

頻度

UPDATE_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 1 分ご と に実行する よ う に設定する こ と をお勧めし ます。

データソース

UPDATE_PERF モニ タは SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SM13 (更新レ コード ) をデータ ソース と し て使用し ます。

表 81　 　 SYSUP_PERF パフォーマンス モニタ  メ ト リ ッ ク

メ ト リ ック名 説明

SYSTEM_STATUS 以下の事項に基づ く システムのステータ ス  (UP/DOWN)。 

• SAP システムが利用可能

• SAP システムへのロ グ イ ン失敗

• SAP システム と の通信障害

• SAP システムが認識不能

Performance Agent が実行されておらず、 いずれのデータ も

収集でき ない状態を示し ます。
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メ ト リ ッ ク

表82 に、UPDATE_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ます。

USER_PERF

USER_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 特定の SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに関する  SAP ク ラ イ アン

ト ご と の、 ユーザー数およびユーザー セ ッ シ ョ ン数に関する重要な情報を提供し ます。

モニタの種類

USER_PERF モニ タ の種類は ス ナ ッ プシ ョ ッ ト 型です。 1 回のモニ タ 実行で 1 組の値のみ収集 し ます。

USER_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー固有の メ ト リ ッ ク を収集し ます。 この

モニ タは、 パフ ォーマン ス を監視するすべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで実行させてお く 必要があ り ま

す。

頻度

USER_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 5 分ご と に実行する こ と をお勧めし ます。

データソース

USER_PERF モニタは SAP ト ラ ンザク シ ョ ン SM04 (ユーザーの概要 ) をデータ  ソース と し て使用し ます。

表 82　 　UPDATE_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 ALL すべての VB 更新タ ス ク数

2 INITIAL 初期 VB 更新タ ス ク数

3 ERRONEOUS エラーのあ る  VB 更新タ ス ク数

4 VB1 V1 が実行された更新タ ス ク数

5 VB2 V2 が実行された更新タ ス ク数
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メ ト リ ッ ク

表83 に、USER_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブルに含まれる値を示し ま

す。

WLSUM_PERF

パフ ォーマン ス  モニ タ  WLSUM_PERF は、 最新 1 時間のパフ ォーマン ス  ワーク ロード統計を収集し ます。

すべてのタ ス ク  タ イプ、 た と えばダ イ ア ロ グ、 バッ ク グ ラ ウ ン ド、 RFC、 ALE、 更新などのワーク ロード統

計を表示でき ます。 WLSUM_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 監視する各アプ リ ケーシ ョ ン サーバーで必

須であ り 、 それぞれで設定を行 う 必要があ り ます。

 モニタの種類

WLSUM_PERF パフ ォーマン ス  モニタの種類はタ イ ムフ レーム型で、 ア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ータ を

使用し ません。1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 WLSUM_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、ア

プ リ ケーシ ョ ン サーバー固有の メ ト リ ッ ク を収集し ます。 こ のモニタは、 パフ ォーマン ス を監視するすべて

のアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで実行させてお く 必要があ り ます。

頻度

パフ ォーマン ス  モニ タ  WLSUM_PERF の時間の計測と記録のために、 WLSUM_PERF パフ ォーマン ス  モ
ニタ を 1時間毎に実行する よ う に設定する こ と は必須です。

データソース

WLSUM_PERF モニタは SAP ト ラ ンザク シ ョ ン ST03 (ワーク ロード分析) をデータ  ソース と し て使用し ま

す。 

表 83　 　USER_PERF パフォーマンス モニタ  メ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ック名 説明

1 USER_CLIENT ユーザーと関連する  SAP ク ラ イ アン ト の番号

2 USER_CNT ク ラ イ アン ト ご と のロ グ イ ン し ているユーザ

の数

3 SESSION_CNT ク ラ イ アン ト ご と のユーザー セ ッ シ ョ ンの合

計数

WLSUM モニ タのデータ収集は、 SAP 内部ジ ョ ブ COLLECTOR_FOR_PERFORMANCEMONITOR に基づいていま

す。 こ のジ ョ ブは、 r3perfagent.cfg 内の WLSUM_PERF に指定されている頻度 と 同じ頻度で実行する必

要があ り ます。 そのよ う にする と、WLSUM_PERF が COLLECTOR_FOR_PERFORMANCEMONITOR の収集し た最

新データ を取 り 出せる よ う にな り ます。
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メ ト リ ッ ク

表84 に、 WLSUM_PERF パフ ォーマン ス  モニ タから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ます。

表 84　 　WLSUM_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 Hostname SAP システム ホス ト 名

2 SID SAP システム ID

3 INSTANCE SAP イ ン ス タ ン ス番号 (SAP バージ ョ ン < 4.6x の場合)

4 TASKTYPE SAP NetWeaver タ ス ク のタ イ プ (RFC、 ダイ アロ グ )

5 CNT ダ イ ア ロ グ ステ ッ プ数

6 DBACTIVCNT データベース  ア ク テ ィ ブ ダ イ ア ロ グ ステ ッ プのカ ウ ン

タ

7 RESPTI ダ イ ア ロ グが要求をデ ィ スパッチャに送信し てから応答

を受信する までの経過時間

8 CPUTI ワーク プロセスで使用された CPU 時間

9 QUEUETI 未処理のダ イ ア ロ グ ステ ッ プが空きのワーク スペース

を待ってデ ィ スパッチャ  キ ューで待機する時間

10 LOADGENTI ABAP ソース  コード、 およびデータベースからの画面

情報などのオブジェ ク ト のロー ドおよび生成にかかる時

間

11 COMMITTI コ ミ ッ ト の完了に必要な時間

12 DDICTI データ  デ ィ ク シ ョ ナ リ に必要な時間

13 QUETI バッチ入力キ ューに必要な時間

14 CPICTI RFC および CPI-C に必要な時間

15 ROLLINCNT ロ ール イ ン  (ロ ール イ ンさ れたユーザ コ ンテキス ト ) の
数

16 ROLLINTI ロール イ ンの処理時間

17 ROLLOUTCNT ロール ア ウ ト  ( ロール アウ ト されたユーザ コ ンテキス

ト ) の数

18 ROLLOUTTI ロール ア ウ ト の処理時間

19 READDIRCNT 直接読み込みア ク セス数

20 READDIRTI 直接読み込みア ク セス時間

21 READSEQCNT 順次読み込み試行数

22 READSEQTI 順次読み込みア ク セス時間

23 CHNGCNT 変更されたデータベース  ア ク セス数

24 CHNGTI 変更されたデータベース  ア ク セス時間

25 BYTES バイ ト 数
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WP_PERF

SPI for SAP Performance Agent は、WP_PERF モニ タ を使用し て、SAP ワーク  プロセスに関するパフ ォー

マン スの問題を監視し ます。 た と えば、 WP_PERF は以下の状況を検出し、 報告し ます。

• ワーク  プロセスがセマフ ォ を待つ必要があ る。

• ワーク  プロセスが private モード にあ る。

• ダ イ ア ロ グ ワーク プロセスが、 使用後または リ リ ース後にア イ ド ル状態に戻ら ない。

モニタの種類

WP_PERF モニ タの種類はスナッ プシ ョ ッ ト 型で、 ア ラー ト  タ イプまたはパラ メ ータ を使用し ません。 1 回
のモニタ実行で 1 組の値のみ収集し ます。 WP_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、アプ リ ケーシ ョ ン サーバー

固有の メ ト リ ッ ク を収集し ます。 このモニタは、 パフ ォーマン ス を監視するすべてのアプ リ ケーシ ョ ン サー

バーで実行させてお く 必要があ り ます。

頻度

WP_PERF パフ ォーマン ス  モニタは、 15 分ご と に実行する よ う に設定する こ と をお勧めし ます。

データソース

WP_PERF モニ タは SAP ト ラ ンザ ク シ ョ ン SM50 ( ワーク プ ロ セス概要 ) をデータ  ソース と し て使用し ま

す。

メ ト リ ッ ク

表85 に、 パフ ォーマン ス  モニタから返されるパフ ォーマン ス  テーブル内の値を示し ます。

26 GUITIME デ ィ スパッチャによ って実行された GUI 要求にかかっ

た総時間

27 GUICNT GUI ステ ッ プ数

28 GUINETTIME アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが SAP GUI からの要求に応

答するのにかかった時間

表 84　 　WLSUM_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク  (続き )

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

表 85　 　WP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 ALL_WP 全ワーク プロセス数

2 SEMAPHORE_WP セマフ ォ を待っている ワーク プロセス数

3 DEBUG_WP debug モード にあ る ワーク プロセス数
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SPI for SAP R/3 Performance Agent の削除

SPI for SAP R/3 Performance Agent を管理 ノード から削除するには、 以下の手順を こ の とお り の順番で実

行する必要があ り ます。

1 管理 ノード から  SPI for SAP SPI for SAP R/3 Performance Agent を削除する手順を始める前に、 必ず

SPI for SAP SPI for SAP R/3 Performance Agent を停止し て く だ さ い。 た と えば以下のよ う に行いま

す。

― SPI for SAP アプ リ ケーシ ョ ンの PerfAgt STOP を使用し ます。 これは SAP R/3 UN*X または SAP
R/3 NT ツール グループ にあ り ます。 

4 LONG_RUNNING 長時間実行中のダ イ ア ロ グ wp 数

5 PRIVAT_WP private モード にあ るダ イ ア ロ グ wp 数

6 NOSTART_WP 再起動不能なダ イ ア ロ グ wp 数

7 DIA_IDLE ア イ ド ル状態のダ イ ア ロ グ ワーク プロセス数

8 DIA_ALL ダ イ ア ロ グ ワーク プロセス数

9 DIA_RUNNING 実行中のダイ ア ロ グ wp 数

10 BTC_IDLE ア イ ド ル状態のバッチ ワーク プロセス数

11 BT_ALL バッチ ワーク プロセス数

12 BTC_RUNNING 実行中のバッチ wp 数

13 SPO_IDLE ア イ ド ル状態のスプール ワーク プロセス数

14 SPO_ALL スプール ワーク プロセス数

15 SPO_RUNNING 実行中のスプール wp 数

16 ENQ_IDLE ア イ ド ル状態のエンキ ュー ワーク プロセス数

17 ENQ_ALL エンキ ュー ワーク プロセス数

18 ENQ_RUNNING 実行中のエンキ ュー wp 数

19 UPD_IDLE ア イ ド ル状態の更新ワーク プロセス数

20 UPD_ALL 更新ワーク プロセス数

21 UPD_RUNNING 実行中の更新 wp 数

22 UPD2_IDLE ア イ ド ル状態の更新 2 ワーク プロセス数

23 UPD2_ALL 更新 2 ワーク プロセス数

24 UPD2_RUNNING 実行中の更新 2 ワーク プロセス数

表 85　 　WP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク  (続き )

順序 メ ト リ ッ ク名 説明
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― SAP 管理 ノード にロ グ イ ン し、 コマン ド行で以下のよ う に入力し ます。

r3perfagent stop

2 HPOM for Windows コ ン ソールで、 次のツール フ ォルダを表示し ます。

[ツール] → [SPI for SAP] → [SAP R/3 管理 ] 

3 SAP システム環境のオペレーテ ィ ング システムに応じ て、 適切なパフ ォーマン ス  パッ ケージ ツールを

選択し て右ク リ ッ ク し ます。 

― パフォーマンス パッケージの削除 (UNIX) 

― パフォーマンス パッケージの削除 (Windows) 

4 次の メ ニュー オプシ ョ ンを使用し て、選択し た パフ ォーマン ス  パッ ケージの削除 ツールを起動し ます。 

[すべてのタスク ] → [ツールの起動 ...]

5 パフ ォーマン ス  パッ ケージを削除する  SAP 管理対象 ノード を選択し ます。 選択し たツールのオペレー

テ ィ ング システム (UNIX または Microsoft Windows) に対応し ている ノ ード を選択し て く ださ い。 

6 [起動 ] を ク リ ッ ク し て削除プロセス を開始し ます。
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第7章 SAP NetWeaver Web Application Server 
(J2EE) の監視
SPI for SAP を使 う と、SAP NetWeaver Web Application Server の J2EE Engine の稼動状態を監視でき ま

す。 一連の ポ リ シー を使って、 SAP NetWeaver Web Application Server の J2EE Engine の稼動状態、 可

用性、パフ ォーマン ス を示す メ ト リ ッ ク を収集でき ます。SAP NetWeaver の J2EE Engine の監視に必要な

ポ リ シー は、 すべて SAP NW Java Monitoring ポ リ シー グループにグループ化されています。

こ のバージ ョ ン の SPI for SAP が監視で き る  SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) は、 SAP
NetWeaver 6.40、 7.00、 および 7.10 のみです。

始める前に

SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) 環境の監視を開始する前に、 以下の作業が必要です。

1 プログラムを配布します。

SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) メ ト リ ッ クの監視対象になるすべての ノ ード に、 SPI
for SAP Instrumentation と共に、SPI for JMX Application Server プロ グ ラ ム グループを配布し ます。

2 必要な JAR ファイルの場所を確認します。

SAP NetWeaver システムの規定の場所に、 以下の JAR フ ァ イルが含まれている こ と を確認し ます。

以下に、 Netweaver 7.0 での jar フ ァ イルの場所を示し ます。

― logging.jar (<SAP_home>\j2ee\admin\lib デ ィ レ ク ト リ 内 )

― exception.jar (<SAP_home>\j2ee\admin\lib デ ィ レ ク ト リ 内 )

― com_sap_pj_jmx.jar (<SAP_home>\j2ee\admin\lib デ ィ レ ク ト リ 内 )

― sapj2eeclient.jar (<SAP_home>\j2ee\j2eeclient デ ィ レ ク ト リ 内 )

― jmx.jar (<SAP_home>\j2ee\admin\logviewer_standalone\lib デ ィ レ ク ト リ 内 )

SAP R/3 環境の Web AS (Java) 環境を監視するのに、SAP NW Java Monitoring ポ リ シー グループ下の ポ
リ シー は使えません。 SAP R/3 配布では、 SPI for SAP と共に配布される  SAPSPI_CCMS_Monitors.car
移送フ ァ イルを使って、 Web AS (Java) 環境を監視でき ます。

プロ グ ラ ム を配布する前に、 HPOM 管理サーバーに Generic JMX Component が イ ン ス ト ー

ル済みであ る こ と を確認し ます。

これらの JAR フ ァ イルは、 イ ン ス ト ールされた SAP システムの以下の場所に格納されます。
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以下に、 Netweaver 7.1 での jar フ ァ イルの場所を示し ます。

― tc~logging~java~impl.jar (<SAP-home>\j2ee\j2eeclient\sap.com デ ィ レ ク ト リ 内 )

― tc~exception~impl.jar (<SAP-home>\j2ee\j2eeclient\sap.com デ ィ レ ク ト リ 内 )

― tc~bl~pj_jmx~Impl.jar (<SAP-home>\j2ee\cluster\bin\ext\tc~jmx\sap.com デ ィ

レ ク ト リ 内 )

― tc~je~clientlib~impl.jar (<SAP-home>\j2ee\j2eeclient\sap.com デ ィ レ ク ト リ 内 )

3 アクセス関連の情報を指定します。

SPI for SAP に対し て、 SAP NetWeaver Web Application Server へのア ク セス方法を指定する必要が

あ り ます。 global_SiteConfig ポ リ シー (SiteConfig 設定フ ァ イルを使用 ) を使って、 SPI for SAP
に対し て SAP NetWeaver Web Application Server へのア ク セス方法を指定し、 SPI for SAP が必要な

メ ト リ ッ ク を収集でき る よ う にし ます。 SPI に対し てア ク セス関連情報を指定するには、 以下の手順を

実行し ます。

a HPOM コ ン ソールで、 [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP] → [ja] の手順を使って

global_SiteConfig ポ リ シーのポ リ シー ダ イ ア ロ グを開き ます。

b 監視対象の SAP NetWeaver サーバーの各属性に値を指定し ま す。 属性に関する 詳細は、 SiteConfig
フ ァ イル (241ページ )を参照し てく ださ い。

c 監視対象の ノード のすべてについて、 手順b を繰 り 返し ます。

d [ポリシーを保存して閉じる ] を ク リ ッ ク し ます。

e ノード に global_SiteConfig ポ リ シーを配布し ます。

SiteConfig フ ァ イルでは、パス ワード が暗号形式で保存されます。 パス ワード の暗号化は、NetWeaver 設
定の一環と し て管理 ノード で行われます。 管理サーバーでは行われません。

暗号化形式での SiteConfig ファイルの例

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspil2.example.com

SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_PORT=50004

SERVER1_VERSION=71

SERVER1_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00

SERVER1_JAVA_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00\exe\sapjvm_5

SERVER1_SID=<SID>

SERVER1_NR=00

SERVER1_CLUSTERNODEID=<Cluster_ID> (Cluster_ID はセント ラル インスタンスのクラスタ ID で

す。 )

SERVER1_AS_DETAILS=null

SERVER1_AS_NUM=0

SERVER1_AS1_NAME=null

SERVER1_AS1_LOGIN=null

SERVER1_AS1_PASSWORD=null

SERVER1_AS1_PORT=null

global_SiteConfig ポ リ シーを使 う と、 監視対象のすべての SAP NetWeaver ノ ード のア ク

セス情報を同一フ ァ イルに格納でき ます (SiteConfig フ ァ イル (241ページ ) を参照 )。
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4 ノードに関する必要な設定情報を作成します。

[SPI for SAP NetWeaver Config 設定作成 ] ツール を実行し て、ノード で必要な設定情報を作成し ます。

こ のツールをすべての SAP NetWeaver Web Application Server で実行し ます。 こ のツールは、 HPOM
コ ン ソールから  [SPI for SAP] → [SAP R/3 管理 ] でア ク セスでき ます。

5 監視の設定をテスト します。

手順3から手順1 を実行する こ と で準備し た設定は、ツールを使ってテス ト でき ます。 監視を予定し てい

るすべての ノ ー ド に対し て、 HPOM コ ン ソールか ら  [SAP NetWeaver 接続チェ ッ ク ] ツール ([SPI for

SAP] → [SAP R/3 管理 ]) を実行し ます。

6 収集定義情報を配布します。

[SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [Configure] およ び [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW

Java Monitoring 7.1] → [Configure] ポ リ シ ー グ ループに含ま れる  SPISAP-UpdateNWMetricConfig
-1d_jp ポリ シー には、 SAP NetWeaver Web Application Server から データ を収集する メ カニズムが含

ま れていま す。 こ のポリ シーは、 SPI に対し て以下の情報を提供し ま す。

― 収集する情報のタ イプ

― データ  ス ト アに格納される情報のタ イプ

― プ リ セ ッ ト し きい値と比較される情報のタ イプ

SPISAP-UpdateNWMetricConfig-1d_jp ポ リ シー は、 すべての SAP NetWeaver Web Application
Server ノード に配布する必要があ り ます。

7 データ  ソースを作成します。

SPI for SAP で ノ ード のデータ  ス ト アへの収集データのロ ギングを開始する前に、必要なデータ  テーブ

ルを作成し ます。 SPI for SAP と  HP Operations 環境では、 これらのデータ  テーブルをデータ  ソース

と し て使って、 分析、 レポー ト 作成、 グ ラ フ作成が行われます。 ノード に SAP R/3 Performance Agent
を イ ン ス ト ールし て設定する と、 これらのデータ  ソース  (データ  テーブル ) がデータ  ス ト ア内に自動的

に作成されます。 SPI for SAP R/3 Performance Agent のイ ン ス ト ール (202ページ ) と SPI for SAP R/3
Performance Agent の設定 (205ページ )に従って、 SAP NetWeaver Web Application Server ノード に

SAP R/3 Performance Agent を イ ン ス ト ールし、 設定し ます。

 SiteConfig ファイル

SiteConfig.cfg フ ァ イルには、 SAP NetWeaver Web Application Server のア ク セス関連情報が含まれ

ます。 このフ ァ イルの内容は、global_SiteConfig ポ リ シーを使って変更でき ます。 こ のフ ァ イルでは、以

下の属性の値を指定する必要があ り ます。

SPI for SAP を 以前のバー ジ ョ ン か ら ア ッ プ グ レ ー ド し た場合、 新 し い環境では SAP
Netweaver 7.0 の Siteconfig フ ァ イルが正し く 機能し ません。 新しい要件に従って、SiteConfig
フ ァ イルを設定する必要があ り ます。

データ  ロ グ記録は、 <OVDataDir>/conf/sapspi/global にあ る  SPIConfig で必ず有効にし ておいて

く ださい。

た と えば、 DATA_LOGGING_ENABLED=TRUE のよ う に指定し ます。
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以下の SiteConfig.cfg フ ァ イルは、 SAP Netweaver Web Application Server 7.0 の場合の例です。

• NODE: 監視対象の SAP NetWeaver サーバーの完全修飾ド メ イ ン名です。

• NUM_SERVERS: ノード上で監視予定の Web Application Server イ ン ス タ ン スの数です。

• SERVER1_NAME: SAP NetWeaver 7.0 Web Application Server の完全修飾ド メ イ ン名です。

• SERVER1_LOGIN: サーバーへのロ グオンで使用するユーザー名です。

• SERVER1_PASSWORD: 上記ユーザーのパス ワード です。

• SERVER1_PORT: Web Application Server のポー ト 番号です。

• SERVER1_VERSION: ノ ード の SAP NetWeaver のバージ ョ ンです。

• SERVER1_HOME: ノード の SAP ホーム デ ィ レ ク ト リ です。

• SERVER1_JAVA_HOME: ノ ード上の JAVA_HOME の場所です。

監視予定のすべての SAP NetWeaver ノード について上述の属性に値を指定し た後、 ノード に

 global_SiteConfig ポ リ シーを配布し て、 ノード に SiteConfig フ ァ イルを配置する必要があ り ます。

SiteConfig ファイルの例

NODE = sapspiw1.example.com

{

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspiw2

SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=password

SERVER1_PORT=50104

SERVER1_VERSION=7.0

SERVER1_HOME=/usr/sap/GBR/DVEBMGS00

SERVER1_JAVA_HOME=/opt/java1.4

}

NODE = sapspiw2.example.com

{

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspiw2

SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=password

SERVER1_PORT=50104

SERVER1_VERSION=7.0

SERVER1_HOME=/usr/sap/GBR/DVEBMGS00

各 SAP NetWeaver ノード で監視でき るのは、 1 つの Web Application Server イ ン ス タ ン スの

みです。 このプロパテ ィ には、 1 を設定する必要があ り ます。

SiteConfig フ ァ イルで場所関連情報を指定する場合は、 必ず、 ス ラ ッ シュ記号 (/) を使って

く ださ い。
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SERVER1_JAVA_HOME=/opt/java1.4

SERVER1_CLUSTERNODEID=<Cluster_ID> (Cluster_ID はセ ン ト ラ ル イ ン ス タ ン ス の ク ラ ス タ  ID で
す。 )

SERVER1_AS_DETAILS=null

SERVER1_AS_NUM=0

}

SAP Netweaver Web Application Server 7.1 では、 セン ト ラル イ ン ス タ ン ス と アプ リ ケーシ ョ ン サーバー

の両方について複数のイ ン ス タ ン ス をサポー ト し ています。 セン ト ラル イ ン ス タ ン スおよびアプ リ ケーシ ョ

ン サーバーを監視する よ う にでき ます。 属性は、 すべての ノ ー ド について SiteConfig フ ァ イルで指定で

き ます。

SiteConfig フ ァ イルには、 セン ト ラル イ ン ス タ ン ス と アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのア ク セス関連情報が

含まれます。 Java システムのサービ ス  マ ッ プを監視する こ と も でき ます。 詳細については Java Server の
SPI for SAP サービ ス  ビ ュー (344ページ ) を参照し て く ださい。

こ のフ ァ イルの内容は、 global_SiteConfig ポ リ シーを使って変更でき ます。 こ のフ ァ イルでは、 以下の

属性の値を指定する必要があ り ます。

• NODE: 監視対象の SAP NetWeaver 7.1 セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバーの完全修飾ド メ イ ン名です。

• NUM_SERVERS: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの ノード上で監視予定の Web Application Server イ ン ス タ

ン スの数です。

• SERVER1_NAME: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの SAP NetWeaver Web Application Server の完全修飾ド

メ イ ン名です。

• SERVER1_LOGIN: セン ト ラル イ ン ス タ ン スがイ ン ス ト ールされているサーバーへのロ グオンで使用す

るユーザー名です。

• SERVER1_PASSWORD:上記ユーザーのパス ワード です。

• SERVER1_PORT: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの Web Application Server のポー ト 番号です。

• SERVER1_VERSION: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの ノ ード上の SAP NetWeaver のバージ ョ ンです。

• SERVER1_HOME: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの ノード上の SAP ホーム デ ィ レ ク ト リ です。

• SERVER1_JAVA_HOME: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの ノード上の JAVA_HOME の場所です。

• SERVER1_SID: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの SAP システム ID です。

• SERVER1_NR: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの NR 番号です。

• SERVER1_CLUSTERNODEID: セン ト ラル イ ン ス タ ン スの ク ラ ス タ  ノード  ID です。

• SERVER1_AS_DETAILS: アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの詳細です。

• SERVER1_AS_NUM: 使用されている アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの番号です。

• SERVER1_AS_NAME: アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの ド メ イ ン名です。

• SERVER1_AS_LOGIN: アプ リ ケーシ ョ ン サーバーへのロ グオンで使用するユーザー名です。

メ ト リ ッ ク 定義 XML フ ァ イ ルを SAP Netweaver 7.1 ノ ー ド で生成する には、 Siteconfig で
SERVER1_JAVA_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00\exe\sapjvm_5 を使用し ます。 
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• SERVER1_AS1_PASSWORD: ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ン サーバーにロ グオンするためのパス ワード で

す。

• SERVER1_AS_PORT: アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのポー ト 番号です。

SiteConfig ファイルの例

NODE = sapspil2.example.com

{

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspil2

SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_PORT=50004

SERVER1_VERSION=71

SERVER1_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00

SERVER1_JAVA_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00\exe\sapjvm_5

SERVER1_SID=<SID>

SERVER1_NR=00

SERVER1_CLUSTERNODEID=<Cluster_ID> (Cluster_ID はセント ラ ル イ ンス タ ンス のク ラ ス タ  ID です。)

SERVER1_AS_DETAILS=sapspii4.example.com_<SID>_<NR>:<Cluster_ID>;

SERVER1_AS_NUM=1

SERVER1_AS1_NAME=sapspii4.example.com

SERVER1_AS1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_AS1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_AS1_PORT=50704

}

こ こ で、

sapspii4.example.com: アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの ノード名です。

SID: アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのシステム ID です。

NR: アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの NR 番号です。

Cluster_ID: アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのク ラ ス タ  ID です。

セン ト ラル イ ン ス タ ン ス と アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの Cluster_ID 値は、 両方と も次のよ う にし て確認

でき ます。

UNIX/LINUX:

デュ アル ス タ ッ クおよび Java システムの場合は、 /usr/sap/CCMS/SID_NR/j2ee<cluster_ID> と入力

します。

Windows:

デュ アル ス タ ッ クおよび Java システムの場合は、<drive>\sap\CCMS\SID_NR\j2ee<cluster_ID> と入

力します。
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Java システムのサービス マップを表示するシナリオ

global_SiteConfig を使用し て属性を指定する こ と で、 Java システムのサービ ス  マ ッ プを変更し表示で

き ます。 以下に、 サービ ス  マ ッ プを表示する シナ リ オをい く つか示し ます。

• セン ト ラル イ ン ス タ ン スのみの監視

• セン ト ラル イ ン ス タ ン スの監視 ( アプ リ ケーシ ョ ン サーバーは 1 つ )

• セン ト ラル イ ン ス タ ン スの監視 ( アプ リ ケーシ ョ ン サーバーは複数)

• セン ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバーの監視 ( アプ リ ケーシ ョ ン サーバーな し )

• 2 つのセン ト ラル イ ン ス タ ン ス  サーバーの監視 ( アプ リ ケーシ ョ ン サーバーあ り )

セン ト ラル インスタンスのみの場合の SiteConfig ファイル例

NODE = sapspil2.example.com

{

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspil2

SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_PORT=50004

SERVER1_VERSION=71

SERVER1_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00

SERVER1_JAVA_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00\exe\sapjvm_5

SERVER1_SID=<SID>

SERVER1_NR=00

SERVER1_CLUSTERNODEID=<Cluster_ID> (Cluster_ID はセント ラ ル イ ンス タ ンス のク ラ ス タ  ID です。)

SERVER1_AS_DETAILS=null

SERVER1_AS_NUM=0

SERVER1_AS1_NAME=null

SERVER1_AS1_LOGIN=null

SERVER1_AS1_PASSWORD=null

SERVER1_AS1_PORT=null

セン ト ラル インスタンスとアプリケーシ ョ ン サーバーの場合の SiteConfig ファイル例

NODE = sapspil2.example.com

セン ト ラル イ ン ス タ ン スのみを監視する場合は、 属性を SERVER1_AS_DETAILS=NULL にする

こ と ができ ます。 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのみを監視する場合は、 属性を

SERVER1_CLUSTERNODEID=NULL にし て く ださい。
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{

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspil2

SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_PORT=50004

SERVER1_VERSION=71

SERVER1_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00

SERVER1_JAVA_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00\exe\sapjvm_5

SERVER1_SID=<SID>

SERVER1_NR=00

SERVER1_CLUSTERNODEID=<Cluster_ID> (Cluster_ID はセ ン ト ラ ル イ ン ス タ ン ス の ク ラ ス タ  ID で
す。 )

SERVER1_AS_DETAILS=sapspii4.example.com_<SID>_<NR>:<Cluster_ID>

SERVER1_AS_NUM=1

SERVER1_AS1_NAME=sapspii4.example.com

SERVER1_AS1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_AS1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_AS1_PORT=50704

セン ト ラル インスタンスと複数のアプリケーシ ョ ン サーバーの場合の SiteConfig ファイル例

NODE = sapspil2.example.com

{

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspil2

SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_PORT=50004

SERVER1_VERSION=71

SERVER1_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00

SERVER1_JAVA_HOME=/usr/sap/<SID>/DVEBMGS00\exe\sapjvm_5

SERVER1_SID=<SID>

SERVER1_NR=00

SERVER1_CLUSTERNODEID=<Cluster_ID> (Cluster_ID はセ ン ト ラ ル イ ン ス タ ン ス の ク ラ ス タ  ID で
す。 )

SERVER1_AS_DETAILS=sapspii4.example.com_<SID>_<NR>:<Cluster_ID>; 

sapspii5.example.com_<SID>_<NR>:<Cluster_ID>
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SERVER1_AS_NUM=2

SERVER1_AS1_NAME=sapspii4.example.com

SERVER1_AS1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_AS1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_AS1_PORT=50704

SERVER1_AS_NUM=2

SERVER1_AS1_NAME=sapspii5.example.com

SERVER1_AS1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_AS1_PASSWORD=ENCRYPTED 9pFfwhMzESIx+BilJKRPlA==

SERVER1_AS1_PORT=50704

J2EE Engine の監視

SAP NetWeaver Web AS ノード ですべての準備作業を終了する と、 必要な ポ リ シー を配布し て監視を開始

でき ます。 SPI for SAP では 3 つの新しい ポ リ シー が導入され、 SAP NetWeaver Web Application Server
ノ ード でコ レ ク タ と分析プロ グ ラ ムを起動でき る よ う にな り ま し た。

Scheduled Task ポリシーの配布

Scheduled Task ポ リ シー を使 う と、 ノード でコ レ ク タ を定期的に実行し て メ ト リ ッ ク  データ を収集でき ま

す。 こ の メ ト リ ッ ク  データは、 格納し た り 、 SPI for SAP がプ リ セ ッ ト し きい値と比較し て警告を生成する

ために使われます。 以下に、 SAP Netweaver 7.0 用のポ リ シーを示し ます。

• SPISAP-70-High-10m_jp:  10 分ご と に実行されます。

• SPISAP-70-High-30m_jp:  30 分ご と に実行されます。

• SPISAP-70-High-1h_jp:  1 時間ご と に実行されます。

• SPISAP-70-perf-30m_jp: 30 分ご と に実行されます。

• SPISAP-NWSTATUS-02m_jp: 2 分ご と に実行されます。 このポ リ シーは、 SAP NetWeaver Web
Application Server がダウ ン し ている こ と を検出する と、 メ ッ セージ ブラ ウザにア ラー ト を送信し ます。

これらのポ リ シーは、 [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [Monitors] から ア ク セスでき

るモニタ  グループにグループ化されています。 

以下に、 SAP Netweaver 7.10 用のテンプレー ト を示し ます。

• SPISAP-71-High-10m_jp: 10 分ご と に実行されます。

• SPISAP-71-High-30m_jp: 30 分ご と に実行されます。

• SPISAP-71-High-1h_jp: 1 時間ご と に実行されます。

• SPISAP-71-perf-30m_jp: 30 分ご と に実行されます。

• SPISAP-NWSTATUS-02m_jp: 2 分ご と に実行されます。 このポ リ シーは、 SAP NetWeaver Web
Application Server がダウ ン し ている こ と を検出する と、 メ ッ セージ ブラ ウザにア ラー ト を送信し ます。

これらのポ リ シーは、 [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [Monitors] から ア ク セスでき

るモニタ  グループにグループ化されています。
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Measurement Threshold ポリシーの配布

Measurement Threshold ポ リ シーを使 う と、 し きい値違反があった場合に、SPI で警告を生成でき ます。 コ
レ ク タ と アナラ イザは、 ノ ー ド 上の、 Web AS の J2EE Engine の可用性、 稼動状態、 パフ ォーマン ス を示

す各種の メ ト リ ッ ク を収集し ます。 HPOM コ ン ソールでア ラー ト と メ ッ セージを受信するには、 以下のグ

ループにあ るポ リ シーを配布し てお く 必要があ り ます。

• J2EE Engine - Kernel:  このグループのポ リ シーは、 J2EE Engine のカーネル監視用です。

• J2EE Engine - Performance:  こ のグループのポ リ シーは、 J2EE Engine のパフ ォーマン ス監視用

です。

• J2EE Engine - Services:  このグループのポ リ シーは、 SAP NetWeaver Web Application Server の
各種のサービ ス監視用です。

これらのポ リ シーに関する詳細は、 SAP NW Java Monitoring 7.0 ポ リ シーについての参考情報を参照し て

く ださい。

SAP NW Java Monitoring 7.0 ポリシーについての参考情報

こ の項には、 SAP NetWeaver Web Application Server の J2EE Engine の監視に必要なすべてのポ リ シー

についての参考情報が含まれます。 SPI for SAP が収集する メ ト リ ッ ク  データは、 主に、 J2EE Engine で実

行されるマネージャ とサービスの メ ト リ ッ ク  データです。

ポリシー : J2EE Engine - Kernel グループ

J2EE Engine - Kernel グループ内の ポ リ シー は、 J2EE Engine のマネージ ャ か らデータ を収集し ます。

SPI for SAP は、SAP ノード上の複数の監視対象のユニ ッ ト から収集し たデータ を使って、J2EE Engine の
カーネルの稼動状態と パフ ォーマン ス を示す メ ト リ ッ ク を監視し ます。

設定マネージャのデータ監視用のポリシー 

SPI for SAP は、 SAP ノ ード から設定マネージ ャの監視対象ユニ ッ ト の値を収集し監視し ます。

SPISAP_0001_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0001_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 設定マネージ ャの監視対象ユニ ッ ト  キ ャ ッ シュ  
ヒ ッ ト 率を監視し ます。

デフォルトのしきい値 • 110: SPI for SAP は、 キ ャ ッ シ ュ  ヒ ッ ト 率が 110 を超える と

重要度が警戒域のア ラー ト を送信し ます。

• 120: SPI for SAP は、 キ ャ ッ シ ュ  ヒ ッ ト 率が 120 を超える と

重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0002_jp 

SPISAP_0012_jp 

SPISAP_0013_jp 

クラスタ管理のデータ監視用のポリシー

SPI for SAP は、 SAP ノ ード から ク ラ ス タ管理の監視対象ユニ ッ ト の値を収集し監視し ます。

SPISAP_0038_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0002_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 J2EE Engine のコ ミ ッ ト 期間。

デフォルトのしきい値 • 30: SPI for SAP は、 コ ミ ッ ト 期間が 30 以上の場合に重要度が

警戒域のア ラー ト を送信し ます。

• 120: SPI for SAP は、 コ ミ ッ ト 期間が 120 以上の場合に重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0012_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 J2EE Engine のク ラ ス  ローダー数。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 ク ラ ス  ローダー数が 0 の場合に重要度が重要

警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0013_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 J2EE Engine の総接続数。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 総接続数が 0 の場合に重要度が重要警戒域のア

ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0038_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SPISAP_0039_jp 

SPISAP_0040_jp 

SPISAP_0041_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 ク ラ ス タ管理の メ ッ セージ コ ンテキス ト のプー

ル サイ ズの値を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値を下回った場合に、 重要度が重要

警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0038_jp

ポリシー 名 SPISAP_0039_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 ク ラ ス タ管理の メ ッ セージ コ ンテキス ト のプー

ル サイ ズの平均値を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値を下回った場合に、 重要度が重要

警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_0040_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 設定マネージ ャに送信される総 メ ッ セージのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0041_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 キ ャ ッ シ ュ  マネージ ャに送信される総 メ ッ セー

ジのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0042_jp 

SPISAP_0043_jp 

SPISAP_0044_jp 

SPISAP_0045_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0042_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 サービ ス  マネージ ャ配布デ ィ ス ト リ ビ ュータに

送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0043_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 サービ ス  マネージ ャの内部接続で送信される総

メ ッ セージのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0044_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 P4 で送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0045_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 iiop で送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0046_jp 

SPISAP_0047_jp 

SPISAP_0048_jp 

SPISAP_0049_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0046_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 sld で送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0047_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Shell に送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0048_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Web サービ スに送信される総 メ ッ セージのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0049_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Log Configurator に送信される総 メ ッ セージの

バイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0050_jp 

SPISAP_0051_jp 

SPISAP_0052_jp 

SPISAP_0053_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0050_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 jmx_notification に送信される総 メ ッ セージのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0051_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 telnet に送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を

監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0052_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 jmx に送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0053_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 jms_provider に送信される総 メ ッ セージのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0054_jp 

SPISAP_0055_jp 

SPISAP_0056_jp 

SPISAP_0057_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0054_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 http で送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0055_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 配布用に送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数を

監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0056_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 ネー ミ ング用に送信される総 メ ッ セージのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0057_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 コネ ク タに送信される総 メ ッ セージのバイ ト 数

を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0058_jp 

SPISAP_0059_jp 

SPISAP_0060_jp 

SPISAP_0061_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0058_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 BI MMR deployer に送信される総 メ ッ セージの

バイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0059_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 com.sap.security.core.ume.service 用に送信され

る総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0060_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 セキ ュ リ テ ィ 用に送信される総 メ ッ セージのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0061_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Web dynpro 用に送信される総 メ ッ セージのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) の監視 255



SPISAP_0062_jp 

SPISAP_0063_jp 

SPISAP_0064_jp 

SPISAP_0065_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0062_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 servlet_jsp に送信される総 メ ッ セージのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0063_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 rfcengine 用に送信される総 メ ッ セージのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0064_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 apptracing 用に送信される総 メ ッ セージのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0065_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 prtbridge 用に送信される総 メ ッ セージのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0066_jp 

SPISAP_0067_jp 

SPISAP_0068_jp 

SPISAP_0069_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0066_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 設定マネージ ャが受信する総 メ ッ セージのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0067_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 キ ャ ッ シ ュ  マネージ ャが受信する総 メ ッ セージ

のバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0068_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 サービ ス  マネージ ャ配布デ ィ ス ト リ ビ ュータが

受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0069_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 サービ ス  マネージ ャ  (内部接続 ) が受信する総

メ ッ セージのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0070_jp 

SPISAP_0071_jp 

SPISAP_0072_jp 

SPISAP_0073_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0070_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 P4 で受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0071_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 iiop で受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0072_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 sld で受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0073_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Shell が受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0074_jp 

SPISAP_0075_jp 

SPISAP_0076_jp 

SPISAP_0077_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0074_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Web サービ スが受信する総 メ ッ セージのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0075_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Log Configurator が受信する総 メ ッ セージのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0076_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 jmx_notification が受信する総 メ ッ セージのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0077_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 telnet が受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0078_jp 

SPISAP_0079_jp 

SPISAP_0080_jp 

SPISAP_0081_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0078_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 jmx が受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0079_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 jms_provider が受信する総 メ ッ セージのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0080_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 http で受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0081_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 配布用に受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0082_jp 

SPISAP_0083_jp 

SPISAP_0084_jp 

SPISAP_0085_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0082_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 ネー ミ ング用に受信する総 メ ッ セージのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0083_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 コネ ク タが受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数を

監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0084_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 bi~mmr~deployer が受信する総 メ ッ セージのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0085_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 com.sap.security.core.ume.service 用に受信する

総 メ ッ セージのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0086_jp 

SPISAP_0087_jp 

SPISAP_0088_jp 

SPISAP_0089_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0086_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 セキ ュ リ テ ィ 用に受信する総 メ ッ セージのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0087_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Web dynpro 用に受信する総 メ ッ セージのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0088_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 servlet_jsp が受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数

を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0089_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 rfcengine 用に受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数

を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0090_jp 

SPISAP_0091_jp 

SPISAP_0092_jp 

SPISAP_0093_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0090_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 apptracing 用に受信する総 メ ッ セージのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0091_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 prtbridge 用に受信する総 メ ッ セージのバイ ト 数

を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0092_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 最大セ ッ シ ョ ン キ ュー サイ ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0093_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 P4 プロセ ッサの現在のセ ッ シ ョ ン キ ュー サイ

ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0095_jp 

SPISAP_0095_jp 

SPISAP_0096_jp 

SPISAP_0097_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0095_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 内部プロセ ッ サの現在のセ ッ シ ョ ン キ ュー サイ

ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0095_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 telnet プロセ ッサの現在のセ ッ シ ョ ン キ ュー サ
イ ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0096_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 http プロセ ッサの現在のセ ッ シ ョ ン キ ュー サイ

ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0097_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 jms_provider プロセ ッサの現在のセ ッ シ ョ ン 
キ ュー サイ ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0098_jp 

SPISAP_0099_jp 

SPISAP_0100_jp 

SPISAP_0101_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0098_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Web サービ ス  プロセ ッ サの現在のセ ッ シ ョ ン 
キ ュー サイ ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0099_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 iiop プロセ ッ サの現在のセ ッ シ ョ ン キ ュー サイ

ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0100_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 P4 プロセ ッサに送信される総セ ッ シ ョ ンのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0101_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 内部プロセ ッ サに送信される総セ ッ シ ョ ンのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0102_jp 

SPISAP_0103_jp 

SPISAP_0104_jp 

SPISAP_0105_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0102_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 telnet プロセ ッサに送信される総セ ッ シ ョ ンの

バイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0103_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 http プロセ ッサに送信される総セ ッ シ ョ ンのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0104_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 jms_provider プロセ ッサに送信される総セ ッ

シ ョ ンのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0105_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 Web サービ ス  プロセ ッ サに送信される総セ ッ

シ ョ ンのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0106_jp 

SPISAP_0107_jp 

SPISAP_0108_jp 

SPISAP_0109_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0106_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 iiop プロセ ッ サに送信される総セ ッ シ ョ ンのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0107_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 P4 プロセ ッサが受信する総セ ッ シ ョ ンのバイ ト

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0108_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 内部プロセ ッ サが受信する総セ ッ シ ョ ンのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0109_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 telnet プロセ ッサが受信する総セ ッ シ ョ ンのバ

イ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0110_jp 

SPISAP_0111_jp 

SPISAP_0112_jp 

SPISAP_0113_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0110_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 このポ リ シーは、 http プロセ ッ サが受信する総セ ッ シ ョ ンのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0111_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 このポ リ シーは、 jms_provider プロセ ッ サが受信する総セ ッ シ ョ

ンのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0112_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 このポ リ シーは、 Web サービ ス  プロセ ッ サが受信する総セ ッ シ ョ

ンのバイ ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0113_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 このポ リ シーは、 iiop プロセ ッ サが受信する総セ ッ シ ョ ンのバイ

ト 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がし きい値に達し た場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。
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ポリシー : J2EE Engine - Services グループ

J2EE Engine - Services グループ内のポ リ シーは、 J2EE Engine で利用可能なサービ スか らデータ を収集

し ます。

こ のグループは、 J2EE Engine に必要なサービ スの状態 と 条件を監視し ます。 こ のグループ内の ポ リ シー

は、 以下のサービ ス を監視し、 し きい値違反イベン ト を示す メ ッ セージに対し てア ラー ト  メ ッ セージを送信

し ます。

• JMX アダプタ  サービ ス

• HTTP プロバイ ダ サービ ス

• Connector Service: SAPSR3DB

• Connector Service: SAP/EP_PRT

• Connector Service: SAP/BC_MIGSERVICE

• Connector Service: SAP/CAF_EUF_GP

• Connector Service: SAP/BC_WDRR

• Connector Service: SAP/CAF_RT

• Connector Service: SAP/BW_MMR

• Connector Service: SAP/EP_DQE

• Connector Service: SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF

• Connector Service: SAP/BC_UME

• Connector Service: SAP/BC_JMS

• Connector Service: SAP/BC_FO

• Connector Service: SAP/BC_XMLA

• Connector Service: SAP/BC_MON

• Connector Service: SAP/CAF_EUP_ER

• Connector Service: SAP/EP_PCD

• Connector Service: SAP/CAF_BW_RD

• Connector Service: SAP/BC_SLM

• Connector Service: SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL

• Connector Service: SAP/BC_SLD

• Connector Service: SAP/BC_JDO

• Connector Service: SAP/BC_UDDI

• Connector Service: utdb

• Connector Service: ADS

• Connector Service: SDK_JDBC

• Connector Service: SDK_CAF

• Connector Service: SDK_SAPQ

• Connector Service: SDK_XMLA

• Connector Service: SDK_ODBO
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• EJB Container Service: Session stateful beans

• EJB Container Service: Session stateless beans

• EJB Container Service: Message driven beans

• EJB Container Service: Entity beans

• Web Services Container Service

• Web Container Service

JMX アダプタ  サービス監視用のポリシー

これらのポ リ シーで JMX アダプタ  サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2001_jp 

SPISAP_2002_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2001_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMX アダプタ  サービ スの最大エン ト リ 数を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービ スの最大エン ト リ 数

が 10000 を超え る と重要度が警戒域のア ラー ト を送信し ます。

50000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービ スの最大エン ト リ 数

が 50000 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2002_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMX アダプタ  サービ スの現在のエン ト リ 数を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービ スの現在のエン ト リ

数が 10000 を超え る と重要度が警戒域のア ラー ト を送信し ます。

50000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービ スの現在のエン ト リ

数が 50000 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ま

す。
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SPISAP_2003_jp 

SPISAP_2004_jp 

SPISAP_2005_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2003_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMX アダプタ  サービ スの置き換え られたエン ト

リ 数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービ スの置き換え られた

エン ト リ 数が 10000 を超え る と重要度が警戒域のア ラー ト を送信

し ます。

50000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービ スの置き換え られた

エン ト リ 数が 50000 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を

送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2004_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMX アダプタ  サービ スの ヒ ッ ト 率を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、JMX アダプタ  サービ スの ヒ ッ ト 率が 500 を
超え る と重要度が警戒域のア ラー ト を送信し ます。

1000: SPI for SAP は、JMX アダプタ  サービ スの ヒ ッ ト 率が 1000 
を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2005_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMX アダプタ  サービ スの通知キ ュー サイ ズを

監視し ます。

デフォルトのしきい値 10: SPI for SAP は、JMX アダプタ  サービ スのキ ュー サイ ズが 10 
を超え る と重要度が警戒域のア ラー ト を送信し ます。

100: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービ スのキ ュー サイ ズが 
100 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2006_jp 

SPISAP_2007_jp 

HTTP プロバイダ サービス監視用のポリシー

これらのポ リ シーで HTTP プロバイ ダ サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2011_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2006_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMX アダプタ  サービ スのア ク テ ィ ブ ス レ ッ ド

数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 3: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービ スのア ク テ ィ ブ ス レ ッ ド

数が 3 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2007_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP ノード のロ グ フ ァ イル サイ ズを監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 524288 (KB): SPI for SAP は、 監視対象 ノード のロ グ フ ァ イル サ
イ ズが 524288 KB を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送

信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2011_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 HTTP プロバイ ダ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Current open connections: Total count (現在開かれている接続の

総数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Current open 
connections: Total count (現在開かれている接続の総数 ) の値が 
100 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2012_jp 

SPISAP_2013_jp 

SPISAP_2014_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2012_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 HTTP プロバイ ダ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Current open connections: Reading request (読み取 り 要求数) を
監視し ます。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Current open 
connections: Reading request (読み取 り 要求数) の値が 100 を超

え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2013_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 HTTP プロバイ ダ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Current open connections: Reading response (読み込み中の応答

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Current open 
connections: Reading response (読み込み中の応答数 ) の値が 100 
を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2014_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 HTTP プロバイ ダ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Current open connections: Skipping requests (飛ばされている要

求数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Current open 
connections: Skipping requests (飛ばされている要求数 ) の値が 
100 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2015_jp 

SPISAP_2016_jp 

SPISAP_2018_jp 

SAPSR3DB Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAPSR3DB Connector Service を監視し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2015_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 HTTP プロバイ ダ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Current open connections: Keep-Alive waiting ( キープア ラ イブの

待機中の要求数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Current open 
connections: Keep-Alive waiting ( キープア ラ イブの待機中の要求

数 ) の値が 100 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し

ます。

ポリシー 名 SPISAP_2016_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE Engine - 
Services]

説明 こ のポ リ シーは、 HTTP プロバイ ダ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  Total 
requests: Avg requests per connection rate (接続あた り の要求数の割合の

平均 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 100000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Total requests: Avg requests 
per connection rate (接続あた り の要求数の割合の平均 ) の値が 100000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2018_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE Engine - 
Services]

説明 こ のポ リ シーは、 HTTP プロバイ ダ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  Total 
requests: Avg request-response time (要求応答時間の平均 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 • 120: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Total requests: Avg 
request-response time (要求応答時間の平均 ) の値が 120 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

• 60: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Total requests: Avg 
request-response time (要求応答時間の平均 ) の値が 60 を超え る と重

要度が警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2019_jp 

SPISAP_2020_jp 

SPISAP_2021_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2019_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_ODBO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2020_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAPSR3DB Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2021_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAPSR3DB Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2022_jp 

SAP/EP_PRT Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/EP_PRT Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2023_jp 

SPISAP_2024_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2022_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAPSR3DB Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2023_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE Engine - 
Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_PRT Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum connections 
number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重要度が重要警戒域の

ア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2024_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE Engine - 
Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_PRT Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Free managed connections number (管理対象接続の空き数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、監視対象ユニ ッ ト  Free managed connections 
number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を超え る と重要度が重

要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2025_jp 

SPISAP_2026_jp 

SAP/BC_MIGSERVICE Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_MIGSERVICE Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2027_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2025_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_PRT Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2026_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_PRT Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2027_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_MIGSERVICE Connector Service の監

視対象ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2028_jp 

SPISAP_2029_jp 

SPISAP_2030_jp 

SAP/CAF_EUP_GP Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/CAF_EUP_GP Connector Service を監視し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2028_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_MIGSERVICE Connector Service の監

視対象ユニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接

続の空き数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2029_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_MIGSERVICE Connector Service の監

視対象ユニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接

続の使用数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2030_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_MIGSERVICE Connector Service の監

視対象ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を
監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2031_jp 

SPISAP_2032_jp 

SPISAP_2033_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2031_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_EUP_GP Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2032_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_EUP_GP Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の

空き数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2033_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_EUP_GP Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の

使用数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2034_jp 

SAP/BC_WDRR Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_WDRR Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2035_jp 

SPISAP_2036_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2034_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_EUP_GP Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2035_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_WDRR Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2036_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_WDRR Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空

き数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2037_jp 

SPISAP_2038_jp 

SAP/CAF_RT Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/CAF_RT Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2039_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2037_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_WDRR Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使

用数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2038_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_WDRR Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2039_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_RT の監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2040_jp 

SPISAP_2041_jp 

SPISAP_2042_jp 

SAP/BW_MMR Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BW_MMR Connector Service を監視し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2040_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_RT の監視対象ユニ ッ ト  Free 
managed connections number (管理対象接続の空き数 ) を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2041_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_RT の監視対象ユニ ッ ト  Used 
managed connections number (管理対象接続の使用数 ) を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2042_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_RT Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2043_jp 

SPISAP_2044_jp 

SPISAP_2045_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2043_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BW_MMR Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2044_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BW_MMR Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空

き数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2045_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BW_MMR Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使

用数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2046_jp 

SAP/EP_DQE Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/EP_DQE Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2047_jp 

SPISAP_2048_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2046_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BW_MMR Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2047_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_DQE Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2048_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_DQE Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2049_jp 

SPISAP_2050_jp 

SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2051_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2049_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_DQE Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2054_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_DQE Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2051_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF Connector 
Service の監視対象ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大

接続数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2052_jp 

SPISAP_2053_jp 

SPISAP_2054_jp 

SAP/BC_UME Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_UME Connector Service を監視し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2052_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF Connector Service 
の監視対象ユニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象

接続の空き数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2053_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF Connector Service 
の監視対象ユニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象

接続の使用数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2054_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF Connector 
Service の監視対象ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接
続待機数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2055_jp 

SPISAP_2056_jp 

SPISAP_2057_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2055_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_UME Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2056_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_UME Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2057_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_UME Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2058_jp 

SAP/BC_JMS Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_JMS Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2059_jp 

SPISAP_2060_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2058_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_UME Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2059_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_JMS Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2060_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_JMS Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2061_jp 

SPISAP_2062_jp 

SAP/BC_FO Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_FO Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2063_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2061_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_JMS Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2062_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_JMS Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2063_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_FO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2064_jp 

SPISAP_2065_jp 

SPISAP_2066_jp 

SAP/BC_XMLA Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_XMLA Connector Service を監視し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2064_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_FO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2065_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_FO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2066_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_FO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2067_jp 

SPISAP_2068_jp 

SPISAP_2069_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2067_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_XMLA Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2068_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_XMLA Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空

き数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2069_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_XMLA Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使

用数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2070_jp 

SAP/BC_MON Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_MON Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2071_jp 

SPISAP_2072_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2070_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_XMLA Connector Service の監視対象

ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2071_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_MON Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2072_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_MON Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2073_jp 

SPISAP_2074_jp 

SAP/CAF_EUP_ER Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/CAF_EUP_ER Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2075_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2073_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_MON Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2074_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_MON Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_EUP_ER Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2076_jp 

SPISAP_2077_jp 

SPISAP_2078_jp 

SAP/EP_PCD Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/EP_PCD Connector Service を監視し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_EUP_ER Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の

空き数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_EUP_ER Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の

使用数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_EUP_ER Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2079_jp 

SPISAP_2080_jp 

SPISAP_2081_jp 

SPISAP_2082_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SAP/EP_PCD Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_PCD Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/EP_PCD Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポリ シーは、 SAP/EP_PCD Connector Service の監視対象ユ

ニッ ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ま す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SAP/BC_ADM Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_ADM Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2083_jp 

SPISAP_2084_jp 

SPISAP_2085_jp 

SPISAP_2086_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SAP/BC_ADM Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_ADM Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_ADM Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SAP/CAF_BW_RT Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/CAF_BW_RT Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2087_jp 

SPISAP_2088_jp 

SPISAP_2089_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポリ シーは、 SAP/BC_ADM Connector Service の監視対象ユ

ニッ ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ま す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_BW_RT Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し

ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_BW_RT Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の

空き数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_BW_RT Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の

使用数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2090_jp 

SAP/BC_SLM Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_SLM Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2091_jp 

SPISAP_2092_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/CAF_BW_RT Connector Service の監視対

象ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_SLM Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_SLM Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2093_jp 

SPISAP_2094_jp 

SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2095_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_SLM Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポリ シーは、 SAP/BC_SLM Connector Service の監視対象ユ

ニッ ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ま す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL Connector 
Service の監視対象ユニ ッ ト  Maximum connections number (最大

接続数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2096_jp 

SPISAP_2097_jp 

SPISAP_2098_jp 

SAP/BC_SLD Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_SLD Connector Service を監視し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL Connector 
Service の監視対象ユニ ッ ト  Free managed connections number (
管理対象接続の空き数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL Connector 
Service の監視対象ユニ ッ ト  Used managed connections number (
管理対象接続の使用数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL Connector 
Service の監視対象ユニ ッ ト  Waiting for connections number (接
続待機数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2099_jp 

SPISAP_2100_jp 

SPISAP_2101_jp 

SPISAP_2102_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_SLD Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_SLD Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_SLD Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポリ シーは、 SAP/BC_SLD Connector Service の監視対象ユ

ニッ ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ま す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SAP/BC_JDO Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_JDO Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2103_jp 

SPISAP_2104_jp 

SPISAP_2105_jp 

SPISAP_2106_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SAP/BC_JDO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_JDO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_JDO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold
302 第 7 章



SAP/BC_UDDI Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/BC_UDDI Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2107_jp 

SPISAP_2108_jp 

SPISAP_2109_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_JDO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SAP/BC_UDDI Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_UDDI Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SPISAP_2110_jp 

utdb Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP/utdb Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2111_jp 

SPISAP_2112_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SAP/BC_UDDI Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポリ シーは、 SAP/BC_UDDI Connector Service の監視対象ユ

ニッ ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ま す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 utdb Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SPISAP_2113_jp 

SPISAP_2114_jp 

ADS Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで ADS Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2115_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 utdb Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Free managed connections number (管理対象接続の空き数 ) を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 utdb Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Used managed connections number (管理対象接続の使用数 ) を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 utdb Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ADS Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2116_jp 

SPISAP_2117_jp 

SPISAP_2118_jp 

SDK_JDBC Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SDK_JDBC Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2119_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ADS Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Free managed connections number (管理対象接続の空き数 ) を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ADS Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Used managed connections number (管理対象接続の使用数 ) を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ADS Connector Service の監視対象ユニ ッ ト  
Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SPISAP_2120_jp 

SPISAP_2121_jp 

SPISAP_2122_jp 

SDK_CAF Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SDK_CAF Connector Service を監視し ます。

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SDK_JDBC Connector Service の監視対象ユニ ッ

ト  Maximum connections number (最大接続数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_JDBC Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_JDBC Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SDK_JDBC Connector Service の監視対象ユニ ッ

ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2123_jp 

SPISAP_2124_jp 

SPISAP_2125_jp 

SPISAP_2126_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_CAF Connector Service の監視対象ユニ ッ

ト  Maximum connections number (最大接続数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_CAF Connector Service の監視対象ユニ ッ

ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き数 ) を
監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_CAF Connector Service の監視対象ユニ ッ

ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用数 ) 
を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_CAF Connector Service の監視対象ユニ ッ

ト  Waiting for connections number (接続待機数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SDK_SAPQ Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SDK_SAPQ Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2127_jp 

SPISAP_2128_jp 

SPISAP_2129_jp 

SPISAP_2130_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SDK_SAPQ Connector Service の監視対象ユニ ッ

ト  Maximum connections number (最大接続数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_SAPQ Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_SAPQ Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SDK_XMLA Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SDK_XMLA Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2131_jp 

SPISAP_2132_jp 

SPISAP_2133_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SDK_SAPQ Connector Service の監視対象ユニ ッ

ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SDK_XMLA Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_XMLA Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SPISAP_2134_jp 

SDK_ODBO Connector Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SDK_ODBO Connector Service を監視し ます。

SPISAP_2135_jp 

SPISAP_2136_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_XMLA Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポリ シーは、 SDK_XMLA Connector Service の監視対象ユニッ

ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ま す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 このポ リ シーは、 SDK_ODBO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Maximum connections number (最大接続数) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Maximum 
connections number (最大接続数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_ODBO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Free managed connections number (管理対象接続の空き

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Free managed 
connections number (管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2137_jp 

SPISAP_2138_jp 

 EJB Container Service 監視用のポリシー

これらのポ リ シーで EJB Container Service を監視し ます。

SPISAP_2139_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 SDK_ODBO Connector Service の監視対象ユ

ニ ッ ト  Used managed connections number (管理対象接続の使用

数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Used managed 
connections number (管理対象接続の使用数 ) の値が 10000000 を
超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポリ シーは、 SDK_ODBO Connector Service の監視対象ユニッ

ト  Waiting for connections number (接続待機数) を監視し ま す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Waiting for 
connections number (接続待機数 ) の値が 10000000 を超え る と重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2139_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  ActiveSessionTimeout ( ア ク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ンのタ イ ムア

ウ ト ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2140_jp 

SPISAP_2141_jp 

SPISAP_2142_jp 

SPISAP_2143_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2140_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  PassiveSessionTimeout (パッ シブ セ ッ シ ョ ンのタ イ ムア

ウ ト ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2141_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  ActiveSessionCount ( ア ク テ ィ ブ セ ッ シ ョ ン数 ) を監視し

ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2142_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  PassiveSessionCount (パッ シブ セ ッ シ ョ ン数 ) を監視し ま

す。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2143_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SPISAP_2144_jp 

SPISAP_2145_jp 

SPISAP_2146_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  CompletedSessions (完了し たセ ッ シ ョ ン数) を監視し ま

す。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2143_jp

ポリシー 名 SPISAP_2144_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  CreationsNumber (作成数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2145_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  RemovalsNumber (削除数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2146_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  PassivationsNumber (パッ シブ化数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2147_jp 

SPISAP_2148_jp 

SPISAP_2149_jp 

SPISAP_2150_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2147_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  ActivationsNumber ( ア ク テ ィ ブ化数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2148_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  CreationsNumber (作成数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2149_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト フル セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  RemovalsNumber (削除数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2150_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト レ ス  セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  CurrentPoolSize (現在のプール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2151_jp 

SPISAP_2152_jp 

SPISAP_2153_jp 

SPISAP_2154_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2151_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト レ ス  セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  MaxPoolSize (現在のプール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2152_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト レ ス  セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  InitialPoolSize (初期プール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2153_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト レ ス  セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  PoolIncrementSize (プール サイ ズの増分 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2154_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ステー ト レ ス  セ ッ シ ョ ン Beans の監視対象ユ

ニ ッ ト  PoolCurrentlyUsedObject (現在使用中のプール オブジェ

ク ト ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2155_jp 

SPISAP_2156_jp 

SPISAP_2157_jp 

SPISAP_2158_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2155_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 メ ッ セージ駆動型 Beans の監視対象ユニ ッ ト  
CreationsNumber (作成数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2156_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 メ ッ セージ駆動型 Beans の監視対象ユニ ッ ト  
RemovalsNumber (削除数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2157_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 メ ッ セージ駆動型 Beans の監視対象ユニ ッ ト  
CurrentPoolSize (現在のプール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2158_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 メ ッ セージ駆動型 Beans の監視対象ユニ ッ ト  
MaxPoolSize (最大プール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2159_jp 

SPISAP_2160_jp 

SPISAP_2161_jp 

SPISAP_2162_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2159_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 メ ッ セージ駆動型 Beans の監視対象ユニ ッ ト  
InitialPoolSize (初期プール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2160_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 メ ッ セージ駆動型 Beans の監視対象ユニ ッ ト  
PoolIncrementSize (プール サイ ズの増分 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2161_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 メ ッ セージ駆動型 Beans の監視対象ユニ ッ ト  
PoolCurrentlyUsedObject (現在使用中のプール オブジェ ク ト ) を
監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2162_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
CreationsNumber (作成数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2163_jp 

SPISAP_2164_jp 

SPISAP_2165_jp 

SPISAP_2166_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2163_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
RemovalsNumber (削除数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2164_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
CurrentPoolSize (現在のプール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2165_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
MaxPoolSize (最大プール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2166_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
InitialPoolSize (初期プール サイ ズ ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2167_jp 

SPISAP_2168_jp 

SPISAP_2169_jp 

SPISAP_2170_jp 

ポリシー

これらのポ リ シーで Web Container Service を監視し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2167_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
PoolIncrementSize (プール サイ ズの増分 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2168_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
PoolCurrentlyUsedObject (現在使用中のプール オブジェ ク ト ) を
監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2169_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
PassivationsNumber (パッ シブ化数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2170_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 エンテ ィ テ ィ  Beans の監視対象ユニ ッ ト  
ActivationsNumber ( ア ク テ ィ ブ化数 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がし きい値を超えた場合に、 重要度

が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2187_jp 

SPISAP_2188_jp 

SPISAP_2189_jp 

SPISAP_2190_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 Web コ ンテナ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Current Http sessions (現在の http セ ッ シ ョ ン数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Current Http sessions (現
在の http セ ッ シ ョ ン数) の値が 500 を超える と重要度が重要警戒

域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 Web コ ンテナ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Current security sessions (現在のセキ ュ リ テ ィ  セ ッ シ ョ ン数 ) を
監視し ます。

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Current security 
sessions (現在のセキ ュ リ テ ィ  セ ッ シ ョ ン数 ) の値が 500 を超える

と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 Web コ ンテナ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Number of timed out http sessions ( タ イ ムア ウ ト し た http セ ッ

シ ョ ン数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 100000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Number of timed out 
http sessions ( タ イ ムア ウ ト し た http セ ッ シ ョ ン数 ) の値が 
100000 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 Web コ ンテナ サービ スの監視対象ユニ ッ ト  
Number of timed out security sessions ( タ イ ムア ウ ト し たセキ ュ

リ テ ィ  セ ッ シ ョ ン数 ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 100000: SPI for SAP は、 監視対象ユニ ッ ト  Number of timed out 
security sessions ( タ イ ムア ウ ト し たセキ ュ リ テ ィ  セ ッ シ ョ ン数 ) 
の値が 100000 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し

ます。
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ポリシー : J2EE Engine - Performance グループ

J2EE Engine - Performance グループ内のポ リ シーは、 J2EE Engine のパフ ォーマン ス監視データ を収集

し ます。 このグループは、 Request performance 監視グループからのデータ を収集し ます。

SPISAP_4001_jp 

SPISAP_4002_jp

SPISAP_4003_jp

ポリシー 名 SPISAP_4001_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 SPISAP_4001_jp ポ リ シー は、 監視対象ユニ ッ ト  Number of 
requests (要求数 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 JARM リ ク エス ト 数が 1000000 以上の

場合に重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_4002_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 SPISAP_4002_jp ポ リ シー は、 監視対象ユニ ッ ト  Requests per 
second (秒あた り の要求数 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 1 秒当たり の JARM リ ク エス ト 数が 
1000000 以上の場合に重要度が重要警戒域のアラ ート を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_4003_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 SPISAP_4003_jp ポ リ シー は、 監視対象ユニ ッ ト  Component 
calls ( コ ンポーネン ト 呼び出し数 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 すべての JARM リ ク エス ト によ って発

行された コ ンポーネン ト 呼び出し数が 1000000 以上の場合に重要

度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
322 第 7 章



SPISAP_4004_jp

SPISAP_4005_jp

SPISAP_4006_jp

ポリシー 名 SPISAP_4004_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 SPISAP_4004_jp ポ リ シー は、 監視対象ユニ ッ ト  Average 
response time (応答時間の平均 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 すべての JARM リ ク エス ト によ って発

行された コ ンポーネン ト 呼び出し数が 1000000 以上の場合に重要

度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_4005_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 SPISAP_4005_jp ポ リ シー は、 監視対象ユニ ッ ト  Average CPU 
Time (CPU 時間の平均 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 CPU 時間の平均が 1000000 以上の場

合に重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_4006_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.0] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 SPISAP_4006_jp ポ リ シー は、 監視対象ユニ ッ ト  Average 
outbound data (送信データの平均 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 送信データの平均が 1000000 以上の場

合に重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SAP NW Java Monitoring 7.1 ポリシーについての参考情報

こ の項には、 SAP NetWeaver Web Application Server の J2EE Engine の監視に必要なすべてのポ リ シー

についての参考情報が含まれます。 SPI for SAP が収集する メ ト リ ッ ク  データは、 主に、 J2EE Engine で実

行されるマネージ ャ と サービ スの メ ト リ ッ ク  データです。

ポリシー : J2EE Engine : Kernel グループ

J2EE Engine - Kernel グループ内のポ リ シーは、J2EE Engine のマネージャからデータ を収集し ます。 SPI
for SAP は、 J2EE Engine のカーネルの稼動状態と パフ ォーマン ス を示す メ ト リ ッ ク を監視し ます。 

セッシ ョ ン マネージャのデータ監視用のポリシー

こ のポ リ シーで、 SAP ノード のセ ッ シ ョ ン マネージ ャのデータ を監視し ます。

SPISAP_0204_jp 

システム スレッ ド  プール監視用のポリシー

これらのポ リ シーで、 SAP ノード のシステム ス レ ッ ド  プールのデータ を監視し ます。

SPISAP_0206_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0204_jp

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 このポ リ シーは、 ア ク テ ィ ブな Web セ ッ シ ョ ンの数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 ア ク テ ィ ブな Web セ ッ シ ョ ンの接続総数が 
100 を超え る と重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0206_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 さ まざまなシステム ス レ ッ ド  プールの使用率を

監視し ます。

デフォルトのしきい値 80: SPI for SAP は、 使用率が 80 を超えた場合に、 重要度が重要

警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0207_jp 

SPISAP_0208_jp 

SPISAP_0215_jp 

アプリケーシ ョ ン スレッ ド  プール監視用のポリシー

これらのポ リ シーで、 SAP ノード のアプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド  プールのデータ を監視し ます。

SPISAP_0218_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0207_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 このポ リ シーは、 システム ス レ ッ ド  プールの使用率を監視し ます。

デフォルトのしきい値 80: SPI for SAP は、 ス レ ッ ド  プールの使用率が 80 を超えた場合

に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0208_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 システムの待機中プールの使用率を監視し ます。

デフォルトのしきい値 80: SPI for SAP は、 待機中タ ス ク の使用率が 80 を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0215_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 ス レ ッ ド  プールの収容率を監視し ます。

デフォルトのしきい値 80: SPI for SAP は、 ス レ ッ ド  プールの収容率が 80 を超えた場合

に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0218_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 さ まざまなアプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド  プールの

使用率を監視し ます。

デフォルトのしきい値 80: SPI for SAP は、 使用率が 80 を超えた場合に、 重要度が重要

警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0219_jp 

SPISAP_0220_jp 

SPISAP_0227_jp 

クラスタ管理のデータ監視用のポリシー

これらのポ リ シーで、 SAP ノード のク ラ ス タ管理のデータ を監視し ます。

SPISAP_0230_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0219_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 アプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド  プールの使用率を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 80: SPI for SAP は、 ス レ ッ ド  プールの使用率が 80 を超えた場合

に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0220_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 アプ リ ケーシ ョ ンの待機中プールの使用率を監
視し ます。

デフォルトのしきい値 80: SPI for SAP は、 待機中タ ス ク の使用率が 80 を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0227_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 アプ リ ケーシ ョ ンのス レ ッ ド  プールの収容率を

監視し ます。

デフォルトのしきい値 80: SPI for SAP は、 ス レ ッ ド  プールの収容率が 80 を超えた場合

に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0230_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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SPISAP_0231_jp 

クラス ローダー マネージャのデータ監視用のポリシー

こ のポ リ シーで、 SAP ノード のク ラ ス  ローダー マネージャのデータ を監視し ます。

SPISAP_0232_jp 

設定マネージャのデータ監視用のポリシー

これらのポ リ シーで、 SAP ノード の設定マネージ ャのデータ を監視し ます。

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 メ ッ セージ サーバーの通信層の メ ッ セージ 
キ ューに メ ッ セージが留ま っている平均時間 (マイ ク ロ秒単位 ) を
監視し ます。 

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、 値が 500 を超えた場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_0230_jp 

ポリシー 名 SPISAP_0231_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 セ ッ シ ョ ンの通信層の メ ッ セージ キ ューに メ ッ

セージが留ま っている平均時間 (マイ ク ロ秒単位 ) を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、 値が 500 を超えた場合に、 重要度が重要警

戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_0232_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 J2EE Engine の登録済みク ラ ス  ローダー数を監

視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 ク ラ ス  ローダー数が 0 に達し た場合に、 重要

度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_0233_jp 

SPISAP_0234_jp 

ポリシー : J2EE Engine - Services グループ

J2EE Engine - Services グループ内のポ リ シーは、 J2EE Engine で利用可能なサービ スか らデータ を収集

し ます。 SPI for SAP は、 J2EE Engine に必要なサービ スの状態 と条件を監視し ます。 

タイムアウト  サービス監視用のポリシー

こ のポ リ シーで SAP ノ ード のタ イ ムア ウ ト  サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2204_jp 

Web コンテナ サービス監視用のポリシー

こ のポ リ シーで、 SAP ノード の Web コ ンテナ サービ ス を監視し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0233_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 設定マネージ ャの監視対象ユニ ッ ト  キ ャ ッ シュ  
ヒ ッ ト 率を監視し ます。

デフォルトのしきい値 120: SPI for SAP は、 キ ャ ッ シュ  ヒ ッ ト 率が 120 を超え る と重要

度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_0234_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Kernel]

説明 こ のポ リ シーは、 J2EE Engine のコ ミ ッ ト 期間を監視し ます。

デフォルトのしきい値 120000: SPI for SAP は、 コ ミ ッ ト 期間が 120000 を超えた場合

に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_2204_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 1 分あた り のタ イ ムア ウ ト  イベン ト の回数を監

視し ます。 

デフォルトのしきい値 1200: SPI for SAP は、 1 分当た り の頻度の推定値が 1200 を超え

た場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2205_jp 

JMS サービス監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP ノ ード の JMS サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2207_jp 

SPISAP_2208_jp 

SPISAP_2209_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2205_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 特定の時間間隔内に要求された処理時間の平均

値を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 2147483647: SPI for SAP は、 処理時間が 2147483647 を超えた

場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_2207_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMS サービ スの接続数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 1000: SPI for SAP は、 接続数が 1000 を超えた場合に、 重要度が

重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_2208_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMS サービ ス を使用し ている コ ンシューマの数

を監視し ます。

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、 コ ンシューマの数が 500 を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_2209_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold
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Log Configurator サービス監視用のポリシー

こ のポ リ シーで SAP ノ ード の Log Configurator サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2210_jp 

HTTP プロバイダ サービス監視用のポリシー

これらのポ リ シーで HTTP プロバイ ダ サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2216_jp 

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 JMS サービ ス を使用し ているプロデューサの数

を監視し ます。

デフォルトのしきい値 1000: SPI for SAP は、 プロデューサの数が 1000 を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_2209_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2210_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ロ グ フ ァ イル と ト レース  フ ァ イルの総数 ( アー

カ イブ フ ァ イルは除 く ) を監視し ます。

デフォルトのしきい値 524288: SPI for SAP は、 ロ グ フ ァ イルの合計サイ ズが 524288 を
超えた場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2216_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 現在使用されている  HTTP ス レ ッ ド の数を監視

し ます。

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、 ア ク テ ィ ブなス レ ッ ド数が 500 を超えた場

合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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SPISAP_2217_jp 

SPISAP_2218_jp 

SPISAP_2219_jp 

ト ランザクシ ョ ン サービス監視用のポリシー

こ のポ リ シーで SAP ノ ード の ト ラ ンザク シ ョ ン サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2226_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2217_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 HTTP ス レ ッ ド の設定に使用されている割合を

監視し ます。

デフォルトのしきい値 90: SPI for SAP は、 処理中ス レ ッ ド の割合が 90 を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2218_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 P4 サーバーの起動失敗回数を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 2147483647: SPI for SAP は、 要求の失敗回数が 2147483647 を
超えた場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2219_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 設定されたス レ ッ ド に対する使用中ス レ ッ ド の

割合を監視し ます。

デフォルトのしきい値 90: SPI for SAP は、 ス レ ッ ド の使用率が 90 を超えた場合に、 重

要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2226_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 コ ミ ッ ト された ト ラ ンザク シ ョ ンの数と ト ラ ン

ザク シ ョ ンの総数と の割合を監視し ます。

デフォルトのしきい値 90: SPI for SAP は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの成功率が 90 を下回った

場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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IIOP サービス監視用のポリシー

こ のポ リ シーで SAP ノ ード の IIOP サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2227_jp  

JMX アダプタ  サービス監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP ノ ード の JMX アダプタ  サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2228_jp 

SPISAP_2229_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2227_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 設定された IIOP ス レ ッ ド に対する使用中ス レ ッ

ド の割合を監視し ます。

デフォルトのしきい値 90: SPI for SAP は、 IIOP ス レ ッ ド の使用率が 90 を超えた場合

に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2228_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 リ モー ト  ク ラ ス タ  ノード から  MBean サーバー

通知を受け取る、 MBean server に登録さ た JMX 通知 リ スナの数

を監視し ます。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 ClusterWideNotificationListeners ( ク ラ ス タ

全体の通知 リ スナ数 ) が 0 に達し た場合に、 重要度が重要警戒域の

ア ラー ト を送信し ます。

ポリシー 名 SPISAP_2229_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ローカル ク ラ ス タ  ノード内の MBean サーバー

に登録されている  MBean の数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 2147483647: SPI for SAP は、 ローカルの MBean リ ポジ ト リ  サ
イ ズが 2147483647 を超えた場合に、 重要度が重要警戒域のア

ラー ト を送信し ます。
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JNDI レジスト リ  サービス監視用のポリシー

これらのポ リ シーで SAP ノ ード の JNDI レジス ト リ  サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2230_jp 

SPISAP_2231_jp 

セキュリテ ィ  サービス監視用のポリシー

こ のポ リ シーで SAP ノ ード の セキ ュ リ テ ィ  サービ ス を監視し ます。

SPISAP_2232_jp 

ポリシー 名 SPISAP_2230_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 現時点でネー ミ ング システムにバイ ン ド されて

いるオブジェ ク ト の数を監視し ます。 

デフォルトのしきい値 10000: SPI for SAP は、 バイ ン ド されているオブジェ ク ト 数が 
10000 を超えた場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し

ます。

ポリシー 名 SPISAP_2231_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 ネー ミ ング システムのバイ ト  アレー キ ャ ッ シ ュ

のサイ ズを監視し ます。

デフォルトのしきい値 4000: SPI for SAP は、 バイ ト  アレー キ ャ ッ シュ  サイ ズが 4000 
を下回った場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_2232_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Services]

説明 こ のポ リ シーは、 失敗し た ロ グオン試行の回数を監視し ます。

デフォルトのしきい値 25: SPI for SAP は、 失敗し た ロ グオン回数が 25 を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。
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ポリシー : J2EE Engine - Performance グループ

J2EE Engine - Performance グループ内のポ リ シーは、 J2EE Engine のパフ ォーマン ス監視データ を収集

し ます。 このグループは、 Request performance 監視グループからのデータ を収集し ます。 

SPISAP_4201_jp 

SPISAP_4202_jp 

SPISAP_4203_jp 

ポリシー 名 SPISAP_4201_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 こ のポ リ シーは、 監視対象ユニ ッ ト  Average response time (応答

時間の平均 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 JARM リ ク エス ト の数が 1000000 を超

えた場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_4202_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 こ のポ リ シーは、 監視対象ユニ ッ ト  Requests per second (秒あた

り の要求数) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 1 秒あた り の JARM リ ク エス ト の数が 
1000000 を超えた場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信

し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_4203_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 こ のポ リ シーは、 監視対象ユニ ッ ト  Average CPU time (CPU 時間

の平均 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 CPU 時間の平均が 1000000 を超えた

場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 
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SPISAP_4204_jp 

SPISAP_4205_jp 

SPISAP_4206_jp 

ポリシー 名 SPISAP_4204_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 こ のポ リ シーは、 監視対象ユニ ッ ト  Average outbound data (送信

データの平均 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 送信データの平均が 1000000 を超えた

場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_4205_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 こ のポ リ シーは、 監視対象ユニ ッ ト  Component calls ( コ ンポーネ

ン ト 呼び出し数 ) からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 JARM リ ク エス ト によ って発行された

コ ンポーネン ト 呼び出し数が 1000000 を超えた場合に、 重要度が

重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 

ポリシー 名 SPISAP_4206_jp 

ポリシー タイプ Measurement Threshold

ポリシー グループ [SPI for SAP] → [ja] → [SAP NW Java Monitoring 7.1] → [J2EE 
Engine - Performance]

説明 こ のポ リ シーは、 監視対象ユニ ッ ト  Number of requests (要求数 ) 
からデータ を収集し ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 JARM リ ク エス ト の合計数が 1000000 
を超えた場合に、 重要度が重要警戒域のア ラー ト を送信し ます。 
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第8章 サービス ビュー
こ の章では、 SPI for SAP が装備するサービ ス  ビ ューを イ ン ス ト ール、 セ ッ ト ア ッ プ、 使用する方法につい

て説明し ます。

この章の内容

こ の章では、 サービ ス  ビ ューの概念について紹介する と と もに、 サービ ス  ビ ューを SPI for SAP と  HPOM
for Windows の両方 と と もに使用し て、 SAP NetWeaver ラ ン ド ス ケープを一層効果的に、 一層簡単に管理

するのに役立つ情報を提供し ます。  こ こ で、 以下の内容に関する詳細な情報を取得でき ます。

• サービ ス  ビ ューと は

• SPI for SAP のサービ ス  ビ ュー

• Java Server の SPI for SAP サービ ス  ビ ュー

サービス ビューとは

ServiceNavigator サービ ス  ビ ューは、 ご使用の環境を構成するオブジ ェ ク ト を表示し、 現在抱え る問題や

潜在的に発生し得る問題の特定を よ り 効果的に行 う こ と ができ ます。  

HPOM for Windows の機能は、 以下の目的で使用し ます。

• 直接影響を及ぼすサービ スへの メ ッ セージの割 り 当て

• コ ンポーネン ト  オブジェ ク ト 間の関係と依存状況を含む、 ご使用の環境のサービ ス  モデルの生成

• 各オブジェ ク ト に使用でき る ア ク シ ョ ンの特定と選択

• オブジェ ク ト やその関連サービ スに潜在または現存する問題を特定するための伝達ルールの定義

メ イ ン ウ ィ ン ド ウのス コープ ペイ ンに通常の HPOM for Windows 管理 ノ ー ド およびアプ リ ケーシ ョ ンに

加え、 検出されたサービ スが表示されます。 サービ ス を ク リ ッ クする と、 ス コープ ペイ ンに選択し たサービ

スのナビゲーシ ョ ン ツ リ ーが表示されます。 このツ リ ーで任意のサービ スやサブサービ ス を選択し、 サービ

ス  グ ラ フを表示でき ます。 

ナビゲーシ ョ ン ツ リ ーおよびサービ ス  グ ラ フでは、 コ ンポーネン ト のサービ スがス テータ スに応じ て色分

け されます。 ツ リ ーの要素のカ ラー コーデ ィ ングは、 コ ン ソール内で メ ッ セージの重要度レベルによ り 決定

される メ ッ セージのカ ラー コーデ ィ ング と一致し ます。 

た と えば、 赤色で表示されるサービ スは、 そのサービ ス またはその関連サービ スに重大な影響があ る状態を

示し ます。 メ ニューから [障害原因 ] を選択する と、 選択し たサービ スのステータ スに影響する条件と なった

原因を ト レース し ます。
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サービス マップ

SPI for SAP のサービス ビュー

SPI for SAP は、 各 ノ ー ド で実行可能なサービ ス自動検出ポ リ シーを装備し ています。 こ のアプ リ ケーシ ョ

ンを各 ノ ー ド に配布し、 SAP 環境を解析する ためのサービ ス  ビ ューを作成する こ と ができ ます。 ノ ー ド 上

のオブジ ェ ク ト 、 メ ッ セージ伝達ルール、 およびオブジ ェ ク ト で実行可能な任意のア ク シ ョ ン間において、

サービ ス  ビ ューは既存の所有者や依存関係をすべて表し ます。 

サービ ス  ビ ューにユーザー個人のセ ッ ト ア ッ プ内容が反映されます。 各サービ ス  ビ ューではユーザーの環

境がユニーク に表示されます。 一般的に、 SAP サービ ス  ビ ューは複数のレベルで構成されます。 

1 番目のレベルは、 すべての SAP システムを含み、 ひ と ま と ま り と なったオブジェ ク ト です。 1 番目のレベ

ルのオブジェ ク ト を展開する と、 ご使用の環境の各 SAP NetWeaver システムのオブジェ ク ト が表示されま

す。 イ ン ス タ ン ス を構成する任意のオブジ ェ ク ト のステータ スの変更に応じ て、 SAP シス テム オブジェ ク

ト のステータ スが変わ り ます。

2 番目のレベルには、 SAP システム内の論理オブジェ ク ト が含まれます。 このレベルに表示されるオブジェ

ク ト には、直接オブジェ ク ト に割 り 当て られる メ ッ セージはあ り ません。 これらは論理オブジェ ク ト であ り 、

SAP NetWeaver システムから供給されるサービ スのステータ スに関する一般的な概要を提供する ために使

用されます。 SAP NetWeaver システム オブジェ ク ト を展開する と、 以下の論理オブジェ ク ト が表示されま

す。

• SAP NetWeaver Instances

• Database (<SID>) 

• Environment (<SID>) 
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• Interface ( イ ン タ フ ェース )

• Batch (バッチ )

• Dialog (ダ イ ア ロ グ )

• Spool ( スプール )

• Update (更新 )

図24 に、 論理オブジェ ク ト  レベルが展開される  SAP サービ ス  ビ ューを示し ます。

図24　 　 SAP システムのサービス マップ

SAP NetWeaver Instance オブジェ ク ト を展開する と、 各 SAP NetWeaver イ ン ス タ ン スがオブジェ ク ト と

し てツ リ ーに表示されます。 Environment オブジェ ク ト を展開する と、以下の 3 つのオブジェ ク ト が表示さ

れます。 

• Operating System (オペレーテ ィ ング システム )

• Network (ネ ッ ト ワーク )

• Memory Management ( メ モ リ 管理 )

これらのオブジェ ク ト には、 それぞれに割 り 当て られた メ ッ セージが存在し、 環境オブジェ ク ト に伝達され

ます。 その他のオブジェ ク ト には、プロセス  オブジェ ク ト に含まれるオブジェ ク ト と の使用関係があ り ます。

関連プロセスに影響を与え る イベン ト は、これらのオブジェ ク ト のステータ スが変更される原因と な り ます。
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図25　 　 SAP インスタンスのサービス マップ

プロセス  オブジェ ク ト を展開し、 以下のオブジェ ク ト を表示でき ます。

• Gateway (ゲー ト ウ ェ イ )

• Message ( メ ッ セージ )

• dialog work process ( ダ イ ア ロ グ ワーク  プロセス )

• batch work process (バッチ ワーク  プロセス )

• spool work process ( スプール ワーク  プロセス )

• update work process (更新ワーク  プロセス )

ラインオブビジネス ビュー

SAP NetWeaver サービ ス  ビ ューお よび HPOM for Windows で利用可能なその他のサービ ス  ビ ューは、

SAP NetWeaver、 WAN、 LAN、 またはプ リ ン タ  サービ スなど、 監視するそれぞれの分野をグ ラ フ ィ カルに

表示し ます。 ビジネス  プロセスは、 通常、 これらの分野の 1 つに限定されるわけではあ り ません。 また、 各

ビジネス  プロセスは複数の分野における複数のサービ スに依存し、顧客が定義し たプロセスに固有のもので

す。 

た と えば、 受注 を入力 し 発注請書を印刷す る オペ レ ー タ には、 プ リ ン タ、 ネ ッ ト ワ ー ク、 お よ び SAP
NetWeaver ダ イ ア ロ グ スプール サービ ス をすべて利用でき る よ う にし なければな り ません。 あ るいは、 受

注項目や特定の場所における印刷を監視するには、 その場所における  WAN、 LAN、 購買発注請書の印刷に

使用されるプ リ ン タ、 さ らには特定の SAP NetWeaver イ ン ス タ ン スの SAP NetWeaver デ ィ スパッチ、 ダ

イ ア ロ グ、 スプー リ ング プロセス を表示する ビ ューをセ ッ ト ア ッ プする こ と もでき ます。
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図26　 　受注入力を左右するサービス領域

ラ イ ンオブビジネス サービ ス  ビ ューを作成するには、 まずカ ス タ ムサービ ス  ビ ューを作成し、 表示する構

成内容を定義し ます。 こ こ で、 こ のビ ューに含まれるオブジェ ク ト によ り メ ッ セージを伝達する  1 つ以上の

論理オブジェ ク ト  (例 : 受注入力 ) を定義し ます。 

サービ ス  エデ ィ タ を使用 し、 取 り 込みたいオブジ ェ ク ト のサービ ス名を取得 し た後、 カ ス タ ム サービ ス

ビ ューから使用 リ フ ァ レン スおよび依存関係を追加し ます (サービ ス  エデ ィ タ を起動するには、サービ ス  オ
ブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ メ ニューの [設定] → [サービス] オプシ ョ ンを選択し ます。 ) 

こ のサービ スは、 論理 ( 物理ではな く ) サービ ス  オブジェ ク ト の最上位にのみ構築される点にご注意 く ださ

い。 た と えば、 リ フ ァ レ ン スでは SAP Spool Service は使用でき ますが、 Spool Work Process などの基本物

理オブジ ェ ク ト は使用でき ない こ と を意味し ます。 これによ り 、 SAP や SPI for SAP の新バージ ョ ンが リ

リ ース された と きに物理コ ンポーネン ト 間の依存関係が変更されて も  ( 例 : アーキテ クチャ変更 )、 ユーザー

のカス タマイ ズおよび Business Service View は確実に機能し ます。

SAP サービス ビューの設定

SPI for SAP のサービ ス  ビ ューを使用するには、 監視対象の SAP サーバーでどのサービ スが動いているか

を調べ、 見つかった情報を HPOM for Windows データベースにア ッ プロー ド する必要があ り ます。 その手

順は以下の とお り です。

1 サービ ス  ビ ューを生成し たいすべての管理 ノー ド に r3itosap.cfg フ ァ イルがあ る こ と を確認し ます。

通常、 管理 ノード は、 SPI for SAP で管理する  SAP サーバーです。 サービ ス検出ポ リ シーが、 タ ス ク を

正常に完了する ためには、 r3itosap.cfg フ ァ イルの情報が必要です。

2 HP Operations Manager for Windows コ ン ソールで、 次のフ ォルダを表示し ます。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP]

3 次のポ リ シーを選択し て右ク リ ッ ク し ます。

r3sdisc (サービ ス自動検出 ) 

4 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク ] → [配布先ノード ...] 

ローカル

ネッ トワーク

データ

ネッ トワーク

 センター

SAP データベース

サーバー

WAN
リンク SAP アプリケーシ ョ ン

サーバーSAP ユーザー

プリンタ
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5 [ポ リ シーの配布先 ] ウ ィ ン ド ウで、 SAP サービ スの自動検出を実行する管理 ノー ド  (SAP サーバー ) を
選択し ます。 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6 サービ ス検出は、 管理 ノード にポ リ シーが正常に配布される と、 ポ リ シーに定義されたスケジュールに

応じ て直ちに開始されます。 デフ ォル ト のスケジュールでは 1 日に 1 度実行されます。 

サービ ス検出が正常に完了し た こ と を確認する には、 HPOM for Windows コ ン ソ ールで [ サービ ス ]
フ ォルダを表示し、 フ ォルダ内に ( サービ ス検出を実行し た ) SAP サーバー と関連サービ スが存在する

こ と を確認し ます。

サービス検出のト ラブルシューテ ィ ング

通常、 SPI for SAP は SAP サービ ス を自動的に検出し、 問題も発生し ません。 ただし、 何らかの理由のため

に、 SPI for SAP が検索する情報がデフ ォル ト の位置に存在し ない場合には、 サービ ス検出プロセスは失敗

し ます。 

た と えば、 SPI for SAP は SAP の イ ン ス タ ン ス を実行す る ホ ス ト の名前だけでな く 、 SAP の default、
instance、 および startup の各プロ フ ァ イルを含む SAP プロ フ ァ イル デ ィ レ ク ト リ の位置を認識する必

要があ り ます。 SAP の default および instance プロ フ ァ イルは特に重要です。 これらには SAP のシステム

固有情報およびイ ン ス タ ン ス固有情報が含まれてお り 、SPI for SAP はそれらの情報を使用する こ と によ り 、

検出し よ う とするサービ ス と関連する  SAP のシステム ID (SID)、 SAP イ ン ス タ ン ス名、 および SAP イ ン

ス タ ン ス番号を決定し ます。

サービ ス検出が失敗し た場合には、 表 86 にあ る環境変数を管理 ノ ード 上で使用すれば、 SAP サービ ス を検

出するのに必要な情報を SPI for SAP に与え る こ と ができ ます。 SPI for SAP サービ ス検出ツールは、 SAP
アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの以下の場所で SAP プロ フ ァ イルを探し ます。

• UNIX オペレーティング システム : 

/sapmnt/<SID>/profile/

• Windows オペレーティング システム :

\\<central_instance_host>\sapmnt\<SID>\SYS\profile\

HPOM for Windows コ ン ソールの下部の配布ジ ョ ブ ペイ ンで、 配布の進捗を リ アルタ イ ムで

監視でき ます。
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Microsoft Windows オペレーテ ィ ング システムで動作し ている  SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーでは、

SAP プ ロ フ ァ イ ルへのパス に、 SAP セン ト ラ ル イ ン ス タ ン ス が動作 し てい る ホ ス ト 名 ( た と えば、

<central_instance_host>) が含まれます。 ホス ト 名は長いまたは短いものも使用でき、 さ らに、 ホス

ト 名の IP ア ド レ ス、 または UNC 表記も使用でき る こ と に注意し て く ださい。

表 86　 　サービス検出に関する環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_SAPPROFILEDIR SAP プロ フ ァ イルの場所を示すパス。 環境

変数 PATH と同様に、 各プロ フ ァ イルが存

在するデ ィ レ ク ト リ の リ ス ト を含める こ と

ができ ます。

SAPOPC_HOSTNAMES 高可用性ク ラ ス タに属する管理ノ ード上で、

サービ ス検出プロセスで処理される物理ホ

ス ト 名と仮想ホス ト 名 (1 つの空白で区切 り

ます ) を含む リ ス ト を定義するのに使用し

ます。
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Java Server の SPI for SAP サービス ビュー

SPI for SAP は、 各 ノ ー ド で実行可能なサービ ス自動検出ポ リ シーを装備し ています。 こ のツールを各管理

ノ ー ド に配布し、 SAP 環境を解析する ためのサービ ス  ビ ューを Java シス テム用に作成する こ と ができ ま

す。 ノ ード上のオブジェ ク ト 、 メ ッ セージ伝達ルール、 およびオブジェ ク ト で実行可能な任意のア ク シ ョ ン

間において、 サービ ス  ビ ューは既存の所有者や依存関係をすべて表し ます。

サービ ス  ビ ューにユーザー個人のセ ッ ト ア ッ プ内容が反映されます。 各サービ ス  ビ ューではユーザーの環

境がユニーク に表示されます。 Java サービ ス  ビ ューは、 一般にイ ン ス タ ン ス と可用性で構成されます。

J2EE サーバー用のサービス ビューの設定

SPI for SAP の J2EE サーバー サービ ス  ビ ュー機能を使用するには、 監視対象の SAP サーバーでどのサー

ビ スが動いているかを調べ、見つかった情報を HPOM データベースにア ッ プロードする必要があ り ます。 そ
の手順は以下の とお り です。

1 SiteConfig フ ァ イルを配布し ます。

2 J2EE サーバー用のサービ ス  ビ ューを設定し ます。

SiteConfig ファイルの配布

1 HPOM コ ン ソールで、 [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP] → [ja] の手順を使って 
global_Siteconfig ポ リ シーのポ リ シー ダ イ ア ロ グを開き ます。
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2 監視する  Java イ ン ス タ ン スの各属性の値を指定し ます。

3 [ポリシーを保存して閉じる ] を ク リ ッ ク し ます。

ノ ード に global_SiteConfig ポ リ シーを配布し ます。

Java システム用のサービス ビューの設定

サービ ス  ビ ューを Java システム用に設定するには : 

1 HP Operations Manager for Windows コ ン ソールで、 次のフ ォルダを表示し ます。

[ポリシー管理] → [ポリシー グループ ] → [SPI for SAP] → [ja]

2 次のポ リ シーを選択し て右ク リ ッ ク し ます。

r3j2eesdisc (サービ ス自動検出 ) 

3 ポ ッ プア ッ プ メ ニューから次のオプシ ョ ンを選択し ます。

[すべてのタスク ] → [配布先ノード ...]

4 [ポ リ シーの配布先 ] ウ ィ ン ド ウが表示された ら、 SAP サービ スの自動検出を実行する管理 ノード  (SAP
サーバー ) を選択し ます。 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

5 サービ ス検出は、 管理 ノード にポ リ シーが正常に配布される と、 ポ リ シーに定義されたスケジュールに

応じ て直ちに開始されます。 デフ ォル ト のスケジ ュールでは 1 日に 1 度実行されます。

サービ ス検出が正常に完了し た こ と を確認する には、 HPOM for Windows コ ン ソ ールで [ サービ ス ]
フ ォルダを表示し、フ ォルダ内に (サービ ス検出を実行し た ) SAP サーバーと  Java システムが存在する

こ と を確認し ます。
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第9章 サービス レポート
こ の章では、 SPI for SAP が装備するサービ ス  レポー ト を イ ン ス ト ール、 セ ッ ト ア ッ プ、 使用する方法につ

いて説明し ます。

この章の内容

こ の章では、 サービ ス  レ ポー ト の概念について紹介する と と も に、 サービ ス  レ ポー ト を SPI for SAP と

HPOM for Windows の両方 と と もに使用し て、 SAP NetWeaver ラ ン ド スケープを一層効果的に、 一層簡単

に管理するのに役立つ情報を提供し ます。 こ こ で、 以下の内容に関する詳細な情報を取得でき ます。

• サービ ス  レポー ト と は (347ページ )

• SPI for SAP レポー ト のア ッ プグレード (347ページ )

• SPI for SAP Reportのイ ン ス ト ール (348ページ )

• SPI for SAP のサービ ス  レポー ト (351ページ )

• SPI for SAP レポー ト  メ ト リ ッ ク (359ページ )

• SPI for SAP のレポー ト の削除 (361ページ )

サービス レポート とは

サービ ス  レポー ト は Web ベースのレポー ト です。 HP Reporter (Reporter) がデフ ォル ト のテンプレー ト を

使用し て作成し、 Web ブラ ウザを使用し て表示し ます。 Reporter を使用する と、 レポー ト を スケジュールど

お り に、 またはオン デマン ド で表示でき ます。 

SPI for SAP サー ビ ス  レ ポー ト は HP Software Embedded Performance Component ま た は HP
Performance Agent から抽出されたデータ を相関させます。 相関データ を使用し て、 短期、 中期、 長期の観

点からの IT 環境が表示されます。 また、 Performance Manager を使用する と、 詳細で リ アル タ イ ムのグ ラ

フが付加されたレポー ト を生成でき ます。 レポー ト と グ ラ フの組み合わせは、傾向分析の強力なツールです。

た と えば、 以下のこ と ができ ます。

• IT システム内の潜在的なボ ト ルネ ッ ク を特定する こ と で、問題が顕在化する前にア ク シ ョ ンを と れる よ

う にする。

• レポー ト の情報を使用し て、 将来的なア ッ プグレード の正確な予測に役立て る。

• 正確な情報を収集し てサービ ス  レベルの測定に使用する。

SPI for SAP レポートのアップグレード

こ の項では、 SPI for SAP ソ フ ト ウ ェ アおよび SPI for SAP R/3 Performance Agent をア ッ プグ レー ド し、

サービ ス レポータ機能を使用しつづけ る ために実行する必要があ る作業について説明し ます。 SPI for SAP
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サービ ス  レポー ト のア ッ プグレード は、HP Reporter ソ フ ト ウ ェアのア ッ プグレード と同じではないこ と に

注意し て く ださい。 サポー ト 対象のソ フ ト ウ ェ ア バージ ョ ンの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for
SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ イ ド』 を参照し て く ださ い。

サービ ス レポー ト 用のパフ ォーマン ス  データ を収集する  SPI for SAP R/3 Performance Agent のア ッ プグ

レード の詳細は、 SPI for SAP R/3 Performance Agent のア ッ プグレード (198ページ ) を参照し て く ださい。

SPI for SAP 自体のア ッ プグレード の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ ン ス ト ールおよび

設定ガ イ ド』 の 「SPI for SAP のア ッ プグレード」 を参照し て く ださ い。

SPI for SAP は、 改良され機能強化されたレポー ト (一部のレポー ト は新しい メ ト リ ッ ク  リ ス ト を使用 ) を含

む、 新しい Reporter 統合パッ ケージに付属し ています。 SPI for SAP Reporter 統合をア ッ プグレー ド する

には、 以前の Reporter 統合パ ッ ケージを削除し て、 新しいパ ッ ケージをその場所にイ ン ス ト ールする必要

があ り ます。 手順については以下を参照し て く ださい。

1 旧バージ ョ ンの SPI for SAP Reporter 統合パッ ケージを、 Windows の標準の方法で削除し ます。

[スタート  : 設定 ] → [ コン ト ロール パネル ] → [アプリケーシ ョ ンの追加と削除]

2 SPI for SAP Reportのイ ン ス ト ール (348ページ )の説明に従って、新しい SPI for SAP Reporter 統合を

イ ン ス ト ールし ます。

3 SPI for SAP レポー ト の生成 (358ページ ) で説明されている新しいサービ ス  レポー ト を スケジュー リ ン

グおよび生成し ます。

SPI for SAP Reportのインストール

こ の項では、 SPI for SAP と と もに供給される  SAP NetWeaver サービ ス  レポー ト のイ ン ス ト ール方法を説

明し、 加えて イ ン ス ト ールの準備に役立つ情報を提供し ます。 こ の項では、 以下の ト ピ ッ ク を扱います。

• 始める前に (348ページ )

• SAP サービ ス  レポー ト のイ ン ス ト ール (349ページ )

始める前に

SAP NetWeaver サービ ス  レポー ト のイ ン ス ト ールおよび設定の前に、 以下のタ ス ク を完了し ている こ と を

確認する必要があ り ます。

1 Performance Agent

HP Software Embedded Performance Component または HP Performance Agent のいずれかが、サー

ビ ス  レポー ト を作成するすべての SAP NetWeaver 管理ノ ード で利用可能であ る必要があ り ます。

HP Performance Agent は、 SPI for SAP のパフ ォーマン ス  モニタ (217ページ )の指示に従って、 設定

も されていなければな り ません。

2 サービス レポート

HP Reporter イ ン ス タ ン ス が利用で き る 必要が あ り ま す。 Reporter がサポー ト す る プ ラ ッ ト

フ ォームに関する詳細は、 Reporter 製品のマニュ アルを参照し て く ださい。

HPOM for Windows への HP Reporter light のバ ン ド ルは、 終了 し ま し た。 SPI for SAP レ

ポー ト を表示するには、 HP Reporter の完全なバージ ョ ンを イ ン ス ト ールし て使用する必要が

あ り ます。
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 SPI for SAP の既存のサービ ス  レポー ト を編集またはレポー ト を新規作成する場合は、HP Reporter を
ホ ス ト し てい る マシン上で Crystal Reports が実行中であ る こ と を確認し て く だ さ い。 必要な ソ フ ト

ウ ェ アやサポー ト 対象の ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンについては、 『HP Operations Smart Plug-in for
SAP イ ン ス ト ールおよび設定ガ イ ド』 を参照し て く ださ い。

SAP サービス レポートのインストール

SAP NetWeaver サービ ス  レポー ト は、HP Reporter システム上の InstallShield を使用し て、HP Reporter
製品内にスナ ッ プ イ ン と し て イ ン ス ト ール さ れます。 セ ッ ト ア ッ プ中に、 HP Reporter の共通アプ リ ケー

シ ョ ン パス を選択する よ う 求め られます。 これは HP Reporter を イ ン ス ト ールし たフ ォルダです。 セ ッ ト

ア ッ プ プロ グ ラ ムはこのパス を自動的に検索し、 検出し た ものを報告し ます。 ほ と んどの場合、 変更する必

要はあ り ませんので、 示された設定を適用し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ プロ グ ラ ムは 表 87 に示すデ ィ レ ク ト リ にコ ンポーネン ト を コ ピーし ます。 すべてのデ ィ レ ク

ト リ  パスは、 HP Reporter 共通アプ リ ケーシ ョ ン パスに対する相対パスです。

SPI for SAP サービ ス  レポー ト を イ ン ス ト ールするには、 次のよ う にし ます。

1 製品 メ デ ィ アを挿入し、 以下のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

 \Disk2\SAP SPI Reporter Package 
sapspi_reporter.msi フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し、 [Custom Setup]オプシ ョ ンを選択し ます。

2 イ ン ス ト ール ウ ィ ザード の指示に従って進みます。 SPI for SAP サービ ス  レポー ト のセ ッ ト ア ッ プ中

に、 HP Reporter の共通アプ リ ケーシ ョ ン パス を確認または指定する よ う 指示されます。 デフ ォル ト を

使用する と、 すべての自動設定手順が正し く 実行され、 手動で再設定する必要はあ り ません。

3 セ ッ ト ア ッ プ プロ グ ラ ムは自動的に以下のタ ス ク を実行し ます。

• SAP 固有のレポー ト  グループ SAP_R3 の作成

• レポー ト  グループ SAP_R3  に対する メ ト リ ッ ク  リ ス ト の割 り 当て

• レポー ト  グループ SAP_R3  に対する グループ レポー ト の割 り 当て

• レポー ト  グループ SAP_R3  に対する システム レポー ト の割 り 当て

4 SPI for SAP サービ ス  レポー ト のイ ン ス ト ールが正し く 完了し た こ と を、 前手順で示された、 および

SPI for SAP レポー ト  メ ト リ ッ ク (359ページ ) で詳細に リ ス ト されたレポー ト と メ ト リ ッ ク のグループ

が作成されている こ と で確認し ます。 イ ン ス ト ール結果は、 図27 に示す例のよ う にな り ます。

5 HP Reporter に SAP NetWeaver システムを手動で追加する場合には、 以下の例で 「host.name.com」

を実際に追加する システムの名前と置き換えて、 [ システムの追加 ] ウ ィ ン ド ウに値を入力し ます。

表 87　 　 SAP サービス レポートのコンポーネン トの場所

コンポーネン ト ディ レク ト リ

設定フ ァ イル \newconfig\

イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト \newconfig\

レポー ト  テンプレー ト  フ ァ イル \data\reports\Sap\

実行フ ァ イル \bin\

共通アプ リ ケーシ ョ ン パス を変更する と、セ ッ ト ア ッ プ プロ グ ラ ムは実行可能フ ァ イルを検出

できず、 ア ラー ト メ ッ セージを生成し ます。
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• [ システム ]:  host.name.com
「host.name.com」 を、 HP Reporter に実際に追加する システムの名前 と置き換えます。

• [ネ ッ ト ワーク ]:  SAP

• [ ド メ イ ン ]: SAP 

SAP NetWeaver ホ ス ト が適切な HP Reporter グループ (SAP_R3) に追加さ れてい る こ と を確認し ま

す。 ホ ス ト は、 監視対象のホ ス ト 上で検出されたデータ ソース  (SAP NetWeaver) の種類に応じ て、 レ

ポー ト  グループに自動的に割 り 当て られます。

6 [OK] を ク リ ッ クする と、 新し く 追加されたシステムが Reporter の [詳細 ] ペイ ンに表示されます。

7 Reporter GUI を使用し て、SPI for SAP レポー ト の生成を スケジュー リ ングするか、 または今すぐ生成

するかを、 以下のオプシ ョ ンを使用し て設定し ます。 

[実行 ] → [実行 ] → [レポートの作成 ]

8 SPI for SAP レポー ト の生成が成功する と、 それを標準の WEB ブラ ウザに表示でき ます。 SPI for SAP
レポー ト の表示方法の詳細は、 SPI for SAP レポー ト の表示(359ページ ) を参照し て く ださい。 

図27　 　 SPI for SAP のレポートおよびメ ト リ ック

レポー ト の生成前に、HP Reporter にレポー ト  データの収集、および HP Reporter データベー

スへ保存するための時間を十分与えて く ださい。 詳細については、SPI for SAP レポー ト の生成

(358ページ ) を参照し て く ださい。
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SPI for SAP のサービス レポート

Smart Plug-in for SAP にはサー ビ ス  レ ポー ト のパ ッ ケージ が含 ま れてい ま す。 こ れは、 HP Software
Embedded Performance Component および HP Performance Agentによ って収集されたデータ を使用し て

レポー ト を生成し ます。 このレポー ト には、 SAP ラ ン ド スケープのシステムの稼動状態と可用性についての

重要な情報が表示されます。 Smart Plug-in for SAP レポー ト  パッ ケージで提供される レポー ト は、 システ

ム ク リ テ ィ カルな領域およびビジネス  ク リ テ ィ カルな領域を広 く カバーし ます。

こ の項では、 SPI for SAP で提供されているサービ ス  レポー ト について詳し く 説明し ます。 以下の ト ピ ッ ク

に関する情報が含まれています。 

• SAP レポー ト (352ページ )

SPI for SAP で提供されている  SAP に関するすべてのレポー ト と、そ こ で使われている メ ト リ ッ ク の完

全な リ ス ト 。

• SAP サービ ス  レポー ト のス コープの定義 (357ページ )

レポー ト に表示し たい情報を よ り 正確に絞 り 込むための ヒ ン ト 。

• SPI for SAP レポー ト の生成(358ページ )

SPI for SAP レポー ト の生成を開始する ための手順。

• SPI for SAP レポー ト の表示(359ページ )

生成し た SPI for SAP レポー ト を表示する ための手順。

SPI for SAP サービ ス  レポー ト 統合は リ モー ト モニ タ機能をサポー ト し ます。 こ の機能によ り 、 SAP サー

バーが HPOM for Windows 管理 ノード ではな く 、 またそのサーバーに SPI for SAP ソ フ ト ウ ェアがイ ン ス

ト ールされていない場合でも、 SPI for SAP モニタがイ ン ス ト ールされ、 設定、 実行されている  HPOM for
Windows 管理 ノー ド から リ モー ト で監視でき ます。 リ モー ト で管理される  SAP サーバーについてのサービ

ス  レポー ト を作成する こ と ができ ます。 リ モー ト モニタ機能の詳細は、ア ラー ト  モニタによ る リ モー ト 監視

(24ページ )および リ モー ト  パフ ォーマン ス監視(210ページ ) を参照し て く ださい。
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SAP レポート

表 88 は、 Smart Plug-in for SAP で使用可能な SAP レポー ト の リ ス ト です。 こ の表には、 レポー ト に表示

される情報の詳細 と、 レポー ト 生成に使われる個々の メ ト リ ッ ク も含まれています。 SPI for SAP パフ ォー

マン ス  モニ タの詳細は、 SPI for SAP のパフ ォーマン ス  モニタ (217ページ ) を参照し て く ださい。

表 88　 　 SAP パフォーマンス レポート

レポート 目的 メ ト リ ッ ク

Database 
Performance

最も重要なデータベース  パ
フ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク を相関

処理し表示し ます。

• 物理読み取 り  / 書き込み

• デ ィ ス ク物理 IO

• ロ ング テーブル スキ ャ ン

• ソー ト 行

• メ モ リ  ソー ト

• デ ィ ス ク  ソー ト

• 書き込まれた REDO ブロ ッ ク

• REDO バッ フ ァ  サイ ズ

Database Quality 重要な メ ト リ ッ ク を示し ます。 こ
れらの メ ト リ ッ ク全体で、 データ

ベース構成の詳細な品質状況を表

し ます。

• データベース  バッ フ ァ  プールの品質

• データ  デ ィ ク シ ョ ナ リ  キ ャ ッ シュの品質

• REDO ロ グの障害

• バッ フ ァ  プール サイ ズ

• デ ィ ク シ ョ ナ リ  キ ャ ッ シュ  サイ ズ

• REDO ロ グ バッ フ ァ  サイ ズ

• バッ フ ァ  ビジー待機

• バッ フ ァ  ビジー待機時間

Enterprise Portal 
Performance

SAP Enterprise Portal の最も重

要なステータ ス と パフ ォーマン ス

の メ ト リ ッ ク を相関処理し表示し

ます。

• 平均応答時間

• 平均 CPU 時間

• 平均送信データ

• リ ク エス ト ご と の平均コ ンポーネン ト  コー

ル数

• リ ク エス ト を発行し ているユーザー数

• 異なる レベルで動作中の リ ク エス ト

• サービ ス を受けていない リ ク エス ト の割合

Enterprise Portal 
Availability

E2E Time 設定された ト ラ ンザク シ ョ ンの 
E2E ト ラ ンザク シ ョ ン時間を示

し ます。 これは応答時間 と ネ ッ ト

ワーク時間に分かれています。

• 応答時間

• ネ ッ ト ワーク時間
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ICM Statistics - 
Overview

Internet Communication 
Manager のステータ スの概要と、

キ ュー、 ス レ ッ ド、 接続に関する

一般情報を示し ます。

• ICM ステータ ス

• ス レ ッ ド の最大数

• ス レ ッ ド のピーク数

• 現在のス レ ッ ド数

• 接続の最大数

• 接続のピーク数

• 現在の接続数

• キ ュー エン ト リ の最大数

• キ ュー エン ト リ のピーク数

• キ ュー エン ト リ の現在数

• 実行中のワーク  ス レ ッ ド数

• 停止中のワーク  ス レ ッ ド数

• 処理済のワーク  ス レ ッ ド数

ICM Statistics - 
Details

動作中および停止中の期間を含む 
Internet Communication 
Manager のステータ スのよ り 詳

細なビ ューと、 リ ク エス ト  
キ ュー、 ワーク  ス レ ッ ド、 およ

びオープン し た接続についての統

計を示し ます。

Job Overview さ まざまな、 指定のステータ ス  
(RUNNING、 READY、

RELEASED) にあ る、 SAP イ ン

ス タ ン スに対する ジ ョ ブの数を示

し ます。

以下のステータ スであ る ジ ョ ブの数

• Running

• Ready

• Scheduled

• Released

• Aborted

• Finished

Number of Spool 
Jobs

さ まざまなステータ スにあ る ス

プール ジ ョ ブおよび印刷要求の

数を示し ます。

• スプール ジ ョ ブの総数

• ステータ スが Archive であ る スプール ジ ョ

ブの数

• 開かれている印刷要求の数

• エラーのあ る印刷要求の数

• 失敗し た印刷要求の数

Amount of Update 
Tasks

更新タ ス ク の量を示し ます。 • 全 VB 更新タ ス ク

• 初期 VB 更新タ ス ク

• エラー VB 更新タ ス ク

• V1 が実行された更新タ ス ク

• V2 が実行された更新タ ス ク

Work Process 
Overview

さ まざまなワーク  プロセスの総

数と、 使用中のプロセスの数と を

比較し ます。

• ダ イ ア ロ グ プロセス  / 使用中のプロセス

• バッチ プロセス  / 使用中のプロセス

• スプール プロセス  / 使用中のプロセス

• 更新プロセス  / 使用中のプロセス

• 更新 2 プロセス  / 使用中のプロセス

Document Volume 業務 ト ラ ンザク シ ョ ン メ ト リ ッ

ク と相関し た、 モジュール (BW、

FA、 QA) ご と の総伝票量を示し

ます。

• GUI 総時間

• 応答時間

• CPU 時間

• DB 要求時間

表 88　 　 SAP パフォーマンス レポート  (続き )

レポート 目的 メ ト リ ッ ク
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Document & Lines 伝票の数、 および、 伝票ご と に作

成され SAP アプ リ ケーシ ョ ン モ
ジュールによ って ソー ト された行

を示し ます。

• ヘッ ド  - 一般的な伝票情報

• 詳細 - 伝票内の平均行数。 フ ァ イルが大きい

ほど、 データベースへのコ ミ ッ ト 時間がか

か り ます。

Document Volume 
by Module

アプ リ ケーシ ョ ン モジュールご

と の伝票量を示し ます。

 伝票の数

Workload Overview 
Count

SAP NetWeaver システムのすべ

てのタ ス ク  タ イプ ( た と えば、

バッチ、 ダ イ ア ロ グ、 スプール、

更新 ) に対する ステ ッ プ数を示し

ます。

• GUI 総時間

• 応答時間

• CPU 時間

• DB 要求時間

Workload Overview 
Response Time

各 SAP NetWeaver イ ン ス タ ン ス

に対する平均のステ ッ プ数および

応答時間 (秒 ) を示し ます。

• CPU 時間

• ロード時間

• キ ュー時間

• DB 読み取 り 時間

• DB 更新時間

Workload Overview 
Task Type

各タ ス ク  タ イプ (AUTOABA、

BCKGRD) に対する平均のス

テ ッ プ数および応答時間 (秒 ) を
示し ます。

Workload Overview 
DB Overview

定義された SAP NetWeaver シス

テムに対するデータベース  ア ク

テ ィ ビテ ィ に基づ く ワーク ロード  
メ ト リ ッ ク を示し ます。

• 変更回数

• 変更時間

• DB 呼び出し

• DB 要求

• 要求ご と の DB 時間

• デ ィ レ ク ト リ 読み取 り 回数

• デ ィ レ ク ト リ 読み取 り 時間

• シーケン ス読み取 り 回数

• シーケン ス読み取 り 時間

• 要求バイ ト

Workload Overview 
DB Task Type

タ ス ク  タ イプご と に、 定義され

た SAP NetWeaver システムに対

するデータベース  ア ク テ ィ ビ

テ ィ に基づ く ワーク ロード  メ ト

リ ッ ク を示し ます。

SAP R/3 Memory 定義されたシステムに対する  
SAP の メ モ リ 使用量を示し ます。

• 拡張 メ モ リ

• ページング領域

• ロール領域

SAP R/3 Users - 
Overview

指定された SAP アプ リ ケーシ ョ

ン サーバーに対する、 SAP ク ラ

イ アン ト ご と のユーザーと ユー

ザー セ ッ シ ョ ンの数を示し ます。

• 平均ユーザー数

• 平均セ ッ シ ョ ン数

表 88　 　 SAP パフォーマンス レポート  (続き )

レポート 目的 メ ト リ ッ ク
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SAP R/3 Users - 
Workload

ユーザーおよびユーザー セ ッ

シ ョ ンに対する指定された SAP 
ワーク  プロセスの負荷を示し ま

す (SAP ク ラ イ アン ト / アプ リ

ケーシ ョ ン サーバーご と )。

• 平均ユーザー数

• 平均セ ッ シ ョ ン数

• 平均応答時間

• CPU 時間

• ダ イ ア ロ グ、 更新、 スプール、 バッチのス

テ ッ プ数

SAP R/3 Users - 
Document 
Statistics

ユーザーおよびユーザー セ ッ

シ ョ ンに対する  SAP モジュール

ご と の伝票統計を示し ます (SAP 
ク ラ イ アン ト / アプ リ ケーシ ョ ン 
サーバーご と )。

• 平均セ ッ シ ョ ン数

• 平均ユーザー数

• SAP モジュール (FA、 MM、 SD)

SAP R/3 Buffer 
Performance - 
Overview

指定のイ ン ス タ ン スおよびク ラ イ

アン ト に対する、 SAP ユーザー

によ る  SAP メ モ リ  バッ フ ァの使

用状況についての一般分析および

詳細分析を示し ます。

• バッ フ ァ名

• ヒ ッ ト 率

• 割 り 当てサイ ズ

• 空き スペース

• 空き スペース率

• 最大デ ィ レ ク ト リ  エン ト リ

• 空きデ ィ レ ク ト リ  エン ト リ

• 空きデ ィ レ ク ト リ  エン ト リ  (率 )

• バッ フ ァ  ス ワ ッ プ

• バッ フ ァ  ス ワ ッ プ (差分 )

• データベース  ア ク セス

• データベース  ア ク セス  (差分 )

SAP R/3 Buffer 
Performance - 
Detailed Analysis

Threads usage rate 
for different ports

各ポー ト のス レ ッ ド使用率を棒グ

ラ フ形式で表示し ます。 
• http

• http|ssl

• iiop

• iiop|ssl

• p4

• p4 http ト ンネ リ ング

• p4 ssl

• telnet

• jms プロバイ ダ

Connections count すべてのタ イプの接続の合計数を

棒グ ラ フ形式で表示し ます。

• http 接続

• p4 接続

• iiop 接続

• jms 接続

• telnet 接続

• その他の接続

• 空きの接続

• 最大接続数

表 88　 　 SAP パフォーマンス レポート  (続き )

レポート 目的 メ ト リ ッ ク
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Memory 
Consumption

平均 メ モ リ 消費量を棒グ ラ フ形式

で表示し ます。

• 割 り 当て済みの メ モ リ

• 使用可能な メ モ リ

• 使用中の メ モ リ

Sessions view すべてのタ イプのセ ッ シ ョ ンの合

計数を棒グ ラ フ形式で表示し ま

す。

• ア ク テ ィ ブなセ ッ シ ョ ン

• すべてのセ ッ シ ョ ン

• タ イ ムアウ ト と なったセ ッ シ ョ ン

• 無効なセ ッ シ ョ ン

• ロ グオフ されたセ ッ シ ョ ン

Requests view すべてのタ イプの リ ク エス ト の合

計数を棒グ ラ フ形式で表示し ま

す。

• Web コ ンテナのすべての リ ク エス ト

• p4 プロバイ ダのすべての リ ク エス ト

• http プロバイ ダのすべての リ ク エス ト

Comparison of 
application and 
system threads

すべてのタ イプのアプ リ ケーシ ョ

ン ス レ ッ ド  サイ ズの合計を線グ

ラ フ形式で表示し ます。

• 最小のアプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド  プール 
サイ ズのス レ ッ ド

• 最大のアプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド  プール 
サイ ズのス レ ッ ド

• 初期のアプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド  プール 
サイ ズのス レ ッ ド

• 現在のアプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド  プール 
サイ ズのス レ ッ ド

• ア ク テ ィ ブなアプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド

• 最小のシステム ス レ ッ ド  プール サイ ズ ス
レ ッ ド

• 最大のシステム ス レ ッ ド  プール サイ ズ ス
レ ッ ド

• 初期のシステム ス レ ッ ド  プール サイ ズ ス
レ ッ ド

• 現在のシステム ス レ ッ ド  プール サイ ズ ス
レ ッ ド

• ア ク テ ィ ブなシステム ス レ ッ ド

Comparison of 
application and 
system waiting 
tasks

アプ リ ケーシ ョ ン ス レ ッ ド  プー

ル と システム ス レ ッ ド  プール間

の待機タ ス ク の状態を線グ ラ フ形

式で表示し ます。

• 待機中のアプ リ ケーシ ョ ン タ ス ク

• 待機中のアプ リ ケーシ ョ ン キ ュー サイ ズの

タ ス ク

• 待機中のアプ リ ケーシ ョ ン キ ュー オーバー

フ ローのタ ス ク

• 待機中のシステム タ ス ク

• 待機中のシステム キ ュー サイ ズのタ ス ク

• 待機中のシステム キ ュー オーバーフ ローの

タ ス ク

表 88　 　 SAP パフォーマンス レポート  (続き )

レポート 目的 メ ト リ ッ ク
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次の表に、 SAP NetWeaver 7.0 および SAP NetWeaver 7.1 でサポー ト される レポー ト を示し ます。

SAP サービス レポートのスコープの定義

以下の基準で、 サービ ス  レポー ト のス コープを限定でき ます。

• どのシステムを含めるか指定する。 と り う る値は以下の とお り です。

― すべてのシステム

― 選択されたシステム グループ

― 選択されたシステム

Opened Sessions セキ ュ リ テ ィ 、 Web、 および 
EJB セ ッ シ ョ ンの合計数を線グ

ラ フ形式で表示し ます。

• 開かれているセキ ュ リ テ ィ  セ ッ シ ョ ンの数

• 開かれている  Web セ ッ シ ョ ンの数

• 開かれている  EJB セ ッ シ ョ ンの数

Transaction Count 各種状態の ト ラ ンザク シ ョ ンの合

計数を線グ ラ フ形式で表示し ま

す。

• コ ミ ッ ト された ト ラ ンザク シ ョ ンの数

• 開いている ト ラ ンザク シ ョ ンの数

• ロールバッ ク された ト ラ ンザク シ ョ ンの数

• 一時停止中の ト ラ ンザク シ ョ ンの数

• タ イ ムアウ ト し た ト ラ ンザク シ ョ ンの数

Message Status in 
the Log 
Configurator

警告 メ ッ セージ、 エラー メ ッ セー

ジ、 致命的エラー メ ッ セージの

合計数を線グ ラ フ形式で表示し ま

す。

• すべて

• 注意域

• 危険域

• 致命的

表 88　 　 SAP パフォーマンス レポート  (続き )

レポート 目的 メ ト リ ッ ク

表 89　 　 SAP 7.0 および SAP 7.1 のレポート

レポート名 SAP 7.0 SAP 7.1

Memory Consumption 可 可

Comparison of System and Application threads 可 可

Comparsion of System and Application Waiting Tasks 可 可

Requests View 可 可

Sessions View 可 不可

Threads usage for different ports 可 不可

Connections count for different ports 可 不可

Opened Sessions 不可 可

Transaction Count 不可 可

Message Status in the Log Configurator 不可 可
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• レポー ト  データ を含める期間を指定する。 と り う る値は以下の とお り です。

― 全範囲 (過去 180 日まで )

― 過去 1 か月

― 過去 1 週間

― 昨日

SPI for SAP レポートの生成

Reporter GUI を使って、SPI for SAP レポー ト の生成を スケジュー リ ングでき、必要に応じ て手動でレポー

ト を生成でき ます。 生成する レポー ト が多 く 、 複数の SAP システムからデータ を集めて処理する場合には、

ス ケジ ュー リ ングする オプシ ョ ンの使用を検討するべきです。 単一または複数のレポー ト を生成するには、

以下の手順を実行し ます。

1 SAP サービ ス  レポー ト のイ ン ス ト ール (349ページ )で説明し た、イ ン ス ト ールおよび設定の手順が終了

し ている こ と を確認し ます。

2 Reporter GUI を使用し て、SPI for SAP レポー ト のデータ収集を スケジュー リ ングするには、以下の メ

ニュー オプシ ョ ンを使用し ます。 

[Reporter 管理 ] → [スケジュール ] → [Gather]

右のペイ ンで、 表示、 または変更し たいス ケジ ュールのジ ョ ブを選択し右ク リ ッ ク し ます。 現在までの

すべてのデータが、 表示されたホス ト に含まれている こ と を確認するには、 [スケジュール エント リの

編集] ウ ィ ン ド ウの [パラメータ ] ボ ッ ク スでホス ト 名の前に -h オプシ ョ ンを使用し ます。

図28　 　 レポートのデータ収集の設定

3 Reporter GUI の以下のオプシ ョ ンを使って SPI for SAP レポー ト の生成を開始し ます。 

[実行 ] → [実行 ] → [レポートの作成 ]

SAP と  SPI for SAP のパフ ォーマン ス  データ  ソース  (HP Software Embedded Performance
Component および HP Performance Agent) での時間の扱い方が違 う ため、 データ収集のス ケ

ジ ュ ー リ ン グ を真夜中 (00:00) と 午前 2 時 (02:00) の間に開始す る のは避けて く だ さ い。 図
28(358 ページ ) のよ う に、 02:00 以降にデータ収集を実行し て く ださ い。

レポー ト に必要なすべての最新のデータがあ るのか確認する ため、 データ収集のプロセスには

多少時間がかかる場合があ り ます。
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SPI for SAP レポートの表示

SPI for SAP レポー ト を表示するには

1 まず、 レポー ト の生成が成功し ている こ と を確認し て く ださい。 レポー ト の生成の詳細は、 SAP サービ

ス  レポー ト のイ ン ス ト ール (349ページ ) を参照し て く ださい。

2 WEB ブラ ウザを開き ます。

3 以下の文字列をア ド レ ス  バーに入力し ます。

http://<machine.name.com>/HPOV_reports/reports.htm

4 表示された さ まざまなレポー ト をナビゲー ト し、 よ り 詳し く 調べます。

SPI for SAP レポート  メ ト リ ッ ク

こ の項では、 SAP R/3 および SAP NetWeaver に対する レポー ト で使用される メ ト リ ッ ク を リ ス ト し ます。

こ の メ ト リ ッ ク は SPI for SAP Reporter Package の一部 と し て イ ン ス ト ールされます。 以下の項で リ ス ト

される メ ト リ ッ ク の詳細は、 SPI for SAP のパフ ォーマン ス  モニ タ (217 ページ ) を参照し て く だ さ い。 SPI
for SAP レポー ト の詳細は、 SPI for SAP のサービ ス  レポー ト (351ページ ) を参照し て く ださい。 

SAP  レポート  メ ト リ ッ ク

こ の項の情報は、 SPI for SAP に対するパフ ォーマン ス関連レポー ト の準備に使用されるデータの収集に、

どのパフ ォーマン ス  メ ト リ ッ クが使用されるかを示し ます。 パフ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク の名前は、しばしば

( ただし常にではな く )、 そのパフ ォーマン ス  データ を収集するモニタの名前と同じであ る こ と に注意し て く

だ さ い。 た と えば、 SPI for SAP パ フ ォ ーマ ン ス  モ ニ タ  DBINFO_PERF は メ ト リ ッ ク  リ ス ト

DBINFO_PERF を使用し、 パフ ォーマン ス  モニタ  USER_PERF は メ ト リ ッ ク  リ ス ト  SAP_USER_PERF
を使用し ます。

表 90 に、 SPI for SAP で利用でき る メ ト リ ッ ク を リ ス ト し、 その メ ト リ ッ ク を使用するパフ ォーマン ス モ
ニタ を示し ます。 

表 90　 　 SPI for SAP パフォーマンス レポート  メ ト リ ッ ク

レポート  メ ト リ ッ ク名 参照モニタ 説明

DBINFO_PERF DBINFO_PERF データベース  パフ ォーマン ス分析値を収

集し ます。

DOCSTAT_PERF DOCSTAT_PERF 最近 1 時間の数量構成統計情報 (伝票量 ) 
を収集し ます。

EP_PERF EP_PERF SAP Enterprise Portal のステータ スおよ

びパフ ォーマン ス を監視し ます。
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SAP NetWeaver レポート  メ ト リ ッ ク

以下の リ ス ト は、SPI for SAP NetWeaver 7.0 および NetWeaver 7.1 に対するパフ ォーマン ス関連レポー ト

の準備に使用されるデータの収集に、 どのパフ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク が使用されるかを示し ます。

• SAP Netweaver 7.0

デー タ  ソ ース 「SAPSPINW_RPT_METRICS」 を使用 し て、 SAP NetWeaver 7.0 イ ン ス タ ン ス か ら

データ を収集し ます。

• SAP Netweaver 7.1

デー タ  ソ ース 「SAPSPINW_RPT_METRICS」 を使用 し て、 SAP NetWeaver 7.1 イ ン ス タ ン ス か ら

データ を収集し ます。 このデータ  ソースは、 NetWeaver 7.0 で使用されるデータ  ソース と同じです。

JOBREP_PERF JOBREP_PERF 状態 (scheduled、 running など ) ご と の

ジ ョ ブ数を数えます。

SAPBUFFER_PERF SAPBUFFER_PERF SAP イ ン ス タ ン スの SAP メ モ リ  バッ フ ァ

の使用状況についての値を返し ます。

SAPMEMORY_PERF SAPMEMORY_PERF SAP イ ン ス タ ン スの SAP ユーザーによ る  
SAP メ モ リ の使用状況を返し ます。

SAP_ICMSTAT_PERF ICMSTAT_PERF SAP Internet Communication Manager 
のステータ スおよびパフ ォーマン ス を監視

し ます。

SAP_STATRECS_PERF STATRECS_PERF 定義された ト ラ ンザク シ ョ ンの応答 / 実時

間を返し ます。

SAP_SYSUP_PERF SYSUP_PERF SAP NetWeaver イ ン ス タ ン スのステータ

ス を表示し ます。

SAP_USER_PERF USER_PERF 指定された SAP アプ リ ケーシ ョ ン サー

バーに対する、 SAP ク ラ イ アン ト ご と の

ユーザーと ユーザー セ ッ シ ョ ンの数を監

視し ます。

SAP_WLSUM_PERF WLSUM_PERF パフ ォーマン ス  ワーク ロード の統計情報

を収集し ます。

SPOOL_PERF SPOOL_PERF さ まざまな状態にあ る スプール要求数を数

えます。

UPDATE_PERF UPDATE_PERF 更新プロセスの個数

WP_PERF WP_PERF あ る  SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに関

する  SAP ク ラ イ アン ト ご と のユーザー / 
セ ッ シ ョ ンの数。

表 90　 　 SPI for SAP パフォーマンス レポート  メ ト リ ッ ク  (続き )

レポート  メ ト リ ッ ク名 参照モニタ 説明
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 SPI for SAP のレポートの削除

SPI for SAP レポー ト および HP Reporter と の統合を完全に削除するには、 この項で説明する手順を正しい

順序で実行する必要があ り ます。 この項では、 以下の ト ピ ッ ク について説明し ます。

• HP Reporter スナッ プイ ン パッ ケージを削除するには (361ページ )

• Reporter システムから  SPI for SAP を削除するには (361ページ )

HP Reporter スナップイン パッケージを削除するには

以下の手順を使用する と、 HP Reporter の SPI for SAP スナッ プイ ン パッ ケージを HP Reporter システム

からすばや く 簡単に削除でき ます。

1 Reporter で次のよ う に選択し ます。

[ ファイル ] → [構成 ] → [レポートパッケージ ]

2 [ レポー ト パッ ケージの構成 ] ウ ィ ン ド ウの右ペイ ンに配置されている  [ イ ン ス ト ール済みパッ ケージ ]
ウ ィ ン ド ウから次のフ ァ イルを選択し ます

• SPI for SAP

3 [レポート パッケージの構成] ウ ィ ン ド ウの左ペイ ンにあ る  [利用可能なパッケージ] ウ ィ ン ド ウの左矢

印ボタ ン [← ] を ク リ ッ ク し ます。

4 [OK] を ク リ ッ ク し て完了し ます。

Reporter システムから  SPI for SAP を削除するには

HP Reporter システムから  SPI for SAP のバイナ リ  フ ァ イルを削除するには、 システム管理者 と し て、 HP
Reporter システムで以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 HP Reporter システムに移動し ます。

2 DVD ド ラ イブに HP Operations Smart Plug-in DVD を挿入し ます。

3 プロ グ ラ ムの削除を選択し ます。

4 画面の指示に従って、 SAP SPI の下の Reports を選択し ます。

5 画面上の指示に従って、 削除処理を完了し ます。
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A SPI for SAP のゴールデン メ ト リ ック
ゴールデン メ ト リ ッ クは、 SAP と その環境を監視する上で、 最も基本的で重要な メ ト リ ッ ク です。 この メ ト

リ ッ ク を使っ て、 SAP NetWeaver シ ス テ ムの ABAP お よ び Java Stack の稼動状態、 可用性、 お よ びパ

フ ォーマン ス を監視でき ます。

表 91　 　ABAP のゴールデン メ ト リ ッ ク

メ ト リ ック  タイプ メ ト リ ックを取得するモニタ メ ト リ ック

ABAP のア ラー ト r3status_jp r3status - SAP ステータ ス  モニ タ : 
r3status

r3mondev_jp r3mondev - SAP ト レース  フ ァ イル 
モニタ : r3mondev

r3monsec_jp r3monsec - SAP セキ ュ リ テ ィ  モニ

タ : r3monsec

r3monale_jp r3monale - iDOC ステータ ス  モニタ  
(ALE モニ タ ) : r3monale

r3mondmp_jp r3mondmp - ABAP ダンプ モニ タ : 
r3mondmp

r3monjob_jp r3monjob - ジ ョ ブ レポー ト  モニタ : 
r3monjob

r3monupd_jp r3monupd - 更新モニタ : r3monupd

r3monusr_jp r3monusr - SAP ユーザー モニ タ : 
r3monusr
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ア ラー ト  メ ト リ ッ ク の他に、 次に示す Netweaver ABAP および Java のパフ ォーマン ス  メ ト リ ッ ク も重要

です （この メ ト リ ッ ク を使用する と、 データ を記録し レポー ト と し て表示でき ます )。

表 92　 　 Java のゴールデン メ ト リ ッ ク

メ ト リ ック  タイプ メ ト リ ック

Java のア ラー ト nwstatus

SPISAP_0207_jp

SPISAP_0219_jp

SPISAP_0233_jp

SPISAP_0234_jp

SPISAP_4201_jp

SPISAP_4202_jp

SPISAP_4203_jp

SPISAP_4204_jp

SPISAP_4206_jp
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表 93　 　ABAP のパフォーマンス メ ト リ ック

表 94　 　 Java のパフォーマンス メ ト リ ッ ク

メ ト リ ック  タイプ メ ト リ ックを取得するモニタ メ ト リ ック

ABAP のパフ ォーマン ス DBINFO_PERF CPUUSAGE

JOBREP_PERF ABORTED

SAPBUFFER_PERF HITRATIO

SAPMEMORY_PERF CURRENT_USE_PERCENT

ON_DISK

SPOOL_PERF OPEN_PR

ERROR_PR

FAILED_PR

STATRECS_PERF SAP_REC_COUNT

WLSUM_PERF RESPTI

CPUTI

CHNGCNT

GUITIME

GUINETTIME

WP_PERF LONG_RUNNING

EP_PERF AVG_RESP_TIME_EP

AVG_CPU_TIME_EP

AVG_CMPCALLPERREQ_EP

メ ト リ ック  タイプ メ ト リ ック

Java のパフ ォーマン ス SPISAP_2202_jp (使用可能な

メ モ リ )

SPISAP_2201_jp (割 り 当て済み

の メ モ リ )

SPISAP_2203_jp (使用中の

メ モ リ )
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B SPI for SAP レポートのデータ  ストアの詳細
SPI for SAP では、 メ ト リ ッ ク用に次のデータ  ス ト ア テーブルを作成し て、 データ収集を可能にし ます。

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA
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仕様ファイル : r3statistics.DBINFO_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク

メ ト リ ッ クの

データ  タイプ

DBINFO_PERF CPUUSAGE R64

BUFPREADS I32

BUFPWRITES I32

BUFQUAL R64

BUFSIZE I32

BUFWAITS I32

BUFWTIME I32

DICTSIZE I32

DDQUAL R64

LOGBLOCKS I32

LOGENTRIES I32

LOGSIZE I32

LOGFAULT R64

LOGALLOC I32

ROLLBACKS I32

SCANLONG I32

SORTDISK I32

SORTMEM I32

SORTROWS I32

HOSTNAME_DBINFO UTF8

SID_DBINFO UTF8

INSTANCE_DBINFO UTF8

KEY_DBINFO UTF8
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仕様ファイル : r3statistics.DOCSTAT_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ック

メ ト リ ッ クの

データ  タイプ

DOCSTAT_PERF APPMODE_DOC UTF8

CNTHEADER I32

CNTITEM I32

CNTDIV I32

CNTTOTAL I32

CNTLINE I32

CNTCHGDOC I32

CNTTEXT I32

HOSTNAME_DOCSTAT UTF8

SID_DOCSTAT UTF8

INSTANCE_DOCSTAT UTF8

KEY_DOCSTAT UTF8
369



仕様ファイル : r3statistics.EP_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク メ ト リ ックのデータ  タイプ

EP_PERF SID_EP UTF8

HOSTNAME_EP UTF8

START_TIME_EP UTF8

NO_REQ_EP I32

AVG_RESP_TIME_EP R64

AVG_CPU_TIME_EP R64

REQ_PER_SEC_EP I32

AVG_OUTBND_DATA_EP I32

ACC_RESP_TIME_EP R64

ACC_CPU_TIME_EP R64

OUTBND_DATA_REQ_EP I32

ACC_OUTBND_DATA_EP I32

NO_COMPCALLS_REQ_EP I32

AVG_CMPCALLPERREQ_EP I32

VALID_MONDATA_REQ_EP I32

REQ_NOT_CORR_CLSD_EP I32

REQCLSD_TOOMNYCMP_EP I32

REQS_RUNLEVEL_0_EP I32

REQS_RUNLEVEL_1_EP I32

REQS_RUNLEVEL_2_EP I32

USRS_SINCE_1_REQ_EP I32

USRS_SINCE_LSTRST_EP I32

LST_REQ_RST_TSTMP_EP UTF8

LST_CMPREQ_TSTMP_EP UTF8

LST_USRREQ_TSTMP_EP UTF8
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仕様ファイル : r3statistics.ICMSTAT_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

仕様ファイル : r3statistics.JOBREP_PERF

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ック メ ト リ ッ クのデータ  タイプ

ICMSTAT_PERF ICM_Status I32

Max_Threads I32

Peak_Threads I32

Cur_Threads I32

Max_Connections I32

Peak_Connections I32

Cur_Connections I32

Max_QueueEntries I32

Peak_QueueEntries I32

Cur_QueueEntries I32

Running_Threads I32

Dead_Threads I32

Processed_Threads I32

HOSTNAME_ICMSTAT I32

SID_ICMSTAT UTF8

INSTANCE_ICMSTAT UTF8

KEY_ICMSTAT UTF8
371



テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク メ ト リ ックのデータ  タイプ

JOBREP_PERF RUNNING UTF8

READY I32

SCHEDULED I32

RELEASED I32

ABORTED I32

FINISHED I32

PUT_ACTIVE I32

UNKNOWN_STATE I32

HOSTNAME_JOBREP UTF8

SID_JOBREP UTF8

INSTANCE_JOBREP UTF8

KEY_JOBREP UTF8
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データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

仕様ファイル : r3statistics.SAPBUFFER_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク メ ト リ ックのデータ  タイプ

SAPBUFFER_PERF BUFFER_NAME UTF8

HITRATIO R64

ALLOCATED_SIZE I32

FREE_SPACE I32

FREE_SPACE_PERCENT R64

MAXDIR_ENTR I32

FREEDIR_ENTR I32

FDIR_ENTR_PERCENT R64

BUFFER_SWAPS I32

BUFFER_SWAPS_DELTA I32

DB_ACCESSES I32

DB_ACCESSES_DELTA I32

HOSTNAME_SAPBUFFER UTF8

SID_SAPBUFFER UTF8

INSTANCE_SAPBUFFER UTF8

KEY_SAPBUFFER UTF8
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仕様ファイル : r3statistics.SAPMEMORY_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

仕様ファイル : r3statistics.SPOOL_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク メ ト リ ッ クのデータ  タイプ

SAPMEMORY_PERF MEMORY_AREA UTF8

CURRENT_USE_PERCENT R64

CURRENT_USE I32

MAX_USE I32

IN_MEMORY I32

ON_DISK I32

HOSTNAME_SAPMEMORY UTF8

SID_SAPMEMORY UTF8

INSTANCE_SAPMEMORY UTF8

KEY_SAPMEMORY UTF8

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ック

メ ト リ ックの

データ  タイプ

SPOOL_PERF ALL_SJ I32

SJ_ARCHIVE I32

PRINT_REQ I32

OPEN_PR I32

SUCCESS_PR I32

ERROR_PR I32

FAILED_PR I32

HOSTNAME_SPOOL UTF8

SID_SPOOL UTF8

INSTANCE_SPOOL UTF8

KEY_SPOOL UTF8
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仕様ファイル : r3statistics.STATRECS_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

仕様ファイル : r3statistics.SYSUP_PERF

テーブル名およびレポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク

メ ト リ ッ クの

データ  タイプ

SAP_STATRECS_PERF SAP_TCODE UTF8

SAP_RESPONSE_TME I32

SAP_NET_TIME I32

SAP_REC_COUNT I32

SAP_HOST_STATRECS UTF8

SAP_SID_STATRECS UTF8

SAP_INSTNO_STATRECS UTF8

SAP_KEY_STATRECS UTF8

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク メ ト リ ッ クのデータ  タイプ

SYSUP_PERF SYSTEM_STATUS UTF8

HOSTNAME_SYSUP UTF8

SID_SYSUP UTF8

INSTANCE_SYSUP UTF8

KEY_SYSUP UTF8
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データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

仕様ファイル : r3statistics.UPDATE_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

仕様ファイル : r3statistics.USER_PERF

データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

仕様ファイル : r3statistics.WLSUM_PERF

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ック

メ ト リ ッ クの

データ  タイプ

UPDATE_PERF ALL_TASKS UTF8

INITIAL_TASKS I32

ERRONOUS_TASKS I32

VB1 I32

V2 I32

HOSTNAME_UPDATE UTF8

SID_UPDATE UTF8

INSTANCE_UPDATE UTF8

KEY_UPDATE UTF8

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク メ ト リ ッ クのデータ  タイプ

USER_PERF USER_CLIENT UTF8

USER_CNT I32

SESSION_CNT I32

HOSTNAME_USER UTF8

SID_USER UTF8

INSTANCE_USER UTF8

KEY_USER UTF8
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テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク メ ト リ ッ クのデータ  タイプ

SAP_WLSUM_PERF SAP_HOSTNAME _WLSUM UTF8

SAP_SID_WLSUM UTF8

SAP_INSTANCE_WLSUM UTF8

SAP_KEY_WLSUM UTF8

SAP_TASKTYPE UTF8

SAP_CNT I32

SAP_DBACTIVCNT I32

SAP_RESPTI R64

SAP_CPUTI R64

SAP_QUEUETI R64

SAP_LOADGENTI R64

SAP_COMMITTI R64

SAP_DDICTI R64

SAP_QUETI R64

SAP_CPICTI R64

SAP_ROLLINCNT I32

SAP_ROLLINTI R64

SAP_ROLLOUTCNT I32

SAP_ROLLOUTTI R64

SAP_READDIRCNT I32

SAP_READDIRTI R64

SAP_READSEQCNT I32

SAP_READSEQTI R64

SAP_CHNGCNT I32

SAP_CHNGTI R64

SAP_BYTES I32

SAP_GUITIME R64

SAP_GUICNT I32

SAP_GUINETTIME R64
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データソース名 : R3_<SAP_Hostname>_<SAPSID>_<SAP_Instance_ Number>_DATA

仕様ファイル : r3statistics.WP_PERF

テーブル名および

レポート詳細 テーブル内のメ ト リ ッ ク メ ト リ ックのデータ  タイプ

WP_PERF ALL_WP I32

SEMAPHORE_WP I32

DEBUG_WP I32

LONG_RUNNING I32

PRIVAT_WP I32

NOSTART_WP I32

DIA_IDLE I32

DIA_ALL I32

DIA_RUNNING I32

BTC_IDLE I32

BT_ALL I32

BTC_RUNNING I32

SPO_IDLE I32

SPO_ALL I32

SPO_RUNNING I32

ENQ_IDLE I32

ENQ_ALL I32

ENQ_RUNNING I32

UPD_IDLE I32

UPD_ALL I32

UPD_RUNNING I32

UPD2_IDLE I32

UPD2_ALL I32

UPD2_RUNNING I32

HOSTNAME_WP UTF8

SID_WP UTF8

INSTANCE_WP UTF8

KEY_WP UTF8
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データソース名 : SAPSPINW_RPT_METRICS

仕様ファイル : SAPNW_reporter.sp

レポート名 テーブル内のメ ト リ ック

メ ト リ ッ クの

データ  タイプ

SAPSPINW_RPT_METRICS METRICID I32

VALUEID I32

VALUE R64

SORTID UTF8

SERVERNAME UTF8

OBJECTNAME UTF8
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